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１ 調査の目的  
  

「葛飾区男女平等推進計画（第５次）」の改定にあたり、区民の男女平等に関する意識と実態に

ついて把握、分析し、計画改定の基礎資料として活用することを目的として実施した。  

  

２ 調査対象  
  

葛飾区に居住する満 18歳以上の男女 3,000 人  

  

３ 調査方法  
  

郵送配布－郵送回収法（督促を兼ねた礼状ハガキ１回送付）  

※ただし、回答者がインターネットからでも回答できるよう専用サイトを設置 

  

４ 調査時期  
  

令和２年 6 月 25 日～7月 13 日  

  

５ 回収結果  
  

発送（配布）数 有効回収数 有効回収率 

3,000 1,117 37.2％ 
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６ 調査項目  
  

調査項目 問番号 質問内容 

男女平等 
問１ 男女平等社会の進度（付問：男女の不平等を感じること） 

問２ 男女の地位の平等感 

結婚観 問３ 結婚観 

家庭生活 

問４ 家事などの分担 

問５ 男性の家庭参画の度合い（付問：回答の理由） 

問６ 男性の家庭参画に必要なこと 

就労 

問７ 職業（付問：職場での男女差別） 

問８ 女性の働き方についての意識（付問：回答の理由） 

問９ 女性の再就職に対する支援 

問 10 
育児休業・介護休業の利用状況 

（付問：育児休業・介護休業の期間、利用しなかった理由） 

ワーク・ライ

フ・バランス 

問 11 ワーク・ライフ・バランスの認知状況 

問 12 優先度の希望と現実 

問 13 ワーク・ライフ・バランスを実現するために必要なこと 

セクシュアル 

・ハラスメント 

問 14 セクシュアル・ハラスメントの経験の有無 

問 15 相談の有無（付問：相談先、相談しなかった、できなかった理由） 

ドメスティッ

ク・バイオレ

ンス 

問 16 ドメスティック・バイオレンスの経験の有無 

問 17 相談の有無（付問：相談先、相談しなかった、できなかった理由） 

問 18 
ドメスティック・バイオレンスの防止及び被害者支援のために 

必要な対策 

性の表現 問 19 性別役割分担や性・暴力等の表現についての意識 

性の多様性 
問 20 性自認について悩んだことの有無（付問：悩んだ内容） 

問 21 ＬＧＢＴの認知状況 

健康 問 22 性や妊娠・出産に関して女性が決めるうえで必要なこと 

学校教育 問 23 男女平等社会実現のために、学校教育の場で力を入れるべきこと 

女性の社会 

参画 

問 24 区議会議員等に占める女性議員数の評価 

問 25 政策や方針決定過程への女性参画を妨げている要因 

問 26 政治や行政への女性の参画推進に必要なこと 

防災 問 27 地域の防災活動や災害時における生活環境の確保に必要なこと 

施策や制度 

など 

問 28 葛飾区男女平等推進センター（ウィメンズパル）の認知状況 

問 29 葛飾区男女平等推進センター事業の参加・利用意向 

問 30 男女平等社会実現のために充実すべき施策 

問 31 
葛飾区の男女平等・共同参画施策についての意見・要望 

＜自由回答＞ 

基本属性 

Ｆ１ 性別 

Ｆ２ 年齢 

Ｆ３ 結婚の有無（付問：共働きの有無） 

Ｆ４ 子どもの有無 
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７ 報告書の見方  
  

(1) 回答は、それぞれの質問の回答者数を基数とした百分率（％）で示しています。それぞれ

の質問の回答者数は、全体の場合はＮ（Number of case）、それ以外の場合にはｎと表記し

ています。  

(2) ％は小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表記しています。従って、

回答の合計が必ずしも 100.0％にならない場合（例えば 99.9％、100.1％）があります。  

(3) 性別、年代別などは、無回答の方がいるため、合計が全体とは一致しません。  

(4) 回答者が２つ以上回答することのできる質問（複数回答）については、％の合計は 100％に

ならないことがあります。  

(5) 本文及びグラフ中の設問文ならびに選択肢の表現は一部省略している場合があります。  

(6) クロス集計による分析では、分析軸の項目のうち回答者数が 20 未満の場合、全体結果と比

率に大きな差がある選択肢であっても、本文で触れていないところがあります。  
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１ 基本属性  
  

・性別は、「女性」が 55.7％、「男性」が 42.8％です。（F1）  

・年齢は、全体では、「50 歳代（20.4％）」が最も多く、「40 歳代（17.3％）」、「60 歳代（16.4％）」

が続いています。（F2）  

・結婚の有無は、全体では、「結婚している（事実婚を含む）（62.8％）」が６割を超えて最も多く、

「結婚していない（22.5％）」、「結婚していたが、離別・死別した（11.4％）」が続いています。

「結婚している（事実婚を含む）」人の共働きの状況は、全体では、「共働き（53.4％）」が最も

多く、「自分だけ働いている（15.3％）」、「配偶者・パートナーだけ働いている（15.2％）」、「と

もに働いていない（14.2％）」が続いています。（F3、3-1）  

・子どもの有無は、全体では、「いる」が 60.6％、「いない」が 32.7％です。（F4、4-1）  

 

２ 男女平等  
  

・男女平等社会の進度は、全体では、「少しは平等になってきている（41.9％）」が最も多く、「か

なり平等になってきている（29.3％）」が続いています。「十分平等になってきている」と「か

なり平等になってきている」の合計は 33.8％です。平成 27 年調査、22 年調査、16 年調査と比

較すると、全体では、「十分平等になってきている（4.5％）」は、過去調査（平成 27 年調査：

5.0％、平成22年調査：10.9％、平成16年調査：10.2％）に比べて減っていますが、「十分平等

になってきている」と「かなり平等になってきている」の合計（33.8％）は、過去調査（平成

27年調査：32.1％、平成22年調査：31.3％、平成16年調査：31.5％）と比べて増えています。

一方、「ほとんど平等になっていない（10.6％）」は平成 27 年調査と比較すると減っていますが、

１割を超えています。 

・性別にみると、女性は「十分平等になってきている」と「かなり平等になってきている」の合

計（26.8％）は増え、「ほとんど平等になっていない（12.2％）」は減っています。男性は「十

分平等になってきている（7.1％）」は減っていますが、「十分平等になってきている」と「かな

り平等になってきている」の合計（42.9％）は増えています。（問 1）  

・男女平等社会の進度について、「少しは平等になってきている」「ほとんど平等になっていない」

と回答した人に、不平等を感じる点をたずねたところ、全体では、「家事や育児のほとんどを女

性が担っていること（65.1％）」、「男性が仕事に追われ、家事・育児・教育などの家庭生活にか

かわりにくいこと（58.7％）」、「就職や採用、昇格や賃金など、労働の場面で男女に格差がある

こと（56.5％）」が５割を超えています。（問 1-1）  

・社会の各分野における男女の地位の平等感をたずねました。全体では、『政治の場（75.0％）』、

『社会通念・慣習・しきたりなど（73.4％）』で《男性優遇》（「男性が優遇されている」と「や

や男性が優遇されている」の合計）が７割を超えています。また、『学校教育の場』で《平等

（54.4％）》が５割台で７つの分野の中で最も多くなっています。また、『全体として、現在の

日本では』では、《男性優遇（74.7％）》が７割台となっています。性別にみると、いずれの分

野も、女性は男性より《男性優遇》が、男性は女性より《平等》《女性優遇》が多くなっていま

す。平成 27 年調査と比較すると、すべての分野で《男性優遇》の割合が増えています。 

（問 2） 

  

３ 結婚観  
  

・結婚観について６つの考え方をたずねました。ここでは、「そう思う」と「どちらかといえばそ

う思う」の合計を《賛成》、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」の合計を

《反対》としています。『夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである』では、《反対》は女性
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80.2％、男性 74.0％で、女性が多くなっています。平成 27 年調査と比較すると、《賛成》

（26.9％⇒20.9％）が減り、《反対》（66.3％⇒77.1％）が増えています。  

『結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい』では《賛成》は、女

性 87.8％、男性 81.2％で女性が多くなっています。『夫も妻も外で働き、家事も分担するべきで

ある』では、《賛成》は女性 73.1％、男性 65.1％で、女性が多くなっています。 

『結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない』では、《賛成》は女性 69.1％、男性 56.5％で、

女性が多くなっています。『結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい』では、《賛

成》は女性 72.2％、男性 55.0％で、女性が多くなっています。『未婚の女性が子どもを産み育て

るのもひとつの生き方だ』では、《賛成》は女性73.9％、男性69.9％で、大きな差はありません。

（問 3）  

  

４ 家庭生活  
  

・家事などの分担の頻度についてたずねました。すべての項目で「いつもしている」は女性が男

性を上回っています。「いつもしている」の多い順にみると、女性は『洗濯（79.1％）』が最も

多く、『食事のしたく（78.1％）』、『食事の後片付け（77.3％）』、『食料品・日用品の買い物

（74.9％）』、『部屋の清掃・片付け（72.0%）』が７割台となっています。男性は『ゴミ出し

（49.0％）』が４割台で最も多く、『食事の後片付け（37.4％）』、『食料品・日用品の買い物

（35.4％）』と続いています。 

・共働きの状況別にみても、すべての項目で「いつもしている」は女性が男性を上回っており、 

特に、『洗濯（87.6％）』、『食料品・日用品の買い物（87.1％）』、『食事のしたく（85.8％）』、 

『食事の後片付け（80.9％）』は８割台となっています。共働きの男性は『ゴミ出し（52.2％）』

が５割台となっています。（問 4）  

・男性の家庭参画の度合いについてたずねました。女性は「積極的に取り組んだ方がよい（女

性：35.9％、男性：21.8％）」で男性を上回っています。（問 5）  

・男性の家庭参画に必要なことは、全体では、「男性自身の家事・育児・介護に取り組みたいと思

う気持ち（61.8％）」が最も多く、「男性が家事・育児・介護を担うことに対する、職場の上司

や同僚の理解（56.4％）」、「労働時間短縮や休暇取得率の上昇に会社が取り組むこと（52.2％）」

が続いています。（問 6）  

  

５ 就労  
  

・全体では、「正社員・正職員（33.5％）」が最も多く、「パートタイム（12.5％）」、「家事専業

（11.5％）」が続いています。「無職」は 13.9％です。（問 7）  

・何らかの仕事をしている人に、その内容や待遇の問題点についてたずねました。全体では、「昇

進、昇格に男女差がある（14.9％）」が最も多く、「女性の配置場所が限られている（11.7％）」、

「賃金に男女差がある（10.3％）」が続いています。（問 7-1）  

・女性の働き方について、女性は「子育ての時期だけ一時辞めて、その後はまた仕事を持つ（女

性：45.2％、男性 40.0％）」、「結婚・出産にかかわらず、ずっと仕事を持つ（女性：30.2％、男

性 25.3％）」、「結婚するまでは仕事を持つが、結婚後は持たない（女性：2.4％、男性 2.3％）」

で男性を上回っています。平成 27 年調査と比較すると、男女ともに「結婚・出産にかかわらず、

ずっと仕事を持つ」が増えています。（問 8）  

・女性の再就職に対する支援は、全体では、「保育所・学童保育クラブなどの保育施設の充実

（62.5％）」が最も多く、「出産などで退職した後に希望すれば復帰できる再雇用制度の充実

（60.3％）」、「家族や周囲などの理解と協力（56.1％）」が続いています。性別にみると、女性

は「保育所・学童保育クラブなどの保育施設の充実（65.8％）」が最も多く、「家族や周囲など

の理解と協力（62.9％）」が続いています。男性は「出産などで退職した後に希望すれば復帰で
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きる再雇用制度の充実（61.3％）」が最も多く、「保育所・学童保育クラブなどの保育施設の充

実（58.6％）」が続いています。（問 9）  

・育児休業の利用は、「利用したことがある」は女性が 11.4％、男性が 1.3％となっています。育

児休業の利用期間は、女性は「６カ月～１年未満（40.8％）」が最も多く、「1 年以上（39.4％）」

が続いています。利用期間について平成 27 年調査と比較すると、女性は「1 年以上（令和２年

調査 39.4％、平成 27 年調査 18.0％）」が増えています。男性は「３カ月～６カ月未満（令和２

年調査 16.7％、平成 27 年調査 0.0%）」、「６カ月～１年未満（令和２年調査 50.0％、平成 27 年

調査 0.0%）」が増えています。（問 10、問 10-1）  

・介護休業の利用は、「利用したことがある」は女性が 1.4％、男性が 0.6％となっています。（問

10、10-1）  

・育児休業を利用しなかった理由は、女性は「出産前に離職したから（37.1％）」が最も多くなっ

ています。男性は、「配偶者など自分以外に子どもをみてくれる人がいたから（34.9％）」が最

も多く、「前例がないから（15.5％）」が続いています。介護休業を利用しなかった理由は、男

女ともに「介護サービス利用など自分以外に介護をしてくれる人がいたから（女性：19.4％、

男性：30.8％）」が最も多くなっています。（問 10、10-2）  

  

６ ワーク・ライフ・バランス  
  

・ワーク・ライフ・バランスという言葉の《認知度》（「内容まで知っている」と「内容は知らな

いが言葉は聞いたことがある」の合計）は、女性が 51.6％、男性が 59.5％となっています。平

成 27 年調査と比較すると、男女ともに《認知度》は高くなっています。（問 11） 

・生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度の希望は、女性は『「仕事」と

「家庭生活」をともに優先したい（26.0％）』と『「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生

活」をともに優先したい（22.8％）』、『「家庭生活」を優先したい（20.7％）』が２割台となって

います。男性は『「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい（29.5％）』が最も多くなってい

ます。現実は、女性は『「家庭生活」を優先している（31.4％）』が最も多くなっています。男

性は『「仕事」を優先している（34.1％）』が最も多くなっています。『「仕事」と「家庭生活」

をともに優先』の希望と現実の差について平成 27 年調査と比較すると、女性は 6.6 ポイントか

ら 5.9 ポイントに、男性は 9.2 ポイントから 5.7 ポイントに差が縮まっています。（問 12）  

・ワーク・ライフ・バランスを実現するために必要なことは、女性は「残業や副業を行わなくて

も生活ができるよう、賃金が上昇する（44.5%）」が最も多く、「残業を減らしたり、年休をしっ

かりとる（42.0％）」、「在宅勤務や仕事の段取りを工夫するなど、業務の効率化により長時間労

働を改善する（40.2％）」が続いています。男性は「残業を減らしたり、年休をしっかりとる

（46.9％）」が最も多く、「残業や副業を行わなくても生活ができるよう、賃金が上昇する

（46.4％）」、「在宅勤務や仕事の段取りを工夫するなど、業務の効率化により長時間労働を改善

する（41.0％）」が続いています。（問 13）  

  

７ セクシュアル・ハラスメント  
  

・職場、学校、地域におけるセクシュアル・ハラスメントについてたずねました。職場では、女

性は『「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方をされた（13.7％）』、『いやが

っているのに性的な話・言葉を聞かされた（11.1％）』、『宴会でお酒やデュエットを強要された

（10.6％）』、『不必要に身体をさわられた（10.5％）』が１割台となっています。男性は『「女

（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方をされた（10.3%）』が最も多くなってい

ます。学校では、男女ともに『「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方をさ

れた（女性：7.9％、男性：5.2％）』が最も多くなっています。地域では、男女ともに『「女

（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方をされた（女性：5.6％、男性：5.2％）』

が最も多くなっています。（問 14）  
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・何らかのセクシュアル・ハラスメントを受けたことがあると回答した人に、その時の対応をた

ずねたところ、「相談した」は女性が40.7％、男性が21.7％となっています。女性の相談先は、

「友人・知人に相談した（56.3％）」が最も多く「家族に相談した（50.0％）」、「会社の人事課、

上司などに相談した（19.8％）」が続いています。相談しなかった（できなかった）理由は、男

女ともに「相談するほどのことではないと思ったから（女性：50.4％、男性：50.7％）」が最も

多く、５割台となっています。（問 15、15-1、15-2）  

 

８ ドメスティック・バイオレンス  
  

・ドメスティック・バイオレンスの経験をたずねました。《暴力を受けた経験がある》（「何度もあ

った」と「１、２度あった」の合計）は、女性は『大声で怒鳴られる（20.1％）』が最も多く、

『「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方をされる（11.3％）』、『容姿につい

て傷つくようなことを言われる（10.1％）』、『何を言っても無視される（8.3%）』、『「誰のおかげ

で生活できるんだ」とか「かいしょうなし」と言われる（7.7％）』が続いています。また、『命

の危険を感じるくらいの暴力を受ける』は 3.4％、『医師の治療が必要となる暴力を受ける』は

1.9％となっています。男性は『大声で怒鳴られる（10.6％）』が最も多く、『「女（男）のくせ

に」「女（男）だから」と差別的な言い方をされる（7.3％）』、『容姿について傷つくようなこと

を言われる（5.7％）』、『「誰のおかげで生活できるんだ」とか「かいしょうなし」と言われる

（4.6％）』、『何を言っても無視される（4.4％）』が続いています。また、『命の危険を感じるく

らいの暴力を受ける』は 0.8％、『医師の治療が必要となる暴力を受ける』は 0.6％となってい

ます（問 16）  

・《暴力を受けた経験がある》と回答した人に、相談の有無をたずねたところ、「相談した」は女

性が42.0％、男性が12.5％となっています。平成27年調査と比較すると、女性（42.0％）は平

成 27 年調査（36.0％）よりも 6.0 ポイント増えています。男性（12.5％）は平成 27 年調査

（14.5％）よりも 2.0 ポイント減っています。（問 17） 

・相談先は、女性は「友人・知人に相談した（68.8％）」が最も多く、「家族や親族に相談した

（46.3％）」が続いています。男性は「家族や親族に相談した（70.0％）」が最も多く、「友人・

知人に相談した（60.0％）」が続いています。相談しなかった（できなかった）理由は、男女と

もに「相談するほどのことではないと思ったから（女性：44.3％、男性：46.0％）」が最も多く

なっています。男女の違いをみると、男性は「自分にも悪いところがあると思ったから（女

性：14.4％、男性：28.6％）」が女性よりも14.2ポイント上回っています。（問17-1、問17-2）  

・ドメスティック・バイオレンスの防止および被害者支援のために必要な対策は、男女ともに

「家庭内であっても暴力は犯罪であるという意識を広める（女性：71.2％、男性：66.5％）」が

最も多くなっています。（問 18）  

  

９ 性の表現  
  

・性別役割分担や性・暴力等の表現についての意識は、全体では、「子どもの目にふれないような

配慮が足りない（29.0％）」が最も多く、「自分の意思とは関係なく目に入ることがあり、気分

を害する（22.9％）」、「社会全体の性や暴力に対する倫理感が損なわれている（22.6％）」、「女

性の性を過度に強調するなど、行き過ぎた表現が目立つ（20.7％）」と続いています。男女の違

いをみると、女性は「自分の意思と関係なく目に入ることがあり、気分を害する（女性：

29.1％、男性：14.9％）」で男性を上回っており、男性は「社会全体の性や暴力に対する倫理感

が損なわれている（25.3％）」、「特に問題はない（女性：13.8％、男性：19.7％）」で女性を上

回っています。（問 19）  
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10 性の多様性  
  

・性自認について悩んだことの有無は、「ある」は女性が 6.6％、男性が 5.4％となっています。

（問 20）  

・ＬＧＢＴという言葉の認知度は、女性が 78.1％、男性が 76.2％となっています。（問 21）  

  

11 健康  
  

・性や妊娠・出産に関して女性が決めるうえで必要なことは、全体では、「子どもの成長と発育に

応じた性教育（64.9％）」が最も多く、「性や妊娠／予期せぬ妊娠・出産・産後・不妊について

の情報提供・相談体制の充実（53.0％）」、「喫煙や薬物等、男女の健康への害についての情報提

供・相談体制の充実（47.1％）」が続いています。男女の違いをみると、女性は「性や妊娠／予

期せぬ妊娠・出産・産後・不妊についての情報提供・相談体制の充実（女性：58.2％、男性：

47.7％）」、「更年期についての情報提供・相談体制の充実（女性：39.4％、男性：29.9）」で男

性をそれぞれ 10.5 ポイント、9.5 ポイント上回っています。（問 22）  

  

12 学校教育  
  

・男女平等社会実現のために、学校教育の場で力を入れるべきことは、全体では、「男女の別なく、

個性や能力を活かせる指導の充実（65.5％）」が最も多く、「人間としての尊厳、平等を尊重す

ることに力点を置いた指導（56.0％）」、「日常の学校生活の中での男女平等の実践（53.1％）」、

「男女平等の意識を育てるための授業を工夫して実施（39.7％）」が続いています。（問 23）  

  

13 女性の社会参画  
  

・区議会議員等に占める女性議員数の評価については、全体では、「もう少し女性が増えたほうが

よい」と「男女半々くらいまで増えたほうがよい」と「男性を上回るほど、女性が増えたほう

がよい」をあわせた《増加肯定》は、67.3％です。（問 24）  

・政策や方針決定過程への女性参画を妨げている要因は、全体では、「男性優位の組織運営に問題

があるから（44.3％）」が最も多く、「女性の参画を進めようと意識している人が少ないから

（40.1％）」、「家庭、職場、地域における性別による役割分担や性差別の意識があるから

（29.3％）」が続いています。（問 25）  

・政治や行政への女性の参画推進に必要なことは、全体では、「区が女性職員の採用・登用・教育

訓練などに目標を設けたり、女性職員の管理・監督者昇任を促す計画を作成する（46.9％）」が

最も多く、「政党が選挙の候補者に一定の割合で女性を含めるようにする（27.9％）」、「政治や

行政について、男女の意識を変えるためのセミナーなどを積極的に開催する（26.6％）」が２割

台で続いています。（問 26）  

  

14 防災  
  

・地域の防災活動や災害時における生活環境の確保に必要なことは、全体では、「性別に応じてプ

ライバシー（更衣、授乳、トイレ、就寝スペースなど）を確保するような避難所運営を行うこ

と（74.8％）」、「災害時要配慮者（高齢者、障害者、乳幼児など）をはじめ、さまざまな状態の

人の視点を取り入れた避難所運営を行うこと（70.4％）」が７割台となっています。（問 27）  
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15 施策や制度など  
  

・葛飾区男女平等推進センター（ウィメンズパル）を知っている割合は、女性が 48.7％、男性が

33.9％です。平成 27 年調査（女性：49.8％、男性：34.0％）と比較すると、男女ともに知って

いる割合が減っています。（問 28）  

・葛飾区男女平等推進センター事業の参加・利用意向は、全体では、「相談事業（法律相談、悩み

ごと相談、女性に対する暴力相談）（12.2％）」が最も多く、「学習・交流のための会議室や学習

室（10.8％）」、「平日の夜間や土日に開催される男女平等に関する講座・講演会（9.7％）」が続

いています。（問 29）  

・男女平等社会実現のために充実すべき施策は、全体では、「病気や緊急時に、家事・育児・介護

を手助けする制度の充実（60.8％）」が最も多く、「子育て・育児に関する支援の充実

（52.6％）」、「高齢者・障害者介護に関する支援の充実（52.3％）」が続いています。（問 30）  
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１ 基本属性  
  

（１）性別  

Ｆ１ あなたの性別をお答えください。（○は１つだけ）  

【全体】  

「女性」が 55.7％、「男性」が 42.8％となっています。（図表 1-1）  

  
図表 1-1 性別（全体）  

 
 

 

（２）年齢  

Ｆ２ あなたの年齢はおいくつですか。（○は１つだけ）  

【全体】  

全体では、「50 歳代（20.4％）」が最も多く、「40 歳代（17.3％）」、「60 歳代（16.4％）」が続い

ています。（図表 1-2）  

  

【性別】  

性別にみると、女性は「50歳代（20.3％）」が最も多く、「40歳代（18.0％）」が続いています。

男性は「50 歳代（21.1％）」が最も多く、「60歳代（17.8％）」、「70歳代（17.6％）」が続いてい 

ます。（図表 1-2）  

  

図表 1-2 年齢（全体、性別）  

 
  

55.7 42.8

0.0

1.5全体(N=1,117)

（％）

女性 男性
自由記載

無回答

11.5

13.2

9.8

12.6

14.5

10.7

17.3

18.0

16.9

20.4

20.3

21.1

16.4

15.8

17.8

14.5

12.5

17.6

5.7

5.6

6.1

1.5

0.2

0.0

全体(N=1,117)

女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

10・20歳代

無回答30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上
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（３）結婚の有無  

Ｆ３ あなたは結婚していますか。（○は１つだけ）  

【全体】  

全体では、「結婚している（62.8％）」が最も多く、「結婚していない（22.5％）」、「結婚してい

たが、離別・死別した（11.4％）」が続いています。（図表 1-3）  

  

【性別】  

性別にみると、男女ともに「結婚している（女性：62.9％、男性：64.9％）」が最も多く、「結

婚していない（女性：21.1％、男性 25.1％）」、「結婚していたが、離別・死別した（女性：14.5％、

男性 7.5％）」が続いています。（図表 1-3）  

  
図表 1-3 結婚の有無（全体、性別）  

 
  

62.8

62.9

64.9

1.3

1.1

1.5

0.4

0.2

0.6

11.4

14.5

7.5

22.5

21.1

25.1

1.8

0.3

0.4

全体(N=1,117)

女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

結婚している

無回答

結婚していないが同居の異性の

パートナーがいる（事実婚を含む）
結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

結婚していたが、離別・死別した

結婚していない
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（４）共働きの有無  

Ｆ３で１～３のいずれかをお答えの方に  

Ｆ３-１ あなたの世帯は共働きですか。（○は１つだけ）  

【全体】  

全体では、「共働き（53.4％）」が最も多く、「自分だけ働いている（15.3％）」、「配偶者・パー

トナーだけ働いている（15.2％）」「ともに働いていない（14.2％）」が続いています。 

（図表 1-4）  

  

【性別】  

性別にみると、男女ともに「共働き（女性：56.4％、男性：49.7％）」が最も多くなっています。

次いで女性は「配偶者・パートナーだけ働いている」が 23.6％、男性は「自分だけ働いている」

が 28.8％で続いています。（図表 1-4）  

  
図表 1-4 共働きの有無（全体、性別）  

＜結婚している人、結婚していないが同居のパートナーがいる人＞  

 
   

53.4

56.4

49.7

15.3

4.5

28.8

15.2

23.6

4.7

14.2

13.8

14.7

1.9

1.8

2.2

全体(N=719)

女性(n=399)

男性(n=320)

（％）

共働き

無回答

自分だけ働いている

配偶者・パートナーだけ働いている

ともに働いていない
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（５）子どもの有無  

Ｆ４ お子さんはいらっしゃいますか。（○は１つだけ）  

【全体】  

全体では、「いる」が 60.6％、「いない」が 32.7％となっています。（図表 1-5）  

  

【性別】  

性別にみると、「いる」は女性が 64.6％、男性が 57.5％となっています。（図表 1-5）  

  
図表 1-5 子どもの有無（全体、性別）  

 
  

  

  

60.6

64.6

57.5

32.7

30.7

36.2

6.7

4.7

6.3

全体(N=1,117)

女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

無回答いる いない
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２ 男女平等  
  

（１）男女平等社会の進度  

問１ あなたは、日々の暮らしの中で、男女平等社会はどの程度進んでいると思います

か。（○は１つだけ）  

【全体】  

全体では、「少しは平等になってきている（41.9％）」が最も多く、「かなり平等になってきてい

る（29.3％）」が続いています。「十分平等になってきている」と「かなり平等になってきている」

の合計は 33.8％です。 

一方、「ほとんど平等になっていない」は 10.6％となっています。（図表 2-1-1）  

  

【性別】  

性別にみると、男女ともに「少しは平等になってきている（女性：46.5％、男性 36.4％）」が最

も多くなっています。 

「十分平等になってきている」と「かなり平等になってきている」の合計は、男性（42.9％）

が女性（26.8％）を 16.1 ポイント上回っています。 

一方、「ほとんど平等になっていない」は女性（12.2％）が男性（8.8％）を 3.4 ポイント上回

っています。（図表 2-1-1）  

  
図表 2-1-1 男女平等社会の進度（全体、性別）  

 
   

4.5

2.4

7.1

29.3

24.4

35.8

41.9

46.5

36.4

10.6

12.2

8.8

8.8

8.7

9.2

5.0

5.8

2.7

全体(N=1,117)

女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

十分平等になってきている

無回答かなり平等になってきている

少しは平等になってきている

ほとんど平等になっていない

わからない
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、「十分平等になってきている」と「かなり平等になってきている」の合計

は、女性の 30 歳代と 40 歳代は１割台となっていますが、男性はすべての年代で３割を超えてお

り、50 歳代では半数近くとなっています。 

一方、「ほとんど平等になっていない」は、女性の 40 歳代が 25.0％で他の性・年代に比べて多

くなっています。（図表 2-1-2）  

  
図表 2-1-2 男女平等社会の進度（性・年代別）  

 
  

2.4

4.9

1.1

0.9

1.6

1.0

7.7

0.0

7.1

6.4

3.9

11.1

8.9

5.9

4.8

6.9

24.4

18.3

16.7

16.1

29.4

28.6

33.3

37.1

35.8

29.8

31.4

19.8

40.6

43.5

42.9

37.9

46.5

48.8

47.8

44.6

50.0

54.1

38.5

25.7

36.4

31.9

25.5

50.6

36.6

34.1

36.9

27.6

12.2

14.6

17.8

25.0

6.3

4.1

6.4

8.6

8.8

17.0

17.6

8.6

5.9

9.4

3.6

3.4

8.7

8.5

11.1

8.0

4.0

9.2

9.0

20.0

9.2

12.8

21.6

8.6

6.9

5.9

3.6

17.2

5.8

4.9

5.6

5.4

8.7

3.1

5.1

8.6

2.7

2.1

0.0

1.2

1.0

1.2

8.3

6.9

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

十分平等になってきている

無回答

かなり平等になってきている

少しは平等になってきている

ほとんど平等になっていない

わからない
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【平成 27 年調査、平成 22 年調査、平成 16 年調査との比較】 

 

平成 27年調査、平成22年調査、平成16年調査と比較すると、全体では、「十分平等になってき

ている（4.5％）」が、過去調査（平成 27 年調査：5.0％、平成 22 年調査：10.9％、平成 16 年調

査：10.2％）に比べて減っていますが、「十分平等になってきている」と「かなり平等になってき

ている」の合計（33.8％）は、過去調査（平成27年調査：32.1％、平成22年調査：31.3％、平成

16 年調査：31.5％）と比べて増えています。一方、「ほとんど平等になっていない（10.6％）」は

平成 27 年調査と比較すると減っていますが、１割を超えています。 

性別にみると、女性は「十分平等になってきている」と「かなり平等になってきている」の合

計（26.8％）は増え、「ほとんど平等になっていない（12.2％）」は減っています。男性は「十分

平等になってきている（7.1％）」は減っていますが、「十分平等になってきている」と「かなり平

等になってきている」の合計（42.9％）は増えています。（図表 2-1-3） 

 
図表 2-1-3 男女平等社会の進度（全体、性別、平成 27 年・平成 22 年・平成 16 年調査） 

 
  

7.1

7.4

15.9

14.4

35.8

34.6

21.9

25.6

36.4

29.3

32.5

34.0

8.8

10.1

6.5

6.1

9.2

11.5

22.6

18.7

2.7

7.0

0.6

1.1

令和２年

(n=478)

平成27年

(n=485)

平成22年

(n=634)

平成16年

(n=620)

（％）十分平等になってきている

無回答かなり平等になってきている

少しは平等になってきている

ほとんど平等になっていない

わからない

男性

2.4

3.1

6.7

6.5

24.4

21.4

19.1

17.4

46.5

41.0

40.8

42.6

12.2

14.8

12.2

11.2

8.7

16.5

20.0

20.8

5.8

3.2

1.2

1.6

令和２年

(n=622)

平成27年

(n=649)

平成22年

(n=760)

平成16年

(n=679)

（％）十分平等になってきている

無回答かなり平等になってきている

少しは平等になってきている

ほとんど平等になっていない

わからない

女性

4.5

5.0

10.9

10.2

29.3

27.1

20.4

21.3

41.9

35.6

37.0

38.5

10.6

12.7

9.6

8.8

8.8

14.6

21.2

19.8

5.0

4.9

0.9

1.4

令和２年

(N=1,117)

平成27年

(N=1,161)

平成22年

(N=1,394)

平成16年

(N=1,299)

（％）

十分平等になってきている

無回答かなり平等になってきている

少しは平等になってきている

ほとんど平等になっていない

わからない

全体
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（２）男女の不平等を感じること  

問１で３～４のいずれかをお答えの方に 

問１-１ 具体的に、どのような点で男女の不平等を感じますか。  

（○はあてはまるものすべて） 

【全体】  

男女平等社会の進度について、「少しは平等になってきている」「ほとんど平等になっていない」

と回答した人に、不平等を感じる点をたずねました。  

全体では、「家事や育児のほとんどを女性が担っていること（65.1％）」が最も多く、「男性が仕

事に追われ、家事・育児・教育などの家庭生活にかかわりにくいこと（58.7％）」、「就職や採用、

昇格や賃金など、労働の場面で男女に格差があること（56.5％）」が続いています。 

（図表 2-2-1）  

  

【性別】  

性別にみると、女性は「家事や育児のほとんどを女性が担っていること（71.5％）」が最も多く

７割を超えています。 

男性は「男性が仕事に追われ、家事・育児・教育などの家庭生活にかかわりにくいこと

（61.8％）」が最も多く、「就職や採用、昇格や賃金など、労働の場面で男女に格差があること

（55.8％）」が続いています。  

男女の違いをみると、女性は「家事や育児のほとんどを女性が担っていること（女性：71.5％、

男性：54.4％）」、「介護の負担が女性に偏っていること（女性：49.1％、男性：35.0％）」で、男

性をそれぞれ 17.1 ポイント、14.1 ポイント上回っています。（図表 2-2-1）  

  
図表 2-2-1 男女の不平等を感じること（全体、性別：複数回答）  

＜少しは平等になってきている、ほとんど平等になっていないと感じている人＞  
 

  

71.5

57.2

56.6

44.4

49.1

40.7

39.6

33.1

34.4

34.1

1.6

0.0

54.4

61.8

55.8

49.3

35.0

37.3

34.1

27.6

24.4

24.4

4.6

0.5

0 20 40 60 80

家事や育児のほとんどを女性が担っていること

男性が仕事に追われ、家事・育児・教育

などの家庭生活にかかわりにくいこと

就職や採用、昇格や賃金など、

労働の場面で男女に格差があること

議員や企業の管理職、地域社会の役員

など、女性の社会参画が進んでいないこと

介護の負担が女性に偏っていること

「男らしさ、女らしさ」という

考えが、人々の間にあること

学校や日常生活の中で、男女に

よる役割分担があること

職場や学校などで、セクシュアル・ハラス

メント（性的いやがらせ）がおこること

風俗産業やマスメディアなどで、

女性の性が商品化されていること

家庭内・外にかかわらず、女性に

対する暴力がなくならないこと

その他

無回答
女性(n=369)

男性(n=217)

（％）

65.1

58.7

56.5

46.5

44.2

39.8

37.7

31.3

31.0

31.0

2.7

0.2

0 20 40 60 80

家事や育児のほとんどを女性が担っていること

男性が仕事に追われ、家事・育児・教育

などの家庭生活にかかわりにくいこと

就職や採用、昇格や賃金など、

労働の場面で男女に格差があること

議員や企業の管理職、地域社会の役員

など、女性の社会参画が進んでいないこと

介護の負担が女性に偏っていること

「男らしさ、女らしさ」という

考えが、人々の間にあること

学校や日常生活の中で、男女に

よる役割分担があること

職場や学校などで、セクシュアル・ハラス

メント（性的いやがらせ）がおこること

風俗産業やマスメディアなどで、

女性の性が商品化されていること

家庭内・外にかかわらず、女性に

対する暴力がなくならないこと

その他

無回答
全体(N=591)

（％）
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は 40 歳代で「家事や育児のほとんどを女性が担っていること」で８

割を超えています。  

男性は 30 歳代で「男性が仕事に追われ、家事・育児・教育などの家庭生活にかかわりにくいこ

と」が７割を超えています。（図表 2-2-2）  

  
図表 2-2-2 男女不平等を感じること（性・年代別、上位４項目：複数回答） 

＜少しは平等になってきている、ほとんど平等になっていないと感じている人＞  

  

49.3

26.1

36.4

54.2

48.8

59.5

58.8

40.0

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=217)

10・20歳代(n=23)

30歳代(n=22)

40歳代(n=48)

50歳代(n=43)

60歳代(n=37)

70歳代(n=34)

80歳代以上(n=10)

議員や企業の管理職、地域

社会の役員など、女性の社

会参画が進んでいないこと(％)

44.4

26.4

42.4

44.3

52.8

50.0

42.9

66.7

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=369)

10・20歳代(n=53)

30歳代(n=59)

40歳代(n=79)

50歳代(n=72)

60歳代(n=58)

70歳代(n=35)

80歳代以上(n=12)

議員や企業の管理職、地域

社会の役員など、女性の社

会参画が進んでいないこと

(％)

55.8

39.1

40.9

52.1

62.8

67.6

64.7

40.0

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=217)

10・20歳代(n=23)

30歳代(n=22)

40歳代(n=48)

50歳代(n=43)

60歳代(n=37)

70歳代(n=34)

80歳代以上(n=10)

就職や採用、昇格や賃金な

ど、労働の場面で男女に格

差があること
(％)

56.6

45.3

59.3

58.2

59.7

50.0

65.7

66.7

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=369)

10・20歳代(n=53)

30歳代(n=59)

40歳代(n=79)

50歳代(n=72)

60歳代(n=58)

70歳代(n=35)

80歳代以上(n=12)

就職や採用、昇格や賃金な

ど、労働の場面で男女に格

差があること

(％)

61.8

52.2

72.7

56.3

69.8

67.6

55.9

50.0

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=217)

10・20歳代(n=23)

30歳代(n=22)

40歳代(n=48)

50歳代(n=43)

60歳代(n=37)

70歳代(n=34)

80歳代以上(n=10)

男性が仕事に追われ、家

事・育児・教育などの家庭

生活にかかわりにくいこと(％)

57.2

41.5

74.6

55.7

58.3

55.2

60.0

50.0

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=369)

10・20歳代(n=53)

30歳代(n=59)

40歳代(n=79)

50歳代(n=72)

60歳代(n=58)

70歳代(n=35)

80歳代以上(n=12)

男性が仕事に追われ、家

事・育児・教育などの家庭

生活にかかわりにくいこと

(％)

54.4

39.1

54.5

52.1

65.1

59.5

47.1

60.0

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=217)

10・20歳代(n=23)

30歳代(n=22)

40歳代(n=48)

50歳代(n=43)

60歳代(n=37)

70歳代(n=34)

80歳代以上(n=10)

家事や育児のほとんどを女

性が担っていること

(％)

71.5

71.7

76.3

81.0

73.6

63.8

60.0

41.7

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=369)

10・20歳代(n=53)

30歳代(n=59)

40歳代(n=79)

50歳代(n=72)

60歳代(n=58)

70歳代(n=35)

80歳代以上(n=12)

家事や育児のほとんどを女

性が担っていること

(％)
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【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、全体の傾向に大きな変化はありませんが、「学校や日常生活の中

で男女による役割分担があること」が増加しています。（図表 2-2-3） 

 
図表 2-2-3 男女不平等を感じること（全体、平成 27 年調査：複数回答） 

＜少しは平等になってきている、ほとんど平等になっていないと感じている人＞ 

 
 
 ※平成27年調査では、「「男らしさ、女らしさ」という考えが、人々の間にあること」は「「男は仕事・女は家庭」とい

う考えが、人々の間にあること」、「学校や日常生活の中で、男女による役割分担があること」は「学校生活の中で、

男女による役割分担があること」でたずねている。 

  

65.1

58.7

56.5

46.5

44.2

39.8

37.7

31.3

31.0

31.0

2.7

0.2

59.0

57.6

53.7

41.7

44.2

41.7

7.1

28.3

24.4

23.7

3.9

1.2

0 20 40 60 80

家事や育児のほとんどを女性が担っていること

男性が仕事に追われ、家事・育児・教育

などの家庭生活にかかわりにくいこと

就職や採用、昇格や賃金など、

労働の場面で男女に格差があること

議員や企業の管理職、地域社会の役員

など、女性の社会参画が進んでいないこと

介護の負担が女性に偏っていること

「男らしさ、女らしさ」という

考えが、人々の間にあること

学校や日常生活の中で、男女に

よる役割分担があること

職場や学校などで、セクシュアル・ハラス

メント（性的いやがらせ）がおこること

風俗産業やマスメディアなどで、

女性の性が商品化されていること

家庭内・外にかかわらず、女性に

対する暴力がなくならないこと

その他

無回答 令和２年(N=591)
平成27年(N=561)

（％）
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（３）男女の地位の平等感  

問２ あなたは、次のような面で男女の地位が平等になっていると思いますか。（ア）～

（ク）のそれぞれについて、あなたの感じ方に近いものを選んでください。  

（○はそれぞれ１つずつ） 

【全体】  

７つの分野および『全体として、現在の日本では』について男女の地位の平等感をたずねまし

た。ここでは、「男性が優遇されている」と「やや男性が優遇されている」の合計を《男性優遇》、

「平等である」を《平等》、「女性が優遇されている」と「やや女性が優遇されている」の合計を

《女性優遇》としています。  

全体では、『政治の場（75.0％）』、『社会通念・慣習・しきたりなど（73.4％）』で《男性優遇》

が７割台と多くなっています。また、『学校教育の場』で《平等（54.4％）》が５割台で７つの分

野の中で最も多くなっています。また、『全体として、現在の日本では』では、《男性優遇

（74.7％）》が７割台となっています。（図表 2-3-1）  

  
図表 2-3-1 男女の地位の平等感（全体）  

 
  

12.4

17.8

3.1

40.4

13.3

22.6

6.7

14.7

37.7

40.0

14.8

34.6

28.2

50.8

27.2

60.0

29.7

25.1

54.4

12.4

34.6

13.3

37.2

13.8

7.3

4.2

3.1

1.1

4.6

2.1

3.6

2.2

2.5

1.7

0.3

0.4

1.6

0.5

0.9

0.8

7.4

8.3

20.2

8.8

14.8

8.3

21.9

6.8

3.0

2.9

4.0

2.2

3.0

2.4

2.5

1.7

（ア）家庭生活

（イ）職場

（ウ）学校教育の場

（エ）政治の場
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（カ）社会通念・慣習
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（キ）自治会やNPO

などの地域活動の場

（ク）全体として、

現在の日本では

（％）

男性が優遇

されている

無回答

やや男性が優遇

されている 平等である

やや女性が優遇されている

女性が優遇

されている

わからない

男性優遇

女性優遇
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【性別】  

性別にみると、いずれの項目も、女性は男性より《男性優遇》が、男性は女性より《平等》《女

性優遇》が多くなっています。  

女性は『学校教育の場』以外では、《男性優遇》が《平等》を上回っており、『社会通念・慣

習・しきたりなど（79.8％）』、『政治の場（79.1％）』で８割近くを占めています。 

男性は『学校教育の場』、『法律や制度の上』、『自治会や NPO などの地域活動の場』で《平等》

が《男性優遇》を上回っています。  

特に、『家庭生活』では男女の差が大きく、《男性優遇》は、女性（58.2％）が男性（40.0％）

を 18.2 ポイント上回っています。（図表 2-3-2）  

  
図表 2-3-2 男女の地位の平等感（性別）  
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【性・年代別】  

■家庭生活  
性・年代別にみると、女性は 10・20 歳代を除きいずれの年代も《男性優遇》が５割を超えてい

ます。 

男性は 10・20 歳代、50 歳代で《平等》が４割台と多くなっています。（図表 2-3-3）  

  
図表 2-3-3 男女の地位の平等感/家庭生活（性・年代別）  

 
 

 

■職場  
性・年代別にみると、女性はすべての年代で《男性優遇》が５割を超えています。 

男性は 30 歳代から 70 歳代で《男性優遇》が５割台から６割台と多くなっているものの、《平

等》が２割台から３割台みられます。（図表 2-3-4）  

  
図表 2-3-4 男女の地位の平等感/職場（性・年代別）  
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■学校教育の場  
性・年代別にみると、女性は 10・20 歳代で６割台、それ以外の年代でも《平等》が４割台から

５割台と多くなっています。 

男性は 10・20 歳代から 70 歳代で《平等》が５割台から７割台と多くなっています。（図表 2-3-

5）  

  
図表 2-3-5 男女の地位の平等感/学校教育の場（性・年代別）  

 
  

 

■政治の場  
性・年代別にみると、女性は 10・20 歳代から 60歳代で《男性優遇》が８割を超えています。 

男性は 40歳代で《男性優遇》が８割、10・20歳代と 60歳代で７割台となっています。（図表2-

3-6）  

  
図表 2-3-6 男女の地位の平等感/政治の場（性・年代別）  
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■法律や制度の上  
性・年代別にみると、女性は 40 歳代から 60 歳代で《男性優遇》が５割を超えています。 

男性はすべての年代で《平等》が３割台から５割台と多くなっており、特に 60 歳代は、50.6％

となっています。（図表 2-3-7）  

  
図表 2-3-7 男女の地位の平等感/法律や制度の上（性・年代別） 

  
  

 

■社会通念・慣習・しきたりなど  
性・年代別にみると、女性は10・20歳代から60歳代で《男性優遇》が7割台から８割台となっ

ており、特に 50歳代は 85.0％と多くなっています。 

男性は 40 歳代から 70 歳代で《男性優遇》が６割台から７割台と多くなっています。（図表 2-3-

8）  

  
図表 2-3-8 男女の地位の平等感/社会通念・慣習・しきたりなど（性・年代別）  
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男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

男性が優遇

されている

無回答やや男性が優遇

されている 平等である

やや女性が優遇されている

女性が優遇

されている

わからない

男性優遇

女性優遇
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■自治会や NPO などの地域活動の場  
性・年代別にみると、女性は10・20歳代で《平等》が41.5％と多くなっていますが、60歳代ま

では年代が上がるに従って《平等》が減少傾向で、《男性優遇》が増えています。 

男性は 40歳代から 70歳代で《平等》が４割台から５割台と多くなっています。（図表 2-3-9）  

  
図表 2-3-9 男女の地位の平等感/自治会や NPO などの地域活動の場（性・年代別）  

  

  
  

 

■全体として、現在の日本では  
性・年代別にみると、女性は10・20歳代から70歳代で《男性優遇》が７割台から８割台と多く

なっています。 

男性は 50 歳代で《平等》が 23.8％と多くなっていますが、40 歳代から 70 歳代で《男性優遇》

が７割台と多くなっています。（図表 2-3-10）  

  
図表 2-3-10 男女の地位の平等感/全体として、現在の日本では（性・年代別）  
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30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

（％）

男性が優遇

されている

無回答やや男性が優遇

されている 平等である

やや女性が優遇されている

女性が優遇

されている

わからない

男性優遇

女性優遇
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10・20歳代(n=47)
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40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

男性が優遇

されている

無回答やや男性が優遇

されている 平等である

やや女性が優遇されている

女性が優遇

されている

わからない

男性優遇

女性優遇
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16.7

19.4

19.2

11.4

62.2

63.4

71.1

57.1

61.9

66.3

60.3

45.7

9.5

17.1

4.4

7.1

10.3

9.2

11.5

5.7

1.4

0.0

1.1

0.0
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70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

（％）

男性が優遇

されている

無回答

やや男性が優遇

されている 平等である

やや女性が優遇

されている

女性が優遇

されている

わからない

男性優遇

女性優遇
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男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

男性が優遇

されている

無回答やや男性が優遇

されている 平等である

やや女性が優遇されている

女性が優遇

されている

わからない

男性優遇

女性優遇
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【平成 27 年調査との比較】 

平成 27 年調査と比較すると、すべての分野で《男性優遇》の割合が増えており、特に『政治の

場』は、66.0％から 75.0％へ９ポイント増えています。（図表 2-3-11） 

 
図表 2-3-11 男女の地位の平等感（全体、平成 27 年調査） 
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29.7

28.2

25.1

18.6

54.4

48.1
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11.4

34.6

32.3

13.3

10.9

30.5

34.0

13.8

12.8

7.3

5.7

4.2

4.1

3.1

2.3

1.1

1.9

4.6

3.8

2.1

1.8

2.3

3.7

2.2

2.9

2.5

2.1

1.7

1.3

0.3

0.5

0.4

0.4

1.6

0.7

0.5

0.7

0.3

0.7

0.8

0.7

7.4

8.3

8.3

11.5

20.2

23.5

8.8

11.0

14.8

17.6

8.3

10.5

23.6

23.6

6.8

9.0

3.0

9.0

2.9

10.9

4.0

13.1

2.2

9.3

3.0

10.3

2.4

9.5

2.1

10.2

1.7

7.0

令和２年

平成27年

令和２年

平成27年

令和２年

平成27年

令和２年

平成27年

令和２年

平成27年

令和２年

平成27年

令和２年

平成27年

令和２年

平成27年

（％）

男性が優遇

されている

無回答

やや男性が優遇

されている 平等である

やや女性が優遇されている

女性が優遇

されている

わからない

男性優遇

女性優遇

（ア）家庭生活

（イ）職場

（ウ）学校教育の場

（エ）政治の場

（オ）法律や制度の上

（カ）社会通念・慣習・

しきたりなど

（キ）自治会やNPOなど

の地域活動の場

（ク）全体として、

現在の日本では

令和２年(N=1,117)

平成27年(N=1,161)
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【内閣府調査との比較】 

  

内閣府調査と比較すると、葛飾区はすべての分野で《平等》の割合が低く、特に『家庭生活』

は葛飾区 29.7％、内閣府 45.5％、『自治会や NPO などの地域活動の場』は葛飾区 30.5％、内閣府

46.5％で、それぞれ内閣府調査より 15 ポイント以上低くなっています。（図表 2-3-12） 

 
図表 2-3-12 男女の地位の平等感（全体、内閣府調査（令和元年）） 

 
 

※内閣府調査では、「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」、「平等」、「ど 

ちらかといえば女性の方が優遇されている」、「女性の方が非常に優遇されている」、「わからない」でたずねている。 

※内閣府調査には、「無回答」はなし。（キ）「自治会や NPO などの地域活動の場」は「自治会や PTA などの地域活動の

場」、（ク）「全体として、現在の日本では」は「社会全体でみた場合には」でたずねている。 
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29.7

45.5
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14.4

34.6

39.7

13.3

22.6

30.5

46.5

13.8

21.2
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6.5

4.2

4.5

3.1

2.3

1.1

1.1

4.6

4.0

2.1

2.1

2.3

8.7

2.2
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0.7

1.7

0.5

0.3

0.3

0.4

0.1
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0.4

0.5
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0.3
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0.8

0.3

7.4

2.4

8.3

10.9

20.2

17.7

8.8

5.4

14.8

9.0

8.3

5.0

23.6

8.6

6.8

1.6

3.0

2.9

4.0

2.2

3.0

2.4

2.1

1.7

葛飾区

内閣府

葛飾区

内閣府

葛飾区

内閣府

葛飾区

内閣府

葛飾区

内閣府

葛飾区

内閣府

葛飾区

内閣府

葛飾区

内閣府

（％）

男性が優遇

されている

無回答

やや男性が優遇

されている 平等である

やや女性が優遇されている

女性が優遇

されている

わからない

男性優遇

女性優遇

（ア）家庭生活

（イ）職場

（ウ）学校教育の場

（エ）政治の場

（オ）法律や制度の上

（カ）社会通念・慣習・

しきたりなど

（キ）自治会やNPOなど

の地域活動の場

（ク）全体として、

現在の日本では

葛飾区(N=1,117)

内閣府(N=2,645)
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３ 結婚観  

（１）結婚観  

問３ 次にあげる（ア）～（カ）の考えについて、あなたはどう思いますか。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

【全体】  

結婚観について６つの考え方をたずねました。ここでは、「そう思う」と「どちらかといえばそ

う思う」の合計を《賛成》、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」の合計を《反

対》としています。  

《賛成》の多い順でみると、全体では『結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくても

どちらでもよい』が 84.6％で最も多く、『未婚の女性が子どもを産み育てるのもひとつの生き方だ

（72.1％）』、『夫も妻も外で働き、家事も分担するべきである（69.3％）』、『結婚しても相手に満

足できないときは離婚すればよい（64.7％）』となっています。 

一方、『夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである』は《反対》が 77.1％と７割を超えています。

（図表 3-1-1）  

  
図表 3-1-1 結婚観（全体）  

 
  

57.5

2.9

28.7

38.9

32.3

38.8

27.1

18.0

40.6

24.5

32.4

33.3

9.7

27.8

15.0

20.9

21.3

14.2

4.4

49.3

13.2

13.6

12.0

11.8

1.3

2.0

2.4

2.1

2.0

1.9

(ア)結婚は個人の自由である

から、結婚してもしなくても

どちらでもよい

(イ)夫は外で働き、妻は家庭

を守るべきである

(ウ)夫も妻も外で働き、家事

も分担するべきである

(エ)結婚しても必ずしも子ども

をもつ必要はない

(オ)結婚しても相手に満足でき

ないときは離婚すればよい

(カ)未婚の女性が子どもを産み

育てるのもひとつの生き方だ

(％)

そう思う

無回答

どちらかと

いえばそう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない

賛成

反対

全体(N=1,117)
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【性別】  

性別にみると、『結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい』では

《賛成》が、女性は 87.8％、男性は 81.2％で、女性が多くなっています。  

『夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである』では、《反対》は女性 80.2％、男性 74.0％で、

女性が多くなっています。  

『夫も妻も外で働き、家事も分担するべきである』では、《賛成》は女性 73.1％、男性 65.1％

で女性が多くなっています。  

『結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない』では、《賛成》は女性 69.1％、男性 56.5％で

女性が多くなっています。  

『結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい』では、《賛成》は女性 72.2％、男性

55.0％で女性が多くなっています。 

『未婚の女性が子どもを産み育てるのもひとつの生き方だ』では、《賛成》は女性 73.9％、男性

69.9％で大きな差はありません。（図表 3-1-2）  

  
図表 3-1-2 結婚観（性別） 
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19.9

38.7
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31.4

31.0
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26.2
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25.5
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14.8
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15.1
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15.9

9.8
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1.9
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女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

（％）

そう思う

無回答

どちらかと

いえばそう思う

どちらかといえば

そう思わない そう思わない賛成

反対

(ア)結婚は個人の自由である

から、結婚してもしなく

てもどちらでもよい

(イ)夫は外で働き、妻は家庭

を守るべきである

(ウ)夫も妻も外で働き、家事

も分担するべきである

(エ)結婚しても必ずしも子ども

をもつ必要はない

(オ)結婚しても相手に満足でき

ないときは離婚すればよい

(カ)未婚の女性が子どもを産み

育てるのもひとつの生き方だ

女性(n=622)

男性(n=478)
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【性・年代別】  

■結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい  
性・年代別にみると、女性は10・20歳代から50歳代で《賛成》が９割台と多くなっています。

男性は 10・20 歳代で《賛成》が 91.4％と多くなっています。（図表 3-1-3）  

  
図表 3-1-3 結婚観/結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい 

（性・年代別） 

 
  

 

■夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである  
性・年代別にみると、《反対》は女性の10・20歳代で９割台、女性の30歳代、40歳代、60歳代

と男性の 10・20 歳代から 50 歳代で８割台と多くなっています。  

「そう思わない」に着目すると、女性の10・20歳代（65.9％）と80歳代以上（34.3％）で大き

な開きがあります。（図表 3-1-4）  

  
図表 3-1-4 結婚観/夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである 

（性・年代別） 

 
  

61.9

81.7

73.3

72.3

61.9

48.0

35.9

48.6

25.9

13.4

22.2

22.3

28.6

37.8

28.2

28.6

7.7

1.2

3.3

3.6

6.3

9.2

23.1

14.3

3.4

3.7

1.1

1.8

0.8

5.1

9.0

5.7

1.1

0.0

0.0

0.0

2.4

0.0

3.8

2.9

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)
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60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

（％）

そう思う

無回答

どちらかと

いえばそう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

賛成

反対
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72.3
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59.3
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42.9

24.1

28.7

19.1

27.5

29.6

31.7
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31.0
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6.4

5.9

8.6

8.9
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15.5

31.0

5.4
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5.9
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7.9

2.4

9.5

6.9

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

2.4

2.4

6.9

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

そう思う

無回答

どちらかと

いえばそう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない

賛成

反対

1.8

1.2

0.0

2.7

1.6

1.0

5.1

0.0

16.1

8.5

15.6

16.1

17.5

16.3

17.9

25.7

26.2

24.4

21.1

22.3

26.2

30.6

33.3

25.7

54.0

65.9

63.3

58.0

52.4

50.0

42.3

34.3

1.9

0.0

0.0

0.9

2.4

2.0

1.3

14.3

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

（％）

そう思う 無回答

どちらかと

いえばそう思う

どちらかといえば

そう思わない そう思わない

賛成

反対

4.4

6.4

2.0

2.5

1.0

4.7

8.3

10.3

19.9

12.8

15.7

14.8

17.8

17.6

29.8

37.9

29.9

27.7

21.6

24.7

32.7

35.3

33.3

27.6

44.1

53.2

60.8

58.0

47.5

38.8

25.0

20.7

1.7

0.0

0.0

0.0

1.0

3.5

3.6

3.4

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

そう思う 無回答

どちらかと

いえばそう思う

どちらかといえば

そう思わない そう思わない

賛成

反対
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■夫も妻も外で働き、家事も分担するべきである  
性・年代別にみると、女性は10・20歳代から60歳代まで《賛成》が７割台から８割台となって

います。 

男性は10・20歳代から50歳代まで《賛成》が６割台から７割台となっています。（図表3-1-5）  

  
図表 3-1-5 結婚観/夫も妻も外で働き、家事も分担するべきである 

（性・年代別） 

 
  

 

■結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない  
性・年代別にみると、女性は 10・20 歳代で《賛成》が 89.1％と多くなっていますが、年代が上

がるに従って「そう思う」は減っていきます。 

男性は10・20歳代と30歳代で《賛成》が７割台となっていますが、年代が上がるに従って「そ

う思う」は減っていきます。（図表 3-1-6）  

 
図表 3-1-6 結婚観/結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない 

（性・年代別） 

 
   

34.4

37.8

40.0

37.5

32.5

37.8

24.4

22.9

38.7

37.8

35.6

34.8

41.3

41.8

38.5

42.9

13.0

9.8

11.1

11.6

11.9

12.2

23.1

14.3

11.9

14.6

13.3

15.2

11.9

7.1

12.8

2.9

1.9

0.0

0.0

0.9

2.4

1.0

1.3

17.1

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

（％）

そう思う

無回答

どちらかと

いえばそう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない

賛成

反対

22.0

25.5

25.5

29.6

25.7

17.6

11.9

17.2

43.1

44.7

39.2

43.2

45.5

37.6

48.8

37.9

17.2

8.5

17.6

7.4

14.9

27.1

21.4

24.1

15.1

21.3

17.6

18.5

12.9

12.9

11.9

13.8

2.7

0.0

0.0

1.2

1.0

4.7

6.0

6.9

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

そう思う

無回答

どちらかと

いえばそう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

賛成

反対

45.3

72.0

63.3

57.1

36.5

29.6

25.6

20.0

23.8

17.1

21.1

28.6

31.7

26.5

16.7

8.6

17.7

7.3

12.2

4.5

20.6

29.6

28.2

31.4

11.4

3.7

3.3

8.0

9.5

14.3

26.9

25.7

1.8

0.0

0.0

1.8

1.6

0.0

2.6

14.3

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

（％）

そう思う

無回答

どちらかと

いえばそう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない

賛成

反対

30.8

55.3

49.0

38.3

27.7

22.4

16.7

13.8

25.7

19.1

25.5

30.9

32.7

27.1

17.9

17.2

25.5

14.9

19.6

17.3

27.7

30.6

36.9

20.7

15.7

10.6

5.9

12.3

10.9

16.5

23.8

41.4

2.3

0.0

0.0

1.2

1.0

3.5

4.8

6.9

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

そう思う

無回答

どちらかと

いえばそう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

賛成

反対
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■結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい  
性・年代別にみると、女性は10・20歳代から60歳代で《賛成》が７割台から８割台になってい

ます。 

男性は 10・20 歳代から 40 歳代で《賛成》が６割台から７割台になっています。（図表 3-1-7）  

  
図表 3-1-7 結婚観/結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい 

（性・年代別） 

 
  

  

■未婚の女性が子どもを産み育てるのもひとつの生き方だ  
性・年代別にみると、女性は10・20歳代から40歳代で《賛成》が８割台になっていますが、30

歳代以降は、年代が上がるに従って減っていきます。 

男性は 40歳代の《賛成》がピークで 82.7％となっています。（図表 3-1-8）  

  
図表 3-1-8 結婚観/未婚の女性が子どもを産み育てるのもひとつの生き方だ 

（性・年代別） 

 
  

39.4

47.6

56.7

42.9

33.3

32.7

28.2

28.6

32.8

30.5

24.4

36.6

38.9

39.8

25.6

22.9

17.0

11.0

17.8

14.3

19.0

16.3

23.1

20.0

9.2

11.0

1.1

5.4

7.1

11.2

21.8

11.4

1.6

0.0

0.0

0.9

1.6

0.0

1.3

17.1

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

（％）

そう思う

無回答

どちらかと

いえばそう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない

賛成

反対

23.6

34.0

37.3

29.6

19.8

22.4

15.5

6.9

31.4

34.0

35.3

34.6

30.7

30.6

26.2

31.0

27.2

19.1

15.7

25.9

33.7

28.2

32.1

24.1

15.9

12.8

11.8

9.9

14.9

15.3

21.4

34.5

1.9

0.0

0.0

0.0

1.0

3.5

4.8

3.4

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

そう思う

無回答

どちらかと

いえばそう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない

賛成

反対

42.9

53.7

58.9

54.5

42.1

28.6

23.1

25.7

31.0

28.0

28.9

27.7

34.9

36.7

32.1

22.9

14.8

12.2

5.6

13.4

11.9

24.5

20.5

20.0

9.8

6.1

6.7

3.6

9.5

10.2

23.1

17.1

1.4

0.0

0.0

0.9

1.6

0.0

1.3

14.3

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

（％）

そう思う

無回答

どちらかと

いえばそう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない

賛成

反対

33.3

38.3

43.1

45.7

27.7

37.6

20.2

17.2

36.6

31.9

25.5

37.0

48.5

32.9

33.3

41.4

14.0

12.8

19.6

3.7

13.9

15.3

20.2

13.8

14.2

17.0

11.8

13.6

8.9

10.6

21.4

24.1

1.9

0.0

0.0

0.0

1.0

3.5

4.8

3.4

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

そう思う

無回答

どちらかと

いえばそう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない

賛成

反対



第３章 調査結果 

 

【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」について《反対》

は 77.1％で平成 27 年調査（66.3％）より 10.8 ポイント増えています。 

「結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない」について《賛成》は 63,4％で平成 27 年調査

（46.7％）より 16.7 ポイント増えています。（図表 3-1-9） 

 
図表 3-1-9 結婚観（全体、平成 27 年調査） 

 
  

57.5

44.3

2.9

5.0

28.7

22.6

38.9

23.4

32.3

23.3

38.8

26.6

27.1

30.9

18.0

21.9

40.6

37.3

24.5

23.3

32.4

30.0

33.3

30.4

9.7

12.0

27.8

25.0

15.0

19.6

20.9

23.4

21.3

23.5

14.2

19.1

4.4

7.3

49.3

41.3

13.2

12.4

13.6

22.1

12.0

16.0

11.8

17.1

1.3

5.5

2.0

6.9

2.4

8.2

2.1

7.7

2.0

7.2

1.9

6.7

令和２年

平成27年

令和２年

平成27年

令和２年

平成27年

令和２年

平成27年

令和２年

平成27年

令和２年

平成27年

（％）

そう思う

無回答

どちらかと

いえばそう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

賛成

反対

(ア)結婚は個人の自由である

から、結婚してもしなく

てもどちらでもよい

(イ)夫は外で働き、妻は家庭

を守るべきである

(ウ)夫も妻も外で働き、家事

も分担するべきである

(エ)結婚しても必ずしも子ども

をもつ必要はない

(オ)結婚しても相手に満足でき

ないときは離婚すればよい

(カ)未婚の女性が子どもを産み

育てるのもひとつの生き方だ

令和２年(N=1,117)

平成27年(N=1,161)
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【内閣府調査との比較】 

 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」について内閣府調査と比較すると、《反対》は、

葛飾区 77.1％、内閣府調査 59.8％で、葛飾区が 17.3 ポイント高くなっています。（図表 3-1-10） 

 
図表 3-1-10 結婚観『夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである』 

（全体、内閣府調査（令和元年）） 

 
 

※内閣府調査では、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」の項目のみたずねている。 

※内閣府調査では、「賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「反対」「わからない」でたずねてい 

る。 

 ※内閣府調査には、「無回答」はなし。 
  

7.5 27.5 36.6 23.2 5.2内閣府(N=2,645)

(％)

賛成 わからない

どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対 反対

賛成

反対

2.9 18.0 27.8 49.3 2.0葛飾区(N=1,117)

(％)

そう思う 無回答

どちらかと

いえばそう思う どちらかといえば

そう思わない そう思わない

賛成 反対
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４ 家庭生活  

（１）家事などの分担  

問４ 家庭の中で、あなたは（ア）～（シ）にあげることを、どの程度行っています

か。（○はそれぞれ１つずつ） 

【全体】  

家事などの分担の頻度についてたずねました。  

「いつもしている」の多い順にみると、全体では『食事の後片付け』が 59.9％で最も多く、『食

料品・日用品の買い物（57.7％）』、『洗濯（56.4％）』、『ゴミ出し（55.7％）』が続いています。

（図表 4-1-1）  
図表 4-1-1 家事などの分担（全体）  

 

 

54.1

59.9

57.7

56.4

54.6

51.8

55.7

19.5

23.1

26.8

31.2

19.1

32.9

31.6

24.4

12.7

15.0

8.8

7.0

13.6

8.3

10.2

12.2

21.7

5.6

3.0

2.1

9.0

2.2

4.6

5.4

43.3

2.1

1.6

2.1

1.9

2.0

1.8

2.3

2.8

(ア)食事のしたく

(イ)食事の後片付け

(ウ)食料品・日用品の買い物

(エ)洗濯

(オ)部屋の掃除・片付け

(カ)風呂やトイレの掃除

(キ)ゴミ出し

(ク)町内会や自治会への出席

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

全体(N=1,117)

18.0

21.3

19.0

4.2

10.7

14.0

9.2

2.7

4.3

6.0

4.7

0.5

7.6

4.3

7.3

2.2

55.2

51.2

55.9

4.1

3.2

3.9

90.3

(ケ)育児・子どもの教育や

保育園・幼稚園への送迎

(コ)家族の病気の看護・介護

(サ)授業参観や保護者会、

PTAへの出席

(シ)その他

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

全体(N=1,117)
子どもや介護をする人が

いないのでする必要がない
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【性別】  

性別にみると、すべての項目で「いつもしている」は女性が男性を上回っています。  

「いつもしている」の多い順にみると、女性は『洗濯（79.1％）』が最も多く、『食事のしたく

（78.1％）』、『食事の後片付け（77.3％）』、『食料品・日用品の買い物（74.9％）』、『部屋の掃除・

片付け（72.0％）』が７割台となっています。 

男性は『ゴミ出し（49.0％）』が４割台で最も多く、『食事の後片付け（37.4％）』、『食料品・日

用品の買い物（35.4％）』が続いています。（図表 4-1-2-①）  

  
図表 4-1-2-① 家事などの分担（性別）  

 
  

78.1

22.8

77.3

37.4

74.9

35.4

79.1

27.4

72.0

32.4

66.4

33.1

60.5

49.0

21.7

16.3

12.4

37.0

16.1

40.6

19.6

46.2

12.4

27.4

22.2

46.4

24.0

41.6

19.5

31.4

10.5

15.9

6.4

26.6

4.7

14.4

2.9

12.6

5.1

24.9

3.5

14.9

5.9

15.5

12.7

11.7

22.7

20.3

1.4

10.9

1.0

5.4

1.3

2.9

2.1

17.8

1.0

3.8

2.4

7.5

5.5

5.4

42.8

44.8

1.6

2.7

1.0

2.1

1.3

2.9

1.3

2.5

1.3

2.5

1.3

2.3

1.9

2.5

2.4

2.7

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

（％）

いつもしている

無回答
ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

(ア)食事のしたく

(イ)食事の後片付け

(ウ)食料品・日用品の買い物

(エ)洗濯

(オ)部屋の掃除・片付け

(カ)風呂やトイレの掃除

(キ)ゴミ出し

(ク)町内会や自治会への出席

女性(n=622)

男性(n=478)
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【性別】  

育児や介護の分担について「いつもしている」を多い順にみると、女性は『授業参観や保護者

会、PTA への出席（29.6％）』が最も多く、『家族の病気の看護・介護（29.1％）』、『育児・子ども

の教育や保育園・幼稚園への送迎（28.5％）』が続いています。 

男性は『家族の病気の看護・介護（11.1％）』が最も多く、『授業参観や保護者会・PTA への出席

（5.6％）』、『育児・子どもの教育や保育園・幼稚園への送迎（4.8％）』は１割未満です。（図表 4-

1-2-②）  

  
図表 4-1-2-② 家事などの分担（性別）  

 
  

28.5

4.8

29.1

11.1

29.6

5.6

4.8

3.6

5.9

16.9

10.5

19.0

4.3

15.7

1.1

4.8

1.4

7.7

2.9

9.4

2.1

7.7

0.5

0.6

5.5

10.3

4.5

4.2

4.8

10.5

1.6

3.1

54.7

56.3

50.2

52.9

55.3

56.7

4.0

4.0

2.9

3.3

3.9

3.8

92.0

87.9

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

（％）

いつもしている 無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

(ケ)育児・子どもの教育や

保育園・幼稚園への送迎

(コ)家族の病気の看護・介護

(サ)授業参観や保護者会、

PTAへの出席

(シ)その他

女性(n=622)

男性(n=478)

子どもや介護する人が

いないのでする必要がない
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【性・未既婚別】  

■食事のしたく  
性・未既婚別にみると、既婚の女性は「いつもしている」が 88.5％です。 

既婚の男性で「いつもしている」は 11.9％にとどまり、「ほとんどしない」が 32.3％、「まった

くしない」が 11.6％となっています。（図表 4-1-3）  

  
図表 4-1-3 家事などの分担/食事のしたく（性・未既婚別）  

 
  

 

■食事の後片付け  
性・未既婚別にみると、既婚の女性は「いつもしている」が 84.1％です。 

既婚の男性で「いつもしている」は 27.7％で、「ほとんどしない」が 15.8％、「まったくしない」

が 6.1％となっています。（図表 4-1-4）  

  
図表 4-1-4 家事などの分担/食事の後片付け（性・未既婚別）  

 
  

78.1

88.5

71.4

0.0

82.2

45.0

12.4

8.7

28.6

100.0

11.1

22.9

6.4

1.5

0.0

0.0

3.3

23.7

1.4

0.5

0.0

0.0

0.0

5.3

1.6

0.8

0.0

0.0

3.3

3.1

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=1)

結婚していたが、

離別・死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

22.8

11.9

28.6

66.7

52.8

40.0

37.0

42.6

28.6

0.0

30.6

26.7

26.6

32.3

14.3

33.3

5.6

19.2

10.9

11.6

28.6

0.0

0.0

11.7

2.7

1.6

0.0

0.0

11.1

2.5

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=3)

結婚していたが、

離別・死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする ほとんどしない

まったくしない

77.3

84.1

71.4

0.0

87.8

50.4

16.1

12.3

14.3

0.0

8.9

32.8

4.7

2.8

14.3

100.0

1.1

11.5

1.0

0.5

0.0

0.0

0.0

3.1

1.0

0.3

0.0

0.0

2.2

2.3

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=1)

結婚していたが、

離別・死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

37.4

27.7

28.6

66.7

63.9

54.2

40.6

49.4

42.9

0.0

27.8

23.3

14.4

15.8

28.6

33.3

0.0

14.2

5.4

6.1

0.0

0.0

2.8

5.0

2.1

1.0

0.0

0.0

5.6

3.3

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=3)

結婚していたが、

離別・死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする ほとんどしない

まったくしない
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■食料品・日用品の買い物  
性・未既婚別にみると、既婚の女性は「いつもしている」が 85.2％です。 

既婚の男性で「いつもしている」は 26.1％で、「ほとんどしない」が 13.9％、「まったくしない」

が 2.3％となっています。（図表 4-1-5）  

  
図表 4-1-5 家事などの分担/食料品・日用品の買い物（性・未既婚別）  

  
  

  

■洗濯  
性・未既婚別にみると、既婚の女性は「いつもしている」が 88.2％です。 

既婚の男性で「いつもしている」は 17.4％にとどまり、「ほとんどしない」が 29.7％、「まった

くしない」が 21.3％となっています。（図表 4-1-6）  

  
図表 4-1-6 家事などの分担/洗濯（性・未既婚別）  

 
 

  

74.9

85.2

71.4

0.0

77.8

44.3

19.6

12.8

14.3

100.0

16.7

41.2

2.9

1.3

14.3

0.0

2.2

7.6

1.3

0.5

0.0

0.0

0.0

4.6

1.3

0.3

0.0

0.0

3.3

2.3

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=1)

結婚していたが、

離別・死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

35.4

26.1

28.6

100.0

63.9

49.2

46.2

56.1

71.4

0.0

25.0

27.5

12.6

13.9

0.0

0.0

0.0

14.2

2.9

2.3

0.0

0.0

2.8

5.0

2.9

1.6

0.0

0.0

8.3

4.2

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=3)

結婚していたが、

離別・死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

79.1

88.2

57.1

0.0

86.7

48.1

12.4

9.2

28.6

100.0

8.9

22.9

5.1

1.5

14.3

0.0

1.1

18.3

2.1

0.3

0.0

0.0

1.1

8.4

1.3

0.8

0.0

0.0

2.2

2.3

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=1)

結婚していたが、

離別・死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

27.4

17.4

0.0

100.0

58.3

43.3

27.4

30.0

71.4

0.0

25.0

20.0

24.9

29.7

28.6

0.0

8.3

18.3

17.8

21.3

0.0

0.0

2.8

15.0

2.5

1.6

0.0

0.0

5.6

3.3

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=3)

結婚していたが、

離別・死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない



第３章 調査結果 

47 

■部屋の掃除・片付け  
性・未既婚別にみると、既婚の女性は「いつもしている」が 78.3％です。 

既婚の男性で「いつもしている」は 22.6％にとどまり、「ほとんどしない」が 19.7％、「まった

くしない」が 4.8％となっています。（図表 4-1-7）  

  
図表 4-1-7 家事などの分担/部屋の掃除・片付け（性・未既婚別）  

  
  

  

■風呂やトイレの掃除  
性・未既婚別にみると、既婚の女性は「いつもしている」が 70.8％です。 

既婚の男性で「いつもしている」は 27.7％にとどまり、「ほとんどしない」が 18.1％、「まった

くしない」が 6.8％となっています。（図表 4-1-8）  

  
図表 4-1-8 家事などの分担/風呂やトイレの掃除（性・未既婚別）  

 
  

72.0

78.3

71.4

0.0

85.6

45.0

22.2

18.7

14.3

100.0

11.1

40.5

3.5

2.3

14.3

0.0

1.1

8.4

1.0

0.3

0.0

0.0

0.0

3.8

1.3

0.5

0.0

0.0

2.2

2.3

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=1)

結婚していたが、

離別・死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

32.4

22.6

57.1

66.7

52.8

49.2

46.4

51.6

42.9

33.3

36.1

37.5

14.9

19.7

0.0

0.0

2.8

7.5

3.8

4.8

0.0

0.0

0.0

2.5

2.5

1.3

0.0

0.0

8.3

3.3

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=3)

結婚していたが、

離別・死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

66.4

70.8

42.9

0.0

83.3

43.5

24.0

24.0

42.9

100.0

13.3

29.0

5.9

3.1

14.3

0.0

1.1

17.6

2.4

1.3

0.0

0.0

0.0

7.6

1.3

0.8

0.0

0.0

2.2

2.3

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=1)

結婚していたが、

離別・死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

33.1

27.7

14.3

0.0

55.6

41.7

41.6

46.5

57.1

100.0

25.0

32.5

15.5

18.1

14.3

0.0

8.3

11.7

7.5

6.8

14.3

0.0

2.8

10.8

2.3

1.0

0.0

0.0

8.3

3.3

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=3)

結婚していたが、

離別・死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない
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■ゴミ出し  
性・未既婚別にみると、既婚の女性は「いつもしている」が 62.1％です。 

既婚の男性で「いつもしている」は 48.4％で、食事のしたく、後片付け、食料品・日用品の買

い物、洗濯、部屋の掃除など他の家事よりも多くなっています。（図表 4-1-9）  

  
図表 4-1-9 家事などの分担/ゴミ出し（性・未既婚別）  

  
  

  

■町内会や自治会への出席  
性・未既婚別にみると、既婚の女性は「いつもしている」が 25.1％で、食事のしたく、食事に

後片付け、食料品・日用品の買い物、洗濯などの家事に比べて低くなっています。 

既婚の男性で「いつもしている」は 18.4％です。（図表 4-1-10）  

  
図表 4-1-10 家事などの分担/町内会や自治会への出席（性・未既婚別）  

 

 
  

60.5

62.1

28.6

0.0

85.6

40.5

19.5

20.7

42.9

100.0

6.7

22.1

12.7

12.0

14.3

0.0

4.4

20.6

5.5

3.8

14.3

0.0

0.0

13.7

1.9

1.3

0.0

0.0

3.3

3.1

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=1)

結婚していたが、

離別・死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

49.0

48.4

71.4

33.3

69.4

43.3

31.4

32.9

28.6

66.7

16.7

31.7

11.7

12.9

0.0

0.0

5.6

11.7

5.4

4.2

0.0

0.0

2.8

10.0

2.5

1.6

0.0

0.0

5.6

3.3

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=3)

結婚していたが、

離別・死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

21.7

25.1

0.0

0.0

32.2

6.1

10.5

10.7

14.3

0.0

15.6

5.3

22.7

27.6

28.6

0.0

21.1

8.4

42.8

35.0

57.1

100.0

25.6

77.1

2.4

1.5

0.0

0.0

5.6

3.1

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=1)

結婚していたが、

離別・死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

（％）

いつもしている

無回答ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

16.3

18.4

0.0

0.0

25.0

10.0

15.9

20.6

14.3

0.0

13.9

5.0

20.3

24.2

0.0

0.0

25.0

10.8

44.8

35.2

85.7

100.0

27.8

70.8

2.7

1.6

0.0

0.0

8.3

3.3

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=3)

結婚していたが、

離別・死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

（％）

いつもしている

無回答ときどきする

ほとんどしない

まったくしない
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■育児・子どもの教育や保育園・幼稚園への送迎  
性・未既婚別にみると、既婚の女性は「いつもしている」が 40.9％です。 

既婚の男性で「いつもしている」は 5.8％となっています。（図表 4-1-11）  

  
図表 4-1-11 家事などの分担/育児・子どもの教育や保育園・幼稚園への送迎（性・未既婚別）  

 
  

 

■家族の病気の看護・介護  
性・未既婚別にみると、既婚の女性は「いつもしている」が 39.1％です。 

既婚の男性で「いつもしている」は 11.6％となっています。（図表 4-1-12）  

  
図表 4-1-12 家事などの分担/家族の病気の看護・介護（性・未既婚別）  
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0.0
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0.0
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4.3
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0.0
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41.2
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63.3
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4.0

3.8

0.0

0.0

6.7

2.3

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=1)

結婚していたが、

離別・死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

（％）

いつもしている

無回答
ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

子どもや介護する人が

いないのでする必要がない

4.8

5.8

0.0

0.0
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異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=3)

結婚していたが、

離別・死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

（％）

いつもしている

無回答
ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

子どもや介護する人が

いないのでする必要がない
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39.1

0.0
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（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=1)

結婚していたが、

離別・死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

（％）

いつもしている

無回答
ときどきする

ほとんどしない まったくしない

子どもや介護する人が

いないのでする必要がない
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同居の同性の

パートナーがいる(n=3)

結婚していたが、

離別・死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

（％）

いつもしている

無回答
ときどきする

ほとんどしない まったくしない

子どもや介護する人が

いないのでする必要がない
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■授業参観や保護者会、PTA への出席への出席  
性・未既婚別にみると、既婚の女性は「いつもしている」が 43.0％です。 

既婚の男性で「いつもしている」は 7.7％となっています。（図表 4-1-13）  

  
図表 4-1-13 家事などの分担/授業参観や保護者会、PTA への出席への出席（性・未既婚別）  
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2.3

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)
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（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=1)

結婚していたが、

離別・死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

（％）

いつもしている

無回答
ときどきする

ほとんどしない まったくしない

子どもや介護する人が

いないのでする必要がない
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0.0
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3.3

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=3)

結婚していたが、

離別・死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

（％）

いつもしている

無回答
ときどきする

ほとんどしない まったくしない

子どもや介護する人が

いないのでする必要がない
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【性・共働き状況別】  

■食事のしたく  
性・共働き状況別にみると、共働きの女性は「いつもしている」が 85.8％です。 

共働きの男性で「いつもしている」は 13.8％にとどまり、「ほとんどしない」が 26.4％、「まっ

たくしない」が 11.9％となっています。（図表 4-1-14）  

  
図表 4-1-14 家事などの分担/食事のしたく（性・共働き状況別）  

 
  

■食事の後片付け  
性・共働き状況別にみると、共働きの女性は「いつもしている」が 80.9％です。 

共働きの男性で「いつもしている」は 31.4％ですが、「ときどきする」が 49.7％となっていま

す。（図表 4-1-15）  

  
図表 4-1-15 家事などの分担/食事の後片付け（性・共働き状況別）  
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6.7

14.9
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0.4

0.0

2.1

0.0

2.7

0.6

0.0

6.7

4.3

女性全体(n=622)

共働き(n=225)

自分だけ働いている(n=18)

配偶者・パートナーだけ働いている(n=94)

ともに働いていない(n=55)

男性全体(n=478)

共働き(n=159)

自分だけ働いている(n=92)

配偶者・パートナーだけ働いている(n=15)

ともに働いていない(n=47)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

77.3

80.9

77.8

91.5

87.3

37.4
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9.1
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4.7
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0.0

1.8

5.4

5.0

5.4
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0.0

0.0

0.0
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0.0

1.1

0.0

2.1

女性全体(n=622)

共働き(n=225)

自分だけ働いている(n=18)

配偶者・パートナーだけ働いている(n=94)

ともに働いていない(n=55)

男性全体(n=478)

共働き(n=159)

自分だけ働いている(n=92)

配偶者・パートナーだけ働いている(n=15)

ともに働いていない(n=47)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない
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■食料品・日用品の買い物  
性・共働き状況別にみると、共働きの女性は「いつもしている」が 87.1％です。 

共働きの男性で「いつもしている」は 25.2％ですが、「ときどきする」が 58.5％となっていま

す。（図表 4-1-16）  

  
図表 4-1-16 家事などの分担/食料品・日用品の買い物（性・共働き状況別）  

 
  

  

■洗濯  
性・共働き状況別にみると、共働きの女性は「いつもしている」が 87.6％です。 

共働きの男性で「いつもしている」は 20.1％にとどまり、「ほとんどしない」が 25.2％「まっ

たくしない」が 16.4％となっています。（図表 4-1-17）  

  
図表 4-1-17 家事などの分担/洗濯（性・共働き状況別）  
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0.0

0.0
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0.0
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共働き(n=225)

自分だけ働いている(n=18)

配偶者・パートナーだけ働いている(n=94)

ともに働いていない(n=55)

男性全体(n=478)

共働き(n=159)

自分だけ働いている(n=92)

配偶者・パートナーだけ働いている(n=15)

ともに働いていない(n=47)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない
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66.7
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共働き(n=159)

自分だけ働いている(n=92)

配偶者・パートナーだけ働いている(n=15)

ともに働いていない(n=47)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない
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■部屋の掃除・片付け  
性・共働き状況別にみると、共働きの女性は「いつもしている」が 77.3％です。 

共働きの男性で「いつもしている」は 28.3％ですが、「ときどきする」が 52.2％となっていま

す。（図表 4-1-18）  

  
図表 4-1-18 家事などの分担/部屋の掃除・片付け（性・共働き状況別）  

 
  

  

■風呂やトイレの掃除  
性・共働き状況別にみると、共働きの女性は「いつもしている」が 67.6％です。 

共働きの男性で「いつもしている」は 28.3％ですが、「ときどきする」が 49.7％となっていま

す。（図表 4-1-19）  

  
図表 4-1-19 家事などの分担/風呂やトイレの掃除（性・共働き状況別）  
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自分だけ働いている(n=92)

配偶者・パートナーだけ働いている(n=15)

ともに働いていない(n=47)

（％）

いつもしている

無回答
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ほとんどしない

まったくしない
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共働き(n=159)

自分だけ働いている(n=92)

配偶者・パートナーだけ働いている(n=15)

ともに働いていない(n=47)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない
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■ゴミ出し  
性・共働き状況別にみると、共働きの女性は「いつもしている」が 62.7％です。 

共働きの男性で「いつもしている」は 52.2％となっています。（図表 4-1-20）  

  
図表 4-1-20 家事などの分担/ゴミ出し（性・共働き状況別）  

  

 
  

 

■町内会や自治会への出席  
性・共働き状況別にみると、共働きの女性は「いつもしている」が 22.7％です。 

共働きの男性で「いつもしている」は 15.7％となっています。（図表 4-1-21）  

  
図表 4-1-21 家事などの分担/町内会や自治会への出席（性・共働き状況別）  
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共働き(n=159)

自分だけ働いている(n=92)

配偶者・パートナーだけ働いている(n=15)

ともに働いていない(n=47)

（％）

いつもしている

無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない
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自分だけ働いている(n=92)

配偶者・パートナーだけ働いている(n=15)

ともに働いていない(n=47)

（％）
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ときどきする

ほとんどしない

まったくしない
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■育児・子どもの教育や保育園・幼稚園への送迎  
性・共働き状況別にみると、共働きの女性は、「いつもしている」が 46.7％です。 

共働きの男性で「いつもしている」は 7.5％ですが、「ときどきする」が 28.9％となっています。

（図表 4-1-22）  

  
図表 4-1-22 家事などの分担/育児・子どもの教育や保育園・幼稚園への送迎（性・共働き状況別）  

 
  

 

■家族の病気の看護・介護  
性・共働き状況別にみると、共働きの女性は「いつもしている」が 39.1％です。 

共働きの男性で「いつもしている」は 8.8％ですが、「ときどきする」が 28.9％となっています。

（図表 4-1-23）  

  
図表 4-1-23 家事などの分担/家族の病気の看護・介護（性・共働き状況別）  
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4.0

1.3

5.6
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18.2

4.0

0.6

2.2

6.7

12.8

女性全体(n=622)

共働き(n=225)

自分だけ働いている(n=18)

配偶者・パートナーだけ働いている(n=94)

ともに働いていない(n=55)

男性全体(n=478)

共働き(n=159)

自分だけ働いている(n=92)

配偶者・パートナーだけ働いている(n=15)

ともに働いていない(n=47)

（％）

いつもしている

無回答
ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

子どもや介護する人が

いないのでする必要がない
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39.1

27.8
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4.3

女性全体(n=622)

共働き(n=225)

自分だけ働いている(n=18)

配偶者・パートナーだけ働いている(n=94)

ともに働いていない(n=55)

男性全体(n=478)

共働き(n=159)

自分だけ働いている(n=92)

配偶者・パートナーだけ働いている(n=15)

ともに働いていない(n=47)

（％）

いつもしている

無回答
ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

子どもや介護する人が

いないのでする必要がない
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■授業参観や保護者会、PTA への出席  
性・共働き状況別にみると、共働きの女性は「いつもしている」が 49.8％です。 

共働きの男性で「いつもしている」は 8.2％ですが、「ときどきする」が 29.6％となっています。

（図表 4-1-24）  

  
図表 4-1-24 家事などの分担/授業参観や保護者会、PTA への出席（性・共働き状況別）  
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16.4
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女性全体(n=622)

共働き(n=225)

自分だけ働いている(n=18)

配偶者・パートナーだけ働いている(n=94)

ともに働いていない(n=55)

男性全体(n=478)

共働き(n=159)

自分だけ働いている(n=92)

配偶者・パートナーだけ働いている(n=15)

ともに働いていない(n=47)

（％）

いつもしている

無回答
ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

子どもや介護する人が

いないのでする必要がない
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【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、女性は『ゴミ出し』、『育児・子どもの教育や保育園・幼稚園への

送迎』、『家族の病気の看護・介護』、『授業参観や保護者会、PTA への出席』、『その他』で、「いつ

もしている」が増えています。（図表 4-1-25-①） 

 
図表 4-1-25-① 家事などの分担（女性、平成 27 年調査） 

 

 
 ※平成27年調査では、（オ）「部屋の掃除・片付け」は「部屋の掃除」、（ケ）「育児・子どもの教育や保育園・幼稚園へ

の送迎」は「保育園・幼稚園への送迎」、（コ）「家族の病気の看護・介護」は「介護・看護」、（サ）「授業参観や保

護者会、PTA への出席」は「授業参観や保護者会への出席」でたずねている。 
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令和２年

平成27年

（％）

いつもしている

無回答
ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

(ア)食事のしたく

(イ)食事の後片付け

(ウ)食料品・日用品の買い物

(エ)洗濯

(オ)部屋の掃除・片付け

(カ)風呂やトイレの掃除

(キ)ゴミ出し

(ク)町内会や自治会への出席

令和２年(n=622)

平成27年(n=649)
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5.9

3.2

10.5

5.5

4.3

4.9

1.1

0.5
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令和２年

平成27年

令和２年

平成27年

令和２年

平成27年

令和２年

平成27年

（％）

いつもしている 無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

(ケ)育児・子どもの教育や

保育園・幼稚園への送迎

(コ)家族の病気の看護・介護

(サ)授業参観や保護者会、

PTAへの出席

(シ)その他

子どもや介護する人が

いないのでする必要がない

令和２年(n=622)

平成27年(n=649)
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【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、男性は『食事のしたく』以外のすべての項目で「いつもしている」

が増えています。（図表 4-1-25-②） 

 
図表 4-1-25-② 家事などの分担（男性、平成 27 年調査） 

 

 
※平成27年調査では、（オ）「部屋の掃除・片付け」は「部屋の掃除」、（ケ）「育児・子どもの教育や保育園・幼稚園

への送迎」は「保育園・幼稚園への送迎」、（コ）「家族の病気の看護・介護」は「介護・看護」、（サ）「授業参観や

保護者会、PTA への出席」は「授業参観や保護者会への出席」でたずねている。 
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（％）

いつもしている 無回答

ときどきする

ほとんどしない

まったくしない

(ケ)育児・子どもの教育や

保育園・幼稚園への送迎

(コ)家族の病気の看護・介護

(サ)授業参観や保護者会、

PTAへの出席

(シ)その他

子どもや介護する人が

いないのでする必要がない令和２年(n=478)

平成27年(n=485)
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（２）男性の家庭参画の度合い  

問５ あなたは、家庭生活において男性は家事・育児・介護などについて、どれくらい

取り組めばよいと思いますか。（○は１つだけ）  

【全体】  

全体では、「配偶者・パートナーと分担するのがよい（54.1％）」が最も多く、「積極的に取り組

んだ方がよい（29.7％）」、「配偶者・パートナーを手伝う程度でよい（13.9％）」が続いています。

（図表 4-2-1）  

  

【性別】  

性別にみると、女性は「積極的に取り組んだ方がよい（女性：35.9％、男性：21.8％）」で男性

を 14.1 ポイント上回っています。（図表 4-2-1）  

  
図表 4-2-1 男性の家庭参画の度合い（全体、性別）  

 
  

29.7

35.9

21.8

54.1

50.6

59.0

13.9

12.1

16.3

1.0

0.6

1.5

1.3

0.8

1.5

全体(N=1,117)

女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

積極的に取り組んだ方がよい

無回答
配偶者・パートナーと

分担するのがよい

配偶者・パートナーを

手伝う程度でよい

配偶者・パートナーに

任せておけばよい
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は10・20歳代、30歳代、60歳代で「配偶者・パートナーと分担する

のがよい」が５割台から６割台となっています。また、30 歳代から 40 歳代は「積極的に取り組ん

だ方がよい」が４割を超えています。  

男性は10・20歳代、40歳代、50歳代で「配偶者・パートナーと分担するのがよい」が６割台か

ら７割台となっています。また、30 歳代は「積極的に取り組んだ方がよい」が 33.3％となってい

ます。（図表 4-2-2）  

  
図表 4-2-2 男性の家庭参画の度合い（性・年代別）  

 
  

 

【性・未既婚別】  

性・未既婚別にみると、「積極的に取り組んだ方がよい」は、既婚でも（女性：38.1％、男性

22.3％）未婚でも（女性：35.9％、男性：20.8％）女性が男性を上回っています。（図表 4-2-3）  

  
図表 4-2-3 男性の家庭参画の度合い（性・未既婚別）  
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無回答
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配偶者・パートナーを

手伝う程度でよい
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手伝う程度でよい
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結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=1)

結婚していたが、

離別・死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

（％）

積極的に取り組んだ方がよい

無回答

配偶者・パートナーと

分担するのがよい

配偶者・パートナーを

手伝う程度でよい

配偶者・パートナーに

任せておけばよい
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積極的に取り組んだ方がよい

無回答

配偶者・パートナーと

分担するのがよい
配偶者・パートナーを

手伝う程度でよい

配偶者・パートナーに

任せておけばよい



第３章 調査結果 

61 

【平成 27 年調査との比較】 

平成27年調査と比較すると、全体では、「積極的に取り組んだ方がよい（令和２年調査：29.7％、

平成 27 年調査：24.2％）」が 5.5 ポイント、「配偶者・パートナーと分担するのがよい（令和２年

調査：54.1％、平成 27年調査：48.0％）」が 6.1 ポイント増えています。 

性別にみると、女性は「積極的に取り組んだ方がよい（令和２年調査：35.9％、平成 27 年調

査：24.8％）」が 11.1 ポイント、「配偶者・パートナーと分担するのがよい（令和２年調査：

50.6％、平成 27年調査 49.6％）」が１ポイント増えています。 

男性は「積極的に取り組んだ方がよい（令和２年調査：21.8％、平成 27 年調査：22.9％）」は

1.1 ポイント減っていますが、「配偶者・パートナーと分担するのがよい（令和２年調査：59.0％、

平成 27 年調査：47.2％）」は 11.8 ポイント増えています。（図表 4-2-4） 

 
図表 4-2-4 男性の家庭参画の度合い（全体、性別、平成 27 年調査）  

 
 

  

29.7

24.2

35.9

24.8

21.8

22.9

54.1

48.0

50.6

49.6

59.0

47.2

13.9

20.5

12.1

19.9

16.3

21.9

1.0

1.3

0.6

0.9

1.5

1.4

1.3

6.0

0.8

4.8

1.5

6.6

令和２年

(N=1,117)

平成27年

(N=1,161)

令和２年

(n=622)

平成27年

(n=649)

令和２年

(n=478)

平成27年

(n=485)

（％）

無回答

配偶者・パートナーと

分担するのがよい

配偶者・パートナーに

任せておけばよい

配偶者・パートナーを

手伝う程度でよい積極的に取り組んだ方がよい

全体

女性

男性



第３章 調査結果 

 

 

問５-１ 問５で回答した理由をご記入ください。（〇はあてはまるものすべて） 

【全体】 

全体では、「固定的な男性と女性の役割分担の意識を押し付けるべきでないから（48.0％）」が

最も多く、「男性が家事・育児・介護などに取り組み配偶者・パートナーも外で働いて能力を発揮

した方が、個人や社会にとってよいと思うから（35.2％）」、「家事・育児・介護と両立しながら、

配偶者・パートナーも働き続けることは可能だと思うから（33.8％）」が続いています。（図表 4-

2-5） 

 

【性別】 

性別にみると、男女ともに「固定的な男性と女性の役割分担の意識を押し付けるべきでないか

ら（女性：48.9％、男性 46.7％）」が最も多くなっています。 

男女の違いをみると、「男性が家事・育児・介護などに取り組み配偶者・パートナーも外で働い

て能力を発揮した方が、個人や社会にとってよいと思うから（女性：37.6％、男性：31.8％）」、

「家事・育児・介護と両立しながら、配偶者・パートナーも働き続けることは可能だと思うから

（女性：36.2％、男性：30.8％）」で、女性が男性を５ポイント以上、上回っています。（図表 4-

2-5） 

 
図表 4-2-5 問５で回答した理由（全体、性別：複数回答）  

 
  

48.9

37.6

36.2

30.9

22.3

14.5

11.3

6.1

6.9

2.7

7.4

2.7

3.1

46.7

31.8

30.8

27.2

22.0

15.9

13.0

9.4

7.9

4.6

6.3

3.6

2.7

0 10 20 30 40 50 60

固定的な男性と女性の役割分担の意識を押し付けるべきでないから

男性が家事・育児・介護などに取り組み配偶者・パートナーも外で

働いて能力を発揮した方が、個人や社会にとってよいと思うから

家事・育児・介護と両立しながら、配偶者・

パートナーも働き続けることは可能だと思うから

男性が家事・育児・介護などに取り組み配偶者・パートナー

も外で働くことで、多くの収入を得られると思うから

家事・育児・介護と両立しながら、配偶者・

パートナーも働き続けることは大変だと思うから

男女平等に反すると思うから

配偶者・パートナーが家事・育児・介護をする方がよいと思うから

男性の仕事が忙しく、家事・育児・

介護を手伝うことができないから

自分の両親も役割分担をしていたから

日本の伝統的な家族の在り方だと思うから

その他

わからない

無回答
女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

48.0

35.2

33.8

29.3

22.4

15.3

12.1

7.5

7.3

3.5

6.8

3.1

3.0

0 10 20 30 40 50 60

固定的な男性と女性の役割分担の意識を押し付けるべきでないから

男性が家事・育児・介護などに取り組み配偶者・パートナーも外で

働いて能力を発揮した方が、個人や社会にとってよいと思うから

家事・育児・介護と両立しながら、配偶者・

パートナーも働き続けることは可能だと思うから

男性が家事・育児・介護などに取り組み配偶者・パートナー

も外で働くことで、多くの収入を得られると思うから

家事・育児・介護と両立しながら、配偶者・

パートナーも働き続けることは大変だと思うから

男女平等に反すると思うから

配偶者・パートナーが家事・育児・介護をする方がよいと思うから

男性の仕事が忙しく、家事・育児・

介護を手伝うことができないから

自分の両親も役割分担をしていたから

日本の伝統的な家族の在り方だと思うから

その他

わからない

無回答 全体(N=1,117)

（％）
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【性・年代別】 

性・年代別にみると、女性は 10・20 歳代で「固定的な男性と女性の役割分担の意識を押し付け

るべきでないから」が６割を超えています。  

男性は 30 歳代と 50 歳代で「固定的な男性と女性の役割分担の意識を押し付けるべきでないか

ら」が５割を超えています。（図表 4-2-6） 

 
図表 4-2-6 問５で回答した理由（性・年代別、上位４項目：複数回答）  

 
  

27.2

17.0

29.4

33.3

33.7

25.9

22.6

17.2

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

男性が家事・育児・介護など

に取り組み配偶者・パート

ナーも外で働くことで、多く

の収入を得られると思うから
(％)

30.9

35.4

43.3

29.5

34.1

27.6

19.2

14.3

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

男性が家事・育児・介護など

に取り組み配偶者・パート

ナーも外で働くことで、多く

の収入を得られると思うから

(％)

30.8

23.4

29.4

38.3

38.6

38.8

19.0

6.9

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

家事・育児・介護と両立しな

がら、配偶者・パートナーも

働き続けることは可能だと思

うから
(％)

36.2

36.6

46.7

34.8

36.5

40.8

23.1

25.7

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

家事・育児・介護と両立しな

がら、配偶者・パートナーも

働き続けることは可能だと思

うから

(％)

31.8

23.4

19.6

33.3

37.6

34.1

34.5

27.6

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

男性が家事・育児・介護など

に取り組み配偶者・パート

ナーも外で働いて能力を発揮

した方が、個人や社会にとっ

てよいと思うから
(％)

37.6

28.0

43.3

40.2

41.3

37.8

30.8

40.0

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

男性が家事・育児・介護など

に取り組み配偶者・パート

ナーも外で働いて能力を発揮

した方が、個人や社会にとっ

てよいと思うから

(％)

46.7

42.6

52.9

44.4

53.5

49.4

40.5

34.5

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

固定的な男性と女性の役割

分担の意識を押し付けるべ

きでないから

(％)

48.9

62.2

48.9

52.7

50.8

49.0

35.9

28.6

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

固定的な男性と女性の役割

分担の意識を押し付けるべ

きでないから

(％)
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（３）男性の家庭参画に必要なこと  

問６ 男性が家事・育児・介護にさらに参加するためには、何が必要だと思いますか。 

（○はあてはまるものすべて） 

【全体】  

全体では、「男性自身の家事・育児・介護に取り組みたいと思う気持ち（61.8％）」が最も多く、

「男性が家事・育児・介護を担うことに対する、職場の上司や同僚の理解（56.4％）」、「労働時間

短縮や休暇取得率の上昇に会社が取り組むこと（52.2％）」が続いています。（図表 4-3-1）  

  

【性別】  

性別にみると、女性は「男性自身の家事・育児・介護に取り組みたいと思う気持ち（68.3％）」

が最も多く、「男性が家事・育児・介護を担うことに対する、職場の上司や同僚の理解（60.0％）」、

「労働時間短縮や休暇取得率の上昇に会社が取り組むこと（51.1％）」が続いています。 

男性は「労働時間短縮や休暇取得率の上昇に会社が取り組むこと（54.8％）」が最も多く、「男

性自身の家事・育児・介護に取り組みたいと思う気持ち（53.1％）」、「男性が家事・育児・介護を

担うことに対する、職場の上司や同僚の理解（52.3%）」が続いています。（図表 4-3-1）  

  
図表 4-3-1 男性の家庭参画に必要なこと（全体、性別：複数回答）  

 

68.3

60.0

51.1

49.0

49.0

38.1

34.6

16.6

15.6

1.4

2.4

1.0

53.1

52.3

54.8

45.0

37.9

31.0

35.1

15.5

12.1

3.8

5.4

1.7

0 20 40 60 80

男性自身の家事・育児・介護に

取り組みたいと思う気持ち

男性が家事・育児・介護を担うことに

対する、職場の上司や同僚の理解

労働時間短縮や休暇取得率の

上昇に会社が取り組むこと

仕事より家庭を優先することがあっても、

会社での人事評価が変わらないこと

男性が家事・育児・介護に参加することに

対する男性自身の抵抗感をなくすこと

配偶者・パートナーとのコミュニケーションの

向上により、家庭参画の機会が得られること

男性自身の家事・育児・介護の

知識の習得やスキルの向上

男性が家事・育児・介護に参加すること

に対する女性の抵抗感をなくすこと

男性が家事・育児・介護を行うための

仲間（ネットワーク）作りを行うこと

特に必要なことはない

わからない

無回答
女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

61.8

56.4

52.2

47.0

44.1

34.8

34.6

16.0

14.0

2.4

3.7

1.5

0 20 40 60 80

男性自身の家事・育児・介護に

取り組みたいと思う気持ち

男性が家事・育児・介護を担うことに

対する、職場の上司や同僚の理解

労働時間短縮や休暇取得率の

上昇に会社が取り組むこと

仕事より家庭を優先することがあっても、

会社での人事評価が変わらないこと

男性が家事・育児・介護に参加することに

対する男性自身の抵抗感をなくすこと

配偶者・パートナーとのコミュニケーションの

向上により、家庭参画の機会が得られること

男性自身の家事・育児・介護の

知識の習得やスキルの向上

男性が家事・育児・介護に参加すること

に対する女性の抵抗感をなくすこと

男性が家事・育児・介護を行うための

仲間（ネットワーク）作りを行うこと

特に必要なことはない

わからない

無回答 全体(N=1,117)

（％）
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【性・年代別】 

性・年代別にみると、女性は30歳代から50歳代で「男性自身の家事・育児・介護に取り組みた

いと思う気持ち」が７割台となっています。また、10・20 歳代から 40 歳代で「男性が家事・育

児・介護を担うことに対する、職場の上司や同僚の理解」が６割台となっています。  

男性は10・20歳代と40歳代で「男性自身の家事・育児・介護に取り組みたいと思う気持ち」が

６割台になっています。また、40 歳代は、「労働時間短縮や休暇取得率の上昇に会社が取り組むこ

と」が７割台となっています。（図表 4-3-2）  

  
図表 4-3-2 男性の家庭参画に必要なこと（性・年代別、上位４項目：複数回答）  

 
 

  

45.0

57.4

52.9

60.5

50.5

40.0

25.0

20.7

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

仕事より家庭を優先するこ

とがあっても、会社での人

事評価が変わらないこと (％)

49.0

54.9

63.3

59.8

50.8

41.8

28.2

25.7

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

仕事より家庭を優先するこ

とがあっても、会社での人

事評価が変わらないこと

(％)

54.8

61.7

68.6

71.6

60.4

42.4

41.7

27.6

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

労働時間短縮や休暇取得率

の上昇に会社が取り組むこ

と
(％)

51.1

68.3

62.2

54.5

42.1

48.0

39.7

40.0

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

労働時間短縮や休暇取得率

の上昇に会社が取り組むこ

と

(％)

52.3

53.2

62.7

63.0

57.4

48.2

38.1

37.9

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

男性が家事・育児・介護を

担うことに対する、職場の

上司や同僚の理解
(％)

60.0

68.3

68.9

68.8

55.6

48.0

55.1

51.4

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

男性が家事・育児・介護を

担うことに対する、職場の

上司や同僚の理解

(％)

53.1

63.8

58.8

53.1

63.4

48.2

42.9

34.5

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

男性自身の家事・育児・介

護に取り組みたいと思う気

持ち

(％)

68.3

69.5

75.6

75.9

73.8

65.3

51.3

48.6

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

男性自身の家事・育児・介

護に取り組みたいと思う気

持ち

(％)
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５ 就労  

（１）職業  

問７ あなたの職業は、次のどれですか。（○は１つだけ）  

【全体】  

全体では、「正社員・正職員（33.5％）」が最も多く、「パートタイム（12.5％）」、「家事専業

（11.5％）」が続いています。「無職」は 13.9％です。（図表 5-1-1）  

  

【性別】  

性別にみると、女性は「正社員・正職員（25.6％）」が最も多く、「家事専業（20.3％）」、「パー

トタイム（20.1％）」が続いています。 

男性は「正社員・正職員（44.6％）」が最も多くなっています。（図表 5-1-1）  

  
図表 5-1-1 職業（全体、性別）  

 
  

25.6

10.0

20.1

20.3

3.9

8.4

3.5

1.8

1.4

1.1

1.6

1.0

1.4

44.6

19.0

2.7

0.2

12.3

7.3

2.9

3.6

3.6

2.1

0.2

0.2

1.3

0 20 40 60

正社員・正職員

無職

パートタイム

家事専業

自営業・経営者

派遣・契約嘱託社員

学生

その他

アルバイト

自由業（開業医、弁護士・

習い事の先生など）

家庭従業者

内職・在宅就業

無回答
女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

33.5

13.9

12.5

11.5

7.9

7.8

3.2

2.6

2.4

1.5

1.0

0.6

1.5

0 20 40 60

正社員・正職員

無職

パートタイム

家事専業

自営業・経営者

派遣・契約嘱託社員

学生

その他

アルバイト

自由業（開業医、弁護士・

習い事の先生など）

家庭従業者

内職・在宅就業

無回答 全体(N=1,117)

（％）
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【性・年代別】 

性・年代別にみると、女性は10・20歳代から50歳代で「正社員・正職員」が最も多くなってい

ます。また、60歳代は「パートタイム」が最も多く、70歳代と80歳代以上は「家事専業」が最も

多くなっています。  

男性は 10・20 歳代から 50 歳代で「正社員・正職員」が最も多くなっており、特に 40 歳代と 50

歳代は７割を超えています。（図表 5-1-2）  

  
図表 5-1-2 職業（性・年代別、上位４項目）  

 
 

  

12.3

0.0

5.9

6.2

12.9

14.1

23.8

20.7

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

自営業・経営者
(％)

3.9

0.0

3.3

3.6

2.4

6.1

6.4

8.6

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

自営業・経営者

(％)

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.4

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

家事専業 (％)

20.3

2.4

17.8

17.0

19.8

30.6

25.6

40.0

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

家事専業

(％)

2.7

0.0

2.0

0.0

5.0

5.9

2.4

0.0

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

パートタイム (％)

20.1

7.3

22.2

24.1

21.4

36.7

10.3

0.0

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

パートタイム

(％)

44.6

57.4

66.7

79.0

71.3

16.5

2.4

0.0

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

正社員・正職員 (％)

25.6

47.6

40.0

37.5

27.0

7.1

1.3

0.0

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

正社員・正職員

(％)



第３章 調査結果 

 

（２）職場での男女差別  

問７で１～９のいずれかをお答えの方に  

問７-１ あなたの職場では、次のような男女の差別がありますか。  

（○はあてはまるものすべて） 

【全体】  

何らかの仕事をしている人に、その内容や待遇の問題点についてたずねました。  

全体では、「昇進、昇格に男女差がある（14.9％）」が最も多く、「女性の配置場所が限られてい

る（11.7％）」、「賃金に男女差がある（10.3％）」が続いています。（図表 5-2-1）  

  

【性別】  

性別にみると、女性は「昇進、昇格に男女差がある（14.4％）」が最も多く、「賃金に男女差が

ある（9.9％）」、「女性の配置場所が限られている（6.9％）」が続いています。男性は「女性の配

置場所が限られている（16.7％）」が最も多く、「昇進、昇格に男女差がある（14.8％）」、「賃金に

男女差がある（9.8％）」が続いています。  

男女の違いをみると、男性は「女性の配置場所が限られている（女性：6.9％、男性：16.7％）」

で女性を 9.8 ポイント上回っています。（図表 5-2-1）  

  
図表 5-2-1 職場での男女差別（全体、性別：複数回答）  

＜働いている人＞  

 

  

14.4

6.9

9.9

6.7

6.5

6.5

3.5

4.7

2.5

3.2

4.0

56.1

8.2

6.0

14.8

16.7

9.8

6.3

4.1

3.6

3.8

1.9

1.6

0.3

4.1

51.6

9.3

5.2

0 20 40 60

昇進、昇格に男女差がある

女性の配置場所が限られている

賃金に男女差がある

女性を管理職に登用しない

女性の能力を正当に評価しない

妊娠中の女性への配慮がされていない

女性は補助的な仕事しか

やらせてもらえない

女性は結婚や出産で退職しなければ

ならないような雰囲気がある

女性は教育・研修を受ける機会が少ない

中高年以上の女性に退職を

勧奨するような雰囲気がある

その他

特にない

わからない

無回答
女性(n=403)

男性(n=366)

（％）

14.9

11.7

10.3

6.4

5.5

5.3

3.7

3.6

2.2

1.8

4.2

53.8

8.6

5.5

0 20 40 60

昇進、昇格に男女差がある

女性の配置場所が限られている

賃金に男女差がある

女性を管理職に登用しない

女性の能力を正当に評価しない

妊娠中の女性への配慮がされていない

女性は補助的な仕事しか

やらせてもらえない

女性は結婚や出産で退職しなければ

ならないような雰囲気がある

女性は教育・研修を受ける機会が少ない

中高年以上の女性に退職を

勧奨するような雰囲気がある

その他

特にない

わからない

無回答 全体(N=780)

（％）
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は 30 歳代で「昇進、昇格に男女差がある（24.6％）」が他の年代に

比べて多くなっています。 

男性は10・20歳代で「女性の配置場所が限られている」が23.3％となっています。また、40歳

代で「昇進、昇格に男女差がある（25.0％）」、80 歳代以上で「賃金に男女差がある（40.0％）」が

他の年代に比べて多くなっています。（図表 5-2-2）  

  
図表 5-2-2 職場での男女差別（性・年代別、上位４項目：複数回答）  

＜働いている人＞  

 

 

6.3

13.3

2.3

9.2

6.3

4.7

4.3

0.0

0 10 20 30 40

男性全体(n=366)

10・20歳代(n=30)

30歳代(n=44)

40歳代(n=76)

50歳代(n=96)

60歳代(n=64)

70歳代(n=46)

80歳代以上(n=10)

女性を管理職に登用しな

い

(％)

6.7

3.7

10.1

5.6

8.5

6.5

3.7

0.0

0 10 20 30 40

女性全体(n=403)

10・20歳代(n=54)

30歳代(n=69)

40歳代(n=90)

50歳代(n=94)

60歳代(n=62)

70歳代(n=27)

80歳代以上(n=6)

女性を管理職に登用しな

い

(％)

9.8

0.0

9.1

10.5

9.4

7.8

13.0

40.0

0 10 20 30 40

男性全体(n=366)

10・20歳代(n=30)

30歳代(n=44)

40歳代(n=76)

50歳代(n=96)

60歳代(n=64)

70歳代(n=46)

80歳代以上(n=10)

賃金に男女差がある

(％)

9.9

5.6

14.5

6.7

11.7

11.3

11.1

0.0

0 10 20 30 40

女性全体(n=403)

10・20歳代(n=54)

30歳代(n=69)

40歳代(n=90)

50歳代(n=94)

60歳代(n=62)

70歳代(n=27)

80歳代以上(n=6)

賃金に男女差がある

(％)

16.7

23.3

18.2

15.8

15.6

18.8

13.0

10.0

0 10 20 30 40

男性全体(n=366)

10・20歳代(n=30)

30歳代(n=44)

40歳代(n=76)

50歳代(n=96)

60歳代(n=64)

70歳代(n=46)

80歳代以上(n=10)

女性の配置場所が限られ

ている

(％)

6.9

3.7

8.7

7.8

6.4

11.3

0.0

0.0

0 10 20 30 40

女性全体(n=403)

10・20歳代(n=54)

30歳代(n=69)

40歳代(n=90)

50歳代(n=94)

60歳代(n=62)

70歳代(n=27)

80歳代以上(n=6)

女性の配置場所が限られ

ている

(％)

14.8

10.0

11.4

25.0

17.7

7.8

6.5

20.0

0 20 40

男性全体(n=366)

10・20歳代(n=30)

30歳代(n=44)

40歳代(n=76)

50歳代(n=96)

60歳代(n=64)

70歳代(n=46)

80歳代以上(n=10)

昇進、昇格に男女差があ

る

(％)

14.4

13.0

24.6

14.4

12.8

12.9

3.7

0.0

0 10 20 30 40

女性全体(n=403)

10・20歳代(n=54)

30歳代(n=69)

40歳代(n=90)

50歳代(n=94)

60歳代(n=62)

70歳代(n=27)

80歳代以上(n=6)

昇進、昇格に男女差があ

る

(％)
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【平成 27 年調査との比較】 

平成 27 年調査と比較すると、全体の傾向に大きな変化はありませんが、「特にない」が増えて

他の設問は減少しています。（図表 5-2-3） 

 
図表 5-2-3 職場での男女差別（全体、平成 27 年調査：複数回答） 

＜働いている人＞ 

 
 
 ※平成27年調査には、「わからない」はなし。 

  

14.9

11.7

10.3

6.4

5.5

5.3

3.7

3.6

2.2

1.8

4.2

53.8

8.6

5.5

16.3

14.7

14.6

8.5

9.1

5.9

5.1

5.2

3.0

2.7

6.4

47.7

8.5

0 20 40 60

昇進、昇格に男女差がある

女性の配置場所が限られている

賃金に男女差がある

女性を管理職に登用しない

女性の能力を正当に評価しない

妊娠中の女性への配慮がされていない

女性は補助的な仕事しか

やらせてもらえない

女性は結婚や出産で退職しなければ

ならないような雰囲気がある

女性は教育・研修を受ける機会が少ない

中高年以上の女性に退職を

勧奨するような雰囲気がある

その他

特にない

わからない

無回答
令和２年(N=780)

平成27年(N=706)

（％）
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（３）女性の働き方についての意識 

問８ 女性の働き方について、あなたが望ましいと思うのは次のどれですか。  

（○は１つだけ） 

【全体】  

全体では、「子育ての時期だけ一時辞めて、その後はまた仕事を持つ（43.1％）」が最も多く、

「結婚・出産にかかわらず、ずっと仕事を持つ（27.8％）」が続いています。（図表 5-3-1）  

  

【性別】  

性別にみると、女性は「子育ての時期だけ一時辞めて、その後はまた仕事を持つ（女性：

45.2％、男性 40.0％）」、「結婚・出産にかかわらず、ずっと仕事を持つ（女性：30.2％、男性：

25.3％）」、「結婚するまでは仕事を持つが、結婚後は持たない（女性：2.4％、男性：2.3％）」で

男性を上回っています。（図表 5-3-1） 

  
図表 5-3-1 女性の働き方についての意識（全体、性別）  

 
   

0.5

0.3

0.8

2.3

2.4

2.3

6.4

4.5

9.0

43.1

45.2

40.0

27.8

30.2

25.3

10.4

9.2

12.3

8.1

7.1

9.2

1.3

1.1

1.0

全体(N=1,117)

女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

仕事を持たない

無回答
子どもができるまでは仕事

を持ち、その後は持たない
結婚・出産にかかわらず、

ずっと仕事を持つ

子育ての時期だけ一時辞めて、

その後はまた仕事を持つ

結婚するまでは仕事を

持つが、結婚後は持たない

その他

わからない
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は30歳代と40歳代を除きいずれの年代も「子育ての時期だけ一時辞

めて、その後はまた仕事を持つ」が最も多くなっていますが、10・20歳代から40歳代、60歳代は

「結婚・出産にかかわらず、ずっと仕事を持つ」が３割以上となっており、特に 30 歳代は 40.0％

と他の年代に比べて多くなっています。  

男性も女性とほぼ同様に 60 歳代を除きいずれの年代も「子育ての時期だけ一時辞めて、その後

はまた仕事を持つ」が最も多くなっていますが、50 歳代から 60 歳代は「結婚・出産にかかわらず、

ずっと仕事を持つ」が３割台となっています。（図表 5-3-2）  

 
図表 5-3-2 女性の働き方についての意識（性・年代別）  
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3.6
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4.5

7.3

5.6

2.7

2.4

6.1

2.6

8.6

9.0

4.3

5.9

8.6

5.0

9.4

13.1

24.1

45.2

46.3

36.7

35.7

46.8

50.0

59.0

42.9

40.0

48.9

39.2

33.3

44.6

35.3

40.5

41.4

30.2

30.5

40.0

37.5

27.8

31.6

16.7

17.1

25.3

6.4

21.6

27.2

30.7

37.6

22.6

10.3

9.2

6.1

7.8

15.2

13.5

7.1

3.8

2.9

12.3

25.5

21.6

17.3

9.9

4.7

7.1

6.9

7.1

6.1

8.9

8.0

5.6

4.1

9.0

11.4

9.2

12.8

11.8

12.3

5.0

8.2

7.1

13.8

1.1

0.0

0.0

0.0

0.8

0.0

5.1

5.7

1.0

0.0

0.0

1.2

0.0

1.2

3.6

0.0

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

仕事を持たない

無回答

結婚するまでは仕事を

持つが、結婚後は持たない

子どもができるまでは仕事

を持ち、その後は持たない

子育ての時期だけ一時辞めて、

その後はまた仕事を持つ

わからない

結婚・出産にかかわらず、

ずっと仕事を持つ

その他
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【性・未既婚別】  

性・未既婚別にみると、女性は既婚・未婚いずれも「子育ての時期だけ一時辞めて、その後は

また仕事を持つ」が最も多くなっています。  

男性も女性同様いずれも「子育ての時期だけ一時辞めて、その後はまた仕事を持つ」が最も多

くなっています。（図表 5-3-3）  

  
図表 5-3-3 女性の働き方についての意識（性・未既婚別） 

 

 
 

 

【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、男女ともに「結婚・出産にかかわらず、ずっと仕事を持つ」が増

えています。（図表 5-3-4） 

 
図表 5-3-4 女性の働き方についての意識（全体、性別、平成 27 年調査） 
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100.0

56.7

40.5

30.2

30.9

28.6

0.0

22.2

34.4

9.2

9.7

28.6

0.0

4.4

9.9

7.1

7.2

14.3

0.0

5.6

6.9

1.1

0.5

0.0

0.0

4.4

0.0

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=1)

結婚していたが、

離別・死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

（％）

仕事を持たない

無回答結婚するまでは仕事を

持つが、結婚後は持たない

子どもができるまでは仕事を

持ち、その後は持たない

子育ての時期だけ一時辞めて、

その後はまた仕事を持つ

結婚・出産にかかわらず、

ずっと仕事を持つ

その他

わからない

0.8

0.6

0.0

0.0

5.6

0.0

2.3

2.3

0.0

0.0

2.8

2.5

9.0

9.0

0.0

0.0

11.1

9.2

40.0

41.0

57.1

33.3

41.7

35.8

25.3

27.7

14.3

66.7

19.4

20.8

12.3

10.3

28.6

0.0

11.1

16.7

9.2

8.1

0.0

0.0

5.6

14.2

1.0

1.0

0.0

0.0

2.8

0.8

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが

同居の同性の

パートナーがいる(n=3)

結婚していたが、

離別・死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

（％）

仕事を持たない

無回答結婚するまでは仕事を

持つが、結婚後は持たない

子どもができるまでは仕事を

持ち、その後は持たない

子育ての時期だけ一時辞めて、

その後はまた仕事を持つ

結婚・出産にかかわらず、

ずっと仕事を持つ

その他

わからない

0.5

0.7

0.3

0.8

0.8

0.6

2.3

3.3

2.4

2.0

2.3

4.9

6.4

7.6

4.5

5.2

9.0

10.1

43.1

45.5

45.2

47.3

40.0

43.1

27.8

21.4

30.2

23.4

25.3

19.2

10.4

6.7

9.2

6.5

12.3

7.4

8.1

9.7

7.1

10.0

9.2

9.1

1.3

5.1

1.1

4.8

1.0

5.6

令和２年

(N=1,117)

平成27年

(N=1,161)

令和２年

(n=622)

平成27年

(n=649)

令和２年

(n=478)

平成27年

(n=485)

（％）

仕事を持たない

無回答子どもができるまでは仕事

を持ち、その後は持たない 結婚・出産にかかわらず、

ずっと仕事を持つ

子育ての時期だけ一時辞めて、

その後はまた仕事を持つ

結婚するまでは仕事を

持つが、結婚後は持たない

その他

わからない

全体

女性

男性
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【内閣府調査との比較】 

 

内閣府調査と比較すると選択肢の文言が一致していませんが、葛飾区は「子育ての時期だけ一

時辞めて、その後はまた仕事を持つ」（中断再就職型）が内閣府調査よりも高く、「結婚・出産に

かかわらずずっと仕事を持つ」（職業継続型）が内閣府調査よりも低くなっています。 

（図表 5-3-5） 

 
図表 5-3-5 女性の働き方についての意識（全体、内閣府調査（令和元年）） 

 
  

0.5

3.9

2.3

4.8

6.4

6.5

43.1

20.3

27.8

61.0

10.4

1.7

8.1

1.7

1.3
葛飾区

(N=1,117)

内閣府

(N=2,645)

（％）

仕事を持たない

無回答
子どもができるまでは仕事

を持ち、その後は持たない
結婚・出産にかかわらず、

ずっと仕事を持つ

子育ての時期だけ一時辞めて、

その後はまた仕事を持つ

結婚するまでは仕事を

持つが、結婚後は持たない

その他

わからない
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問８-１ 問８で回答した理由をご記入ください。（〇はあてはまるものすべて） 

【全体】 

全体では、「本人が望む働き方をするべきだと思うから（60.9％）」が最も多く、「経済力を持っ

た方がよいと思うから（27.0％）」、「夫婦で働いた方が多くの収入を得られるから（24.3％）」が

続いています。（図表 5-3-6）  

 

【性別】 

性別にみると、男女ともに「本人が望む働き方をするべきだと思うから（女性：59.3％、男性

62.8％）」が最も多くなっています。 

 
図表 5-3-6 問８で回答した理由（全体、性別、複数回答）  

 
  

59.3

29.9

24.2

17.4

14.8

6.7

3.6

2.9

62.8

23.7

25.2

18.2

14.2

4.4

4.9

0.6

0 20 40 60 80

本人が望む働き方を

するべきだと思うから

経済力を持った方

がよいと思うから

夫婦で働いた方が多く

の収入を得られるから

家庭を守り、家で子どもの

面倒を見た方がよいと思うから

仕事と家庭の両立支援

が十分でないから

その他

わからない

無回答 女性(n=615)
男性(n=473)

（％）

60.9

27.0

24.3

17.6

14.5

5.7

4.3

1.9

0 20 40 60 80

本人が望む働き方を

するべきだと思うから

経済力を持った方

がよいと思うから

夫婦で働いた方が多く

の収入を得られるから

家庭を守り、家で子どもの

面倒を見た方がよいと思うから

仕事と家庭の両立支援

が十分でないから

その他

わからない

無回答
全体(N=1,103)

（％）



第３章 調査結果 

 

【性・年代別】 

性・年代別にみると、女性は 30 歳代で「本人が望む働き方をするべきだと思うから」が７割を

超えています。  

男性は 30 歳代と 40 歳代で「本人が望む働き方をするべきだと思うから」が７割を超えていま

す。（図表 5-3-7） 

 
図表 5-3-7 問８で回答した理由（性・年代別、上位４項目：複数回答）  

 
  

18.2

12.8

7.8

18.8

18.8

19.0

23.5

24.1

0 50 100

男性全体(n=473)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=80)

50歳代(n=101)

60歳代(n=84)

70歳代(n=81)

80歳代以上(n=29)

家庭を守り、家で子ども

の面倒を見た方がよいと

思うから
(％)

17.4

14.6

11.1

16.1

23.2

15.3

18.9

27.3

0 50 100

女性全体(n=615)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=125)

60歳代(n=98)

70歳代(n=74)

80歳代以上(n=33)

家庭を守り、家で子ども

の面倒を見た方がよいと

思うから

(％)

25.2

29.8

29.4

31.3

26.7

20.2

18.5

20.7

0 50 100

男性全体(n=473)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=80)

50歳代(n=101)

60歳代(n=84)

70歳代(n=81)

80歳代以上(n=29)

夫婦で働いた方が多くの

収入を得られるから

(％)

24.2

30.5

36.7

23.2

19.2

19.4

21.6

18.2

0 50 100

女性全体(n=615)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=125)

60歳代(n=98)

70歳代(n=74)

80歳代以上(n=33)

夫婦で働いた方が多くの

収入を得られるから

(％)

23.7

27.7

15.7

28.8

32.7

13.1

22.2

20.7

0 50 100

男性全体(n=473)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=80)

50歳代(n=101)

60歳代(n=84)

70歳代(n=81)

80歳代以上(n=29)

経済力を持った方がよい

と思うから
(％)

29.9

36.6

32.2

29.5

25.6

24.5

33.8

33.3

0 50 100

女性全体(n=615)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=125)

60歳代(n=98)

70歳代(n=74)

80歳代以上(n=33)

経済力を持った方がよい

と思うから

(％)

62.8

68.1

70.6

72.5

64.4

61.9

53.1

37.9

0 50 100

男性全体(n=473)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=80)

50歳代(n=101)

60歳代(n=84)

70歳代(n=81)

80歳代以上(n=29)

本人が望む働き方をする

べきだと思うから

(％)

59.3

65.9

72.2

68.8

56.0

55.1

47.3

27.3

0 50 100

女性全体(n=615)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=125)

60歳代(n=98)

70歳代(n=74)

80歳代以上(n=33)

本人が望む働き方をする

べきだと思うから

(％)



第３章 調査結果 

77 

（４）女性の再就職に対する支援  

問９ 結婚や妊娠・出産により仕事を辞めた女性が再び仕事を持つことを希望する場

合、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。(○はあてはまるものすべて) 

【全体】  

全体では、「保育所・学童保育クラブなどの保育施設の充実（62.5％）」が最も多く、「出産など

で退職した後に希望すれば復帰できる再雇用制度の充実（60.3％）」、「家族や周囲などの理解と協

力（56.1％）」が続いています。（図表 5-4-1）  

  

【性別】  

性別にみると、女性は「保育所・学童保育クラブなどの保育施設の充実（65.8％）」、「家族や周

囲などの理解と協力（62.9％）」が６割台、「出産などで退職した後に希望すれば復帰できる再雇

用制度の充実（59.5％）」、「求人の年齢制限の緩和（53.1％）」、「働き方の選択肢を多くすること

（52.1％）」、「パートの労働条件の向上（50.0％）」が５割台となっています。 

男性は「出産などで退職した後に希望すれば復帰できる再雇用制度の充実（61.3％）」が６割台、

「保育所・学童保育クラブなどの保育施設の充実（58.6％）」が５割台となっています。 

男女の違いをみると、女性は「家族や周囲などの理解と協力（女性：62.9％、男性：47.5％）」、

「求人の年齢制限の緩和（女性 53.1％、男性：41.8％）」で男性をそれぞれ 15.4 ポイント、11.3

ポイント上回っています。（図表 5-4-1） 

  
図表 5-4-1 女性の再就職に対する支援（全体、性別：複数回答）  

 

65.8

59.5

62.9

52.1

53.1

50.0

37.6

28.9

28.5

23.2

21.2

16.6

1.4

2.6

1.8

58.6

61.3

47.5

45.6

41.8

42.3

34.7

29.7

27.4

24.5

23.2

13.6

2.3

2.7

1.9

0 20 40 60 80

保育所・学童保育クラブ

などの保育施設の充実

出産などで退職した後に希望すれば

復帰できる再雇用制度の充実

家族や周囲などの理解と協力

働き方の選択肢を多くすること

求人の年齢制限の緩和

パートの労働条件の向上

高齢者の介護施設、医療施設の充実

求人情報を入手しやすくすること

技術や技能の習得の機会を多くすること

再就職のためのセミナー、

講習を実施すること

就職に関する相談体制の充実

女性が起業をする場合の支援

その他

わからない

無回答
女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

62.5

60.3

56.1

49.2

48.0

46.4

36.3

28.9

27.8

23.5

21.9

15.2

1.8

2.8

2.0

0 20 40 60 80

保育所・学童保育クラブ

などの保育施設の充実

出産などで退職した後に希望すれば

復帰できる再雇用制度の充実

家族や周囲などの理解と協力

働き方の選択肢を多くすること

求人の年齢制限の緩和

パートの労働条件の向上

高齢者の介護施設、医療施設の充実

求人情報を入手しやすくすること

技術や技能の習得の機会を多くすること

再就職のためのセミナー、

講習を実施すること

就職に関する相談体制の充実

女性が起業をする場合の支援

その他

わからない

無回答 全体(N=1,117)

（％）
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は 30 歳代で「保育所・学童保育クラブなどの保育施設の充実」が８

割台となっています。また、40 歳代は「家族や周囲などの理解と協力」が他の年代に比べて多く

なっています。  

男性は 40 歳代で「保育所・学童保育クラブなどの保育施設の充実」、50 歳代で「求人の年齢制

限の緩和」、「パートの労働条件の向上」が他の年代に比べて多くなっています。（図表 5-4-2）  

  
図表 5-4-2 女性の再就職に対する支援（性・年代別、上位８項目：複数回答）  

 

 
  

45.6

46.8

51.0

48.1

50.5

48.2

38.1

24.1

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

働き方の選択肢を多くす

ること

(％)

52.1

45.1

57.8

59.8

50.8

64.3

38.5

28.6

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

働き方の選択肢を多くす

ること

(％)

47.5

51.1

54.9

50.6

52.5

41.2

44.0

31.0

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

家族や周囲などの理解と

協力

(％)

62.9

57.3

66.7

74.1

67.5

66.3

48.7

37.1

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

家族や周囲などの理解と

協力

(％)

61.3

61.7

60.8

71.6

61.4

54.1

63.1

48.3

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

出産などで退職した後に

希望すれば復帰できる再

雇用制度の充実 (％)

59.5

62.2

65.6

61.6

55.6

63.3

50.0

54.3

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

出産などで退職した後に

希望すれば復帰できる再

雇用制度の充実

(％)

58.6

51.1

62.7

72.8

62.4

56.5

53.6

31.0

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

保育所・学童保育クラブ

などの保育施設の充実
(％)

65.8

69.5

80.0

73.2

63.5

68.4

46.2

42.9

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

保育所・学童保育クラブ

などの保育施設の充実

(％)

29.7

34.0

29.4

28.4

36.6

30.6

23.8

17.2

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

求人情報を入手しやすく

すること

(％)

28.9

37.8

45.6

30.4

26.2

21.4

19.2

11.4

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

求人情報を入手しやすく

すること

(％)

34.7

21.3

19.6

39.5

31.7

45.9

38.1

37.9

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

高齢者の介護施設、医療

施設の充実

(％)

37.6

29.3

33.3

38.4

41.3

42.9

38.5

37.1

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

高齢者の介護施設、医療

施設の充実

(％)

42.3

34.0

41.2

39.5

52.5

41.2

40.5

37.9

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

パートの労働条件の向上

(％)

50.0

51.2

61.1

50.9

52.4

52.0

41.0

20.0

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

パートの労働条件の向上

(％)

41.8

29.8

31.4

37.0

56.4

44.7

40.5

37.9

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

求人の年齢制限の緩和

(％)

53.1

46.3

55.6

61.6

54.8

55.1

48.7

31.4

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

求人の年齢制限の緩和

(％)
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【性・未既婚別】  

性・未既婚別にみると、女性は既婚・未婚いずれも「保育所・学童保育クラブなどの保育施設

の充実」が他に比べて多くなっています。  

男性は既婚・未婚いずれも「出産などで退職した後に希望すれば復帰できる再雇用制度の充実」

が他に比べて多くなっています。（図表 5-4-3）  

  
図表 5-4-3 女性の再就職に対する支援（性・未既婚別、上位８項目：複数回答）  

 

 
  

45.6

45.5

14.3

0.0

41.7

49.2

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=3)

結婚していたが、離別・

死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

働き方の選択肢を多くすること

(％)

52.1

56.0

57.1

0.0

42.2

48.1

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=1)

結婚していたが、離別・

死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

働き方の選択肢を多くすること

(％)

47.5

50.6

14.3

33.3

38.9

45.0

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=3)

結婚していたが、離別・

死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

家族や周囲などの理解と協力

(％)

62.9

66.8

57.1

100.0

51.1

59.5

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=1)

結婚していたが、離別・

死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

家族や周囲などの理解と協力

(％)

61.3

64.8

28.6

66.7

55.6

56.7

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=3)

結婚していたが、離別・

死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

出産などで退職した後に希望す

れば復帰できる再雇用制度の充

実
(％)

59.5

59.6

42.9

100.0

64.4

56.5

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=1)

結婚していたが、離別・

死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

出産などで退職した後に希望す

れば復帰できる再雇用制度の充

実

(％)

58.6

61.9

14.3

33.3

58.3

54.2

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=3)

結婚していたが、離別・

死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

保育所・学童保育クラブなどの

保育施設の充実

(％)

65.8

67.0

42.9

100.0

56.7

70.2

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=1)

結婚していたが、離別・

死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

保育所・学童保育クラブなどの

保育施設の充実

(％)

29.7

29.0

28.6

33.3

27.8

30.8

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=3)

結婚していたが、離別・

死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

求人情報を入手しやすくするこ

と
(％)

28.9

28.9

28.6

100.0

21.1

34.4

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=1)

結婚していたが、離別・

死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

求人情報を入手しやすくするこ

と

(％)

34.7

37.4

0.0

0.0

30.6

32.5

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=3)

結婚していたが、離別・

死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

高齢者の介護施設、医療施設の

充実

(％)

37.6

36.6

42.9

100.0

38.9

39.7

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=1)

結婚していたが、離別・

死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

高齢者の介護施設、医療施設の

充実

(％)

42.3

44.2

42.9

33.3

41.7

38.3

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=3)

結婚していたが、離別・

死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

パートの労働条件の向上

(％)

50.0

53.5

42.9

100.0

37.8

48.9

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=1)

結婚していたが、離別・

死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

パートの労働条件の向上

(％)

41.8

43.9

28.6

33.3

30.6

40.8

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=3)

結婚していたが、離別・

死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

求人の年齢制限の緩和

(％)

53.1

55.8

57.1

0.0

47.8

49.6

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=1)

結婚していたが、離別・

死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

求人の年齢制限の緩和

(％)
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【平成 27 年調査との比較】 

 

平成27年調査と比較すると、令和２年調査、平成27年調査ともに「保育所・学童保育クラブな

どの保育施設の充実」が最も多くなっています。また、「働き方の選択肢を多くすること」が平成 

27 年調査から増えて、５位から４位にあがっています。（図表 5-4-4） 

 
図表 5-4-4 女性の再就職に対する支援（全体、平成 27 年調査：複数回答） 

 
 

※平成27年調査では、「家族の周囲などの理解と協力」は「家族の理解と協力」、「働き方の選択肢を多くすること」

は「働く場を多くすること」でたずねている。 

  

62.5

60.3

56.1

49.2

48.0

46.4

36.3

28.9

27.8

23.5

21.9

15.2

1.8

2.8

2.0

61.6

57.7

57.0

44.5

47.5

43.1

32.5

26.6

23.6

17.5

20.8

12.1

2.1

5.3

5.0

0 20 40 60 80

保育所・学童保育クラブ

などの保育施設の充実

出産などで退職した後に希望すれば

復帰できる再雇用制度の充実

家族や周囲などの理解と協力

働き方の選択肢を多くすること

求人の年齢制限の緩和

パートの労働条件の向上

高齢者の介護施設、医療施設の充実

求人情報を入手しやすくすること

技術や技能の習得の機会を多くすること

再就職のためのセミナー、

講習を実施すること

就職に関する相談体制の充実

女性が起業をする場合の支援

その他

わからない

無回答

令和２年(N=1,117)

平成27年(N=1,161)

（％）
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（５）育児休業・介護休業の利用状況  

問 10 あなたは育児休業・介護休業を利用したことがありますか。  
（○はそれぞれ１つずつ） 

  

 ■育児休業  

【全体】  

全体では、「利用したことがある」が6.9％、「利用したことはない」が46.6％となっています。

（図表 5-5-1）  

【性別】  

性別にみると、「利用したことがある」は女性が 11.4％、男性が 1.3％となっています。 

（図表 5-5-1）  

  

 ■介護休業  

【全体】  

全体では、「利用したことがある」が1.2％、「利用したことはない」が38.9％となっています。

（図表 5-5-2）  

【性別】  

性別にみると、「利用したことがある」が女性は1.4％、男性は0.6％なっています。（図表5-5-2） 

  
図表 5-5-1 育児休業の利用状況（全体、性別） 

  
 

図表 5-5-2 介護休業の利用状況（全体、性別）  

   

6.9

11.4

1.3

46.6

44.2

49.8

38.0

37.8

39.1

8.5

6.6

9.8

全体(N=1,117)

女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

無回答

利用したことはない
小さい子どもがいないので

利用する必要がない

利用したことがある

1.2

1.4

0.6

38.9

37.3

40.8

48.0

49.2

47.9

11.9

12.1

10.7

全体(N=1,117)

女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

無回答
利用したことはない

介護を要する人がいないので

利用する必要がない

利用したことがある
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 ■育児休業  

【性・年代別】  

性・年代別にみると、「利用したことがある」は女性の 30 歳代で 27.8％、40 歳代で 19.6％、と

なっています。男性は 30 歳代で「利用したことがある」が 3.9％となっています。（図表 5-5-3）  

 

 ■介護休業  

【性・年代別】  

性・年代別にみると、「利用したことがある」は女性の 30 歳代と 50 歳代以降でみられ、それぞ

れ 1.1％、2.4％、2.0％、1.3％、5.7％となっています。 

男性は 50 歳代から 70 歳代で「利用したことがある」がそれぞれ１％台となっています。（図表

5-5-4）  

  
図表 5-5-3 育児休業の利用状況（性・年代別）  

 

 
 

  
図表 5-5-4 介護休業の利用状況（性・年代別）  

  

11.4

8.5

27.8

19.6

5.6

7.1

3.8

0.0

44.2

14.6

34.4

49.1

61.1

52.0

42.3

42.9

37.8

75.6

36.7

29.5

31.0

37.8

29.5

22.9

6.6

1.2

1.1

1.8

2.4

3.1

24.4

34.3

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

（％）

利用したことがある
無回答

利用したことはない

小さい子どもがいないので

利用する必要がない

1.3

0.0

3.9

1.2

1.0

1.2

1.2

0.0

49.8

14.9

49.0

64.2

57.4

48.2

50.0

44.8

39.1

85.1

45.1

34.6

35.6

36.5

31.0

10.3

9.8

0.0

2.0

0.0

5.9

14.1

17.9

44.8

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

利用したことがある
無回答

利用したことはない

小さい子どもがいないので

利用する必要がない

1.4

0.0

1.1

0.0

2.4

2.0

1.3

5.7

37.3

9.8

22.2

39.3

49.2

59.2

37.2

31.4

49.2

86.6

71.1

53.6

41.3

31.6

25.6

20.0

12.1

3.7

5.6

7.1

7.1

7.1

35.9

42.9

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

（％）

利用したことがある
無回答

利用したことはない

介護を要する人がいないので

利用する必要がない

0.6

0.0

0.0

0.0

1.0

1.2

1.2

0.0

40.8

12.8

23.5

32.1

48.5

56.5

48.8

44.8

47.9

87.2

74.5

65.4

43.6

31.8

27.4

10.3

10.7

0.0

2.0

2.5

6.9

10.6

22.6

44.8

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

利用したことがある
無回答

利用したことはない

介護を要する人がいないので

利用する必要がない
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【平成 27 年調査との比較】 

 

■育児休業 

平成27年調査と比較すると、女性は「利用したことがある（令和２年調査：11.4％、平成27年

調査：9.4％）」が 2.0 ポイント増えています。 

 男性は「利用したことがある（令和２年調査：1.3％、平成27年調査：0.8％）」が0.5ポイント

増えています。（図表 5-5-5） 

 

■介護休業 

平成 27 年調査と比較すると、女性は「利用したことがある（令和２年調査：1.4％、平成 27 年

調査：1.7％）」が 0.3 ポイント減っています。（図表 5-5-6） 

 男性は「利用したことがある（令和２年調査：0.6％、平成 27 年調査：1.0％）」が 0.4 ポイント

減っています。（図表 5-5-6） 

 
図表 5-5-5 育児休業の利用状況（全体、性別、平成 27 年調査） 

 
 

図表 5-5-6 介護休業の利用状況（全体、性別、平成 27 年調査） 

 

6.9

5.9

11.4

9.4

1.3

0.8

46.6

44.7

44.2

42.8

49.8

48.0

38.0

33.4

37.8

31.0

39.1

36.5

8.5

16.0

6.6

16.8

9.8

14.6

令和２年

(N=1,117)

平成27年

(N=1,161)

令和２年

(n=622)

平成27年

(n=649)

令和２年

(n=478)

平成27年

(n=485)

（％）

無回答

小さいどもがいないので

利用する必要がない

利用したことはない

利用したことがある

全体

女性

男性

1.2

1.5

1.4

1.7

0.6

1.0

38.9

36.3

37.3

35.3

40.8

37.9

48.0

43.4

49.2

43.8

47.9

42.9

11.9

18.8

12.1

19.3

10.7

18.1

令和２年

(N=1,117)

平成27年

(N=1,161)

令和２年

(n=622)

平成27年

(n=649)

令和２年

(n=478)

平成27年

(n=485)

（％）

無回答

介護を要する人がいないので

利用する必要がない

利用したことはない

利用したことがある

全体

女性

男性
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（６）育児休業・介護休業の利用期間  

問 10 で「１．利用したことがある」とお答えの方に 

問 10-1 どのくらいの期間、休暇を取りましたか。複数回利用したことがある方は、 

    最近のケースでご回答ください。（回答の場合、○はどちらも１つ） 

■育児休業  

【全体】  

育児休業を「利用したことがある」と回答した人に、その期間をたずねました。  

全体では、「６カ月～１年未満（41.6％）」が最も多く、「１年以上（36.4％）」、「３カ月未満

（11.7％）」が続いています。（図表 5-6-1）  

【性別】  

性別にみると、男女ともに「６カ月～１年未満（女性：40.8％、男性：50.0％）」が最も多く、

女性は「１年以上（39.4％）」が、男性は「３カ月未満（33.3％）」が続いています。（図表 5-6-1）  

 

■介護休業  

【全体】  

介護休業を「利用したことがある」と回答した人に、その期間をたずねました。  

全体では、「１カ月未満（53.8％）」が最も多く、「１カ月～２カ月未満（23.1％）」、「３カ月以

上（15.4％）」が続いています。（図表 5-6-2）  

【性別】  

性別にみると、男女ともに「１カ月未満（女性：33.3％、男性：100.0％）」が最も多くなって

います。（図表 5-6-2）  

  
図表 5-6-1 育児休業の利用期間（全体、性別）＜育児休業を利用したことがある人＞  

 
図表 5-6-2 介護休業の利用期間（全体、性別）＜介護休業を利用したことがある人＞  

  

11.7

9.9

33.3

10.4

9.9

16.7

41.6

40.8

50.0

36.4

39.4

0.0

全体(N=77)

女性(n=71)

男性(n=6)

（％）

３カ月～６カ月未満

６カ月～１年未満３カ月未満 １年以上

53.8

33.3

100.0

23.1

33.3

0.0

7.7

11.1

0.0

15.4

22.2

0.0

全体(N=13)

女性(n=9)

男性(n=3)

（％）

１カ月～２カ月未満

２カ月～３カ月未満

１カ月未満 ３カ月以上
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【平成 27 年調査との比較】 

 

■育児休業 

平成 27 年調査と比較すると、女性は「１年以上（令和２年調査：39.4％、平成 27 年調査：

18.0％）」が 21.4 ポイント増えています。（図表 5-6-3） 

 

■介護休業 

令和２年調査、平成 27年調査ともに対象者数が 20 件未満のためグラフの掲載のみとします。 

（図表 5-6-4） 

 
図表 5-6-3 育児休業の利用期間（全体、性別、平成 27 年調査） 

＜育児休業を利用したことがある人＞ 

 

図表 5-6-4 介護休業の利用期間（全体、性別、平成 27 年調査） 

＜介護休業を利用したことがある人＞ 

 

 

  

11.7

23.5

9.9

19.7

33.3

100.0

10.4

10.3

9.9

9.8

16.7

0.0

41.6

45.6

40.8

47.5

50.0

0.0

36.4

16.2

39.4

18.0

0.0

0.0

0.0

4.4

0.0

4.9

0.0

0.0

令和２年

(N=77)

平成27年

(N=68)

令和２年

(n=71)

平成27年

(n=61)

令和２年

(n=6)

平成27年

(n=4)

（％）

無回答６カ月～１年未満

３カ月～６カ月未満

３カ月未満

全体

女性

男性

１年以上

53.8

23.5

33.3

18.2

100.0

40.0

23.1

11.8

33.3

18.2

0.0

0.0

7.7

5.9

11.1

9.1

0.0

0.0

15.4

47.1

22.2

36.4

0.0

60.0

0.0

11.8

0.0

18.2

0.0

0.0

令和２年

(N=13)

平成27年

(N=17)

令和２年

(n=9)

平成27年

(n=11)

令和２年

(n=3)

平成27年

(n=5)

（％）

無回答

２カ月～３カ月未満

１カ月～２カ月未満

１カ月未満

全体

女性

男性

３カ月以上
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（７）育児休業・介護休業を利用しなかった理由 

問 10 で「２．利用したことはない」とお答えの方に 

問 10-2 利用しなかった理由はなんですか。  

（回答の場合、○はどちらもあてはまるものすべて） 

 ■育児休業  

【全体】  

育児休業を「利用したことはない」と回答した方に理由をたずねました。  

全体では、「配偶者など自分以外に子どもをみてくれる人がいたから（22.7％）」が最も多く、

「出産前に離職したから（20.2％）」、「前例がないから（12.1％）」、「代替要員がいないから

（9.4％）」が続いています。  

なお、「その他（12.7％）」には、「自営」、「未婚」といった回答があがっています。（図表 5-7-1）  

【性別】  

性別にみると、女性は「出産前に離職したから（37.1％）」が最も多くなっています。 

男性は「配偶者など自分以外に子どもをみてくれる人がいたから（34.9％）」が最も多くなって

います。（図表 5-7-1）  

   
図表 5-7-1 育児休業を利用しなかった理由（全体、性別：複数回答） 

＜育児休業を利用したことがない人＞ 

 

12.0

37.1

8.7

5.5

4.0

3.6

6.9

3.3

4.0

1.8

11.3

16.4

34.9

0.8

15.5

14.3

14.3

11.3

7.1

5.5

3.4

5.0

14.3

12.2

0 10 20 30 40

配偶者など自分以外に子ども

をみてくれる人がいたから

出産前に離職したから

前例がないから

代替要員がいないから

利用したくとも、取りにくい

雰囲気だったから

経済的な理由から

自営業のため制度が使えないから

職場の育児休業制度が

利用できなかったから

育児休業制度を知らなかったから

ブランクを空けたくなかったから

その他

無回答
女性(n=275)
男性(n=238)

（％）

22.7

20.2

12.1

9.4

8.8

7.1

7.1

4.4

3.7

3.5

12.7

14.6

0 10 20 30 40

配偶者など自分以外に子ども

をみてくれる人がいたから

出産前に離職したから

前例がないから

代替要員がいないから

利用したくとも、取りにくい

雰囲気だったから

経済的な理由から

自営業のため制度が使えないから

職場の育児休業制度が

利用できなかったから

育児休業制度を知らなかったから

ブランクを空けたくなかったから

その他

無回答
全体(N=520)

（％）
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 ■介護休業  

【全体】  

介護休業を「利用したことはない」と回答した方に理由をたずねました。  

全体では、「介護サービス利用など自分以外に介護をしてくれる人がいたから（24.4％）」が最

も多く、「前例がないから（14.0％）」、「代替要員がいないから（10.1％）」が続いています。  

なお、「その他（18.4％）」には、「必要がない」、「仕事をしていない」といった回答があがって

います。（図表 5-7-2）  

【性別】  

性別にみると、男女ともに「介護サービス利用など自分以外に介護をしてくれる人がいたから

（女性：19.4％、男性：30.8％）」が最も多くなっています。 

なお、「介護をするために離職したから」は、女性 3.4％、男性 1.5％となっています。（図表 5-

7-2）  

  
図表 5-7-2 介護休業を利用しなかった理由（全体、性別：複数回答） 

＜介護休業を利用したことがない人＞ 

 

19.4

9.9

7.8

3.0

3.0

4.7

5.6

1.7

1.7

3.4

23.3

29.7

30.8

18.5

13.3

9.7

9.7

7.7

5.6

4.1

4.1

1.5

12.8

17.4

0 10 20 30 40

介護サービス利用など自分以外に

介護をしてくれる人がいたから

前例がないから

代替要員がいないから

経済的な理由から

利用したくとも、取りにくい

雰囲気だったから

自営業のため制度が使えないから

介護休業制度を知らなかったから

ブランクを空けたくなかったから

職場の介護休業制度が

利用できなかったから

介護をするために離職したから

その他

無回答

女性(n=232)
男性(n=195)

（％）

24.4

14.0

10.1

6.2

6.2

6.2

5.7

3.0

3.0

2.5

18.4

24.6

0 10 20 30 40

介護サービス利用など自分以外に

介護をしてくれる人がいたから

前例がないから

代替要員がいないから

経済的な理由から

利用したくとも、取りにくい

雰囲気だったから

自営業のため制度が使えないから

介護休業制度を知らなかったから

ブランクを空けたくなかったから

職場の介護休業制度が

利用できなかったから

介護をするために離職したから

その他

無回答

全体(N=435)

（％）
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【性・年代別】  

育児休業を利用しなかった理由について性・年代別にみると、女性は30歳代から50歳代で「出

産前に離職したから」が多くなっており、特に 50 歳代は 57.1％となっています。 

男性は30歳代から70歳代で「配偶者など自分以外に子どもをみてくれる人がいたから」が３割

を超えています。（図表 5-7-3）  

介護休業を利用しなかった理由について性・年代別にみると、女性は50歳代から70歳代で「介

護サービス利用など自分以外に介護をしてくれる人がいたから」が２割台となっています。 

男性も 50 歳代から 70 歳代で「介護サービス利用など自分以外に介護をしてくれる人がいたか

ら」が３割台となっています。（図表 5-7-4）  

  
図表 5-7-3 育児休業を利用しなかった理由（性・年代別、上位４項目：複数回答） 

＜育児休業を利用したことがない人＞  

 

図表 5-7-4 介護休業を利用しなかった理由（性・年代別、上位４項目：複数回答） 

＜介護休業を利用したことがない人＞ 

  

14.3

0.0

24.0

19.2

13.8

12.2

9.5

7.7

0 20 40 60

男性全体(n=238)

10・20歳代(n=7)

30歳代(n=25)

40歳代(n=52)

50歳代(n=58)

60歳代(n=41)

70歳代(n=42)

80歳代以上(n=13)

代替要員がいないから

(％)

5.5

0.0

3.2

7.3

2.6

7.8

9.1

6.7

0 20 40 60

女性全体(n=275)

10・20歳代(n=12)

30歳代(n=31)

40歳代(n=55)

50歳代(n=77)

60歳代(n=51)

70歳代(n=33)

80歳代以上(n=15)

代替要員がいないから

(％)

15.5

14.3

8.0

26.9

13.8

17.1

7.1

15.4

0 20 40 60

男性全体(n=238)

10・20歳代(n=7)

30歳代(n=25)

40歳代(n=52)

50歳代(n=58)

60歳代(n=41)

70歳代(n=42)

80歳代以上(n=13)

前例がないから

(％)

8.7

16.7

3.2

7.3

6.5

7.8

15.2

20.0

0 20 40 60

女性全体(n=275)

10・20歳代(n=12)

30歳代(n=31)

40歳代(n=55)

50歳代(n=77)

60歳代(n=51)

70歳代(n=33)

80歳代以上(n=15)

前例がないから

(％)

0.8

0.0

0.0

1.9

1.7

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60

男性全体(n=238)

10・20歳代(n=7)

30歳代(n=25)

40歳代(n=52)

50歳代(n=58)

60歳代(n=41)

70歳代(n=42)

80歳代以上(n=13)

出産前に離職したから

(％)

37.1

16.7

51.6

40.0

57.1

33.3

0.0

0.0

0 20 40 60

女性全体(n=275)

10・20歳代(n=12)

30歳代(n=31)

40歳代(n=55)

50歳代(n=77)

60歳代(n=51)

70歳代(n=33)

80歳代以上(n=15)

出産前に離職したから

(％)

34.9

28.6

36.0

32.7

31.0

43.9

38.1

23.1

0 20 40 60

男性全体(n=238)

10・20歳代(n=7)

30歳代(n=25)

40歳代(n=52)

50歳代(n=58)

60歳代(n=41)

70歳代(n=42)

80歳代以上(n=13)

配偶者など自分以外に子

どもをみてくれる人がい

たから (％)

12.0

8.3

12.9

14.5

5.2

13.7

27.3

0.0

0 20 40 60

女性全体(n=275)

10・20歳代(n=12)

30歳代(n=31)

40歳代(n=55)

50歳代(n=77)

60歳代(n=51)

70歳代(n=33)

80歳代以上(n=15)

配偶者など自分以外に子

どもをみてくれる人がい

たから

(％)

9.7

0.0

16.7

26.9

10.2

8.3

2.4

0.0

0 20 40 60

男性全体(n=195)

10・20歳代(n=6)

30歳代(n=12)

40歳代(n=26)

50歳代(n=49)

60歳代(n=48)

70歳代(n=41)

80歳代以上(n=13)

経済的な理由から

(％)

3.0

12.5

5.0

2.3

0.0

3.4

0.0

18.2

0 20 40 60

女性全体(n=232)

10・20歳代(n=8)

30歳代(n=20)

40歳代(n=44)

50歳代(n=62)

60歳代(n=58)

70歳代(n=29)

80歳代以上(n=11)

経済的な理由から

(％)

13.3

16.7

25.0

26.9

12.2

12.5

4.9

7.7

0 20 40 60

男性全体(n=195)

10・20歳代(n=6)

30歳代(n=12)

40歳代(n=26)

50歳代(n=49)

60歳代(n=48)

70歳代(n=41)

80歳代以上(n=13)

代替要員がいないから

(％)

7.8

0.0

10.0

4.5

9.7

8.6

6.9

9.1

0 20 40 60

女性全体(n=232)

10・20歳代(n=8)

30歳代(n=20)

40歳代(n=44)

50歳代(n=62)

60歳代(n=58)

70歳代(n=29)

80歳代以上(n=11)

代替要員がいないから

(％)

18.5

33.3

25.0

26.9

16.3

12.5

19.5

15.4

0 20 40 60

男性全体(n=195)

10・20歳代(n=6)

30歳代(n=12)

40歳代(n=26)

50歳代(n=49)

60歳代(n=48)

70歳代(n=41)

80歳代以上(n=13)

前例がないから

(％)

9.9

25.0

5.0

11.4

9.7

5.2

10.3

27.3

0 20 40 60

女性全体(n=232)

10・20歳代(n=8)

30歳代(n=20)

40歳代(n=44)

50歳代(n=62)

60歳代(n=58)

70歳代(n=29)

80歳代以上(n=11)

前例がないから

(％)

30.8

16.7

0.0

23.1

38.8

39.6

34.1

7.7

0 20 40 60

男性全体(n=195)

10・20歳代(n=6)

30歳代(n=12)

40歳代(n=26)

50歳代(n=49)

60歳代(n=48)

70歳代(n=41)

80歳代以上(n=13)

介護サービス利用など自

分以外に介護をしてくれ

る人がいたから
(％)

19.4

0.0

0.0

13.6

27.4

24.1

24.1

9.1

0 20 40 60

女性全体(n=232)

10・20歳代(n=8)

30歳代(n=20)

40歳代(n=44)

50歳代(n=62)

60歳代(n=58)

70歳代(n=29)

80歳代以上(n=11)

介護サービス利用など自

分以外に介護をしてくれ

る人がいたから

(％)
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【平成 27 年調査との比較】 

■育児休業 

平成 27 年調査と比較すると、「配偶者など自分以外に子どもをみてくれる人がいたから（令和

２年調査：22.7％、平成 27 年調査：15.4％）」は 7.3 ポイント増えています。（図表 5-7-5） 

■介護休業 

平成27年調査と比較すると、平成27年調査を上回る項目が多くなっており、特に「介護サービ

スなど自分以外に介護をしてくれる人がいたから（令和２年調査：24.4％、平成 27 年調査：

15.4％）」は 9.0 ポイント増えています。（図表 5-7-6） 

 
図表 5-7-5 育児休業を利用しなかった理由（全体、平成 27 年調査：複数回答） 

＜育児休業を利用したことがない人＞ 

 
※平成27年調査では、「配偶者など自分以外に子どもをみてくれる人がいたから」は「自分以外に子どもをみてくれる

人がいたから」でたずねている。 

※平成27年調査には、「自営業のため制度が使えないから」と「職場の育児休業制度が利用できなかったから」はなし。 

 

図表 5-7-6 介護休業を利用しなかった理由（全体、平成 27 年調査：複数回答） 

＜介護休業を利用したことがない人＞ 

 
※平成27年調査では、「介護サービス利用など自分以外に介護をしてくれる人がいたから」は「自分以外に介護をして

くれる人がいたから」でたずねている。 

※平成27年調査には、「自営業のため制度が使えないから」と「職場の介護休業制度が利用できなかったから」はなし。 

22.7

20.2

12.1

9.4

8.8

7.1

7.1

4.4

3.7

3.5

12.7

14.6

15.4

22.7

10.8

8.5

7.5

4.8

1.5

2.3

19.1

17.1

0 10 20 30

配偶者など自分以外に子どもをみてくれる人がいたから

出産前に離職したから

前例がないから

代替要員がいないから

利用したくとも、取りにくい雰囲気だったから

経済的な理由から

自営業のため制度が使えないから

職場の育児休業制度が利用できなかったから

育児休業制度を知らなかったから

ブランクを空けたくなかったから

その他

無回答

令和２年(N=520)

平成27年(N=519)

（％）

24.4

14.0

10.1

6.2

6.2

6.2

5.7

3.0

3.0

2.5

18.4

24.6

15.4

8.5

6.2

4.5

5.7

3.1

1.9

3.1

29.1

26.5

0 10 20 30

介護サービス利用など自分以外に介護をしてくれる人がいたから

前例がないから

代替要員がいないから

経済的な理由から

利用したくとも、取りにくい雰囲気だったから

自営業のため制度が使えないから

介護休業制度を知らなかったから

ブランクを空けたくなかったから

職場の介護休業制度が利用できなかったから

介護をするために離職したから

その他

無回答

令和２年(N=435)

平成27年(N=422)

（％）
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６ ワーク・ライフ・バランス  

（１）ワーク・ライフ・バランスの認知状況  

問 11 あなたはワーク・ライフ・バランスという言葉を知っていますか。  
（○は１つだけ） 

【全体】  

全体では、「内容まで知っている」が 28.0％、「内容は知らないが言葉は聞いたことがある」が

26.9％となっており、両者をあわせた《認知度》は 54.9％となっています。 

一方、「知らない」は 43.5％となっています。（図表 6-1-1）  

  

【性別】  

性別にみると、《認知度》は女性が 51.6％、男性が 59.5％となっています。（図表 6-1-1）  

  
図表 6-1-1 認知状況（全体、性別）  

 
  

28.0

24.6

33.3

26.9

27.0

26.2

43.5

47.1

39.1

1.6

1.3

1.5

全体(N=1,117)

女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

知らない
内容は知らないが言葉は

聞いたことがある内容まで知っている 無回答

認知度
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は10・20歳代から40歳代で「内容まで知っている」が４割前後と多

くなっていますが、40 歳代以降は年齢が上がるに従って低くなっていきます。女性の《認知度》

が一番高いのは 10・20 歳代の 67.0％となっています。  

男性は 10・20 歳代で「内容まで知っている」が 48.9％と多くなっており、《認知度》も 10・20

歳代が 78.7％と高くなっています。（図表 6-1-2）  

  
図表 6-1-2 認知状況（性・年代別） 

 

24.6

39.0

35.6

40.2

22.2

13.3

1.3

5.7

33.3

48.9

45.1

48.1

36.6

29.4

10.7

10.3

27.0

28.0

22.2

21.4

27.8

29.6

38.5

20.0

26.2

29.8

9.8

21.0

25.7

24.7

36.9

37.9

47.1

32.9

42.2

37.5

49.2

56.1

59.0

62.9

39.1

21.3

45.1

30.9

36.6

42.4

52.4

41.4

1.3

0.0

0.0

0.9

0.8

1.0

1.3

11.4

1.5

0.0

0.0

0.0

1.0

3.5

0.0

10.3

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

内容まで知っている 無回答知らない
内容は知らないが言葉は

聞いたことがある

認知度
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【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、全体の《認知度》（「内容まで知っている」と「内容は知らないが

言葉は聞いたことがある」の合計）は 54.9％で平成 27 年調査（43.4％）よりも 11.5 ポイント高

くなっています。 

性別にみると、女性の《認知度》は 51.6％で平成 27 年調査（40.9％）よりも 10.7 ポイント高

くなっています。 

男性の《認知度》は59.5％で平成27年調査（46.8％）よりも12.7ポイント高くなっています。

（図表 6-1-3） 

 
図表 6-1-3 認知状況（全体、性別、平成 27 年調査） 

 
 

  

28.0

17.6

24.6

16.2

33.3

19.6

26.9

25.8

27.0

24.7

26.2

27.2

43.5

51.4

47.1

53.6

39.1

48.2

1.6

5.3

1.3

5.5

1.5

4.9

令和２年

(N=1,117)

平成27年

(N=1,161)

令和２年

(n=622)

平成27年

(n=649)

令和２年

(n=478)

平成27年

(n=485)

（％）

全体

女性

男性

認知度

知らない
内容は知らないが言葉は

聞いたことがある内容まで知っている 無回答
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（２）優先度の希望と現実  

問 12 生活の中での、「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」（地域活動・学習・趣

味・付き合いなど）の優先度について、（ア）希望と（イ）現実（現状）、それぞ

れお答えください。（○は１つだけ）  

■希望  

【全体】  

生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」（地域活動・学習・趣味・付き合いなど）

の優先度について希望をたずねました。  

全体では、『「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい（27.5％）』が最も多く、『「仕事」と

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい（20.2％）』、『「家庭生活」を優先した

い（19.3％）』、が続いています。（図表 6-2-1）  

  

【性別】  

性別にみると、女性は『「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい（26.0％）』と『「仕事」と

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい（22.8％）』、『「家庭生活」を優先した

い（20.7％）』が２割台となっています。 

男性は『「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい（29.5％）』が最も多くなっています。 

（図表 6-2-1）  

  
図表 6-2-1 優先度の希望（全体、性別）  

 
  

4.8

1.9

8.8

19.3

20.7

17.4

4.4

4.2

4.8

27.5

26.0

29.5

4.1

3.9

4.4

11.5

13.8

9.0

20.2

22.8

16.9

6.6

5.3

7.9

1.4

1.3

1.3

全体(N=1,117)

女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

「家庭生活」と
「地域・個人の生活」

「仕事」 無回答「家庭生活」

「仕事」と「家庭生活」

「仕事」と

「地域・個人の生活」

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

わからない
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■現実  

【全体】  

生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」（地域活動・学習・趣味・付き合いなど）

の優先度について現実をたずねました。  

全体では、『「仕事」を優先している（24.4％）』が最も多く、『「家庭生活」を優先している

（23.0％）』、『「仕事」と「家庭生活」をともに優先している（21.7％）』が続いています。 

（図表 6-2-2）  

【性別】  

性別にみると、女性は『「家庭生活」を優先している（31.4％）』が最も多くなっています。   

男性は『「仕事」を優先している（34.1％）』が最も多くなっています。（図表 6-2-2）  

  

■希望と現実の差  
『「仕事」と「家庭生活」をともに優先』について希望と現実の差をみると、女性は希望が 

26.0％、現実が 20.1％で差は 5.9 ポイントとなっています。 

男性は希望が29.5％、現実が23.8％で差は5.7ポイントとなっています。（図表6-2-1、6-2-2）  

  
図表 6-2-2 優先度の現実（全体、性別）  

 

24.4

17.4

34.1

23.0

31.4

11.7

3.8

4.0

3.3

21.7

20.1

23.8

3.2

3.4

3.1

8.3

9.6

6.9

6.0

5.8

6.1

7.0

5.9

8.6

2.7

2.4

2.3

全体(N=1,117)

女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

「地域・個人の生活」

「仕事」 無回答「家庭生活」

「仕事」と

「家庭生活」

「仕事」と

「地域・個人の生活」

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

わからない
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■希望  

【性・年代別】  

優先度の希望について性・年代別にみると、女性は 30 歳代で『「仕事」と「家庭生活」をとも

に優先したい』が３割を超えています。  

男性は 30 歳代、50 歳代、60 歳代で『「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい』が３割を超

えています。（図表 6-2-3）  

  
図表 6-2-3 優先度の希望（性・年代別）  

 

1.9

2.4

2.2

1.8

2.4

1.0

0.0

5.7

8.8

4.3

5.9

2.5

10.9

9.4

14.3

13.8

20.7

18.3

15.6

23.2

19.8

24.5

20.5

25.7

17.4

19.1

23.5

23.5

17.8

16.5

7.1

17.2

4.2

12.2

3.3

1.8

2.4

0.0

7.7

5.7

4.8

10.6

5.9

4.9

4.0

2.4

6.0

0.0

26.0

23.2

34.4

24.1

25.4

28.6

24.4

14.3

29.5

29.8

31.4

24.7

31.7

35.3

26.2

24.1

3.9

4.9

6.7

1.8

4.0

3.1

3.8

2.9

4.4

4.3

5.9

4.9

2.0

8.2

2.4

3.4

13.8

22.0

10.0

10.7

11.9

13.3

15.4

20.0

9.0

14.9

9.8

8.6

5.9

2.4

15.5

10.3

22.8

17.1

24.4

31.3

27.8

24.5

12.8

5.7

16.9

12.8

11.8

23.5

20.8

15.3

17.9

3.4

5.3

0.0

3.3

4.5

4.8

5.1

11.5

14.3

7.9

4.3

5.9

7.4

5.9

8.2

9.5

20.7

1.3

0.0

0.0

0.9

1.6

0.0

3.8

5.7

1.3

0.0

0.0

0.0

1.0

2.4

1.2

6.9

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

「仕事」 無回答

わからない「仕事」と

「家庭生活」

「地域・個人の生活」

「家庭生活」

「仕事」と

「地域・個人の生活」

「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」
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■現実  

【性・年代別】  

優先度の現実について性・年代別にみると、女性は10・20歳代と80歳代以上を除きいずれの年

代も『「家庭生活」を優先している』が３割を超えています。  

男性は 30歳代から 50歳代で『「仕事」を優先している』が４割台となっています。 また、男性

で『「仕事」と「家庭生活」をともに優先』の希望と現実の差は 10・20 歳代で 8.5 ポイント、30

歳代で 5.9 ポイントとなっています。（図表 6-2-4）  

  
図表 6-2-4 優先度の現実（性・年代別）  

 

17.4

24.4

22.2

24.1

20.6

10.2

5.1

2.9

34.1

38.3

41.2

42.0

40.6

25.9

25.0

20.7

31.4

14.6

36.7

32.1

31.0

34.7

39.7

28.6

11.7

6.4

5.9

11.1

7.9

15.3

17.9

17.2

4.0

11.0

2.2

0.0

1.6

3.1

6.4

11.4

3.3

8.5

7.8

1.2

1.0

1.2

6.0

0.0

20.1

11.0

20.0

26.8

26.2

26.5

7.7

5.7

23.8

21.3

25.5

23.5

27.7

31.8

13.1

20.7

3.4

7.3

4.4

3.6

2.4

0.0

3.8

2.9

3.1

2.1

2.0

4.9

3.0

4.7

2.4

0.0

9.6

13.4

4.4

4.5

6.3

14.3

15.4

17.1

6.9

4.3

2.0

4.9

5.0

2.4

17.9

13.8

5.8

4.9

5.6

6.3

6.3

8.2

5.1

6.1

2.1

7.8

4.9

7.9

7.1

4.8

6.9

5.9

13.4

4.4

2.7

4.0

3.1

7.7

14.3

8.6

17.0

7.8

6.2

6.9

5.9

9.5

13.8

2.4

0.0

0.0

0.0

1.6

0.0

9.0

17.1

2.3

0.0

0.0

1.2

0.0

5.9

3.6

6.9

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

「仕事」 無回答

わからない「仕事」と

「家庭生活」

「地域・個人の生活」

「家庭生活」

「仕事」と

「地域・個人の生活」

「家庭生活」と

「地域・個人の生活」
「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」
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【平成 27 年調査との比較】 

 

『「仕事」と「家庭生活」をともに優先』の希望と現実の差について平成 27 年調査と比較する

と、女性は 6.6ポイントから 5.9ポイントに、男性は 9.2ポイントから 5.7ポイントに差が縮まっ

ています。（図表 6-2-5、図表 6-2-6） 

 
図表 6-2-5 優先度の希望（全体、性別、平成 27 年調査） 

 
 

図表 6-2-6 優先度の現実（全体、性別、平成 27 年調査） 

 

 

  

4.8

4.7

1.9

1.7

8.8

8.7

19.3

19.5

20.7

22.5

17.4

15.9

4.4

4.6

4.2

3.7

4.8

5.6

27.5

26.0

26.0

24.5

29.5

28.2

4.1

3.4

3.9

2.5

4.4

4.7

11.5

12.1

13.8

14.8

9.0

8.7

20.2

15.4

22.8

14.8

16.9

16.1

6.6

7.5

5.3

8.3

7.9

6.2

1.4

6.8

1.3

7.2

1.3

6.0

令和２年

(N=1,117)

平成27年

(N=1,161)

令和２年

(n=622)

平成27年

(n=649)

令和２年

(n=478)

平成27年

(n=485)

（％）

全体

女性

男性

「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

「地域・個人の生活」

「仕事」 無回答「家庭生活」

「仕事」と「家庭生活」

「仕事」と

「地域・個人の生活」

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

わからない

24.4

25.1

17.4

16.5

34.1

37.1

23.0

23.3

31.4

32.0

11.7

11.3

3.8

3.7

4.0

2.9

3.3

4.7

21.7

18.3

20.1

17.9

23.8

19.0

3.2

3.2

3.4

2.9

3.1

3.5

8.3

7.1

9.6

9.1

6.9

4.7

6.0

4.4

5.8

3.7

6.1

5.2

7.0

8.8

5.9

8.0

8.6

9.3

2.7

6.1

2.4

6.9

2.3

5.2

令和２年

(N=1,117)

平成27年

(N=1,161)

令和２年

(n=622)

平成27年

(n=649)

令和２年

(n=478)

平成27年

(n=485)

（％）

全体

女性

男性

「家庭生活」と

「地域・個人の生活」
「地域・個人の生活」

「仕事」 無回答「家庭生活」
「仕事」と

「家庭生活」

「仕事」と

「地域・個人の生活」

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

わからない
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【内閣府調査との比較】 

 

『「仕事」と「家庭生活」をともに優先』について平成 30 年の内閣府調査と比較すると、希望

では、葛飾区（27.5％）は内閣府（19.8％）よりも 7.7 ポイント高くなっており、現実でも葛飾

区（21.7％）は内閣府（15.6％）よりも 6.1 ポイント高くなっています。 

『「仕事」と「家庭生活」をともに優先』について希望と現実の差を比較すると、葛飾区（5.8

ポイント）は、内閣府（4.2ポイント）より差が大きくなっています。（図表6-2-7、図表6-2-8） 

 
図表 6-2-7 優先度の希望（全体、内閣府調査（平成 30 年）） 

 
 

 
図表 6-2-8 優先度の現実（全体、内閣府調査（平成 30 年）） 

 
 
 ※内閣府調査には、「無回答」はなし。 

  

4.8

8.8

19.3

35.2

4.4

6.2

27.5

19.8

4.1

3.8

11.5

4.7

20.2

6.6

6.6

14.9

1.4
葛飾区

(N=1,117)

内閣府

(N=6,000)

（％）

「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

「地域・個人の生活」

「仕事」 無回答「家庭生活」

「仕事」と「家庭生活」

「仕事」と

「地域・個人の生活」

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

わからない

24.4

34.5

23.0

21.7

3.8

2.9

21.7

15.6

3.2

2.6

8.3

2.3

6.0

2.9

7.0

17.4

2.7
葛飾区

(N=1,117)

内閣府

(N=6,000)

（％）

「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

「地域・個人の生活」

「仕事」 無回答「家庭生活」

「仕事」と

「家庭生活」

「仕事」と

「地域・個人の生活」

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

わからない
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（３）ワーク・ライフ・バランスを実現するために必要なこと  

問 13 ワーク・ライフ・バランスを実現するためには、あなたはどのようなことが必要

だと思いますか。（○はあてはまるものすべて）  

【全体】  

全体では、「残業や副業を行わなくても生活ができるよう、賃金が上昇する（44.9％）」が最も

多く、「残業を減らしたり、年休をしっかりとる（43.8％）」、「在宅勤務や仕事の段取りを工夫す

るなど、業務の効率化により長時間労働を改善する（39.9％）」が続いています。（図表 6-3-1）  

  

【性別】  

性別にみると、女性は「残業や副業を行わなくても生活ができるよう、賃金が上昇する

（44.5％）」が最も多く、「残業を減らしたり、年休をしっかりとる（42.0％）」、「在宅勤務や仕事

の段取りを工夫するなど、業務の効率化により長時間労働を改善する（40.2％）」が続いています。 

男性は「残業を減らしたり、年休をしっかりとる（46.9％）」が最も多く、「残業や副業を行わ

なくても生活ができるよう、賃金が上昇する（46.4％）」、「在宅勤務や仕事の段取りを工夫するな

ど、業務の効率化により長時間労働を改善する（41.0％）」が続いています。（図表 6-3-1）  

  
図表 6-3-1 ワーク・ライフ・バランスを実現するために必要なこと（全体、性別：複数回答） 

 

44.5

42.0

40.2

38.3

37.1

37.3

33.6

25.4

28.3

24.4

29.9

24.6

5.3

1.8

8.8

2.7

46.4

46.9

41.0

37.4

30.5

28.5

26.6

32.4

22.6

25.1

17.2

16.5

7.1

3.8

10.0

2.9

0 10 20 30 40 50

残業や副業を行わなくても生活

ができるよう、賃金が上昇する

残業を減らしたり、年休をしっかりとる

在宅勤務や仕事の段取りを工夫するなど、

業務の効率化により長時間労働を改善する

男女ともにさまざまなライフスタイルを

選択できるという意識の普及を図る

保育所・学童保育などの育児環境を充実させる

フレックスタイム制、短時間

勤務制度の利用促進をする

育児・介護休業制度の普及を図る

管理職をはじめ、職場の

人々に理解を深めてもらう

ホームヘルパーや介護施設を充実させる

職場の人員を増やすなどにより、

一人ひとりの業務量を減らす

男性の家事・育児・介護をすすめる

再就職を希望する女性のための

講座や再雇用制度を充実させる

地域活動、NPO活動に積極的に参加する

その他

わからない

無回答 女性(n=622)
男性(n=478)

（％）

44.9

43.8

39.9

37.9

34.0

32.9

30.3

28.2

25.8

24.5

24.4

20.9

6.1

2.6

9.3

3.3

0 10 20 30 40 50

残業や副業を行わなくても生活

ができるよう、賃金が上昇する

残業を減らしたり、年休をしっかりとる

在宅勤務や仕事の段取りを工夫するなど、

業務の効率化により長時間労働を改善する

男女ともにさまざまなライフスタイルを

選択できるという意識の普及を図る

保育所・学童保育などの育児環境を充実させる

フレックスタイム制、短時間

勤務制度の利用促進をする

育児・介護休業制度の普及を図る

管理職をはじめ、職場の

人々に理解を深めてもらう

ホームヘルパーや介護施設を充実させる

職場の人員を増やすなどにより、

一人ひとりの業務量を減らす

男性の家事・育児・介護をすすめる

再就職を希望する女性のための

講座や再雇用制度を充実させる

地域活動、NPO活動に積極的に参加する

その他

わからない

無回答 全体(N=1,117)

（％）
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は 10・20 歳代と 30 歳代で「在宅勤務や仕事の段取りを工夫するな

ど、業務の効率化により長時間労働を改善する（10・20 歳代：64.6％、30 歳代：57.8％）」、40 歳

代で「残業や副業を行わなくても生活ができるよう、賃金が上昇する（51.8％）」が最も多くなっ

ています。 

男性は 10・20 歳代で「在宅勤務や仕事の段取りを工夫するなど、業務の効率化により長時間労

働を改善する（55.3％）」、30 歳代で「残業を減らしたり、年休をしっかりとる（70.6％）」、40 歳

代で「残業や副業を行わなくても生活ができるよう、賃金が上昇する（60.5％）」が最も多くなっ

ています。（図表 6-3-2）  

  
図表 6-3-2 ワーク・ライフ・バランスを実現するために必要なこと 

（性・年代別、上位８項目：複数回答） 

 
  

32.4

34.0

41.2

49.4

38.6

24.7

16.7

13.8

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

管理職をはじめ、職場の

人々に理解を深めてもら

う

(％)

25.4

34.1

33.3

25.9

27.0

21.4

14.1

14.3

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

管理職をはじめ、職場の

人々に理解を深めてもら

う

(％)

26.6

21.3

25.5

34.6

25.7

30.6

25.0

10.3

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

育児・介護休業制度の普

及を図る

(％)

33.6

45.1

34.4

33.9

27.8

36.7

32.1

20.0

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

育児・介護休業制度の普

及を図る

(％)

28.5

31.9

41.2

38.3

32.7

24.7

16.7

3.4

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

フレックスタイム制、短

時間勤務制度の利用促進

をする

(％)

37.3

46.3

52.2

39.3

38.1

31.6

21.8

17.1

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

フレックスタイム制、短

時間勤務制度の利用促進

をする

(％)

30.5

19.1

33.3

40.7

30.7

35.3

26.2

13.8

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

保育所・学童保育などの

育児環境を充実させる

(％)

37.1

47.6

44.4

39.3

32.5

39.8

24.4

25.7

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

保育所・学童保育などの

育児環境を充実させる

(％)

37.4

36.2

33.3

38.3

40.6

43.5

33.3

27.6

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

男女ともにさまざまなラ

イフスタイルを選択でき

るという意識の普及を図

る
(％)

38.3

51.2

46.7

44.6

34.9

32.7

29.5

14.3

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

男女ともにさまざまなラ

イフスタイルを選択でき

るという意識の普及を図

る

(％)

41.0

55.3

62.7

43.2

46.5

28.2

32.1

17.2

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

在宅勤務や仕事の段取り

を工夫するなど、業務の

効率化により長時間労働

を改善する

(％)

40.2

64.6

57.8

39.3

38.9

28.6

23.1

17.1

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

在宅勤務や仕事の段取り

を工夫するなど、業務の

効率化により長時間労働

を改善する

(％)

46.9

48.9

70.6

58.0

55.4

38.8

29.8

13.8

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

残業を減らしたり、年休

をしっかりとる

(％)

42.0

61.0

55.6

42.0

46.0

31.6

20.5

22.9

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

残業を減らしたり、年休

をしっかりとる

(％)

46.4

53.2

64.7

60.5

52.5

42.4

25.0

17.2

0 20 40 60 80

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

残業や副業を行わなくて

も生活ができるよう、賃

金が上昇する

(％)

44.5

61.0

47.8

51.8

46.0

36.7

32.1

17.1

0 20 40 60 80

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

残業や副業を行わなくて

も生活ができるよう、賃

金が上昇する

(％)
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【性・未既婚別】  

性・未既婚別にみると、既婚の女性は「残業や副業を行わなくても生活ができるよう、賃金が

上昇する（43.5％）」、未婚の女性は「残業を減らしたり、年休をしっかりとる（58.0％）」が最も

多くなっています。  

既婚の男性は「残業を減らしたり、年休をしっかりとる（47.7％）」、未婚の男性は「残業や副

業を行わなくても生活ができるよう、賃金が上昇する（52.5％）」が最も多くなっています。（図

表 6-3-3）  

  
図表 6-3-3 ワーク・ライフ・バランスを実現するために必要なこと 

（性・未既婚別、上位８項目：複数回答） 

  
  

32.4

32.3

42.9

33.3

30.6

32.5

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=3)

結婚していたが、離別・

死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

管理職をはじめ、職場の人々に

理解を深めてもらう

(％)

25.4

24.6

14.3

100.0

26.7

27.5

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=1)

結婚していたが、離別・

死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

管理職をはじめ、職場の人々に

理解を深めてもらう

(％)

26.6

27.4

28.6

0.0

22.2

26.7

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=3)

結婚していたが、離別・

死別した(n=36)

結婚していない(n=120)

育児・介護休業制度の普及を図

る

(％)

33.6

34.5

14.3

0.0

30.0

35.1

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の

異性のパートナーがいる

（事実婚を含む）(n=7)

結婚していないが同居の

同性のパートナーがいる

(n=1)

結婚していたが、離別・

死別した(n=90)

結婚していない(n=131)

育児・介護休業制度の普及を図

る

(％)

28.5
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【性・共働き状況別】  

性・共働き状況別にみると、女性は共働きで「残業や副業を行わなくても生活ができるよう、

賃金が上昇する（52.0％）」、配偶者・パートナーだけ働いているで「男女ともにさまざまなライ

フスタイルを選択できるという意識の普及を図る（47.9％）」が最も多くなっています。  

男性は共働きで「残業や副業を行わなくても生活ができるよう、賃金が上昇する（55.3％）」と

「残業を減らしたり、年休をしっかりとる（55.3％）」が最も多くなっています。（図表 6-3-4）  

  
図表 6-3-4 ワーク・ライフ・バランスを実現するために必要なこと 

（性・共働き状況別、上位８項目：複数回答） 
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る

(％)

33.6

34.2

22.2

41.5

27.3

0 20 40 60

女性全体(n=622)

共働き(n=225)

自分だけ働いている

(n=18)

配偶者・パートナーだけ

働いている(n=94)

ともに働いていない

(n=55)
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するなど、業務の効率化により

長時間労働を改善する

(％)
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【平成 27 年調査との比較】 

 

平成27年調査と比較すると、令和２年調査、平成27年調査ともに「残業を減らしたり、年休を

しっかりとる」が４割を超えています。また、「フレックスタイム制、短時間勤務制度の利用促進

をする（令和２年調査：32.9％、平成 27 年調査：27.8％）」は、5.1 ポイント増えています。（図

表 6-3-5） 

 
図表 6-3-5 ワーク・ライフ・バランスを実現するために必要なこと 

（全体、平成 27 年調査：複数回答） 

 
※令和２年調査では、「仕事の段取りと工夫し、効率よく仕事をする」と「業務の効率化などにより、長時間労働を

是正する」を合わせ、「在宅勤務や仕事の段取りを工夫するなど、業務の効率化により長時間労働を改善する」で

たずねている。 

※平成27年調査では、「男女ともにさまざまなライフスタイルを選択できるという意識の普及を図る」は「男女とも

に仕事も家庭もという意識の普及を図る」でたずねている。 

※平成27年調査には、「残業や副業が行わなくても生活ができるよう、賃金が上昇する」はなし。 
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残業を減らしたり、年休をしっかりとる

在宅勤務や仕事の段取りを工夫するなど、

業務の効率化により長時間労働を改善する

仕事の段取りを工夫し、効率よく仕事をする／

業務の効率化などにより、長時間労働を是正する

男女ともにさまざまなライフスタイルを

選択できるという意識の普及を図る

保育所・学童保育などの育児環境を充実させる

フレックスタイム制、短時間

勤務制度の利用促進をする

育児・介護休業制度の普及を図る

管理職をはじめ、職場の

人々に理解を深めてもらう

ホームヘルパーや介護施設を充実させる

職場の人員を増やすなどにより、

一人ひとりの業務量を減らす

男性の家事・育児・介護をすすめる

再就職を希望する女性のための

講座や再雇用制度を充実させる

地域活動、NPO活動に積極的に参加する

その他

わからない

無回答 令和２年(N=1,117)

平成27年(N=1,161)

（％）
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７ セクシュアル・ハラスメント  

（１）セクシュアル・ハラスメントの経験の有無  

問 14 セクシュアル・ハラスメント(性的いやがらせ)は一定の人間関係の中で発生し、

職場だけでなく、あらゆる場所で男女ともに受ける可能性があります。あなたは

これまでに、職場・学校・地域で、次のような不愉快な経験をしたことがありま

すか。（○は職場、学校、地域ごとにあてはまるものすべて） 

■職場  

【全体】  

職場でのセクシュアル・ハラスメントの経験についてたずねました。  

全体では、『「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方をされた（12.3％）』が

最も多く、『いやがっているのに性的な話・言葉を聞かされた（8.4％）』、『容姿、年齢などについ

て傷つくようなことを言われた（8.0％）』が続いています。（図表 7-1-1）  

  

【性別】  

性別にみると、女性は『「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方をされた

（13.7％）』、『いやがっているのに性的な話・言葉を聞かされた（11.1％）』、『宴会でお酒やデュ

エットを強要された（10.6％）』、『不必要に身体を触られた（10.5％）』が１割台となっています。 

男性は『「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方をされた（10.3％）『が最も

多くなっています。また、『特にない』は女性 42.8％、男性 53.6％で男性が多くなっています。

（図表 7-1-1）  

  
図表 7-1-1 職場でのセクシュアル・ハラスメントの経験の有無（全体、性別）  
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不必要に身体を触られた

結婚や異性との交際についてしつこく聞かれた

性的行為を強要されたり、されそうになった
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たり、つきまとわれたりした
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交際を強要された
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ところに置かれたり、はられたりした

その他

特にない

無回答

女性(n=622)
男性(n=478)

（％）

12.3

8.4

8.0

7.7

7.1

6.0

2.1

1.8

1.7

1.5

1.5

0.5

0.5

47.0

29.8

0 20 40 60

「女（男）のくせに」「女（男）だから」

と差別的な言い方をされた

いやがっているのに性的な話・言葉を聞かされた

容姿、年齢などについて

傷つくようなことを言われた

宴会でお酒やデュエットを強要された

不必要に身体を触られた

結婚や異性との交際についてしつこく聞かれた

性的行為を強要されたり、されそうになった

性的な噂をたてられたり、インター

ネットやSNSに書き込まれたりした

外出中などに後をつけられ

たり、つきまとわれたりした

プライバシーに関することや性的な

内容のメールや手紙・電話を受けた

交際を強要された

ヌード写真やポルノ雑誌を目につく

ところに置かれたり、はられたりした

その他

特にない

無回答

全体(N=1,117)

（％）
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■学校  

【全体】  

学校でのセクシュアル・ハラスメントの経験についてたずねました。  

全体では、『「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方をされた（6.6％）』と

『容姿、年齢などについて傷つくようなことを言われた（5.6％）』が多くなっています。 

（図表 7-1-2）  

  

【性別】  

性別にみると、男女ともに『「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方をされ

た（女性：7.9％、男性 5.2％）』が最も多くなっています。また、『特にない』は女性 42.1％、男

性 49.2％で男性が多くなっています。（図表 7-1-2）  

  
図表 7-1-2 学校でのセクシュアル・ハラスメントの経験の有無（全体、性別）  
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1.9
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0.0

42.1
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5.2

4.4
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0.4

0.4
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0.2

0.2

0.2

0.2

49.2

41.0

0 20 40 60

「女（男）のくせに」「女（男）だから」

と差別的な言い方をされた

容姿、年齢などについて

傷つくようなことを言われた

いやがっているのに性的な話・言葉を聞かされた

結婚や異性との交際についてしつこく聞かれた

外出中などに後をつけられ

たり、つきまとわれたりした

不必要に身体を触られた

性的な噂をたてられたり、インター

ネットやSNSに書き込まれたりした

プライバシーに関することや性的な

内容のメールや手紙・電話を受けた

宴会でお酒やデュエットを強要された

交際を強要された

性的行為を強要されたり、されそうになった

ヌード写真やポルノ雑誌を目につく

ところに置かれたり、はられたりした

その他

特にない

無回答

女性(n=622)
男性(n=478)

（％）

6.6

5.6

2.4

1.6

1.3

1.0

0.8

0.7

0.6

0.5

0.4

0.2

0.1

44.7

42.6

0 10 20 30 40 50

「女（男）のくせに」「女（男）だから」

と差別的な言い方をされた

容姿、年齢などについて

傷つくようなことを言われた

いやがっているのに性的な話・言葉を聞かされた

結婚や異性との交際についてしつこく聞かれた

外出中などに後をつけられ

たり、つきまとわれたりした

不必要に身体を触られた

性的な噂をたてられたり、インター

ネットやSNSに書き込まれたりした

プライバシーに関することや性的な

内容のメールや手紙・電話を受けた

宴会でお酒やデュエットを強要された

交際を強要された

性的行為を強要されたり、されそうになった

ヌード写真やポルノ雑誌を目につく

ところに置かれたり、はられたりした

その他

特にない

無回答

全体(N=1,117)

（％）
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■地域  

【全体】  

地域でのセクシュアル・ハラスメントの経験についてたずねました。  

全体では、『「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方をされた（5.6％）』、『容

姿、年齢などについて傷つくようなことを言われた（3.7％）』、『外出中などに後をつけられたり、

つきまとわれたりした（3.4％）』、『いやがっているのに性的な話・言葉を聞かされた（3.2％）』

が多くなっています。（図表 7-1-2）  

  

【性別】  

性別にみると、男女ともに『「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方をされ

た（女性：5.6％、男性 5.2％）』が最も多くなっています。また、『特にない』は女性 44.1％、男

性 54.4％で男性が多くなっています。（図表 7-1-3）  

  
図表 7-1-3 地域でのセクシュアル・ハラスメントの経験の有無（全体、性別）  
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「女（男）のくせに」「女（男）だから」

と差別的な言い方をされた

容姿、年齢などについて

傷つくようなことを言われた

外出中などに後をつけられ

たり、つきまとわれたりした

いやがっているのに性的な話・言葉を聞かされた

不必要に身体を触られた

プライバシーに関することや性的な

内容のメールや手紙・電話を受けた

結婚や異性との交際についてしつこく聞かれた

宴会でお酒やデュエットを強要された

性的行為を強要されたり、されそうになった

性的な噂をたてられたり、インター

ネットやSNSに書き込まれたりした

交際を強要された

ヌード写真やポルノ雑誌を目につく

ところに置かれたり、はられたりした

その他

特にない

無回答

女性(n=622)
男性(n=478)

（％）

5.6

3.7

3.4

3.2

2.3

1.5

1.5

1.5

1.4

1.1

0.9

0.4

0.4

48.0

40.2

0 20 40 60

「女（男）のくせに」「女（男）だから」

と差別的な言い方をされた

容姿、年齢などについて

傷つくようなことを言われた

外出中などに後をつけられ

たり、つきまとわれたりした

いやがっているのに性的な話・言葉を聞かされた

不必要に身体を触られた

プライバシーに関することや性的な

内容のメールや手紙・電話を受けた

結婚や異性との交際についてしつこく聞かれた

宴会でお酒やデュエットを強要された

性的行為を強要されたり、されそうになった

性的な噂をたてられたり、インター

ネットやSNSに書き込まれたりした

交際を強要された

ヌード写真やポルノ雑誌を目につく

ところに置かれたり、はられたりした

その他

特にない

無回答

全体(N=1,117)

（％）
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■職場  

【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は 10・20 歳代で『「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的

な言い方をされた（15.9％）』、40 歳代で『宴会でお酒やデュエットを強要された（19.6％）』が最

も多くなっています。 

男性は10・20歳代と40歳代で『「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方をさ

れた（10・20 歳代：12.8％、40 歳代：18.5％）』、30 歳代で『容姿、年齢などについて傷つくよう

なことを言われた（13.7％）』が最も多くなっています。（図表 7-1-4）  

  
図表 7-1-4 職場でのセクシュアル・ハラスメントの経験の有無（性・年代別、上位４項目）  
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10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

宴会でお酒やデュエット

を強要された

(％)

10.6

4.9

8.9

19.6

11.9

10.2

7.7

2.9
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女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

宴会でお酒やデュエット

を強要された

(％)

6.3

4.3

13.7

9.9

5.9

7.1

1.2

0.0
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男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

容姿、年齢などについて

傷つくようなことを言わ

れた

(％)
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14.6

11.1

9.8
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4.1

5.1

2.9
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女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

容姿、年齢などについて

傷つくようなことを言わ

れた

(％)
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0.0

7.8

7.4
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3.5
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0.0

0 10 20 30

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

いやがっているのに性的

な話・言葉を聞かされた

(％)
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9.8

8.9

15.2

15.1

9.2

6.4

8.6

0 10 20 30

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

いやがっているのに性的

な話・言葉を聞かされた

(％)
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12.8
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9.9

9.4
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3.4

0 10 20 30

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

「女（男）のくせに」

「女（男）だから」と差

別的な言い方をされた
(％)

13.7

15.9

11.1

17.9

16.7

13.3

5.1

11.4

0 10 20 30

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

「女（男）のくせに」

「女（男）だから」と差

別的な言い方をされた

(％)



第３章 調査結果 

 

■学校  

【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は 10・20 歳代で『容姿、年齢などについて傷つくようなことを言わ

れた（17.1％）』、40 歳代と 50 歳代で『「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方

をされた（40 歳代：14.3％、50 歳代：11.1％）』が最も多くなっています。 

男性は 10・20 歳代で『「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方をされた

（12.8％）』、30 歳代で『容姿、年齢などについて傷つくようなことを言われた（13.7％）』が最も

多くなっています。（図表 7-1-5）  

  
図表 7-1-5 学校でのセクシュアル・ハラスメントの経験の有無（性・年代別、上位４項目）  
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30歳代(n=51)
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■地域  

【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は 10・20 歳代で『外出中などに後をつけられたり、つきまとわれた

りした（13.4％）』が最も多くなっています。 

男性は30歳代で『「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方をされた（11.8％）』

が最も多くなっています。（図表 7-1-6）   

  
図表 7-1-6 地域でのセクシュアル・ハラスメントの経験の有無（性・年代別、上位４項目）  
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男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

「女（男）のくせに」

「女（男）だから」と差

別的な言い方をされた
(％)

5.6

8.5

1.1

8.9

6.3

7.1

2.6

0.0

0 10 20 30

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

「女（男）のくせに」

「女（男）だから」と差

別的な言い方をされた

(％)
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■職場  

 【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、「いやがっているのに性的な話・言葉を聞かされた」と「容姿、

年齢などについて傷つくようなことを言われた」が平成 27 年調査から増えて、それぞれ２位、３

位にあがっています。（図表 7-1-7） 

 
図表 7-1-7 職場でのセクシュアル・ハラスメントの経験の有無（全体、平成 27 年調査） 

 
 
 ※平成27年調査では、「容姿、年齢などについて傷つくようなことを言われた」は「容姿について傷つくようなことを

言われた」、「不必要に身体を触られた」は「異性に不必要に身体を触られた」、「性的行為を強要されたり、されそ

うになった」は「性的行為を強要された」、「性的な噂をたてられたり、インターネットや SNS に書き込まれたりし

た」は「性的な噂をたてられたり、ネットに書き込まれたりした」、「外出中などに後をつけられたり、つきまとわ

れたりした」は「帰宅途中などに後をつけられたり、つきまとわれたりした」でたずねている。 

  

12.3

8.4

8.0

7.7

7.1

6.0

2.1

1.8

1.7

1.5

1.5

0.5

0.5

47.0

29.8

9.6

6.7

5.3

8.3

7.6

5.6

1.2

1.1

1.6

0.6

1.6

0.6

0.5

49.3

28.1

0 20 40 60

「女（男）のくせに」「女（男）だから」

と差別的な言い方をされた

いやがっているのに性的な話・言葉を聞かされた

容姿、年齢などについて

傷つくようなことを言われた

宴会でお酒やデュエットを強要された

不必要に身体を触られた

結婚や異性との交際についてしつこく聞かれた

性的行為を強要されたり、されそうになった

性的な噂をたてられたり、インター

ネットやSNSに書き込まれたりした

外出中などに後をつけられ

たり、つきまとわれたりした

プライバシーに関することや性的な

内容のメールや手紙・電話を受けた

交際を強要された

ヌード写真やポルノ雑誌を目につく

ところに置かれたり、はられたりした

その他

特にない

無回答

令和２年(N=1,117)

平成27年(N=1,161)

（％）
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■学校  

【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、上位２項目は平成 27 年調査と同じです。（図表 7-1-8） 

 
図表 7-1-8 学校でのセクシュアル・ハラスメントの経験の有無（全体、平成 27 年調査） 

 
 
※平成27年調査では、「容姿、年齢などについて傷つくようなことを言われた」は「容姿について傷つくようなことを言

われた」、「不必要に身体を触られた」は「異性に不必要に身体を触られた」、「性的行為を強要されたり、されそうに

なった」は「性的行為を強要された」、「性的な噂をたてられたり、インターネットや SNS に書き込まれたりした」は

「性的な噂をたてられたり、ネットに書き込まれたりした」、「外出中などに後をつけられたり、つきまとわれたりし

た」は「帰宅途中などに後をつけられたり、つきまとわれたりした」でたずねている。 

 

  

6.6

5.6

2.4

1.6

1.3

1.0

0.8

0.7

0.6

0.5

0.4

0.2

0.1

44.7

42.6

5.1

5.3

0.9

0.9

1.0

0.6

0.3

0.1

0.6

0.2

0.1

0.2

0.1

47.5

42.9

0 20 40 60

「女（男）のくせに」「女（男）だから」

と差別的な言い方をされた

容姿、年齢などについて

傷つくようなことを言われた

いやがっているのに性的な話・言葉を聞かされた

結婚や異性との交際についてしつこく聞かれた

外出中などに後をつけられ

たり、つきまとわれたりした

不必要に身体を触られた

性的な噂をたてられたり、インター

ネットやSNSに書き込まれたりした

プライバシーに関することや性的な

内容のメールや手紙・電話を受けた

宴会でお酒やデュエットを強要された

交際を強要された

性的行為を強要されたり、されそうになった

ヌード写真やポルノ雑誌を目につく

ところに置かれたり、はられたりした

その他

特にない

無回答

令和２年(N=1,117)
平成27年(N=1,161)

（％）
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■地域  

【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、「容姿、年齢などについて傷つくようなことを言われた」が平成

27 年調査から増えて、２位にあがっています。（図表 7-1-9） 

 
図表 7-1-9 地域でのセクシュアル・ハラスメントの経験の有無（全体、平成 27 年調査） 

 
 
 ※平成27年調査では、「容姿、年齢などについて傷つくようなことを言われた」は「容姿について傷つくようなことを

言われた」、「不必要に身体を触られた」は「異性に不必要に身体を触られた」、「性的行為を強要されたり、されそ

うになった」は「性的行為を強要された」、「性的な噂をたてられたり、インターネットや SNS に書き込まれたりし

た」は「性的な噂をたてられたり、ネットに書き込まれたりした」、「外出中などに後をつけられたり、つきまとわ

れたりした」は「帰宅途中などに後をつけられたり、つきまとわれたりした」でたずねている。 

   

5.6

3.7

3.4

3.2

2.3

1.5

1.5

1.5

1.4

1.1

0.9

0.4

0.4

48.0

40.2

4.1

2.2

4.4

1.8

2.3

1.0

2.0

1.7

0.6

0.3

0.7

0.8

0.6

50.0

37.6

0 20 40 60

「女（男）のくせに」「女（男）だから」

と差別的な言い方をされた

容姿、年齢などについて

傷つくようなことを言われた

外出中などに後をつけられ

たり、つきまとわれたりした

いやがっているのに性的な話・言葉を聞かされた

不必要に身体を触られた

プライバシーに関することや性的な

内容のメールや手紙・電話を受けた

結婚や異性との交際についてしつこく聞かれた

宴会でお酒やデュエットを強要された

性的行為を強要されたり、されそうになった

性的な噂をたてられたり、インター

ネットやSNSに書き込まれたりした

交際を強要された

ヌード写真やポルノ雑誌を目につく

ところに置かれたり、はられたりした

その他

特にない

無回答

令和２年(N=1,117)
平成27年(N=1,161)

（％）
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（２）相談の有無  

問 15 は、問 14 の（ア）～（ス）に、１つでも○をつけた方におうかがいします。 

問 15 あなたはこれまでに、だれか（どこか）に打ち明けたり、相談したりしました

か。（○は１つだけ）  

【全体】  

何らかのセクシュアル・ハラスメントを受けたことがあると回答した人に、その時の対応をた

ずねました。  

全体では、「相談した」が 34.5％、「相談しなかった（できなかった）」が 60.3％となっていま

す。（図表 7-2-1）  

  

【性別】  

性別にみると、「相談した」は女性が 40.7％、男性が 21.7％で、女性が男性を 19.0 ポイント上

回っています。（図表 7-2-1）  

  
図表 7-2-1 相談の有無（全体、性別） 

＜セクシュアル・ハラスメントを経験したことがある人＞ 

 

34.5

40.7

21.7

60.3

55.5

70.8

5.2

3.8

7.5

全体(N=348)

女性(n=236)

男性(n=106)

（％）

相談した 無回答

相談しなかった

（できなかった）
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は 10・20 歳代で「相談した」が５割を超えています。（図表 7-2-2）  

  
図表 7-2-2 相談の有無（性・年代別） 

＜セクシュアル・ハラスメントを経験したことがある人＞  

 
 

【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、「相談した」は全体（34.5％）では 5.5 ポイント増えています。 

性別にみると、女性（40.7％）は5.9ポイント増え、男性（21.7％）も7.9ポイント増えていま

す。（図表 7-2-3） 
図表 7-2-3 相談の有無（全体、性別、平成 27 年調査） 

＜セクシュアル・ハラスメントを経験したことがある人＞ 

 

40.7

51.3

30.8

37.0

46.0

48.0

36.8

20.0

55.5

48.7

66.7

57.4

50.0

48.0

63.2

60.0

3.8

0.0

2.6

5.6

4.0

4.0

0.0

20.0

女性全体(n=236)

10・20歳代(n=39)

30歳代(n=39)

40歳代(n=54)

50歳代(n=50)

60歳代(n=25)

70歳代(n=19)

80歳代以上(n=10)

（％）

相談した 無回答
相談しなかった

（できなかった）

21.7

11.1

29.4

25.0

18.2

28.6

12.5

33.3

70.8

77.8

64.7

62.5

72.7

71.4

87.5

66.7

7.5

11.1

5.9

12.5

9.1

0.0

0.0

0.0

男性全体(n=106)

10・20歳代(n=18)

30歳代(n=17)

40歳代(n=24)

50歳代(n=22)

60歳代(n=14)

70歳代(n=8)

80歳代以上(n=3)

（％）

相談した 無回答
相談しなかった

（できなかった）

34.5

29.0

40.7

34.8

21.7

13.8

60.3

65.2

55.5

59.9

70.8

78.7

5.2

5.7

3.8

5.3

7.5

7.4

令和２年

(N=348)

平成27年

(N=348)

令和２年

(n=236)

平成27年

(n=247)

令和２年

(n=106)

平成27年

(n=94)

（％）

全体

女性

男性

相談した 無回答

相談しなかった

（できなかった）
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（３）相談先  

問 15 で「１．相談した」とお答えの方に 

問 15-1 そのとき、だれ（どこ）に相談しましたか。（○はあてはまるものすべて）  

【全体】  

セクシュアル・ハラスメントについて「相談した」と回答した人に、その相談先をたずねまし

た。  

全体では、「友人・知人に相談した（55.0％）」が最も多く、「家族に相談した（49.2％）」、「会

社の人事課、上司などに相談した（20.0％）」が続いています。（図表 7-3-1）  

  

【性別】  

性別にみると、男女ともに「友人・知人に相談した（女性：56.3％、男性：52.2％）」が最も多

く、「家族に相談した（女性：50.0％、男性：47.8％）」、「会社の人事課、上司などに相談した

（女性：19.8％、男性：21.7％）」が続いています。（図表 7-3-1）  

  
図表 7-3-1 相談先（全体、性別：複数回答） 

＜セクシュアル・ハラスメントについて相談したことがある人＞ 

 

56.3

50.0

19.8

7.3

5.2

0.0

0.0

0.0

2.1

0.0

52.2

47.8

21.7

8.7

0.0

4.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60

友人・知人に相談した

家族に相談した

会社の人事課、上司などに相談した

警察に通報・相談した

学校の事務局などに相談した

警察以外の公的機関に相談した

民間の機関に相談した

弁護士に相談した

その他

無回答
女性(n=96)

男性(n=23)

（％）

55.0

49.2

20.0

8.3

4.2

0.8

0.0

0.0

1.7

0.0

0 20 40 60

友人・知人に相談した

家族に相談した

会社の人事課、上司などに相談した

警察に通報・相談した

学校の事務局などに相談した

警察以外の公的機関に相談した

民間の機関に相談した

弁護士に相談した

その他

無回答 全体(N=120)

（％）
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は30歳代と40歳代で「家族に相談した」が６割台から7割台となっ

ています。（図表 7-3-2）  

  
図表 7-3-2 相談先（性・年代別、上位４項目：複数回答） 

＜セクシュアル・ハラスメントについて相談したことがある人＞ 

 

 
  

8.7

0.0

20.0

16.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0 50 100

男性全体(n=23)

10・20歳代(n=2)

30歳代(n=5)

40歳代(n=6)

50歳代(n=4)

60歳代(n=4)

70歳代(n=1)

80歳代以上(n=1)

警察に通報・相談した

(％)

7.3

15.0

16.7

0.0

0.0

8.3

14.3

0.0

0 50 100

女性全体(n=96)

10・20歳代(n=20)

30歳代(n=12)

40歳代(n=20)

50歳代(n=23)

60歳代(n=12)

70歳代(n=7)

80歳代以上(n=2)

警察に通報・相談した

(％)

21.7

0.0

0.0

50.0

25.0

25.0

0.0

0.0

0 50 100

男性全体(n=23)

10・20歳代(n=2)

30歳代(n=5)

40歳代(n=6)

50歳代(n=4)

60歳代(n=4)

70歳代(n=1)

80歳代以上(n=1)

会社の人事課、上司など

に相談した
(％)

19.8

30.0

16.7

20.0

17.4

16.7

14.3

0.0

0 50 100

女性全体(n=96)

10・20歳代(n=20)

30歳代(n=12)

40歳代(n=20)

50歳代(n=23)

60歳代(n=12)

70歳代(n=7)

80歳代以上(n=2)

会社の人事課、上司など

に相談した

(％)

47.8

0.0

60.0

33.3

25.0

75.0

100.0

100.0

0 50 100

男性全体(n=23)

10・20歳代(n=2)

30歳代(n=5)

40歳代(n=6)

50歳代(n=4)

60歳代(n=4)

70歳代(n=1)

80歳代以上(n=1)

家族に相談した

(％)

50.0

55.0

66.7

75.0

39.1

0.0

42.9
100.0

0 50 100

女性全体(n=96)

10・20歳代(n=20)

30歳代(n=12)

40歳代(n=20)

50歳代(n=23)

60歳代(n=12)

70歳代(n=7)

80歳代以上(n=2)

家族に相談した

(％)

52.2

100.0
60.0

83.3

25.0

25.0

0.0

0.0

0 50 100

男性全体(n=23)

10・20歳代(n=2)

30歳代(n=5)

40歳代(n=6)

50歳代(n=4)

60歳代(n=4)

70歳代(n=1)

80歳代以上(n=1)

友人・知人に相談した

(％)

56.3

65.0

58.3

55.0

52.2

75.0

28.6

0.0

0 50 100

女性全体(n=96)

10・20歳代(n=20)

30歳代(n=12)

40歳代(n=20)

50歳代(n=23)

60歳代(n=12)

70歳代(n=7)

80歳代以上(n=2)

友人・知人に相談した

(％)



第３章 調査結果 

117 

【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、「友人・知人に相談した（令和２年調査：55.0％、平成 27 年調査

53.5％）」、「家族に相談した（令和２年調査：49.2％、平成 27 年調査：40.6％）」が、それぞれ平

成 27 年調査より 1.5 ポイント、8.6 ポイント増えています。（図表 7-3-3） 

 
図表 7-3-3 相談先（全体、平成 27 年調査：複数回答） 

＜セクシュアル・ハラスメントについて相談したことがある人＞ 

 
 

 

  

55.0

49.2

20.0

8.3

4.2

0.8

0.0

0.0

1.7

0.0

53.5

40.6

21.8

9.9

5.0

3.0

1.0

1.0

3.0

1.0

0 10 20 30 40 50 60

友人・知人に相談した

家族に相談した

会社の人事課、上司などに相談した

警察に通報・相談した

学校の事務局などに相談した

警察以外の公的機関に相談した

民間の機関に相談した

弁護士に相談した

その他

無回答

令和２年(N=120)

平成27年(N=101)

（％）
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（４）相談しなかった、できなかった理由  

問 15 で「２．相談しなかった（できなかった）」とお答えの方に  

問 15-2 だれ（どこ）にも相談しなかった、できなかった理由は何ですか。  
（○はあてはまるものすべて） 

【全体】  

セクシュアル・ハラスメントについて「相談しなかった」と回答した人に、その理由をたずね

ました。  

全体では、「相談するほどのことではないと思ったから（51.0％）」、「相談しても無駄だと思っ

たから（45.2％）」が４割を超えています。（図表 7-4-1）  

  

【性別】  

性別にみると、男女ともに「相談するほどのことではないと思ったから（女性：50.4％、男

性：50.7％）」が最も多く５割台となっています。（図表 7-4-1）  

  
図表 7-4-1 相談しなかった、できなかった理由（全体、性別：複数回答） 

＜セクシュアル・ハラスメントについて相談しなかった（できなかった）人＞ 
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相談するほどのことではないと思ったから

相談しても無駄だと思ったから

自分さえ我慢すれば、何とかやっていけると思ったから

どこに相談してよいかわからなかったから

相談することによって、自分が不快な思いをすると思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

相談したことがわかると仕返しをされると思ったから

恥ずかしかったから

自分にも悪いところがあると思ったから

被害を受けたことを忘れたかったから

自分で加害者に対応しようと思ったから

世間体が悪いから

その他

無回答
女性(n=131)
男性(n=75)
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は 30 歳代と 50 歳代で「相談するほどのことではないと思ったから

（30 歳代：57.7％、50 歳代：56.0％）」、40 歳代で「相談しても無駄だと思ったから（58.1％）」

が最も多くなっています。（図表 7-4-2）  

  
図表 7-4-2 相談しなかった、できなかった理由（性・年代別、上位４項目：複数回答） 

＜セクシュアル・ハラスメントについて相談しなかった（できなかった）人＞ 
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【平成 27 年調査との比較】 

 

平成27年調査と比較すると、多くの理由が平成27年調査に比べて増えています。（図表7-4-3） 

 
図表 7-4-3 相談しなかった、できなかった理由（全体、平成 27 年調査：複数回答） 

＜セクシュアル・ハラスメントについて相談しなかった（できなかった）人＞ 

 
 
 平成27年調査には、「自分で加害者に対応しようと思ったから」はなし。 
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相談するほどのことではないと思ったから

相談しても無駄だと思ったから

自分さえ我慢すれば、何とかやっていけると思ったから

どこに相談してよいかわからなかったから

相談することによって、自分が不快な思いをすると思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

相談したことがわかると仕返しをされると思ったから

恥ずかしかったから

自分にも悪いところがあると思ったから

被害を受けたことを忘れたかったから

自分で加害者に対応しようと思ったから

世間体が悪いから

その他

無回答 令和２年(N=210)
平成27年(N=227)

（％）
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８ ドメスティック・バイオレンス  

（１）ドメスティック・バイオレンスの経験の有無  

問 16 「ドメスティック・バイオレンス」とは配偶者などに対し、著しい身体的または

精神的苦痛を与える暴力的行為をいいますが、あなたはこれまでに配偶者（事実

婚や別居、離別を含む）や恋人などのパートナーから、次のような経験がありま

すか。（○はそれぞれ１つずつ） 

【全体】  

全体では、「何度もあった」と「１、２度あった」を合計した《暴力を受けた経験がある》は、

『大声で怒鳴られる（15.8％）』が最も多く、『「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的

な言い方をされる（9.7％）』、『容姿について傷つくようなことを言われる（8.2％）』、『何を言っ

ても無視されれる（6.6％）』が続いています。（図表 8-1-1） 

  
図表 8-1-1 ドメスティック・バイオレンスの経験の有無（全体）  

  

0.6
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1.1

1.4
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0.1
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2.4

4.1

6.8

5.6

9.0

2.5

1.7

1.9

0.2

0.4

0 5 10 15 20 25

(ア)命の危険を感じるくらいの暴力を受ける

(イ)医師の治療が必要となる暴力を受ける

(ウ)医師の治療が必要ではない程度の暴力を受ける

(エ)嫌がっているのに性的行為を強要される

(オ)見たくないのにポルノビデオ・

雑誌・アダルトサイトを見せられる

(カ)避妊に協力してもらえない

(キ)何を言っても無視される

(ク)常に居場所を把握する、交友関係や電話、メール、

郵便物、SNSを細かく監視するなど付き合いを制限される

(ケ)「誰のおかげで生活できるんだ」

とか「かいしょうなし」と言われる

(コ)「女(男)のくせに」「女(男)

だから」と差別的な言い方をされる

(サ)容姿について傷つくようなことを言われる

(シ)大声で怒鳴られる

(ス)大切なものを壊される

(セ)生活費を渡してもらえない

(ソ)目の前で子どもに暴力をふるわれる

(タ)性的な画像をインターネット上に公開される

「リベンジポルノ」の被害を受けたことがある

(チ)その他

何度もあった

１，２度あった

（％）
全体(N=1,117)
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【性別】  

性別にみると、女性は『大声で怒鳴られる（20.1％）』が最も多く、『「女（男）のくせに」「女

（男）だから」と差別的な言い方をされる（11.3％）』、『容姿について傷つくようなことを言われ

る（10.1％）』、『何を言っても無視される（8.3％）』、『「誰のおかげで生活できるんだ」とか「か

いしょうなし」と言われる（7.7％）』、『嫌がっているのに性的行為を強要される（6.8％）』が続

いています。  

また、『命の危険を感じるくらいの暴力を受ける』は 3.4％（21 人）、『医師の治療が必要となる

暴力を受ける』は 1.9％（12 人）となっています。（図表 8-1-2-①、②）  

  
図表 8-1-2-① ドメスティック・バイオレンスの経験の有無（性別）  
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雑誌・アダルトサイトを見せ
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(ケ)「誰のおかげで生活できるんだ」

とか「かいしょうなし」と言わ

れる
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男性は『大声で怒鳴られる（10.6％）』が最も多く、『「女（男）のくせに」「女（男）だから」

と差別的な言い方をされる（7.3％）』、『容姿について傷つくようなことを言われる（5.7％）』、

『「誰のおかげで生活できるんだ」とか「かいしょうなし」と言われる（4.6％）』、『何を言っても

無視される（4.4％）』、『大切なものを壊される（4.0％）』が続いています。  

また、『命の危険を感じるくらいの暴力を受ける』は 0.8％（４人）、『医師の治療が必要となる

暴力を受ける』は 0.6％（３人）となっています。（図表 8-1-2-①、②）  

  
図表 8-1-2-② ドメスティック・バイオレンスの経験の有無（性別）  
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【性・年代別】  

■命の危険を感じるくらいの暴力を受ける  
性・年代別にみると、《暴力を受けた経験がある》は、女性の 30 歳代で 2.2％、40 歳代で 8.1％、

50 歳代で 3.2％、60 歳代で 4.1％となっています。（図表 8-1-3）  

  
図表 8-1-3 経験の有無/命の危険を感じるくらいの暴力を受ける（性・年代別）  

 
 

  

■医師の治療が必要となる暴力を受ける  
性・年代別にみると、《暴力を受けた経験がある》は、女性の 40 歳代で 2.7％、50 歳代で 4.0％

となっています。 

男性は 40歳代で 2.5％、80 歳代以上で 3.4％となっています。（図表 8-1-4）  

  
図表 8-1-4 経験の有無/医師の治療が必要となる暴力を受ける（性・年代別）  
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■医師の治療が必要ではない程度の暴力を受ける  
性・年代別にみると、《暴力を受けた経験がある》は、女性の 10・20 歳代で 7.3％、30 歳代で 

5.5％、40 歳代で 9.8％、50 歳代で 5.6％、60 歳代で 8.1％となっています。 

男性は 40歳代で 5.0％となっています。（図表 8-1-5）  

  
図表 8-1-5 経験の有無/医師の治療が必要ではない程度の暴力を受ける（性・年代別）  

 
 

  

■嫌がっているのに性的行為を強要される  
性・年代別にみると、《暴力を受けた経験がある》は、女性の 10・20 歳代で 9.9％、30 歳代で

5.5％、40 歳代で 8.1％、50 歳代で 6.4％、60 歳代で 9.2％となっています。（図表 8-1-6）  

男性は 40 歳代で 2.5％となっています。 

 
図表 8-1-6 経験の有無/嫌がっているのに性的行為を強要される（性・年代別）  
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■見たくないのにポルノビデオ・雑誌・アダルトサイトを見せられる  
性・年代別にみると、《暴力を受けた経験がある》は、女性の 10・20 歳代で 4.9％、50 歳代で

6.1％となっています。 

男性は 80歳代以上で 3.4％となっています。（図表 8-1-7）  

  
図表 8-1-7 経験の有無/見たくないのにポルノビデオ・雑誌・アダルトサイトを見せられる 

（性・年代別）  

 
 

  

■避妊に協力してもらえない  
性・年代別にみると、《暴力を受けた経験がある》は、女性の 10・20 歳代で 9.7％、30 歳代で

12.2％、40 歳代で 8.9％となっています。（図表 8-1-8）  

  
図表 8-1-8 経験の有無/避妊に協力してもらえない（性・年代別）  
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■何を言っても無視される  
性・年代別にみると、《暴力を受けた経験がある》は、女性の40歳代は14.3％、50歳代は9.5％

となっています。 

男性は 40歳代で 8.7％、80 歳代以上で 10.3％となっています。（図表 8-1-9）  

  
図表 8-1-9 経験の有無/何を言っても無視される（性・年代別）  

 
  

  

■常に居場所を把握する、交友関係や電話、メール、郵便物、SNS を細かく監視するなど付き合い

を制限される  

性・年代別にみると、《暴力を受けた経験がある》は、女性の 40 歳代で 6.3％、50 歳代で 6.4％

となっています。 

男性は 40 歳代で 4.9％、50 歳代で 4.0％となっています。（図表 8-1-10）  

  
図表 8-1-10 経験の有無/常に居場所を把握する、交友関係や電話、メール、 

郵便物、SNS を細かく監視するなど付き合いを制限される（性・年代別） 
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■「誰のおかげで生活できるんだ」とか「かいしょうなし」と言われる  
性・年代別にみると、《暴力を受けた経験がある》は、女性の 10・20 歳代で 11.0％、40 歳代で

11.6％なっています。 

男性は 30歳代で 9.8％、40 歳代で 7.4％となっています。（図表 8-1-11）  

  
図表 8-1-11 経験の有無/「誰のおかげで生活できるんだ」とか「かいしょうなし」と言われる 

（性・年代別）  

 
 

 

■「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方をされる  
性・年代別にみると、《暴力を受けた経験がある》は、女性の 10・20 歳代、30 歳代、50 歳代、

60 歳代で１割を超えており、特に 10・20 歳代は 14.6％と他の年代に比べて多くなっています。 

男性は 40歳代で 11.1％、80 歳代以上で 13.7％となっています。（図表 8-1-12）  

  
図表 8-1-12 経験の有無/「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な言い方をされる 

（性・年代別）  
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■容姿について傷つくようなことを言われる  
性・年代別にみると、《暴力を受けた経験がある》は、女性の 10・20 歳代、30 歳代、50 歳代で

１割を超えており、特に 10・20 歳代は 17.0％と他の年代に比べて多くなっています。 

男性は 40歳代で 11.1％となっています。（図表 8-1-13）  

  
図表 8-1-13 経験の有無/容姿について傷つくようなことを言われる（性・年代別）  

 
 

  

■大声で怒鳴られる  
性・年代別にみると、《暴力を受けた経験がある》は、女性の 30 歳代から 50 歳代で２割を超え

ており、特に 40歳代は 31.3％と他の年代に比べて多くなっています。 

男性は 40歳代で 16.0％となっています。（図表 8-1-14）  

  
図表 8-1-14 経験の有無/大声で怒鳴られる（性・年代別）  
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■大切なものを壊される  
性・年代別にみると、《暴力を受けた経験がある》は、女性の 10・20 歳代で 8.5％、40 歳代で

9.0％となっています。 

男性は 30歳代で 7.8％、40 歳代で 6.2％となっています。（図表 8-1-15）  

  
図表 8-1-15 経験の有無/大切なものを壊される（性・年代別）  

 
 

  

■生活費を渡してもらえない  
性・年代別にみると、《暴力を受けた経験がある》は、女性の 40 歳代は 6.3％、50 歳代は 8.0％、

となっています。（図表 8-1-16）  

  
図表 8-1-16 経験の有無/生活費を渡してもらえない（性・年代別）  
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■目の前で子どもに暴力をふるわれる  
性・年代別にみると、《暴力を受けた経験がある》は、女性の 40 歳代で 6.3％、50 歳代で 4.4％

となっています。 

男性は 40歳代で 4.9％となっています。（図表 8-1-17）  

  
図表 8-1-17 経験の有無/目の前で子どもに暴力をふるわれる（性・年代別）  

 
 

  

■性的な画像をインターネット上に公開される「リベンジポルノ」の被害を受けたことがある 

性・年代別にみると、《暴力を受けた経験がある》は、女性の 30 歳代で 1.1％、60 歳代で 1.0％

となっています。（図表 8-1-18）  

  
図表 8-1-18 経験の有無/性的な画像をインターネット上に公開される 

「リベンジポルノ」の被害を受けたことがある（性・年代別）  
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30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)
何度もあった

１，２度あった

（％）
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【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、女性は 16項目中４項目で平成 27年調査よりも増えています。 

（図表 8-1-18-①） 

 
図表 8-1-18-① ドメスティック・バイオレンスの経験（女性、平成 27 年調査） 

＜暴力を受けた経験がある人の割合＞ 

 
 
 ※平成27年調査では、（ク）「常に居場所を把握する、交友関係や電話、メール、郵便物、SNS を細かく監視するなど

付き合いを制限される」は「常に居場所を把握する、交友関係や電話、メール、郵便物を細かく監視するなどのつ

きまとい行為をされる」でたずねている。 

 ※平成27年調査には、（タ）「性的な画像をインターネット上に公開される「リベンジポルノ」の被害を受けたことが

ある」はなし。 

  

1.2

0.9

2.0

3.7

0.6

2.8

2.9

1.5

3.9

6.0

3.9

10.2

3.1

3.2

1.4

1.1

2.9

2.3

5.4

5.2

1.8

4.5

6.3

2.8

6.8

8.8

8.0

12.8

5.1

1.4

2.2

0.3

0 5 10 15 20 25

(ア)命の危険を感じるくらいの暴力を受ける

(イ)医師の治療が必要となる暴力を受ける

(ウ)医師の治療が必要ではない程度の暴力を受ける

(エ)嫌がっているのに性的行為を強要される

(オ)見たくないのにボルノビデオ・

雑誌・アダルトサイトを見せられる

(カ)避妊に協力してもらえない

(キ)何を言っても無視される

(ク)常に居場所を把握する、交友関係や電話、メール、

郵便物、SNSを細かく監視するなど付き合いを制限される

(ケ)「誰のおかげで生活できるんだ」

とか「かいしょうなし」と言われる

(コ)「女(男)のくせに」「女(男)

だから」と差別的な言い方をする

(サ)容姿について傷つくようなことを言われる

(シ)大声で怒鳴られる

(ス)大切なものを壊される

(セ)生活費を渡してもらえない

(ソ)目の前で子どもに暴力をふるわれる

(タ)性的な画像をインターネット上に公開される

「リベンジポルノ」の被害を受けたことがある

(チ)その他
何度もあった

１，２度あった

（％）

平成27年（n＝649）

1.0

0.3

1.6

2.6

0.8

2.1

3.5

1.6

2.9

3.4

3.2

9.8

3.1

3.1

1.4

0.2

1.1

2.4

1.6

5.0

4.2

1.8

4.2

4.8

3.1

4.8

7.9

6.9

10.3

2.6

2.9

2.3

0.3

0.6

0 5 10 15 20 25

(ア)命の危険を感じるくらいの暴力を受ける

(イ)医師の治療が必要となる暴力を受ける

(ウ)医師の治療が必要ではない程度の暴力を受ける

(エ)嫌がっているのに性的行為を強要される

(オ)見たくないのにボルノビデオ・

雑誌・アダルトサイトを見せられる

(カ)避妊に協力してもらえない

(キ)何を言っても無視される

(ク)常に居場所を把握する、交友関係や電話、メール、

郵便物、SNSを細かく監視するなど付き合いを制限される

(ケ)「誰のおかげで生活できるんだ」

とか「かいしょうなし」と言われる

(コ)「女(男)のくせに」「女(男)

だから」と差別的な言い方をする

(サ)容姿について傷つくようなことを言われる

(シ)大声で怒鳴られる

(ス)大切なものを壊される

(セ)生活費を渡してもらえない

(ソ)目の前で子どもに暴力をふるわれる

(タ)性的な画像をインターネット上に公開される

「リベンジポルノ」の被害を受けたことがある

(チ)その他

何度もあった

１，２度あった

（％）

令和２年（n＝622）
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【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、男性は 16項目中 12 項目で平成 27 年調査よりも増えています。 

特に『「女（男）のくせに」「女（男だから）」と差別的な言い方をされる』「（令和２年調査：

7.3％、平成 27年調査：4.1％）』は 3.2 ポイント増えています。（図表 8-1-18-②） 

 
図表 8-1-18-② ドメスティック・バイオレンスの経験（男性、平成 27 年調査） 

＜暴力を受けた経験がある人の割合＞ 

 
 
 ※平成27年調査では、（ク）「常に居場所を把握する、交友関係や電話、メール、郵便物、SNS を細かく監視するなど

付き合いを制限される」は「常に居場所を把握する、交友関係や電話、メール、郵便物を細かく監視するなどのつ

きまとい行為をされる」でたずねている。 

 ※平成27年調査には、（タ）「性的な画像をインターネット上に公開される「リベンジポルノ」の被害を受けたことが

ある」はなし。 

 

  

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0
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1.0

1.4

0.8

2.1

0.6

0.4
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0.6

0.6
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0.2

0.8

0.2

2.7

1.6

1.9

2.7

2.9

5.6

2.3

0.6

0.8

0.0

0 5 10 15 20 25

(ア)命の危険を感じるくらいの暴力を受ける

(イ)医師の治療が必要となる暴力を受ける

(ウ)医師の治療が必要ではない程度の暴力を受ける

(エ)嫌がっているのに性的行為を強要される

(オ)見たくないのにボルノビデオ・

雑誌・アダルトサイトを見せられる

(カ)避妊に協力してもらえない

(キ)何を言っても無視される

(ク)常に居場所を把握する、交友関係や電話、メール、

郵便物、SNSを細かく監視するなど付き合いを制限される

(ケ)「誰のおかげで生活できるんだ」

とか「かいしょうなし」と言われる

(コ)「女(男)のくせに」「女(男)

だから」と差別的な言い方をする

(サ)容姿について傷つくようなことを言われる

(シ)大声で怒鳴られる

(ス)大切なものを壊される

(セ)生活費を渡してもらえない

(ソ)目の前で子どもに暴力をふるわれる

(タ)性的な画像をインターネット上に公開される

「リベンジポルノ」の被害を受けたことがある

(チ)その他
何度もあった

１，２度あった

（％）

平成27年（n＝485）
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0.0

0.4

0.0

0.0

0.0
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0.6

1.9

2.3

1.9

3.1

1.5

1.0

0.4

0.0

0.4

0.6

0.6

1.7

0.6

0.6

0.4

2.5

1.7

2.7

5.0

3.8

7.5

2.5

0.2

1.5

0.0

0.0

0 5 10 15 20 25

(ア)命の危険を感じるくらいの暴力を受ける

(イ)医師の治療が必要となる暴力を受ける

(ウ)医師の治療が必要ではない程度の暴力を受ける

(エ)嫌がっているのに性的行為を強要される

(オ)見たくないのにボルノビデオ・

雑誌・アダルトサイトを見せられる

(カ)避妊に協力してもらえない

(キ)何を言っても無視される

(ク)常に居場所を把握する、交友関係や電話、メール、

郵便物、SNSを細かく監視するなど付き合いを制限される

(ケ)「誰のおかげで生活できるんだ」

とか「かいしょうなし」と言われる

(コ)「女(男)のくせに」「女(男)

だから」と差別的な言い方をする

(サ)容姿について傷つくようなことを言われる

(シ)大声で怒鳴られる

(ス)大切なものを壊される

(セ)生活費を渡してもらえない

(ソ)目の前で子どもに暴力をふるわれる

(タ)性的な画像をインターネット上に公開される

「リベンジポルノ」の被害を受けたことがある

(チ)その他
何度もあった

１，２度あった

（％）

令和２年（n＝478）
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（２）相談の有無  

問 17 は、問 16 の（ア）～（チ）の「何度もあった」「１、２度あった」に、１つでも

○をつけた方におうかがいします。  
問 17 あなたはこれまでに、だれか（どこか）に打ち明けたり、相談したりしました

か。（○は１つだけ）  

【全体】  

《暴力を受けた経験がある》と回答した人に、相談の有無をたずねました。  

全体では、「相談した」が 33.0％、「相談しなかった（できなかった）」が 60.1％となっていま

す。（図表 8-2-1）  

  

【性別】  

性別にみると、「相談した」は女性が 42.0％、男性が 12.5％で、女性が男性を 29.5 ポイント上

回っています。（図表 8-2-1）  

  
図表 8-2-1 相談の有無（全体、性別） 

＜暴力を受けた経験がある人＞  

 
  

33.0

42.0

12.5

60.1

51.6

78.8

7.0

6.4

8.8

全体(N=273)

女性(n=188)

男性(n=80)

（％）

相談した 無回答

相談しなかった

（できなかった）
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、「相談した」は女性の 30 歳代で 50.0％、40 歳代で 46.5％となっています。

（図表 8-2-2）  

  
図表 8-2-2 相談の有無（性・年代別）＜暴力を受けた経験がある人＞  

 
 

 

【平成 27 年調査との比較】 

 

「相談した」割合について平成 27 年調査と比較すると、女性（42.0％）は平成 27 年調査

（36.0％）よりも 6.0 ポイント増えています。 

男性（12.5％）は平成 27 年調査（14.5％）よりも 2.0 ポイント減っています。（図表 8-2-3） 

 
図表 8-2-3 相談の有無（全体、性別、平成 27 年調査）＜暴力を受けた経験がある人＞ 

 

42.0

40.0

50.0

46.5

42.1

40.7

38.9

12.5

51.6

60.0

50.0

39.5

57.9

48.1

44.4

87.5

6.4

0.0

0.0

14.0

0.0

11.1

16.7

0.0

女性全体(n=188)

10・20歳代(n=25)

30歳代(n=28)

40歳代(n=43)

50歳代(n=38)

60歳代(n=27)

70歳代(n=18)

80歳代以上(n=8)

（％）

無回答相談した

相談しなかった

（できなかった）

12.5

0.0

33.3

21.1

4.5

14.3

9.1

0.0

78.8

100.0

66.7

78.9

81.8

78.6

81.8

60.0

8.8

0.0

0.0

0.0

13.6

7.1

9.1

40.0

男性全体(n=80)

10・20歳代(n=3)

30歳代(n=6)

40歳代(n=19)

50歳代(n=22)

60歳代(n=14)

70歳代(n=11)

80歳代以上(n=5)

（％）

無回答相談した

相談しなかった

（できなかった）

33.0

30.4

42.0

36.0

12.5

14.5

60.1

56.2

51.6

55.2

78.8

62.3

7.0

13.4

6.4

8.9

8.8

23.2

令和２年

(N=273)

平成27年

(N=276)

令和２年

(n=188)

平成27年

(n=203)

令和２年

(n=80)

平成27年

(n=69)

（％）

全体

女性

男性

相談した 無回答

相談しなかった

（できなかった）
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（３）相談先  

問 17 で「１．相談した」とお答えの方に  

問 17-1 そのとき、だれ（どこ）に相談しましたか。（○はあてはまるものすべて）  

【全体】  

暴力を受けたことを「相談した」と回答した人に、相談先をたずねました。  

全体では、「友人・知人に相談した（68.1％）」が６割台で最も多く、「家族や親族に相談した

（49.5％）」が４割台で続いています。（図表 8-3-1）  

  

【性別】  

性別にみると、女性は「友人・知人に相談した（68.8％）」が最も多く、「家族や親族に相談し

た（46.3％）」が続いています。 

男性は「家族や親族に相談した（70.0％）」が最も多く、「友人・知人に相談した（60.0％）」が

続いています。（図表 8-3-1）  

  
図表 8-3-1 相談先（全体、性別：複数回答）  

＜ドメスティック・バイオレンスについて相談をしたことがある人＞  

 

 

68.8

46.3

8.8

6.3

2.5

1.3

0.0

0.0

0.0

3.8

0.0

60.0

70.0

0.0

10.0

10.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80

友人・知人に相談した

家族や親族に相談した

区の相談窓口に相談した

医師に相談した

警察に通報・相談した

民生委員や人権擁護委員などに相談し

た

都の相談窓口に相談した

民間の機関に相談した

弁護士に相談した

その他

無回答

女性(n=80)

男性(n=10)

（％）

68.1

49.5

7.7

6.6

3.3

1.1

0.0

0.0

0.0

3.3

0.0

0 20 40 60 80

友人・知人に相談した

家族や親族に相談した

区の相談窓口に相談した

医師に相談した

警察に通報・相談した

民生委員や人権擁護委員などに相談した

都の相談窓口に相談した

民間の機関に相談した

弁護士に相談した

その他

無回答 全体(N=91)

（％）
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【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、１位「友人・知人に相談した（令和２年調査：68.1％、平成 27 

年調査：72.6％）」、２位「家族に相談した（令和２年調査：49.5％、平成 27 年調査：46.4％）」

の順位に変わりありませんが、「友人・知人に相談した」が 4.5 ポイント減り、「家族や親族に相

談した」が 3.1 ポイント増えています。（図表 8-3-2） 

 
図表 8-3-2 相談先（全体、平成 27 年調査：複数回答） 

＜ドメスティック・バイオレンスについて相談をしたことがある人＞ 

 
 
 ※平成27年調査では、「家族や親族に相談した」は「家族に相談した」でたずねている。 

  

68.1

49.5

7.7

6.6

3.3

1.1

0.0

0.0

0.0

3.3

0.0

72.6

46.4

6.0

1.2

7.1

1.2

0.0

2.4

2.4

7.1

0.0

0 20 40 60 80

友人・知人に相談した

家族や親族に相談した

区の相談窓口に相談した

医師に相談した

警察に通報・相談した

民生委員や人権擁護委員などに相談した

都の相談窓口に相談した

民間の機関に相談した

弁護士に相談した

その他

無回答
令和２年(N=91)

平成27年(N=84)

（％）
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（４）相談しなかった、できなかった理由  

問 17 で「２．相談しなかった（できなかった）」とお答えの方に  

問 17-2 だれ（どこ）にも相談しなかった、できなかった理由は何ですか。  
（○はあてはまるものすべて） 

【全体】  

暴力を受けたことを「相談しなかった（できなかった）」と回答した人に、その理由をたずねま

した。  

全体では、「相談するほどのことではないと思ったから（45.7％）」が最も多く、「相談しても無

駄だと思ったから（38.4％）」、「自分さえ我慢すれば、何とかやっていけると思ったから

（27.4％）」、「自分にも悪いところがあると思ったから（20.1％）」が続いています。（図表 8-4-1）  

  

【性別】  

性別にみると、男女ともに「相談するほどのことではないと思ったから（女性：44.3％、男

性：46.0％）」が最も多く、「相談しても無駄だと思ったから（女性：37.1％、男性 39.7％）」が続

いています。  

男女の違いをみると、男性は「自分にも悪いところがあると思ったから（女性：14.4％、男

性：28.6％）」で女性を 14.2 ポイント上回っています。（図表 8-4-1）  

  
図表 8-4-1 相談しなかった、できなかった理由（全体、性別：複数回答） 

＜ドメスティック・バイオレンスについて相談しなかった（できなかった）人＞ 

 

  
44.3

37.1

27.8

14.4

11.3

11.3

11.3

13.4

7.2

8.2

5.2

1.0

1.0

6.2

0.0

46.0

39.7

27.0

28.6

14.3

12.7

12.7

6.3

11.1

3.2

4.8

7.9

0.0

9.5

1.6

0 10 20 30 40 50

相談するほどのことではないと思ったから

相談しても無駄だと思ったから

自分さえ我慢すれば、何とか

やっていけると思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

相談することによって、自分が

不快な思いをすると思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

自分で加害者に対応しようと思ったから

恥ずかしかったから

どこに相談してよいかわからなかったから

相談したことがわかると仕返しを受けたり、

もっとひどい暴力を受けたりすると思ったから

世間体が悪いから

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

被害を受けたことを忘れたかったから

その他

無回答
女性(n=97)
男性(n=63)

（％）

45.7

38.4

27.4

20.1

12.2

11.6

11.6

10.4

8.5

6.1

4.9

3.7

0.6

7.3

0.6

0 10 20 30 40 50

相談するほどのことではないと思ったから

相談しても無駄だと思ったから

自分さえ我慢すれば、何とか

やっていけると思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

相談することによって、自分が

不快な思いをすると思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

自分で加害者に対応しようと思ったから

恥ずかしかったから

どこに相談してよいかわからなかったから

相談したことがわかると仕返しを受けたり、

もっとひどい暴力を受けたりすると思ったから

世間体が悪いから

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

被害を受けたことを忘れたかったから

その他

無回答 全体(N=164)

（％）
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【性・未既婚別】  

性・未既婚別にみると、男女ともに既婚で「相談するほどのことではないと思ったから」がそれ

ぞれ 49.2％、39.1％となっています。（図表 8-4-2）  

  
図表 8-4-2 相談しなかった、できなかった理由（性・未既婚別、上位４項目：複数回答） 

＜ドメスティック・バイオレンスについて相談しなかった（できなかった）人＞ 

 

 
  

28.6

26.1

50.0

100.0

50.0

12.5

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=63)

結婚している(n=46)

結婚していないが同居の異性

のパートナーがいる（事実婚

を含む）(n=2)

結婚していないが同居の同性

のパートナーがいる(n=1)

結婚していたが、離別・死別

した(n=6)

結婚していない(n=8)

自分にも悪いところがあると

思ったから

(％)

14.4

16.9

0.0

100.0

13.3

4.8

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=97)

結婚している(n=59)

結婚していないが同居の異性

のパートナーがいる（事実婚

を含む）(n=1)

結婚していないが同居の同性

のパートナーがいる(n=1)

結婚していたが、離別・死別

した(n=15)

結婚していない(n=21)

自分にも悪いところがあると

思ったから

(％)

27.0

21.7

0.0

100.0

66.7

25.0

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=63)

結婚している(n=46)

結婚していないが同居の異性

のパートナーがいる（事実婚

を含む）(n=2)

結婚していないが同居の同性

のパートナーがいる(n=1)

結婚していたが、離別・死別

した(n=6)

結婚していない(n=8)

自分さえ我慢すれば、何とか

やっていけると思ったから (％)

27.8

28.8

100.0

0.0

26.7

23.8

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=97)

結婚している(n=59)

結婚していないが同居の異性

のパートナーがいる（事実婚

を含む）(n=1)

結婚していないが同居の同性

のパートナーがいる(n=1)

結婚していたが、離別・死別

した(n=15)

結婚していない(n=21)

自分さえ我慢すれば、何とか

やっていけると思ったから

(％)

39.7

37.0

50.0

100.0

66.7

25.0

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=63)

結婚している(n=46)

結婚していないが同居の異性

のパートナーがいる（事実婚

を含む）(n=2)

結婚していないが同居の同性

のパートナーがいる(n=1)

結婚していたが、離別・死別

した(n=6)

結婚していない(n=8)

相談しても無駄だと思ったから

(％)

37.1

35.6

100.0

100.0

40.0

33.3

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=97)

結婚している(n=59)

結婚していないが同居の異性

のパートナーがいる（事実婚

を含む）(n=1)

結婚していないが同居の同性

のパートナーがいる(n=1)

結婚していたが、離別・死別

した(n=15)

結婚していない(n=21)

相談しても無駄だと思ったから

(％)

46.0

39.1

100.0

0.0

66.7

62.5

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=63)

結婚している(n=46)

結婚していないが同居の異性

のパートナーがいる（事実婚

を含む）(n=2)

結婚していないが同居の同性

のパートナーがいる(n=1)

結婚していたが、離別・死別

した(n=6)

結婚していない(n=8)

相談するほどのことではないと

思ったから
(％)

44.3

49.2

0.0

0.0

40.0

38.1

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=97)

結婚している(n=59)

結婚していないが同居の異性

のパートナーがいる（事実婚

を含む）(n=1)

結婚していないが同居の同性

のパートナーがいる(n=1)

結婚していたが、離別・死別

した(n=15)

結婚していない(n=21)

相談するほどのことではないと

思ったから

(％)
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【平成 27 年調査との比較】 

 

平成27年調査と比較すると、「相談しても無駄だと思ったから（38.4％）」が10.7ポイント増え

て、２位にあがっています。（図表 8-4-3） 

 
図表 8-4-3 相談しなかった、できなかった理由（全体、平成 27 年調査：複数回答） 

＜ドメスティック・バイオレンスについて相談しなかった（できなかった）人＞ 

 
 
 ※平成27年調査には、「自分で加害者に対応しようと思ったから」はなし。 

  

45.7

38.4

27.4

20.1

12.2

11.6

11.6

10.4

8.5

6.1

4.9

3.7

0.6

7.3

0.6

46.5

27.7

30.3

25.8

14.2

9.0

7.7

11.0

2.6

8.4

3.9

0.6

5.8

2.6

0 10 20 30 40 50

相談するほどのことではないと思ったから

相談しても無駄だと思ったから

自分さえ我慢すれば、何とか

やっていけると思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

相談することによって、自分が

不快な思いをすると思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

自分で加害者に対応しようと思ったから

恥ずかしかったから

どこに相談してよいかわからなかったから

相談したことがわかると仕返しを受けたり、

もっとひどい暴力を受けたりすると思ったから

世間体が悪いから

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

被害を受けたことを忘れたかったから

その他

無回答

令和２年(N=164)

平成27年(N=155)

（％）
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（５）ドメスティック・バイオレンスの防止及び被害者支援のために必要な対策  

問 18 あなたは、ドメスティック・バイオレンスの防止および被害者支援のために、 

どのような対策が必要だと思いますか。（○はあてはまるものすべて）  

【全体】  

全体では、「家庭内であっても暴力は犯罪であるという意識を広める（69.2％）」が最も多く、

「いざというときに駆け込める緊急避難場所（シェルター）の整備（57.3％）」、「緊急時の相談体

制の充実（54.3％）」、「子どもがいても安心して相談・避難ができるような体制の充実（52.6％）」

が続いています。（図表 8-5-1）  

  

【性別】  

性別にみると、男女ともに「家庭内であっても暴力は犯罪であるという意識を広める（女性：

71.2％、男性：66.5％）」が最も多くなっています。  

男女の違いをみると、女性は「いざというときに駆け込める緊急避難場所（シェルター）の整備

（女性：62.1％、男性：52.3％）」で男性を 9.8 ポイント上回っています。（図表 8-5-1）  

  
図表 8-5-1 ドメスティック・バイオレンスの防止及び被害者支援のために必要な対策 

（全体、性別：複数回答） 

 

71.2

62.1

55.0

56.1

44.1

44.9

45.8

44.9

36.5

40.5

34.2

33.4

34.7

32.2

1.4

5.9

2.7

66.5

52.3

54.2

49.0

41.8

39.7

38.7

36.6

42.5

32.2

31.0

31.0

27.2

28.2

4.0

6.9

4.4

0 20 40 60 80

家庭内であっても暴力は犯罪であるという意識を広める

いざというときに駆け込める緊急

避難場所（シェルター）の整備

緊急時の相談体制の充実

子どもがいても安心して相談・

避難ができるような体制の充実

法律による規制の強化や見直しを行う

身近で配偶者やパートナーによる暴力に気付いたら、周囲

の人が通報することが大切であるという意識づくりを行う

住居や就労の斡旋 、経済的援助など、

自立して生活するための支援策の充実

カウンセリングや日常的な相談など、

精神的に自立するための支援策の充実

行政や警察による積極的な啓発活動

離婚訴訟への支援など、法的なサポートの充実

相談・支援するスタッフの意識と能力を高める

暴力への対応方法や関係機関の紹介など、ドメスティッ

ク・バイオレンスに関するいろいろな知識の提供

デートＤＶ防止講座の開催や男女平等教育の推進など、

学校などにおいて暴力を防止するための教育を行う

加害者の自覚を促すプログラムなど、対応の充実

その他

わからない

無回答

女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

69.2

57.3

54.3

52.6

43.0

42.5

42.3

41.0

39.1

36.7

32.7

32.1

31.5

30.4

2.5

6.3

3.8

0 20 40 60 80

家庭内であっても暴力は犯罪であるという意識を広める

いざというときに駆け込める緊急

避難場所（シェルター）の整備

緊急時の相談体制の充実

子どもがいても安心して相談・

避難ができるような体制の充実

法律による規制の強化や見直しを行う

身近で配偶者やパートナーによる暴力に気付いたら、周囲

の人が通報することが大切であるという意識づくりを行う

住居や就労の斡旋 、経済的援助など、

自立して生活するための支援策の充実

カウンセリングや日常的な相談など、

精神的に自立するための支援策の充実

行政や警察による積極的な啓発活動

離婚訴訟への支援など、法的なサポートの充実

相談・支援するスタッフの意識と能力を高める

暴力への対応方法や関係機関の紹介など、ドメスティッ

ク・バイオレンスに関するいろいろな知識の提供

デートＤＶ防止講座の開催や男女平等教育の推進など、

学校などにおいて暴力を防止するための教育を行う

加害者の自覚を促すプログラムなど、対応の充実

その他

わからない

無回答
全体(N=1,117)

（％）
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は10・20歳代から50歳代で「家庭内であっても暴力は犯罪であると

いう意識を広める」が７割台から８割台となっており、特に 30 歳代は 80.0％となっています。ま

た、30 歳代と 40 歳代は「いざというときに駆け込める緊急避難所（シェルター）の整備」が７割

台と多くなっています。  

男性は10・20歳代から50歳代で「家庭内であっても暴力は犯罪であるという意識を広める」が

７割台となっており、特に 10・20 歳代は 78.7％と多くなっています。（図表 8-5-2）  

  
図表 8-5-2 ドメスティック・バイオレンスの防止及び被害者支援のために必要な対策 

（性・年代別、上位８項目：複数回答） 

 

  

36.6

34.0

37.3

40.7

52.5

31.8

28.6

10.3

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

カウンセリングや日常的

な相談など、精神的に自

立するための支援策の充

実 (％)

44.9

47.6

47.8

55.4

46.0

45.9

30.8

22.9

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

カウンセリングや日常的

な相談など、精神的に自

立するための支援策の充

実

(％)

38.7

29.8

47.1

46.9

47.5

38.8

29.8

10.3

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

住居や就労の斡旋 、経済

的援助など、自立して生

活するための支援策の充

実 (％)

45.8

40.2

56.7

57.1

44.4

45.9

35.9

20.0

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

住居や就労の斡旋 、経済

的援助など、自立して生

活するための支援策の充

実

(％)

39.7

38.3

39.2

43.2

48.5

36.5

32.1

34.5

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

身近で配偶者やパート

ナーによる暴力に気付い

たら、周囲の人が通報す

ることが大切であるとい

う意識づくりを行う
(％)

44.9

57.3

51.1

50.0

38.1

41.8

35.9

37.1

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

身近で配偶者やパート

ナーによる暴力に気付い

たら、周囲の人が通報す

ることが大切であるとい

う意識づくりを行う

(％)

41.8

42.6

35.3

48.1

51.5

41.2

39.3

10.3

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

法律による規制の強化や

見直しを行う
(％)

44.1

46.3

50.0

49.1

52.4

38.8

33.3

17.1

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

法律による規制の強化や

見直しを行う

(％)

49.0

40.4

52.9

55.6

62.4

44.7

41.7

24.1

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

子どもがいても安心して

相談・避難ができるよう

な体制の充実

(％)

56.1

63.4

67.8

69.6

54.0

56.1

33.3

25.7

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

子どもがいても安心して

相談・避難ができるよう

な体制の充実

(％)

54.2

55.3

58.8

60.5

60.4

60.0

42.9

20.7

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

緊急時の相談体制の充実

(％)

55.0

58.5

62.2

60.7

54.0

61.2

38.5

31.4

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

緊急時の相談体制の充実

(％)

52.3

57.4

72.5

59.3

59.4

51.8

34.5

17.2

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

いざというときに駆け込

める緊急避難場所（シェ

ルター）の整備

(％)

62.1

65.9

73.3

72.3

62.7

66.3

39.7

28.6

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

いざというときに駆け込

める緊急避難場所（シェ

ルター）の整備

(％)

66.5

78.7

70.6

77.8

78.2

52.9

56.0

37.9

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

家庭内であっても暴力は

犯罪であるという意識を

広める

(％)

71.2

78.0

80.0

75.0

70.6

64.3

66.7

51.4

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

家庭内であっても暴力は

犯罪であるという意識を

広める

(％)
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【平成 27 年調査との比較】 

平成27年調査と比較すると、令和２年調査、平成27年調査ともに「家庭内であっても暴力は犯

罪であるという意識を広める」が最も多くなっており、令和２年調査（69.2％）は、平成 27 年調

査（55.6％）から 13.6 ポイント増えています。 

また、その他の項目についても平成 27 年調査より割合が増えています。（図表 8-5-3） 

 
図表 8-5-3 ドメスティック・バイオレンスの防止及び被害者支援のために必要な対策 

（全体、平成 27 年調査：複数回答） 

  
※平成27年調査では、「加害者の自覚を促すプログラムなど、対応の充実」は「加害者向けプログラムなど、対応の

充実」でたずねている。 

※平成27年調査には、「子どもがいても安心して相談・避難ができるような体制の充実」はなし。 

 

  

69.2

57.3

54.3

52.6

43.0

42.5

42.3

41.0

39.1

36.7

32.7

32.1

31.5

30.4

2.5

6.3

3.8

55.6

48.5

47.5

30.0

39.7

34.3

33.9

34.0

30.2

25.7

23.1

24.4

18.5

2.2

7.1

10.5

0 20 40 60 80

家庭内であっても暴力は犯罪であるという意識を広める

いざというときに駆け込める緊急

避難場所（シェルター）の整備

緊急時の相談体制の充実

子どもがいても安心して相談・

避難ができるような体制の充実

法律による規制の強化や見直しを行う

身近で配偶者やパートナーによる暴力に気付いたら、周囲

の人が通報することが大切であるという意識づくりを行う

住居や就労の斡旋 、経済的援助など、

自立して生活するための支援策の充実

カウンセリングや日常的な相談など、

精神的に自立するための支援策の充実

行政や警察による積極的な啓発活動

離婚訴訟への支援など、法的なサポートの充実

相談・支援するスタッフの意識と能力を高める

暴力への対応方法や関係機関の紹介など、ドメスティッ

ク・バイオレンスに関するいろいろな知識の提供

デートＤＶ防止講座の開催や男女平等教育の推進など、

学校などにおいて暴力を防止するための教育を行う

加害者の自覚を促すプログラムなど、対応の充実

その他

わからない

無回答

令和２年(N=1,117)

平成27年(N=1,161)

（％）
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９ 性の表現  

（１）性別役割分担や性・暴力等の表現についての意識  

問 19 テレビ、ビデオ、インターネット、映画、新聞、雑誌、広告などのメディアでの

固定的な性別役割分担の表現や、女性に対する暴力、身体、性の表現について、

あなたは日頃どのように感じていますか。（○はあてはまるものすべて）  

【全体】  

全体では、「子どもの目にふれないような配慮が足りない（29.0％）」が最も多く、「自分の意思

と関係なく目に入ることがあり、気分を害する（22.9％）」、「社会全体の性や暴力に関する倫理感

が損なわれている（22.6％）」、「女性の性を過度に強調するなど、行き過ぎた表現が目立つ

（20.7％）」が続いています。（図表 9-1-1）  

  

【性別】  

性別にみると、女性は「子どもの目にふれないような配慮が足りない（32.6％）」が最も多く、

「自分の意思と関係なく目に入ることがあり、気分を害する（29.1％）」「女性の性を過度に強調

するなど行き過ぎた表現が目立つ（22.0％）」が続いています。 

男性は「社会全体の性や暴力に関する倫理感が損なわれている（25.3％）」が最も多く、「子ど

もの目にふれないような配慮が足りない（24.3％）」が続いています。  

男女の違いをみると、女性は「自分の意思と関係なく目に入ることがあり、気分を害する（女

性：29.1％、男性：14.9％）」で男性を 14.2 ポイント上回っています。 

男性は「特に問題はない（女性：13.8％、男性：19.7％）」で女性を 5.9 ポイント上回っていま

す。（図表 9-1-1）  

  
図表 9-1-1 性別役割分担や性・暴力等の表現についての意識（全体、性別：複数回答）  

 

 

32.6

29.1

20.3

22.0

14.6

16.2

1.6

13.8

20.3

6.1

24.3

14.9

25.3

18.8

14.0

11.9

3.3

19.7

20.5

4.6

0 10 20 30 40

子どもの目にふれないような配慮が足りない

自分の意思と関係なく目に

入ることがあり、気分を害する

社会全体の性や暴力に関する

倫理観が損なわれている

女性の性を過度に強調するなど、

行き過ぎた表現が目立つ

固定的な性別役割分担を助長する表現が目立つ

女性に対する犯罪を助長する恐れを感じる

その他

特に問題はない

わからない

無回答
女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

29.0

22.9

22.6

20.7

14.3

14.2

2.3

16.4

20.2

5.7

0 10 20 30 40

子どもの目にふれないような配慮が足りない

自分の意思と関係なく目に

入ることがあり、気分を害する

社会全体の性や暴力に関する

倫理観が損なわれている

女性の性を過度に強調するなど、

行き過ぎた表現が目立つ

固定的な性別役割分担を助長する表現が目立つ

女性に対する犯罪を助長する恐れを感じる

その他

特に問題はない

わからない

無回答 全体(N=1,117)

（％）
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は 40 歳代で「自分の意思と関係なく目に入ることがあり、気分を害

する（38.4％）」、60 歳代で「社会全体の性や暴力に関する倫理感が損なわれている（30.6％）」が

他の年代に比べて多くなっています。 

男性は 50 歳代で「女性の性を過度に強調するなど行き過ぎた表現が目立つ（27.7％）」が他の

年代に比べて多くなっています。（図表 9-1-2）  

  
図表 9-1-2 性別役割分担や性・暴力等の表現についての意識 

（性・年代別、上位４項目：複数回答） 

 

18.8

19.1

15.7

18.5

27.7

12.9

19.0

10.3

0 20 40

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

女性の性を過度に強調す

るなど、行き過ぎた表現

が目立つ

(％)

22.0

28.0

15.6

26.8

23.0

22.4

17.9

14.3

0 20 40

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

女性の性を過度に強調す

るなど、行き過ぎた表現

が目立つ

(％)

25.3

17.0

9.8

27.2
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29.4

32.1

17.2

0 20 40

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

社会全体の性や暴力に関

する倫理観が損なわれて

いる
(％)

20.3

19.5

13.3

17.0

21.4

30.6

20.5

17.1

0 20 40

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

社会全体の性や暴力に関

する倫理観が損なわれて

いる

(％)

14.9

10.6

5.9

18.5

16.8

12.9

20.2

10.3

0 20 40

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

自分の意思と関係なく目

に入ることがあり、気分

を害する

(％)

29.1

31.7

28.9

38.4

30.2

27.6

17.9

20.0

0 20 40

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

自分の意思と関係なく目

に入ることがあり、気分

を害する

(％)

24.3

6.4

17.6

32.1

32.7

25.9

23.8

10.3

0 20 40

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

子どもの目にふれないよ

うな配慮が足りない

(％)

32.6

29.3

36.7

37.5

35.7

28.6

29.5

20.0

0 20 40

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

子どもの目にふれないよ

うな配慮が足りない

(％)
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【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、「社会全体の性や暴力に関する倫理観が損なわれている（令和２

年調査：22.6％、平成 27 年調査：28.9％）」、「子どもの目にふれないような配慮が足りない（令

和２年調査：29.0％、平成 27 年調査：33.5％）」は、平成 27 年調査に比べてそれぞれ 6.3 ポイン

ト、4.5 ポイント減っていますが、「固定的な性別役割分担を助長する表現が目立つ（令和２年調

査：14.3％、平成 27 年調査 9.7％）」は、4.6 ポイント増えています。（図表 9-1-3） 

 
図表 9-1-3 性別役割分担や性・暴力等の表現についての意識 

（全体、平成 27 年調査：複数回答） 

 
   

29.0

22.9

22.6

20.7

14.3

14.2

2.3

16.4

20.2

5.7

33.5

24.1

28.9

21.9

9.7

18.3

2.3

13.0

17.3

10.3

0 10 20 30 40

子どもの目にふれないような配慮が足りない

自分の意思と関係なく目に

入ることがあり、気分を害する

社会全体の性や暴力に関する

倫理観が損なわれている

女性の性を過度に強調するなど、

行き過ぎた表現が目立つ

固定的な性別役割分担を助長する表現が目立つ

女性に対する犯罪を助長する恐れを感じる

その他

特に問題はない

わからない

無回答
令和２年(N=1,117)

平成27年(N=1,161)

（％）
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10 性の多様性  

（１）性自認について悩んだことの有無  

問 20 あなたは今まで自分の性別について悩んだことはありますか。（○は１つだけ） 

【全体】  

全体では、「ある」が 6.0％、「ない」が 88.8％となっています。（図表 10-1-1）  

  

【性別】  

性別にみると、「ある」は女性が 6.6％、男性が 5.4％となっています。（図表 10-1-1）  

  
図表 10-1-1 性自認について悩んだことの有無（全体、性別）  

 
  

【性・年代別】 

性・年代別にみると、「ある」は女性の 10・20 歳代で 14.6％、男性の 10・20 歳代で 12.8％、30

歳代で 11.8％となっています。（図表 10-1-2）  

  
図表 10-1-2 性自認について悩んだことの有無（性・年代別） 

 
 

  

6.0

6.6

5.4

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0

全体(N=1,117)

女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

「ある」の回答

6.6

14.6

8.9

6.3

5.6

3.1

3.8

2.9

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

（％）

「ある」の回答

5.4

12.8

11.8

4.9

5.0

1.2

3.6

3.4

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

「ある」の回答
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問 20 で「１．ある」とお答えの方に  

問 20-1 どのようなことで悩みましたか。（○はあてはまるものすべて）  

【全体】 

全体では、「男らしさ・女らしさを求められたこと」が 71.6％、「異性に生まれたかったこと」

が 41.8％となっています。（図表 10-1-3）  

 

【性別】  

性別にみると、女性は「男らしさ・女らしさを求められたこと」が 68.3％、「異性に生まれたか

ったこと」が 46.3％となっています。 

男性は「男らしさ・女らしさを求められたこと」が 76.9％、「異性に生まれたかったこと」が

34.6％となっています。（図表 10-1-3）  

  
図表 10-1-3 性自認について悩んだ内容（全体、性別）  

 
 

  

68.3

46.3

14.6

0.0

76.9

34.6

11.5

3.8

0 20 40 60 80 100

男らしさ・女らしさを求められたこと

異性に生まれたかったこと

その他

無回答

女性(n=41)

男性(n=26)

（％）

71.6

41.8

13.4

1.5

0 20 40 60 80 100

男らしさ・女らしさを求められたこと

異性に生まれたかったこと

その他

無回答 全体(N=67)

（％）
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（２）ＬＧＢＴの認知状況  

問 21 あなたはＬＧＢＴという言葉をご存じですか。（○は１つだけ） 

【全体】  

全体では、「知っている」が 76.9％、「初めて知った」が 18.5％となっています。（図表 10-2-1）  

  

【性別】  

性別にみると、「知っている」は女性が 78.1％、男性が 76.2％となっています。（図表 10-2-1）  

  
図表 10-2-1 ＬＧＢＴの認知状況（全体、性別）  

 
 

【性・年代別】 

性・年代別にみると、女性の 10・20 歳代と 30 歳代で「知っている」が９割を超えています。 

男性は 10・20 歳代から 50 歳代で「知っている」が８割を超えています。（図表 10-2-2）  

  
図表 10-2-2 ＬＧＢＴの認知状況（性・年代別）  
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18.5

17.2

20.1

4.6

4.7

3.8

全体(N=1,117)

女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

知っている 無回答初めて知った

78.1

92.7

94.4

85.7

79.4

75.5

51.3

40.0

17.2

6.1

5.6

13.4

19.0

21.4

32.1

34.3

4.7

1.2

0.0

0.9

1.6

3.1

16.7

25.7

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

（％）

無回答知っている 初めて知った

76.2

87.2

82.4

86.4

82.2

71.8

61.9

51.7

20.1

12.8

17.6

12.3

17.8

27.1

25.0

31.0

3.8

0.0

0.0

1.2

0.0

1.2

13.1

17.2

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

無回答知っている 初めて知った
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11 健康  

（１）性や妊娠・出産に関して女性が決めるうえで必要なこと  

問 22 あなたは、性や妊娠・出産に関して自分で決め、女性が自分の健康を守るため

に、どのようなことが必要だと思いますか。(○はあてはまるものすべて) 

【全体】  

全体では、「子どもの成長と発育に応じた性教育（64.9％）」が最も多く、「性や妊娠／予期せぬ

妊娠・出産・産後・不妊についての情報提供・相談体制の充実（53.0％）」、「喫煙や薬物など、男

女の健康への害についての情報提供・相談体制の充実（47.1％）」が続いています。（図表 11-1-1）  

  

【性別】  

性別にみると、女性は「性や妊娠／予期せぬ妊娠・出産・産後・不妊についての情報提供・相

談体制の充実（女性：58.2％、男性：47.7％）」、「更年期についての情報提供・相談体制の充実

（女性：39.4％、男性：29.9）」で男性をそれぞれ 10.5 ポイント、9.5 ポイント上回っています。 

（図表 11-1-1）  

  
図表 11-1-1 性や妊娠・出産に関して女性が決めるうえで必要なこと（全体、性別：複数回答）  
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4.8

63.4

47.7

49.2

40.6

29.9

26.8

3.8

13.4

5.9

0 20 40 60 80

子どもの成長と発育に応じた性教育

性や妊娠／予期せぬ妊娠・出産・産後・

不妊についての情報提供・相談体制の充実

喫煙や薬物など、男女の健康への害に

ついての情報提供・相談体制の充実

性感染症（カンジダ症 、クラミジア感染症

など）についての情報提供・相談体制の充実

更年期についての情報提供・相談体制の充実

「子どもの数や子どもを産むか産まないかな

どについて自分で決めること」という考え方

についての情報提供・相談体制の充実

その他

わからない

無回答

女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

64.9

53.0

47.1

41.3

35.0

29.5

3.1

11.4

5.6

0 20 40 60 80

子どもの成長と発育に応じた性教育

性や妊娠／予期せぬ妊娠・出産・産後・

不妊についての情報提供・相談体制の充実

喫煙や薬物など、男女の健康への害に

ついての情報提供・相談体制の充実

性感染症（カンジダ症 、クラミジア感染症

など）についての情報提供・相談体制の充実

更年期についての情報提供・相談体制の充実

「子どもの数や子どもを産むか産まないかな

どについて自分で決めること」という考え方

についての情報提供・相談体制の充実

その他

わからない

無回答 全体(N=1,117)

（％）
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【性・年代別】 

性・年代別にみると、女性は 10・20 歳代で「性や妊娠／予期せぬ妊娠・出産・産後・不妊につ

いての情報提供・相談体制の充実」、30 歳代で「子どもの成長と発育に応じた性教育」がそれぞれ

７割台、８割台と他の年代に比べて多くなっています。  

男性は10・20歳代と30歳代で「子どもの成長と発育に応じた性教育」が８割台と他の年代に比

べて多くなっています。（図表 11-1-2）  

  
図表 11-1-2 性や妊娠・出産に関して女性が決めるうえで必要なこと 

（性・年代別、上位４項目：複数回答） 

 

 

40.6

57.4

56.9

49.4

48.5

21.2

29.8

20.7

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

性感染症（カンジダ症 、

クラミジア感染症など）

についての情報提供・…

(％)

42.8

61.0

54.4

43.8

40.5

40.8

24.4

20.0

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

性感染症（カンジダ症 、

クラミジア感染症など）

についての情報提供・相

談体制の充実

(％)

49.2

53.2

49.0

58.0

61.4

30.6

47.6

34.5

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

喫煙や薬物など、男女の

健康への害についての情

報提供・相談体制の充実 (％)

45.8

47.6

52.2

50.9

41.3

52.0

33.3

34.3

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

喫煙や薬物など、男女の

健康への害についての情

報提供・相談体制の充実

(％)

47.7

55.3

54.9

63.0

64.4

34.1

28.6

17.2

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

性や妊娠／予期せぬ妊

娠・出産・産後・不妊に

ついての情報提供・相談

体制の充実

(％)

58.2

76.8

71.1

63.4

57.9

56.1

28.2

37.1

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

性や妊娠／予期せぬ妊

娠・出産・産後・不妊に

ついての情報提供・相談

体制の充実

(％)

63.4

80.9

80.4

72.8

73.3

50.6

48.8

24.1

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

子どもの成長と発育に応

じた性教育 (％)

67.0

73.2

81.1

77.7

61.1

66.3

44.9

54.3

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

子どもの成長と発育に応

じた性教育

(％)
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【性・未既婚別】  

性・未既婚別にみると、男女ともに既婚は「子どもの成長と発育に応じた性教育」が他に比べ

て多くなっています。女性の未婚は「性や妊娠／予期せぬ妊娠・出産・産後・不妊についての情

報提供・相談体制の充実」が、男性の未婚は「子どもの成長と発育に応じた性教育」が他に比べ

て多くなっています。（図表 11-1-3）  

  
図表 11-1-3 性や妊娠・出産に関して女性が決めるうえで必要なこと 

（性・未既婚別、上位４項目：複数回答）  

 

  

40.6

39.7

71.4

66.7

25.0

45.8

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の異性

のパートナーがいる（事実婚

を含む）(n=7)

結婚していないが同居の同性

のパートナーがいる(n=3)

結婚していたが、離別・死別

した(n=36)

結婚していない(n=120)

性感染症（カンジダ症 、クラミ

ジア感染症など）についての情

報提供・相談体制の充実
(％)

42.8

40.2

57.1

100.0

38.9

52.7

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の異性

のパートナーがいる（事実婚

を含む）(n=7)

結婚していないが同居の同性

のパートナーがいる(n=1)

結婚していたが、離別・死別

した(n=90)

結婚していない(n=131)

性感染症（カンジダ症 、クラミ

ジア感染症など）についての情

報提供・相談体制の充実

(％)

49.2

50.0

28.6

66.7

41.7

50.8

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の異性

のパートナーがいる（事実婚

を含む）(n=7)

結婚していないが同居の同性

のパートナーがいる(n=3)

結婚していたが、離別・死別

した(n=36)

結婚していない(n=120)

喫煙や薬物など、男女の健康へ

の害についての情報提供・相談

体制の充実 (％)

45.8

49.4

57.1

0.0

38.9

40.5

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の異性

のパートナーがいる（事実婚

を含む）(n=7)

結婚していないが同居の同性

のパートナーがいる(n=1)

結婚していたが、離別・死別

した(n=90)

結婚していない(n=131)

喫煙や薬物など、男女の健康へ

の害についての情報提供・相談

体制の充実

(％)

47.7

47.4

42.9

66.7

44.4

50.0

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の異性

のパートナーがいる（事実婚

を含む）(n=7)

結婚していないが同居の同性

のパートナーがいる(n=3)

結婚していたが、離別・死別

した(n=36)

結婚していない(n=120)

性や妊娠／予期せぬ妊娠・出

産・産後・不妊についての情報

提供・相談体制の充実
(％)

58.2

56.8

71.4

100.0

52.2

66.4

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の異性

のパートナーがいる（事実婚

を含む）(n=7)

結婚していないが同居の同性

のパートナーがいる(n=1)

結婚していたが、離別・死別

した(n=90)

結婚していない(n=131)

性や妊娠／予期せぬ妊娠・出

産・産後・不妊についての情報

提供・相談体制の充実

(％)

63.4

63.5

71.4

66.7

44.4

69.2

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=478)

結婚している(n=310)

結婚していないが同居の異性

のパートナーがいる（事実婚

を含む）(n=7)

結婚していないが同居の同性

のパートナーがいる(n=3)

結婚していたが、離別・死別

した(n=36)

結婚していない(n=120)

子どもの成長と発育に応じた性

教育
(％)

67.0

71.9

71.4

100.0

53.3

62.6

0 20 40 60 80 100

女性全体(n=622)

結婚している(n=391)

結婚していないが同居の異性

のパートナーがいる（事実婚

を含む）(n=7)

結婚していないが同居の同性

のパートナーがいる(n=1)

結婚していたが、離別・死別

した(n=90)

結婚していない(n=131)

子どもの成長と発育に応じた性

教育

(％)
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【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、すべての項目において平成 27 年調査より割合が増えています。 

（図表 11-1-4） 

 
図表 11-1-4 性や妊娠・出産に関して女性が決めるうえで必要なこと 

（全体、平成 27 年調査：複数回答） 

 
 
 ※平成27年調査では、「性や妊娠／予期せぬ妊娠・出産・産後・不妊についての情報提供・相談体制の充実」は「性や

妊娠・出産についての情報提供・相談体制の充実」でたずねている。 

  

64.9

53.0

47.1

41.3

35.0

29.5

3.1

11.4

5.6

52.1

42.4

44.7

34.1

33.6

22.2

1.6

12.8

8.9

0 20 40 60 80

子どもの成長と発育に応じた性教育

性や妊娠／予期せぬ妊娠・出産・産後・

不妊についての情報提供・相談体制の充実

喫煙や薬物など、男女の健康への害に

ついての情報提供・相談体制の充実

性感染症（カンジダ症 、クラミジア感染症

など）についての情報提供・相談体制の充実

更年期についての情報提供・相談体制の充実

「子どもの数や子どもを産むか産まないかな

どについて自分で決めること」という考え方

についての情報提供・相談体制の充実

その他

わからない

無回答
令和２年(N=1,117)

平成27年(N=1,161)

（％）
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12 学校教育  

（１）男女平等社会実現のために、学校教育の場で力を入れるべきこと  

問 23 あなたは男女平等の社会を実現するためには、学校教育の場では特にどのような

ことに力を入れればよいと思いますか。（○はあてはまるものすべて）  

【全体】  

全体では、「男女の別なく、個性や能力を活かせる指導の充実（65.5％）」が最も多く、「人間と

しての尊厳、平等を尊重することに力点を置いた指導（56.0％）」、「日常の学校生活の中での男女

平等の実践（53.1％）」、「男女平等の意識を育てるための授業を工夫して実施（39.7％）」「セクシ

ュアル・ハラスメントやドメスティック・バイオレンスについての学習（39.7％）」が続いていま

す。（図表 12-1-1）  

  

【性別】  

性別にみると、男女ともに「男女の別なく、個性や能力を活かせる指導の充実（女性：70.3％、

男性：60.3％）」が最も多く、「人間としての尊厳、平等を尊重することに力点を置いた指導（女

性：55.6％、男性：57.1％）」、「日常の学校生活の中での男女平等の実践（女性：50.6％、男性：

56.3％）」が続いています。（図表 12-1-1）  

  
図表 12-1-1 男女平等社会実現のために、学校教育の場で力を入れるべきこと 

（全体、性別：複数回答）  
 

 

70.3

55.6

50.6

36.7

38.9

40.8

31.8

17.7

15.0

2.4

2.7

5.0

2.7

60.3

57.1

56.3

43.7

41.0

36.2

37.2

19.9

19.2

4.4

2.5

5.2

1.5

0 20 40 60 80

男女の別なく、個性や能力

を活かせる指導の充実

人間としての尊厳、平等を尊重

することに力点を置いた指導

日常の学校生活の中での男女平等の実践

男女平等の意識を育てる

ための授業を工夫して実施

セクシュアル・ハラスメントやドメス

ティック・バイオレンスについての学習

自分および異性の性を尊重

する意味での性教育の充実

教職員への男女平等研修の充実

学校から家庭や地域に向けた

男女平等に関する情報発信

男女平等に関する副教材を活用した指導

その他

特にない

わからない

無回答
女性(n=622)
男性(n=478)

（％）

65.5

56.0

53.1

39.7

39.7

38.5

34.0

18.4

16.7

3.3

2.7

5.0

2.5

0 20 40 60 80

男女の別なく、個性や能力

を活かせる指導の充実

人間としての尊厳、平等を尊重

することに力点を置いた指導

日常の学校生活の中での男女平等の実践

男女平等の意識を育てる

ための授業を工夫して実施

セクシュアル・ハラスメントやドメス

ティック・バイオレンスについての学習

自分および異性の性を尊重

する意味での性教育の充実

教職員への男女平等研修の充実

学校から家庭や地域に向けた

男女平等に関する情報発信

男女平等に関する副教材を活用した指導

その他

特にない

わからない

無回答 全体(N=1,117)

（％）
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は 30 歳代で「男女の別なく、個性や能力を活かせる指導の充実

（80.0％）」が他の年代に比べて多くなっています。（図表 12-1-2）  

 男性は 50 歳代で「男女平等の意識を育てるための授業を工夫して実施（58.4％）」が他の年代

に比べて多くなっています。 

 
図表 12-1-2 男女平等社会実現のために、学校教育の場で力を入れるべきこと 

（性・年代別、上位４項目：複数回答）  
 

 

43.7

42.6

41.2

45.7

58.4

36.5

38.1

31.0

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

男女平等の意識を育てる

ための授業を工夫して実

施 (％)

36.7

43.9

48.9

36.6

34.1

33.7

25.6

31.4

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

男女平等の意識を育てる

ための授業を工夫して実

施

(％)

56.3

53.2

51.0

61.7

59.4

55.3

56.0

48.3

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

日常の学校生活の中での

男女平等の実践 (％)

50.6

51.2

58.9

50.0

50.8

51.0

43.6

45.7

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

日常の学校生活の中での

男女平等の実践

(％)

57.1

48.9

43.1

65.4

61.4

56.5

63.1

41.4

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

人間としての尊厳、平等

を尊重することに力点を

置いた指導
(％)

55.6

52.4

61.1

52.7

55.6

59.2

52.6

54.3

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

人間としての尊厳、平等

を尊重することに力点を

置いた指導

(％)

60.3

55.3

54.9

61.7

64.4

57.6

65.5

51.7

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

男女の別なく、個性や能

力を活かせる指導の充実
(％)

70.3

63.4

80.0

72.3

71.4

77.6

60.3

51.4

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

男女の別なく、個性や能

力を活かせる指導の充実

(％)
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【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、すべての項目において平成 27 年調査よりも増えています。 

（図表 12-1-3） 

 
図表 12-1-3 男女平等社会実現のために、学校教育の場で力を入れるべきこと 

（全体、平成 27 年調査：複数回答） 

 
 

 

  

65.5

56.0

53.1

39.7

39.7

38.5

34.0

18.4

16.7

3.3

2.7

5.0

2.5

56.2

49.5

41.9

31.1

28.2

26.4

24.1

12.5

9.4

2.8

2.2

7.8

10.2

0 20 40 60 80

男女の別なく、個性や能力

を活かせる指導の充実

人間としての尊厳、平等を尊重

することに力点を置いた指導

日常の学校生活の中での男女平等の実践

男女平等の意識を育てる

ための授業を工夫して実施

セクシュアル・ハラスメントやドメス

ティック・バイオレンスについての学習

自分および異性の性を尊重

する意味での性教育の充実

教職員への男女平等研修の充実

学校から家庭や地域に向けた

男女平等に関する情報発信

男女平等に関する副教材を活用した指導

その他

特にない

わからない

無回答

令和２年(N=1,117)

平成27年(N=1,161)

（％）
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13 女性の社会参画  

（１）区議会議員等に占める女性議員数の評価 

問 24 葛飾区では、区の施策に女性の意見が十分に反映されるよう、審議会などの施

策・方針決定過程への女性の参画を推進しております。そのため、「葛飾区男女

平等推進計画（第５次）」（平成 29 年度～令和３年度）の計画期間中に審議会な

どへの女性の参画率を、令和３年度末に 32％以上とすることを目標としていま

す。現在、区議会議員の中に占める女性議員の数は 38 人中 11 人（28.9％）、審

議会などの女性委員は 966 人中 280 人（29.0％）となっています。あなたは、こ

の状況をどのように思いますか。（○は１つだけ）  

【全体】  

全体では、「もう少し女性が増えたほうがよい（33.2％）」が最も多く、「男女半々くらいまで増

えたほうがよい（31.8％）」が続いています。  

「もう少し女性が増えたほうがよい」と「男女半々くらいまで増えたほうがよい」と「男性を

上回るほど女性が増えたほうがよい」をあわせた《増加肯定》は、67.3％となっています。 

（図表 13-1-1）  

  

【性別】  

性別にみると、女性は「男女半々くらいまで増えたほうがよい（女性：34.4％、男性：27.8％）」

で男性を 6.6 ポイント、「もう少し女性が増えたほうがよい（女性：34.6％、男性：32.0％）」で

男性を 2.6 ポイント上回っています。 

男性は「今のままでよい（女性：8.4％、男性：13.0％）」で女性を 4.6 ポイント上回っていま

す。  

《増加肯定》は女性（71.6％）が男性（61.9％）を 9.7 ポイント上回っています。（図表 13-1-

1） 

図表 13-1-1 区議会議員等に占める女性議員数の評価（全体、性別）  

 

10.3

8.4

13.0

33.2

34.6

32.0

31.8

34.4

27.8

2.3

2.6

2.1

5.0

2.4

8.6

14.3

15.0

13.8

3.0

2.7

2.7

全体(N=1,117)

女性(n=622)

男性(n=478)

（％）今のままでよい 無回答

もう少し女性が

増えたほうがよい 男女半々くらいまで

増えたほうがよい

男性を上回るほど、

女性が増えたほうがよい

その他

わからない

増加肯定
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、《増加肯定》は、女性の 30 歳代（71.2％）、40 歳代（75.9％）、60 歳代

（77.6％）、男性の 60歳代（70.6％）で７割を超えています。（図表 13-1-2）  

  
図表 13-1-2 区議会議員等に占める女性議員数の評価（性・年代別）  

 

8.4

14.6

8.9

5.4

11.1

3.1

2.6

20.0

13.0

23.4

13.7

8.6

16.8

8.2

10.7

13.8

34.6

31.7

27.8

32.1

30.2

42.9

39.7

45.7

32.0

12.8

27.5

30.9

38.6

29.4

40.5

34.5

34.4

37.8

37.8

42.0

35.7

30.6

26.9

17.1

27.8

17.0

25.5

33.3

29.7

36.5

22.6

17.2

2.6

0.0

5.6

1.8

2.4

4.1

2.6

0.0

2.1

2.1

0.0

0.0

1.0

4.7

3.6

3.4

2.4

0.0

2.2

5.4

3.2

3.1

0.0

0.0

8.6

14.9

13.7

13.6

6.9

2.4

6.0

6.9

15.0

13.4

17.8

13.4

15.1

14.3

16.7

14.3

13.8

29.8

19.6

13.6

5.9

14.1

10.7

13.8

2.7

2.4

0.0

0.0

2.4

2.0

11.5

2.9

2.7

0.0

0.0

0.0

1.0

4.7

6.0

10.3

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

今のままでよい 無回答

もう少し女性が

増えたほうがよい
男女半々くらいまで

増えたほうがよい

男性を上回るほど、

女性が増えたほうがよい

その他

わからない

増加肯定
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【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、女性は「今のままでよい」と「もう少し女性が増えたほうがよい」

が減っていますが「男女半々くらいまで増えたほうがよい」と「男性を上回るほど、女性が増え

たほうがよい」が増加しています。 

男性は「今のままでよい」がやや増加していますが、「男女半々くらいまで増えたほうがよい」

も増加しています。 

《増加肯定》をみると、女性は平成27年調査の 61.7％から 71.6％で 9.9ポイント、男性は平成

27 年調査の 58.6％から 61.9％で 3.3 ポイント増えています。（図表 13-1-3） 

 
図表 13-1-3 区議会議員等に占める女性議員数の評価（全体、性別、平成 27 年調査） 

 
 

 

  

10.3

9.8

8.4

8.6

13.0

11.5

33.2

34.4

34.6

36.2

32.0

32.4

31.8

24.3

34.4

24.0

27.8

24.1

2.3

1.7

2.6

1.5

2.1

2.1

5.0

5.9

2.4

5.1

8.6

7.0

14.3

15.3

15.0

16.6

13.8

13.8

3.0

8.6

2.7

7.9

2.7

9.1

令和２年

(N=1,117)

平成27年

(N=1,161)

令和２年

(n=622)

平成27年

(n=649)

令和２年

(n=478)

平成27年

(n=485)

（％）

全体

女性

男性

今のままでよい 無回答

もう少し女性が

増えたほうがよい
男女半々くらいまで

増えたほうがよい

男性を上回るほど、

女性が増えたほうがよい

その他

わからない

増加肯定
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（２）政策や方針決定過程への女性参画を妨げている要因  

問 25 あなたは議員や審議会委員など政策や方針を決定する過程への女性の参画を妨げ

ているのは、どのようなことだと思いますか。（○はあてはまるものすべて） 

【全体】  

全体では、「男性優位の組織運営に問題があるから（44.3％）」が最も多く、「女性の参画を進め

ようと意識している人が少ないから（40.1％）」、「家庭、職場、地域における性別による役割分担

や性差別の意識があるから（29.3％）」、「女性の能力開発の機会が十分でないから（23.2％）」、

「女性側の積極性が足りない（責任ある地位に就きたがらない）から（21.8％）」が続いています。

（図表 13-2-1）  

  

【性別】  

女性は「政党が積極的に女性が参加できるような方針を立ててないから（女性：23.6％、男

性：17.6％）」、「家族の理解がない・賛成を得られないから（女性：19.6％、男性：14.0％）」が

それぞれ男性を 6 ポイント、5.6 ポイント上回っています。 

男性は「男性優位の組織運営に問題があるから（女性：43.9％、男性：44.8％）」が女性を上回

っています。（図表 13-2-1）  

  
図表 13-2-1 政策や方針決定過程への女性参画を妨げている要因（全体、性別：複数回答）  

 

 

43.9

41.2

30.9

24.6

23.0

23.6

18.6

19.6

9.5

2.7

17.2

2.1

44.8

38.9

27.0

21.3

20.3

17.6

15.5

14.0

12.8

5.2

16.1

2.1

0 20 40 60

男性優位の組織運営に問題があるから

女性の参画を進めようと

意識している人が少ないから

家庭、職場、地域における性別による

役割分担や性差別の意識があるから

女性の能力開発の機会が十分でないから

女性側の積極性が足りない（責任

ある地位に就きたがらない）から

政党が積極的に女性が参加できる

ような方針を立ててないから

指導力のある女性が少ないから

家族の理解がない・賛成を得られないから

金銭的な余裕がないから

その他

わからない

無回答
女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

44.3

40.1

29.3

23.2

21.8

21.1

17.3

17.2

10.9

3.8

16.5

2.4

0 20 40 60

男性優位の組織運営に問題があるから

女性の参画を進めようと

意識している人が少ないから

家庭、職場、地域における性別による

役割分担や性差別の意識があるから

女性の能力開発の機会が十分でないから

女性側の積極性が足りない（責任

ある地位に就きたがらない）から

政党が積極的に女性が参加できる

ような方針を立ててないから

指導力のある女性が少ないから

家族の理解がない・賛成を得られないから

金銭的な余裕がないから

その他

わからない

無回答 全体(N=1,117)

（％）
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は 10・20 歳代から 30 歳代で「男性優位の組織運営に問題があるか

ら」が５割を超えており、特に30歳代は52.2％と多くなっています。また、30歳代は「家庭、職

場、地域における性別による役割分担や性差別の意識があるから」が 48.9％と５割に近くなって

おり、60 歳代では「女性の参画を進めようと意識している人が少ないから」が他の年代に比べて

多くなっています。 

男性は40歳代と60歳代で「男性優位の組織運営に問題があるから」が５割台となっています。 

  
図表 13-2-2 政策や方針決定過程への女性参画を妨げている要因 

（性・年代別、上位８項目：複数回答） 

 

14.0

4.3

15.7

23.5

22.8

9.4

6.0

6.9

0 20 40 60

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

家族の理解がない・賛成を得

られないから

(％)

19.6

20.7

24.4

22.3

20.6

17.3

11.5

17.1

0 20 40 60

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

家族の理解がない・賛成を得

られないから

(％)

15.5

17.0

13.7

16.0

15.8

14.1

17.9

10.3

0 20 40 60

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

指導力のある女性が少ないか

ら

(％)

18.6

12.2

16.7

16.1

17.5

18.4

25.6

37.1

0 20 40 60

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

指導力のある女性が少ないか

ら

(％)

17.6

14.9

23.5

18.5

12.9

22.4

17.9

10.3

0 20 40 60

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

政党が積極的に女性が参加で

きるような方針を立ててない

から

(％)

23.6

29.3

23.3

25.0

20.6

25.5

16.7

25.7

0 20 40 60

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

政党が積極的に女性が参加で

きるような方針を立ててない

から

(％)

20.3

27.7

19.6

23.5

19.8

14.1

20.2

20.7

0 20 40 60

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

女性側の積極性が足りない

（責任ある地位に就きたがら

ない）から

(％)

23.0

14.6

23.3

17.9

30.2

26.5

19.2

28.6

0 20 40 60

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

女性側の積極性が足りない

（責任ある地位に就きたがら

ない）から

(％)

21.3

19.1

17.6

18.5

23.8

22.4

27.4

10.3

0 20 40 60

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

女性の能力開発の機会が十分

でないから
(％)

24.6

19.5

22.2

25.9

23.8

29.6

25.6

25.7

0 20 40 60

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

女性の能力開発の機会が十分

でないから

(％)

27.0

29.8

21.6

28.4

32.7

27.1

20.2

27.6

0 20 40 60

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

家庭、職場、地域における性

別による役割分担や性差別の

意識があるから
(％)

30.9

39.0

48.9

29.5

35.7

20.4

11.5

25.7

0 20 40 60

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

家庭、職場、地域における性

別による役割分担や性差別の

意識があるから

(％)

38.9

36.2

39.2

33.3

40.6

37.6

44.0

41.4

0 20 40 60

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

女性の参画を進めようと意識

している人が少ないから

(％)
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(％)
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男性優位の組織運営に問題が

あるから

(％)
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男性優位の組織運営に問題が

あるから

(％)
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【平成 27 年調査との比較】 

平成27年調査と比較すると、令和２年調査、平成27年調査ともに「男性優位の組織運営に問題

があるから」が最も多くなっています。また、「女性の参画を進めようと意識している人が少ない

から（令和２年調査：40.1％、平成 27 年調査：25.7％）」は 14.4 ポイント増えています。（図表

13-2-3） 

 
図表 13-2-3 政策や方針決定過程への女性参画を妨げている要因（全体、平成 27 年調査：複数回答） 

 
※平成27年調査では、「女性側の積極性が足りない（責任ある地位に就きたがらない）から」は「女性側の積極性が

足りないから」、「家族の理解がない・賛成を得られないから」は「家族の支援・協力が得られないから」でたずね

ている。 

※令和２年調査には、「女性自身が責任ある地位に就きたがらないから」、「女性では相手に軽く見られるから」、「女

性では、男性がついてこないから」、「女性は組織活動の経験が少ないから」、「男性で行っていくのが社会慣行だか

ら」、「女性では、女性がついてこないから」はなし。 

※平成27年調査には、「政党が積極的に女性が参加できるような方針を立ててないから」、「金銭的な余裕がないから」

はなし。 
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25.7

26.4

17.7

16.8
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2.8

2.7

16.1

9.7
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男性優位の組織運営に問題があるから

女性の参画を進めようと

意識している人が少ないから

家庭、職場、地域における性別による

役割分担や性差別の意識があるから

女性の能力開発の機会が十分でないから

女性側の積極性が足りない（責任

ある地位に就きたがらない）から

女性自身が責任ある地位に就きたがらないから

政党が積極的に女性が参加できる

ような方針を立ててないから

指導力のある女性が少ないから

女性では相手に軽く見られるから

家族の理解がない・賛成を得られないから

女性では、男性がついてこないから

女性は組織活動の経験が少ないから

男性で行っていくのが社会慣行だから

金銭的な余裕がないから

女性では、女性がついてこないから

その他

わからない

無回答

令和２年(N=1,117)

平成27年(N=1,161)

（％）
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（３）政治や行政への女性の参画推進に必要なこと  

問 26 あなたは政治や行政において企画や方針決定の過程で女性の参画を進めていくた

めには、どうしたらよいと思いますか。（○はあてはまるものすべて）  

【全体】  

全体では、「区が女性職員の採用・登用・教育訓練などに目標を設けたり、女性職員の管理・監

督者昇任を促す計画を作成する（46.9％）」が最も多く、「政党が選挙の候補者に一定の割合で女

性を含めるようにする（27.9％）」、「政治や行政について、男女の意識を変えるためのセミナーな

どを積極的に開催する（26.6％）」で続いています。（図表 13-3-1）  

  

【性別】  

性別にみても、全体と同様の結果となっています。（図表 13-3-1）  

  
図表 13-3-1 政治や行政への女性の参画推進に必要なこと（全体、性別：複数回答）  

 

 

46.9

28.3

26.8

17.4

3.9

26.4

3.2

46.4

27.2

26.8

18.0

8.2

20.5

2.1

0 20 40 60

区が女性職員の採用・登用・教育訓練など

に目標を設けたり、女性職員の管理・監督

者昇任を促す計画を作成する

政党が選挙の候補者に一定の

割合で女性を含めるようにする

政治や行政について、男女の意識を変える

ためのセミナーなどを積極的に開催する

審議会や委員会などの委員

に女性を優先的に任命する

その他

わからない

無回答
女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

46.9

27.9

26.6

17.7

5.6

23.7

3.0

0 20 40 60

区が女性職員の採用・登用・教育訓練など

に目標を設けたり、女性職員の管理・監督

者昇任を促す計画を作成する

政党が選挙の候補者に一定の

割合で女性を含めるようにする

政治や行政について、男女の意識を変える

ためのセミナーなどを積極的に開催する

審議会や委員会などの委員

に女性を優先的に任命する

その他

わからない

無回答
全体(N=1,117)

（％）
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性の 10・20 歳代、30 歳代、60 歳代、男性の 60 歳代は「区が女性職員

の採用・登用・教育訓練などに目標を設けたり、女性職員の管理・監督者昇任を促す計画を作成

する」が５割台と多くなっています。また、男性の 50 歳代は「政治や行政について、女性の意識

を高めるためのセミナーなどを積極的に開催する」が 40.6％で他の年代に比べて多くなっていま

す。（図表 13-3-2）  

  
図表 13-3-2 政治や行政への女性の参画推進に必要なこと（性・年代別、上位４項目：複数回答）  
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12.9
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審議会や委員会などの委員に
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(％)
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女性を優先的に任命する

(％)
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意識を変えるためのセミナー

などを積極的に開催する

(％)
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(％)

27.2

19.1

27.5

27.2

29.7

31.8

29.8

10.3

0 20 40 60

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)
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る

(％)
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53.7

53.3

41.1

49.2
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39.7

25.7
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女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)
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区が女性職員の採用・登用・

教育訓練などに目標を設けた

り、女性職員の管理・監督者

昇任を促す計画を作成する

(％)
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【平成 27 年調査との比較】 

平成27年調査と比較すると、平成27年調査では回答を１つ選ぶのに対し、令和２年調査では該

当するものすべてを選ぶ設問となっているため、パーセンテージの比較による分析はできません

が、令和２年調査、平成 27 年調査ともに「区が女性職員の採用・登用・教育訓練などに目標を設

けたり、女性職員の管理・監督者昇任を促す計画を作成する」が最も多くなっています。 

（図表 13-3-3） 

 
図表 13-3-3 政治や行政への女性の参画推進に必要なこと（全体、平成 27 年調査）  

 
 

 

  

46.9

27.9

26.6

17.7

5.6

23.7

3.0

21.9

7.8

13.8

4.7

3.4

24.1

24.2
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区が女性職員の採用・登用・教育訓練など

に目標を設けたり、女性職員の管理・監督

者昇任を促す計画を作成する

政党が選挙の候補者に一定の

割合で女性を含めるようにする

政治や行政について、男女の意識を変える

ためのセミナーなどを積極的に開催する

審議会や委員会などの委員

に女性を優先的に任命する

その他

わからない

無回答

令和２年(N=1,117)

平成27年(N=1,161)

（％）
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14 防災  

（１）地域の防災活動や災害時における生活環境の確保に必要なこと  

問 27 東日本大震災の発生以降、日頃の防災活動や災害発生時の避難所生活において、

多様な人々の視点に基づく運営が必要だと言われるようになりました。あなた

は、地域の防災活動や災害時における人々の生活環境の確保に、どのようなこと

が必要だと思いますか。（○はあてはまるものすべて）  

【全体】  

全体では、「性別に応じてプライバシー（更衣、授乳、トイレ、就寝スペースなど）を確保する

ような避難所運営を行うこと（74.8％）」、「災害時要配慮者（高齢者、障害者、乳幼児など）をは

じめ、さまざまな状態の人の視点を取り入れた避難所運営を行うこと（70.4％）」が７割台となっ

ています。（図表 14-1-1）  

  

【性別】  
性別にみると、女性は「性別に応じてプライバシー（更衣、授乳、トイレ、就寝スペースなど）

を確保するような避難所運営を行うこと（女性：78.1％、男性：71.1％）」、「災害時要配慮者（高

齢者、障害者、乳幼児など）をはじめ、さまざまな状態の人の視点を取り入れた避難所運営を行

うこと（女性：74.9％、男性：65.5％）」などで男性を上回っています。（図表 14-1-1）  

  
図表 14-1-1 地域の防災活動や災害時における生活環境の確保に必要なこと 

（全体、性別：複数回答） 

 
 

78.1

74.9

53.1

45.3

38.6

34.9

23.8

21.2

1.3

3.2

2.3
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65.5

45.8

43.7

39.1

42.3

26.8

22.0

3.1

3.8

3.1
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性別に応じてプライバシー（更衣、授乳、トイレ、就寝

スペースなど）を確保するような避難所運営を行うこと

災害時要配慮者（高齢者、障害者、乳幼児

など）をはじめ、さまざまな状態の人の

視点を取り入れた避難所運営を行うこと

食事作りや、清掃、子ども・高齢者のケアなどの担い

手が、片方の性に偏らないようにするなど、一定の

人々への過度な負担が発生しないようにすること

行政が作成する地域防災計画や各種災害

対応マニュアルに、男女双方の視点や、

さまざまな立場の人の視点を反映すること

消防職員、消防団員、警察官、自衛官などに

ついて、防災現場に女性の視点が活かせる

よう、女性職員の採用・登用を進めること

自治会や町内会、ボランティア仲間など、日頃の地域の

ネットワークを活用した防災活動や避難所運営を行うこと

委員会や会議など防災分野の政策・方針決定過程へ、

より多くの女性が参画できるようにすること

災害発生時に備え、日頃の地域活動や、行政の

防災に関する講座・イベントの中で、災害時に

指導的役割を担う女性リーダーの育成を行うこと

その他

わからない

無回答 女性(n=622)
男性(n=478)

（％）
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性別に応じてプライバシー（更衣、授乳、トイレ、就寝

スペースなど）を確保するような避難所運営を行うこと

災害時要配慮者（高齢者、障害者、乳幼児

など）をはじめ、さまざまな状態の人の

視点を取り入れた避難所運営を行うこと

食事作りや、清掃、子ども・高齢者のケアなどの担い

手が、片方の性に偏らないようにするなど、一定の

人々への過度な負担が発生しないようにすること

行政が作成する地域防災計画や各種災害

対応マニュアルに、男女双方の視点や、

さまざまな立場の人の視点を反映すること

消防職員、消防団員、警察官、自衛官などに

ついて、防災現場に女性の視点が活かせる

よう、女性職員の採用・登用を進めること

自治会や町内会、ボランティア仲間など、日頃の地域の

ネットワークを活用した防災活動や避難所運営を行うこと

委員会や会議など防災分野の政策・方針決定過程へ、

より多くの女性が参画できるようにすること

災害発生時に備え、日頃の地域活動や、行政の

防災に関する講座・イベントの中で、災害時に

指導的役割を担う女性リーダーの育成を行うこと

その他

わからない

無回答 全体(N=1,117)

（％）
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【性・年代別】 

性・年代別にみると、女性の10・20歳代から70歳代は「性別に応じてプライバシー（更衣、授

乳、トイレ、就寝スペースなど）を確保するような避難所運営を行うこと」が７割を超えており、

特に30歳代は88.9％と多くなっています。また、30歳代は「災害時要配慮者（高齢者、障害者、

乳幼児など）をはじめ、さまざまな状態の人の視点を取り入れた避難所運営を行うこと」も８割

を超えています。  

男性は10・20歳代から50歳代で「性別に応じてプライバシー（更衣、授乳、トイレ、就寝スペ

ースなど）を確保するような避難所運営を行うこと」が７割を超えており、特に 50 歳代は 82.2％

と多くなっています。（図表 14-1-2）  

  
図表 14-1-2 地域の防災活動や災害時における生活環境の確保に必要なこと 

（性・年代別、上位４項目：複数回答）  
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10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

行政が作成する地域防災計画

や各種災害対応マニュアル

に、男女双方の視点や、さま

ざまな立場の人の視点を反映

すること

(％)

45.8

51.1

39.2

50.6

56.4

45.9

36.9

24.1

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

食事作りや、清掃、子ども・

高齢者のケアなどの担い手

が、片方の性に偏らないよう

にするなど、一定の人々へ…(％)

53.1

62.2

60.0

54.5

50.0

46.9

47.4

51.4

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

食事作りや、清掃、子ども・高

齢者のケアなどの担い手が、片

方の性に偏らないようにするな

ど、一定の人々への過度な負担

が発生しないようにすること

(％)

65.5

59.6

66.7

72.8

70.3

68.2

58.3

48.3

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

災害時要配慮者（高齢者、障

害者、乳幼児など）をはじ

め、さまざまな状態の人の視

点を取り入れた避難所運営…(％)

74.9

74.4

81.1

71.4

77.8

78.6

71.8

57.1

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

災害時要配慮者（高齢者、障

害者、乳幼児など）をはじ

め、さまざまな状態の人の視

点を取り入れた避難所運営を

行うこと

(％)

71.1

74.5

78.4

76.5

82.2

57.6

69.0

44.8

0 50 100

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

性別に応じてプライバシー

（更衣、授乳、トイレ、就寝

スペースなど）を確保するよ

うな避難所運営を行うこと(％)

78.1

82.9

88.9

79.5

76.2

76.5

71.8

60.0

0 50 100

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

性別に応じてプライバシー

（更衣、授乳、トイレ、就寝

スペースなど）を確保するよ

うな避難所運営を行うこと

(％)
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【平成 27 年調査との比較】 

平成27年調査と比較すると、令和２年調査、平成27年調査ともに「性別に応じてプライバシー

（更衣、授乳、トイレ、就寝スペーズなど）を確保するような避難所運営を行うこと」が最も多

くなっています。 

また、その他の項目についても平成 27 年調査より割合が増えています。（図表 14-1-3） 

 
図表 14-1-3 地域の防災活動や災害時における生活環境の確保に必要なこと 

（全体、平成 27 年調査：複数回答）  

 
  

74.8

70.4

50.0

44.6

38.9

37.8

25.0

21.5

2.2

3.4

3.0

64.3

61.4

41.1

39.3

36.7

37.6

19.1

19.1

1.5

5.1

7.7

0 20 40 60 80

性別に応じてプライバシー（更衣、授乳、トイレ、就寝

スペースなど）を確保するような避難所運営を行うこと

災害時要配慮者（高齢者、障害者、乳幼児

など）をはじめ、さまざまな状態の人の

視点を取り入れた避難所運営を行うこと

食事作りや、清掃、子ども・高齢者のケアなどの担い

手が、片方の性に偏らないようにするなど、一定の

人々への過度な負担が発生しないようにすること

行政が作成する地域防災計画や各種災害

対応マニュアルに、男女双方の視点や、

さまざまな立場の人の視点を反映すること

消防職員、消防団員、警察官、自衛官などに

ついて、防災現場に女性の視点が活かせる

よう、女性職員の採用・登用を進めること

自治会や町内会、ボランティア仲間など、日頃の地域の

ネットワークを活用した防災活動や避難所運営を行うこと

委員会や会議など防災分野の政策・方針決定過程へ、

より多くの女性が参画できるようにすること

災害発生時に備え、日頃の地域活動や、行政の

防災に関する講座・イベントの中で、災害時に

指導的役割を担う女性リーダーの育成を行うこと

その他

わからない

無回答

令和２年(N=1,117)

平成27年(N=1,161)

（％）
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15 施策や制度など  

（１）葛飾区男女平等推進センター（ウィメンズパル）の認知状況  

問 28 「葛飾区男女平等推進センター（ウィメンズパル）」は、誰もが自分らしく生き

ていける男女平等社会の実現を目指す、学びと交流の場です。あなたは、葛飾区

男女平等推進センター（ウィメンズパル）を知っていますか。（○は１つだけ） 

【全体】  

全体では、「知っている」が 42.3％、「知らない」が 53.4％となっています。（図表 15-1-1）  

  

【性別】  

性別にみると、女性は「知っている（48.7％）」が「知らない（47.3％）」よりも多くなってい

ます。 

男性は「知らない（62.6％）」が「知っている（33.9％）」よりも多くなっています。（図表 15-

1-1）  

  
図表 15-1-1 葛飾区男女平等推進センター（ウィメンズパル）の認知状況（全体、性別）  

 

42.3

48.7

33.9

53.4

47.3

62.6

4.3

4.0

3.6

全体(N=1,117)

女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

知っている 無回答知らない
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【性・年代別】 

性・年代別にみると、女性は 40 歳代から 60 歳代で「知っている」が５割を超え、特に 50 歳代

は 63.5％と多くなっています。 

男性は 50歳代で「知っている」が 46.6％と多くなっています。（図表 15-1-2）  

  
図表 15-1-2 葛飾区男女平等推進センター（ウィメンズパル）の認知状況（性・年代別） 

 
 

 

【平成 27 年調査との比較】 

 

平成27年調査と比較すると、「知っている」は全体（42.3％）では0.9ポイント減っています。

性別にみると、女性（48.7％）は1.1ポイント減り、男性（33.9％）も0.1ポイント減っていま 

す。（図表 15-1-3） 

 
図表 15-1-3 葛飾区男女平等推進センター（ウィメンズパル）の認知状況 

（全体、性別、平成 27 年調査） 

 
   
 

  

48.7

23.2

42.2

54.5

63.5

58.2

48.7

25.7

47.3

76.8

54.4

43.8

34.1

39.8

43.6

48.6

4.0

0.0

3.3

1.8

2.4

2.0

7.7

25.7

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

（％）

無回答知っている 知らない

33.9

10.6

21.6

39.5

46.5

34.1

32.1

37.9

62.6

89.4

76.5

60.5

53.5

62.4

57.1

48.3

3.6

0.0

2.0

0.0

0.0

3.5

10.7

13.8

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

（％）

無回答知っている 初らない

42.3

43.2

48.7

49.8

33.9

34.0

53.4

47.5

47.3

41.6

62.6

56.3

4.3

9.2

4.0

8.6

3.6

9.7

令和２年

(N=1,117)

平成27年

(N=1,161)

令和２年

(n=622)

平成27年

(n=649)

令和２年

(n=478)

平成27年

(n=485)

（％）

全体

女性

男性

知っている 無回答知らない
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（２）葛飾区男女平等推進センター事業の参加・利用意向  

問 29 葛飾区男女平等推進センターにおいて、あなたが参加または利用してみたいもの

はどれですか。（○はあてはまるものすべて）  

【全体】  

全体では、「相談事業（法律相談、悩みごと相談、女性に対する暴力相談）（12.2％）」が最も多

く、「学習・交流のための会議室や学習室（10.8％）」、「平日の夜間や土日に開催される男女平等

に関する講座・講演会（9.7％）」、「男女平等に関する図書資料室（図書や雑誌などの閲覧・利用）

（9.5％）」が続いています。（図表 15-2-1）  

  

【性別】  

女性は「相談事業（法律相談、悩みごと相談、女性に対する暴力相談）（女性：12.9％、男性：

11.1％）」が最も多く、男性を 1.8 ポイント上回っています。 

男性は「平日の夜間や土日に開催される男女平等に関する講座・講演会（女性：8.7％、男性：

11.1％）」が最も多く、女性を 2.4 ポイント上回っています。（図表 15-2-1）  

  
図表 15-2-1 葛飾区男女平等推進センター事業の参加・利用意向（全体、性別：複数回答）  

 

12.9

11.3

8.7

9.5

8.5

7.4

4.3

1.3

56.6

3.9

11.1

10.7

11.1

9.8

9.0

5.4

5.2

0.6

59.4

4.4

0 20 40 60

相談事業（法律相談、悩みごと

相談、女性に対する暴力相談 ）

学習・交流のための会議室や学習室

平日の夜間や土日に開催される

男女平等に関する講座・講演会

男女平等に関する図書資料室

（図書や雑誌などの閲覧・利用 ）

パルフェスタ（センターまつり）、

啓発誌の発行などの啓発事業

平日の日中に開催される男女

平等に関する講座・講演会

登録団体・グループの自主活動

その他

特にない

無回答
女性(n=622)

男性(n=478)

（％）

12.2

10.8

9.7

9.5

8.8

6.6

4.9

1.1

57.3

4.5

0 20 40 60

相談事業（法律相談、悩みごと

相談、女性に対する暴力相談 ）

学習・交流のための会議室や学習室

平日の夜間や土日に開催される

男女平等に関する講座・講演会

男女平等に関する図書資料室

（図書や雑誌などの閲覧・利用 ）

パルフェスタ（センターまつり）、

啓発誌の発行などの啓発事業

平日の日中に開催される男女

平等に関する講座・講演会

登録団体・グループの自主活動

その他

特にない

無回答 全体(N=1,117)

（％）
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【性・年代別】 

性・年代別にみると、女性は 50 歳代で「平日の夜間や土日に開催される男女平等に関する講

座・講演会」が 16.7％と他の年代に比べて多くなっています。 

男性は 50 歳代で「相談事業（法律相談、悩みごと相談、女性に対する暴力相談）」が 17.8％と

他の年代に比べて多くなっています。（図表 15-2-2）  

  
図表 15-2-2 葛飾区男女平等推進センター事業の参加・利用意向 

（性・年代別、上位４項目：複数回答） 

 

 
  

9.8

12.8

9.8

8.6

9.9

11.8

8.3

6.9

0 10 20

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

男女平等に関する図書資料室

（図書や雑誌などの閲覧・利

用 ）
(％)

9.5

12.2

5.6

10.7

12.7

10.2

5.1

5.7

0 10 20

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

男女平等に関する図書資料室（図

書や雑誌などの閲覧・利用 ）

(％)

11.1

8.5

13.7

11.1

15.8

10.6

8.3

3.4

0 10 20

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

平日の夜間や土日に開催される

男女平等に関する講座・講演会
(％)

8.7

3.7

7.8

8.9

16.7

9.2

2.6

5.7

0 10 20

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

平日の夜間や土日に開催される

男女平等に関する講座・講演会

(％)

10.7

8.5

9.8

9.9

11.9

7.1

13.1

17.2

0 10 20

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

学習・交流のための会議室や学

習室 (％)

11.3

14.6

10.0

8.9

12.7

13.3

10.3

2.9

0 10 20

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

学習・交流のための会議室や学

習室

(％)

11.1

10.6

5.9

14.8

17.8

11.8

4.8

3.4

0 10 20

男性全体(n=478)

10・20歳代(n=47)

30歳代(n=51)

40歳代(n=81)

50歳代(n=101)

60歳代(n=85)

70歳代(n=84)

80歳代以上(n=29)

相談事業（法律相談、悩みごと

相談、女性に対する暴力相談 ）(％)

12.9

14.6

15.6

10.7

11.1

15.3

11.5

11.4

0 10 20

女性全体(n=622)

10・20歳代(n=82)

30歳代(n=90)

40歳代(n=112)

50歳代(n=126)

60歳代(n=98)

70歳代(n=78)

80歳代以上(n=35)

相談事業（法律相談、悩みごと

相談、女性に対する暴力相談 ）

(％)
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【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、全体の傾向に大きな変化はありません。（図表 15-2-3） 

 

 
図表 15-2-3 葛飾区男女平等推進センター事業の参加・利用意向 

（全体、平成 27 年調査：複数回答）  

  
※平成27年調査では、「平日の夜間や土日に開催される男女平等に関する講座・講演会」と「平日の日中に開催され

る男女平等に関する講座・講演会」はまとめて「男女平等に関する講座・講演会」でたずねている。 

※令和２年調査には、「区民参加による男女平等推進センターの運営」はなし。 
  

9.7

6.6

12.2

10.8

9.5

8.8

4.9

1.1

57.3

4.5

15.4

14.7

9.0

9.6

8.3

7.3

5.6

1.0

48.9

10.2

0 20 40 60

男女平等に関する講座・講演会

平日の夜間や土日に開催される

男女平等に関する講座・講演会

平日の日中に開催される男女

平等に関する講座・講演会

相談事業（法律相談、悩みごと

相談、女性に対する暴力相談）

学習・交流のための会議室や学習室

男女平等に関する図書資料室

（図書や雑誌などの閲覧・利用）

パルフェスタ（センターまつり）

、啓発誌の発行などの啓発事業

区民参加による男女平等

推進センターの運営

登録団体・グループの自主活動

その他

特にない

無回答

令和２年(N=1,117)

平成27年(N=1,161)

（％）
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（３）男女平等社会実現のために充実すべき施策  

問 30 あなたは男女平等社会を実現するために、今後、区ではどのような施策を充実し

たらよいと思いますか。（○はあてはまるものすべて）  

【全体】  

全体では、「病気や緊急時に、家事・育児・介護を手助けする制度の充実（60.8％）」が最も多

く、「子育て・育児に関する支援の充実（52.6％）」、「高齢者・障害者介護に関する支援の充実

（52.3％）」が続いています。（図表 15-3-1）  

  

【性別】  

性別にみると、男女ともに「病気や緊急時に、家事・育児・介護を手助けする制度の充実（女

性：65.8％、男性 54.4％）」が最も多く、女性は「高齢者・障害者介護に関する支援の充実

（54.7％）」、「子育て・育児に関する支援の充実（53.1％）」が続いています。 

男性は「子育て・育児に関する支援の充実（52.7％）」、「高齢者・障害者介護に関する支援の充

実（49.4％）」が続いています。（図表 15-3-1）  

  
図表 15-3-1 男女平等社会実現のために充実すべき施策（全体、性別：複数回答）  
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【性・年代別】  

性・年代別にみると、女性は10・20歳代から60歳代で「病気や緊急時に、家事・育児・介護を

手助けする制度の充実」が６割を超えており、特に 60 歳代は 71.4％と多くなっています。また、

10・20 歳代と 30 歳代で「子育て・育児に関する支援の充実」が６割台から７割台、60 歳代、70

歳代、80歳代以上で「高齢者・障害者介護に関する支援の充実」が６割を超えています。 

男性は40歳代と50歳代で「子育て・育児に関する支援の充実」が他の年代に比べて多くなって

います。（図表 15-3-2）  

  
図表 15-3-2 男女平等社会実現のために充実すべき施策（性・年代別、上位８項目：複数回答）  
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【平成 27 年調査との比較】 

 

平成 27 年調査と比較すると、全体の傾向に大きな変化はありませんが、「男性向けの育児や介

護などに関する講座の開催」は、27.8％と平成27年調査（16.5％）よりも11.3ポイント上回って

います。（図表 15-3-3） 

 
図表 15-3-3 男女平等社会実現のために充実すべき施策（全体、平成 27 年調査：複数回答） 

 
 ※平成27年調査では、「男性向けの育児や介護などに関する講座の開催」は「男性向けの家族的責任に関する講座の開

催」でたずねている。 
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16 自由回答   

（１）葛飾区の男女平等・共同参画施策についての意見・要望  

問 31 最後に葛飾区の男女平等・共同参画施策全般についてのご意見・ご要望を自由に

ご記入ください。＜自由回答＞  
  

区の男女平等・共同参画施策全般に対する意見については、160 人（女性 76 人、男性 84 人）か

ら回答をいただきました。  

  

男女平等参画の推進について 
・誰もが違う意見を持っているからこそ、平等であるべきだと思いました。一方が優位になるこ

とを避けて欲しいです。（女性、10・20 歳代） 

・ぜひとも、もっと男女平等を推していって欲しい。コロナ禍でもありネット社会でもあるため、

特にＹｏｕｔｕｂｅｒなどを起用したイベント講座をたちあげネットによる参加ができればラ

イフタイルにあわせて良いかと思います。男性が育児や育児中、そして女性に対してどうした

らよいかを学べるものがあれば良いかと思います。（女性、30 歳代） 

・枠組はできているが、まだまだ、区民全員の意識が低いように感じる。男女平等の意識づけ、

文化の醸成を進めていって欲しいです。（女性、30 歳代） 

・こういった取り組みをしていた事を初めて知りました。葛飾区は外国の方も多いので、価値観

の違いで男女平等に関して理解出来ない事もあると思うので、外国の方に向けてもアナウンス

していった方が良いと思います。（男性、30 歳代） 

・やってます感を出すのではなく、問題の核心から目をそらさないで欲しいです。（女性、40 歳代） 

・あまり急がずとも、自然の成り行きに行政が手をたずさわれば良いと思う。現状、かなりのス

ピードで進んで居るので経済を見ながらで良いと思う。（男性、40 歳代） 

・女性の参画について、色々と検討されているようですが、どうか権利が過剰にならないようお

願いいたします。（女性、50 歳代） 

・女性自らの意識改革が必要であると考える。（女性、50歳代） 

・会社では都度研修が行われていますが、一般的には浸透しづらいのかもしれませんので、行政

でどのように広めていくのかが課題と思われます。（男性、50 歳代） 

・日頃男女平等など意識してませんでしたが、この調査票を記入していくあいだに、女性の社会

進出、支援等必要だと思いました。（男性、50歳代） 

・男女平等で全ての生活が充実して行く事が活性につながると思う。（男性、50 歳代） 

・私自身が男女平等について悩みを持つことはなかったけれど、葛飾区で積極的に男女平等推進

計画を取り組んでいる事は大変嬉しく心強く大いに期待しています。（女性、60 歳代） 

・これからも引き続き女性の社会参画の促進に努力して頂きたい。平等社会を目指してもらいた

いです。（女性、60 歳代） 

・若い人の考えが必要です。（男性、60歳代） 

・施策を考えるのに、トップダウン(俗に言う有識者)ではなく、ほとんど意識をしていない若者

(高校生等)を取り込んで、意識をさせるような方策が必要かと思います。要するに頭の固くな

った「大人」ばかりではなく、一度まっさらになるくらい議論が必要かと思います。今回のア

ンケートを見ると杓子定規な回答ばかりで、何となく「官製」感がありました。これだけの内

容をまとめるのは大変なことはわかりますが、いざ回答するとなると自分の身にならないと分

からないと思いました。（男性、70 歳代） 

・葛飾区として男女平等社会の実現の為に声を大に発言して欲しいです。（男性、70 歳代） 

・区民全体として男女平等・共同参画社会の実現に向けて意識を高めることが重要だが、どんな

政策を立て、どんな事業を実施してもなかなか解決は難しい。生活にゆとりが出来ることが一

番である。（男性、70歳代） 
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性差と男女平等について 
・私(女)は家事が得意だから、これを自分の役割だと思って取り組んでいます。話し合って納得

できる形ならばそれで良いと思います。私は逆に「家事をやらなくていいから平等に稼いでほ

しい」と言われていた時が辛かったです。また、辛い思いを抱えることの多い LGBT 当事者が、

それこそ性別関係なく自分に正直に生きられる世の中になれば良いと思います。（女性、10・20

歳代） 

・強者が変わらない限り何も変わらない。男性が積極的に動いたほうが良い。（女性、10・20 歳代） 

・女性を優遇したいという想いが強く、男女平等といえるのかと思いました。（女性、10・20 歳代） 

・男女平等よりも個人の平等を優先して欲しい。男と女という性を意識しなければ生きていけな

いこと自体が差別だと思う。（男性、10・20 歳代） 

・このアンケートからしか読み取れていないところで申し訳ないが、男女平等を目指しているの

か、女性の地位向上を目指しているのかよくわからなかった。それとも女性の地位が向上すれ

ば平等になると考えているのか。全体的に男性を下げて女性を上げる内容だと感じた。議会の

男女比率も、やりたい人がやれば良いと思うし、目標比率を設定して無理に女性を立てるよう

なことではないと思った。男性の育児参入については障壁があると感じているので（男性側の

スキルや理解、職場の待遇など）、その点についてはぜひ頑張ってほしい。（男性、10・20 歳代） 

・女性ばかり討論が行われているが、女性優位ではないかと感じる。もっと男性について理解す

ることが大事だと考える。（男性、10・20 歳代） 

・まず男性、女性という固定概念を考え直さないとなにも変わらないと思います。（男性、10・20

歳代） 

・能力があれば性別も年齢も関係無いと思う。（女性、30歳代） 

・平等も大事ではあるが、全く平等になると女性が不利になってしまう場合もある気がする。平

等より女性に優しい社会になって欲しい。（女性、30 歳代） 

・“男女平等”という言葉に違和感を覚えます。専業主婦は評価されない・肩身が狭い、という方

がいらっしゃいますが、それは女だけでなく“専業主夫”だっていらっしゃいますし、そうい

った面でも“男女平等”のワードは用いらない方がいいのではと思いました。（女性、30歳代） 

・男女平等と謳うことが差別であり、日常生活でお互いに尊重し合うことが大事。（男性、30 歳代） 

・男女平等を目指すことは素晴らしいことだと思います。しかし平等という言葉が先行してしま

い女性が優位に採用されるなどの不平等があってはならないと思います。能力のある方が適切

な職位、職務に配置される社会ができることが平等であると思います。性別を関係なく評価す

ることが大事であり、適材適所を考え平等な社会の実現をお願いいたします。（男性、30歳代） 

・男女平等だから女性を積極的に、というのがそもそも違っていて、やりたい方が女性でも男性

でも構わない。（男性、30 歳代） 

・参画を促したところで家庭・職場・地域などでの理解がなければ難しい。特に中高年の人間は

時代的背景もあり男女問わず旧態依然とした男尊女卑の考えを持っていることが多い。自分の

考えをはっきりと言えない・言わない日本の風潮も悪いほうに拍車をかけている。たいていの

場合、家族の価値観が無自覚に刷り込まれているので授業やセミナーを行う際は「あなたが女

性だとしたら」「あなたが男性だとしたら」という形で、例え話を交えながら具体的に想像させ

ていかなければ問題は解決しないと思う。（男性、30 歳代） 

・“平等”というと、なんか個性がなく不自由なイメージがある。差別ありきという感じ。全体主

義的な。自由に個性を楽しみ合うなら、“公平”の方がしっくりくる。（女性、40歳代） 

・男女平等について自分はあまり不満に思っていないのであまり考えた事がなかった。声を出す

のは良い事だと思うが、男まさりの女性、私が私がとでしゃばる女性が男女平等をさけんでい

る様にも周りを見ると思ってしまいます。（女性、40 歳代） 

・男性目線というか女性が被害者という意識ではなく男性も被害者となりえる事等をもっととり

あげて欲しい。（女性、40 歳代） 
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・男女平等とは、性別に関わらず、個人の能力が評価され、発揮できる社会であると思います。 

女性のリーダー等と書いている事がまだ平等でないのではと思います。必要な時に、正当に評

価され、適任と思われる人が、男女関係なく選ばれるべきです。（女性、40 歳代） 

・「男女平等推進センター」というネーミングですでに男女間に格差があることが良くわかります。 

（女性、40 歳代） 

・半世紀前ウーマンリブという言葉と共に、女性の地位向上が叫ばれキャンペーンが行われたア

メリカの社会と世界的な流れに合わせようとする現代の日本社会。男尊女卑という考え方が古

くから実践されてきた我が国で男女平等を定着させるのは、とても難しい事だと思います。今

回このアンケートを受け思ったのは、「適性」が最も大事な要素だと思いました。（男性、40 歳

代） 

・男女平等などは不可能だが男女同権は可能だと思う。（男性、40 歳代） 

・男女の性による人間の存在自体の違いはあります。平等を求めるのではなく、違いを尊重する

ことが重要ではないでしょうか。大切なのは平等をうたうだけではなく、これからのビジョン

の共有だと思います。そのビジョンの上であれば男性でも女性でも、それこそ同じ立場な訳で

すから。数だけ女性を増やすとか、女性を優遇するということは本当の意味での平等からかけ

離れた意見だと思っています。（男性、40 歳代） 

・女性はレディースデイなど割引制度がありますが、経済界に優位な男性の方は割引制度が無い

ような気がします。そういった事も平等にならない理由だと思っています。（男性、40 歳代） 

・男女に限らず、違いを理解し、お互いの出来ることをし、分配を平等にと考えていれば、そう

そう問題はおこらないと思います。（男性、40歳代） 

・男女平等の社会を作る一方、男性ならではの役割、女性ならではの役割と必ずあり、そういっ

た部分と共存していかなければならないと感じています。男女平等のさらに上のステップ、誰

もがストレスフリーな社会を考えなくてはいけないと強く感じています（男性、40歳代） 

・私は、「男女平等」への思いは有りません。男であれ女であれ、全ての中で能力の優った人間が

リーダーシップを取り、それに相当する、優遇を受けるのが当然だと思うからです。（女性、50

歳代） 

・最近では、女性の立場を前面に押し出しすぎて、かえって、男性が委縮している場面も見受け

る。本当の男女平等とは、何か、間違った方向に進まないようにしていきたい。（女性、50 歳代） 

・「男だから」「女だから」ではなく、個性を活かした社会になれば良いと思う。（女性、50 歳代） 

・全体を通してこんなに男女差があるのかと思いました。現在の状況は男女差にこだわっていら

れるほど余裕の世の中ではないと思います。答えていて少し歯がゆい気持ちになりました。（女

性、50 歳代） 

・男女平等じゃなくていい。出来る事がちがうので出来る事をガンバってやる。（女性、50 歳代） 

・男女平等、LGBTQ、ダイバーシティ、こういったことを知るのは大切だと思います。これ以外に

人種や国籍もあるのでは？しかし、該当する人が声高に権利を主張し、いわゆる「普通の人」

が逆差別を感じることもあるのを忘れないで欲しいです。（女性、50 歳代） 

・10 年前よりは男女平等の意識は高まっていると思いますが、なかなか全体には広まってはいな

いと感じます。今回のコロナの影響でご主人が家にいても家事、育児はお母さん達がやってる

家庭が多かったと思います。（女性、50歳代） 

・もはや最近は女性の方が強いかもですね。（男性、50 歳代） 

・だんだんよくなってきていると思う。（男性、50 歳代） 

・男女平等は、まだまだ遠い。世界との差がありすぎです。（女性、60歳代） 

・性別に関係なく能力がある人がそれぞれ出来る仕事をすればいいと思うので特に男女平等を考

える必要があるのか。（女性、60歳代） 

・どうしても男女平等は不可能な事を具体的に明確にされれば、それ以外は、平等に進める活動

がしやすいと思う。（女性、60 歳代） 

・昔から比べると比較にならないぐらい、葛飾も生まれ変って女性が頑張っていると思う。特に

区役所内で感じます。（男性、60歳代） 

・女性の意識改革と男性の平等理解度の向上が必要と考える。（男性、60歳代） 
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・男性、女性には各々得意分野があり、完全な平等には成り得ないと考える。互いに支え合って

こそ理想的社会が生まれるのではないか。（男性、60 歳代） 

・今は、昔と違って男女平等だと思う。（男性、60 歳代） 

・男性も女性も、多様な生き方が選択できるように、実現できればいいですね。（男性、60 歳代） 

・男も強く、女も強く、なること。賢明な頭を男も、女ももつ、哲学を女も男ももつ。（男性、60

歳代） 

・葛飾区役所という職場でも上司や長の方は男性が主だと見受けられます。区自体で、優れてい

る人材の方は女性でも上司になれるような発想の転換と実践で、区民の人たちに良いお手本を

示すべきだと思います。（女性、70 歳代） 

・○をつけながら私が働いていた時と現在ではかなりの違いがあると思う。私共の時は完全に男

性上位（職場）だったが、現在はどうなのか？言えるのは女性は今も大変な生活を送っている

人が多いのではないかと思う。（女性、70 歳代） 

・大変むずかしい。男、女考えたことが（生きて行く）ことがちがいすぎる。昔からだれでも身

につけてきた感覚や習慣を大事にすべきでないのか。おたがいの人生哲学を尊敬して生きてい

く。（男性、70歳代） 

・何でもかんでも男女平等という訳にはいかない。先天的な違いもある。そこを承知の上での平

等を目指したい。（男性、70 歳代） 

・男女平等という言葉をよく聞きますが、もともと男女には体力、能力、性的など、異なってい

る部分が多々あります、それを考慮しないで、ただ、男女平等と唱えるのはどうかと思います。

もっと、それぞれに向いているもの、向かないものを検討し、適材適所を考えるべきなのでは

ないでしょうか。（男性、70 歳代） 

・女性自身、未だに女は男を立てる意識を捨て切れない女性が多い。力量のある人が活躍すべき

と思う。（女性、80 歳代以上） 

・男女平等はかなり進んで、むしろ女性の方が上の場面を見ます。この調査は女性は不平等の考

えで出したように思えてしまう。（男性、80 歳代以上） 

 

 

子育て支援、介護・高齢者施策について 
・女性が育児をしやすくしてほしい。（男性、10・20 歳代） 

・子育ての支援も充実して欲しいです。（女性、30 歳代） 

・子育て支援は、よくやって下さっていると思います。ありがとうございます。（女性、50 歳代） 

・シングルマザー、高齢者が安心して生活できる様にさらなる支援の充実を願います。（女性、60

歳代） 

 

 

仕事と家庭の両立支援について 
・子育てのために一度会社を離れると再就職が非常に困難。保育園入園に就労要件がある限り再

就職は困難。小学校入学以降まで待つと、ブランクや年齢により本人の意思や採用条件にも影

響がある。早期に再就職できるための保育園整備が必要。女性の社会で活躍できる労働力がム

ダになっていると感じる。男性の育児参画については、意識改革よりも制度改革を先に、運用

を十分にできるようにして欲しい。（女性、30歳代） 

・やはり女性は、育児をしなくてはならない。育児をしたいと思う人、仕事にでたい人それぞれ

の意志が尊重できる社会になってほしいです。（女性、30歳代） 

・男性が家事育児に参加させるためには社会、政治の後押しがもっと必要なのでは。まるで自分

達、会社に任されている様な設問。社会の選択肢がなかった。（女性、40歳代） 

・民間企業において、男女平等、ワーク・ライフ・バランスのような社会的要請は、結果的に従

業員の犠牲によって達成数値が稼がれる場合があることも考慮して欲しい。（男性、40 歳代） 

・労働時間の短縮は急務であると思う。特に男性の勤務時間（残業）は長すぎると思う。よって、

色々な事への参画が出来づらい状況となっている。（男性、40 歳代） 
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・若い世代は共働きが多くなって、意識がだいぶ変わってきているように思います。50 代以上は

まだまだ古い固定観念の人が多いのではないでしょうか。（女性、50 歳代） 

・外で働くことだけが仕事で、それだけが価値ある仕事で家事は仕事ではなく価値がないという

視点に疑問を感じる。子供を育てるのは社会の中で１番重要なすばらしい仕事だと思います。

（男性、50 歳代） 

 

 

ウィメンズパルについて 
・ウィメンズパル等の施設があることは知っていますが、男女平等に関する具体的な施策はほと

んど存じておりません。家庭や学校で小さい頃から自然と根付いてしまうジェンダー感を無く

すために、様々な施策がうたれることを期待しています。（女性、10・20 歳代） 

・ウィメンズパルの活動を知らないので、誰でも参加しやすいイベント等（子どもも参加できる）

あればいい。内容に興味が持てるようにしたらいいと思う。（女性、30歳代） 

・ウィメンズパルという施設は知っていましたが、具体的にどのような活動をし、目標を設定し、

具体的な成果を上げているのかを、区報等で大々的にアピールして欲しいと感じました。（男性、

50 歳代） 

・ウィメンズパルを筆頭に、区役所の女性職員の役職登用を、葛飾区は、よくやられていると思

って見ております。このまま推進されて頂くことを、期待しております。（女性、60 歳代） 

・ウィメンズパル＝男女平等推進センターということをはじめて知りました。何をやっているか

わからぬ施設とならぬよう、めざましい発信力を持って、ご活躍を。（女性、60 歳代） 

 

 

男女平等参画施策について 
・学生への性教育はきちんとしたほうがいいと思います。生理の仕組み、避妊具の付け方ぐらい

しか教わらないと思います。生理の仕組みは、男性にも理解してもらいたい。避妊具の付け方

だけでなく、学生で妊娠すると体にどのくらいリスクがかかるのか、お金はどのくらいかかる

のか。堕すことだって、どのような処置をするのか。妊娠はほとんど女性に負担がかかります。

それを踏まえた上で、行為に至るのか考えるようにしてほしいです。（女性、10・20 歳代） 

・様々な年齢層の人達にもっと男女平等・共同参画施策が分かりやすく浸透したら良いと思いま

す。（女性、10・20 歳代） 

・セミナーや講座等の啓発活動ではなく、条例の整備や保育所の設置等の制度として決めて欲し

いと思います。税金のうち何％かを保育士や介護士のために使う等の政策を実行して欲しいで

す。（男性、10・20 歳代） 

・個人の意識が変わるのは、教育であると思うので、小・中・高校で意識が変わるような授業が

あれば、10 年後につながると思う。（女性、40歳代） 

・施策については、男と女という２つの性だけの問題として考えている印象を受けたので、あま

り期待できない。多様な性、多様な生き方、働き方を認めていける、みんなが生きやすい社会

になることを望んでいます。（女性、40歳代） 

・権利ばかりを全面に出すのではなく、「義務をはたした上での権利である」という基本的な考え

方に基づいた施策。（男性、40 歳代） 

・産める世代の人達に安心した経済と補助の徹底。（男性、40 歳代） 

・これから施策を充実させるなら、女性の意見をたくさん聴いて下さい。有識者や専門家の意見

だけでなく、現場の声を聴いて欲しい。（女性、50 歳代） 

・制度や法整備で遅れていると思われる部分を推進して頂きたいと思います。児童生徒に対する

性的な行為を行った教師に対する懲戒免職が令和になってやっと実現など多くの人が歯がゆく

思っていることの制度化を進めて頂きたいと思います。（女性、50 歳代） 

・男女平等についての、わかりやすくおもしろおかしく、講演しているのに参加して為になった。

その様な講演会を開いたりして「男女平等とは」という事を広めていって欲しいと思います。

（女性、50 歳代） 
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・男女平等の施策は大いに実行すべき。女性の社会は欠かせないと思うので是非とも様々な施策

を実行して欲しい。（男性、50 歳代） 

・女性の参画については、家族の協力、理解が得られなければ無理だと思う。（女性、60歳代） 

・広報活動の強化、女性職員の積極的採用を。（区職員や教員など）（男性、60 歳代） 

・地域等での積極的な女性の参加が見込めるような各種交流会の実施や、家族揃って参加ができ

るなどのコミュニケーション作りのできる場所の設置。（男性、60 歳代） 

・区政の運営については、各場面で女性が約半数となるよう工夫する。（女性、80歳代以上） 

・図書館の充実。（女性、80 歳代以上） 

 

 

アンケートについて 
・このような調査に後ろ向きな人が同世代では多いですが、良い取組だと思います。応援してい

ます。（女性、10・20 歳代） 

・意識と実態調査は有意義だと思いますが、長いです。（男性、30 歳代） 

・アンケートは良い案ですが、内容が男性目線のように感じます。男性の意識改善、女性への理

解が最も必要です。（女性、40 歳代） 

・こういうアンケート調査を引き続き行うことは良い。（女性、40 歳代） 

・この調査項目が、どのように使用されるのかわかりませんが、回答が誘導されている項目が散

見される。（特に、男性の家事や女性参画について）誘導されている項目から判断・実施される

のでは、と不安を感じる。（男性、40 歳代） 

・このアンケートの質問自体、全体的に男性・女性を分ける前提におかれている気がした。男女

平等の前に個人の人権が尊重されるべきで、男性がどうした方が良いとか、女性にどういう配

慮をした方が良いとかの問題ではないと思う。基本的人権の尊重が意識に有ればそもそもこの

アンケートにはならないと感じた。LGBT の性的マイノリティの方もこの男女平等のアンケート

を答える事を考えているのだろうか。どう考えても答え難い質問ばかりである。行政の方がそ

の辺の意識が低すぎるからなかなか浸透していかないのだと思う。（男性、40 歳代） 

・無理に女性を上げようとしているように感じられたアンケートでした。（男性、40 歳代） 

・この質問票は、女性が不平等であるとの前提で質問が作成されている。確かに社会全般にその

ような面があることは否めないが、男性からすると答えにくい選択肢になっているものもあり、

現在不平等であるとの意見を誘導しているようにも感じる面がある。（男性、60 歳代） 

 

 

葛飾区の施策についてなど 
・葛飾も積極的なリーダーがお互いの意見を交換してそれをまとめて、みんなが暮らしやすい働

きやすい環境をつくって下さい。（女性、40 歳代） 

・IＴ化を進めて若い人たちにも簡単に広く知って貰った方が良いと思う。（女性、50 歳代） 

・災害対応に費用を回していただきたい。（男性、50 歳代） 

・経済的な基盤である企業文化に強く影響を受けると考えます。自治体として、企業に要請、優

良企業の表彰などを率先して欲しいと思います。（男性、50 歳代） 

・この施策の何にどれぐらいの予算を投入しているのかをもっと発信して欲しい。その使用の是

非を区民がもっと容易に判断できれば、区長・区議選などの選挙行動の判断に活用できるから。

（女性、60 歳代） 

・一般企業に比べ公務員は育児休業や介護休業など取得しやすいように思います。（その他の制度

もです）だからこそ、男女平等について、自分自身の問題として、どのように考えているのか、

役所職員の方全員にもアンケートして下さい。（女性、60歳代） 

・職員の意見を住民にも明示して貰いたい。（男性、70 歳代） 

・区民の意見を適宜汲み取り、これらを踏まえ施策にどう反映活かしたのかを区民が関心をもっ

て受信できるような発信をして欲しい。（男性、70 歳代） 
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葛飾区男女平等
か つ し か く だ ん じ ょ び ょ う ど う

に関
か ん

する意識
い し き

と実態調査
じ っ た い ち ょ う さ

 
 

調査
ち ょ う さ

ご協力
きょうりょく

のお願
ね が

い 

 

区民
く み ん

の皆
み な

さまには、日頃
ひ ご ろ

から区政
く せ い

に対
た い

し、ご理解
り か い

とご協力
きょうりょく

をいただきありがとうございます。 

本区
ほ ん く

では、平成
へ い せ い

16年
ね ん

３月
が つ

に「葛飾区
か つ し か く

男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

推進
す い し ん

条例
じょうれい

」を制定
せ い て い

し、女性
じ ょ せ い

も男性
だ ん せ い

も性別
せ い べ つ

にとらわ

れることなく、自
みずか

らの人生
じ ん せ い

は自
みずか

らが決
き

めるという、自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きる権利
け ん り

が保障
ほ し ょ う

される男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

社会
し ゃ か い

の実現
じ つ げ ん

を目指
め ざ

してさまざまな施策
し さ く

に取
と

り組
く

んでいるところです。 

このたび「第
だ い

６次
じ

葛飾区
か つ し か く

男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

推進
す い し ん

計画
け い か く

」の策定
さ く て い

にあたり、区民
く み ん

の皆
み な

さまのご意見
い け ん

・ご要望
よ う ぼ う

を反映
は ん え い

させていくために、「葛飾区
か つ し か く

男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

に関
か ん

する意識
い し き

と実態
じ っ た い

調査
ち ょ う さ

」を行
おこな

うことになりました。 

調査
ち ょ う さ

の対象者
た い し ょ う し ゃ

は、住民
じゅうみん

基本
き ほ ん

台帳
だいちょう

から無作為
む さ く い

に満
ま ん

18歳
さ い

以上
い じ ょ う

の男女
だ ん じ ょ

3,000人
に ん

の皆
み な

さまを選
え ら

ばせてい

ただきました。調査
ち ょ う さ

結果
け っ か

はすべて統計的
と う け い て き

処理
し ょ り

をいたしますので、個人
こ じ ん

が特定
と く て い

されることはありま

せん。この調査
ち ょ う さ

目的
も く て き

にのみ使用
し よ う

し、他
ほ か

の目的
も く て き

で使
つ か

われることは一切
い っ さ い

ございません。 

回答
か い と う

に必要
ひ つ よ う

な時間
じ か ん

は２０分
ふ ん

程度
て い ど

です。お忙
いそが

しいところ大変
た い へ ん

恐縮
きょうしゅく

ですが、調査
ち ょ う さ

の趣旨
し ゅ し

をご理解
り か い

いただき、ご協力
きょうりょく

くださいますようよろしくお願
ね が

いいたします。 

 

令和
れ い わ

2年
ね ん

6月
が つ

 

葛飾区
か つ し か く

 総務部
そ う む ぶ

人権
じ ん け ん

推進課
す い し ん か

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■調査
ち ょ う さ

についてのお問
と

い合
あ

わせ先
さ き

  葛飾区
か つ し か く

 総務部
そ う む ぶ

人権
じ ん け ん

推進課
す い し ん か

 男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

推進
す い し ん

係
かかり

 

電話
で ん わ

 ５６９８－２２１１  ＦＡＸ ５６９８－２３１５ 

 

ご回答
か い と う

は、郵送
ゆ う そ う

またはインターネットによるいずれかの方法
ほ う ほ う

で７月
が つ

13日
に ち

（月
げ つ

）までに  

投函
と う か ん

または送信
そ う し ん

をお願
ね が

いいたします。 

 

郵送
ゆ う そ う

での回答
か い と う

方法
ほ う ほ う

 

１ ご回答
か い と う

は、あなた様
さ ま

（封筒
ふ う と う

の宛名
あ て な

ご本人
ほ ん に ん

）ご自身
じ し ん

で６月
が つ

１日
に ち

現在
げ ん ざ い

を基準
き じ ゅ ん

にお答
こ た

えくださ

い。 

２ ご記入
き に ゅ う

は、黒
く ろ

のボールペンまたは濃
こ

い鉛筆
え ん ぴ つ

でお願
ね が

いします。 

３ ご回答
か い と う

は、質問
し つ も ん

ごとにあてはまる番号
ば ん ご う

に○をつけてください。 

４ 回答数
か い と う す う

は（  ）内
な い

の指示
し じ

に沿
そ

ってください。 

５ 質問
し つ も ん

によっては、回答
か い と う

していただく方
か た

が限
か ぎ

られる場合
ば あ い

があります。矢印
や じ る し

や「ことわり書
が

き

（問
と い

～で～とお答
こ た

えの方
か た

に）」をよくお読
よ

みください。 

６ 「その他
た

」にあてはまる場合
ば あ い

は、お手数
て す う

ですが（  ）内
な い

になるべく具体的
ぐ た い て き

にその内容
な い よ う

を

ご記入
き に ゅ う

ください。 

 

インターネットでの回答
か い と う

方法
ほ う ほ う

 

１ 本調査
ほ ん ち ょ う さ

は、スマートフォンやパソコンからでも回答
か い と う

できます。 
べ っ し か い と う か た か く に ん

ご記入
き に ゅ う

にあたってのお願
ね が

い 
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◎男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

についておたずねします。 
 

問1 あなたは、日々
ひ び

の暮
く

らしの中
な か

で、男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

社会
し ゃ か い

はどの程度
て い ど

進
す す

んでいると思
お も

いますか。 

（○は１つだけ） 

１．十分
じゅうぶん

平等
びょうどう

になってきている 

２．かなり平等
びょうどう

になってきている 

３．少
す こ

しは平等
びょうどう

になってきている 

４．ほとんど平等
びょうどう

になっていない 

５．わからない 

 

（問１で３～４のいずれかをお答
こ た

えの方
か た

に）                        

問１－１ 具体的
ぐ た い て き

に、どのような点
て ん

で男女
だ ん じ ょ

の不平等
ふ び ょ う ど う

を感
か ん

じますか。 

（○はあてはまるものすべて） 

１．家事
か じ

や育児
い く じ

のほとんどを女性
じ ょ せ い

が担
に な

っていること 

２．男性
だ ん せ い

が仕事
し ご と

に追
お

われ、家事
か じ

・育児
い く じ

・教育
きょういく

などの家庭
か て い

生活
せ い か つ

にかかわりにくいこと 

３．就職
しゅうしょく

や採用
さ い よ う

、昇格
しょうかく

や賃金
ち ん ぎ ん

など、労働
ろ う ど う

の場面
ば め ん

で男女
だ ん じ ょ

に格差
か く さ

があること 

４．介護
か い ご

の負担
ふ た ん

が女性
じ ょ せ い

に偏
かたよ

っていること 

５．「男
おとこ

らしさ、女
おんな

らしさ」という考
かんが

えが、人々
ひ と び と

の間
あいだ

にあること 

６．風俗
ふ う ぞ く

産業
さんぎょう

やマスメディアなどで、女性
じ ょ せ い

の性
せ い

が商品化
し ょ う ひ ん か

されていること 

７．議員
ぎ い ん

や企業
き ぎ ょ う

の管理
か ん り

職
しょく

、地域
ち い き

社会
し ゃ か い

の役員
や く い ん

など、女性
じ ょ せ い

の社会
し ゃ か い

参画
さ ん か く

が進
す す

んでいないこと 

８．職場
し ょ く ば

や学校
が っ こ う

などで、セクシュアル・ハラスメント（性的
せ い て き

いやがらせ）がおこること 

９．家
か

庭内
て い な い

・外
が い

にかかわらず、女性
じ ょ せ い

に対
た い

する暴力
ぼうりょく

がなくならないこと 

10．学校
が っ こ う

や日常
にちじょう

生活
せ い か つ

の中
な か

で、男女
だ ん じ ょ

による役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

があること 

11．その他
た

（                                 ） 

 

  



 

187 

 

 

問2 あなたは、次
つ ぎ

のような面
め ん

で男女
だ ん じ ょ

の地位
ち い

が平等
びょうどう

になっていると思
お も

いますか。（ア）～（ク）

のそれぞれについて、あなたの感
か ん

じ方
か た

に近
ち か

いものを選
え ら

んでください。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

 男
性

だ

ん

せ

い

が 

優
遇

ゆ

う

ぐ

う

さ
れ
て
い
る 

や
や
男
性

だ

ん

せ

い

が 

優
遇

ゆ

う

ぐ

う

さ
れ
て
い
る 

平
等

び
ょ
う
ど
う

で
あ
る 

や
や
女
性

じ

ょ

せ

い

が 

優
遇

ゆ

う

ぐ

う

さ
れ
て
い
る 

女
性

じ

ょ

せ

い

が 

優
遇

ゆ

う

ぐ

う

さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

回答
か い と う

の例
れ い

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（ア）家庭
か て い

生活
せ い か つ

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（イ）職場
し ょ く ば

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（ウ）学校
が っ こ う

教育
きょういく

の場
ば

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（エ）政治
せ い じ

の場
ば

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（オ）法律
ほ う り つ

や制度
せ い ど

の上
う え

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（カ）社会
し ゃ か い

通念
つ う ね ん

・慣習
かんしゅう

・しきたりなど １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（キ）自治会
じ ち か い

やNPOなどの地域
ち い き

活動
か つ ど う

の場
ば

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（ク）全体
ぜ ん た い

として、現在
げ ん ざ い

の日本
に ほ ん

では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

◎結婚
け っ こ ん

観
か ん

についておたずねします。 
 

問3 次
つ ぎ

にあげる（ア）～（カ）の考
かんが

えについて、あなたはどう思
お も

いますか。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

そ
う
思

お

も

う 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば そ
う
思

お

も

う 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば そ
う
思

お

も

わ
な
い 

そ
う
思

お

も

わ
な
い 

回答
かいとう

の例
れい

 １ ２ ３ ４ 

（ア）結婚
け っ こ ん

は個人
こ じ ん

の自由
じ ゆ う

であるから、結婚
け っ こ ん

してもしなくても 

どちらでもよい 
１ ２ ３ ４ 

（イ）夫
おっと

は外
そ と

で働
はたら

き、妻
つ ま

は家庭
か て い

を守
ま も

るべきである １ ２ ３ ４ 

（ウ）夫
おっと

も妻
つ ま

も外
そ と

で働
はたら

き、家事
か じ

も分担
ぶ ん た ん

するべきである １ ２ ３ ４ 

（エ）結婚
け っ こ ん

しても必
かなら

ずしも子
こ

どもをもつ必要
ひ つ よ う

はない １ ２ ３ ４ 

（オ）結婚
け っ こ ん

しても相手
あ い て

に満足
ま ん ぞ く

できないときは離婚
り こ ん

すればよい １ ２ ３ ４ 

（カ）未婚
み こ ん

の女性
じ ょ せ い

が子
こ

どもを産
う

み育
そ だ

てるのもひとつの生
い

き方
か た

だ １ ２ ３ ４ 

ここからは再
ふたた

び、すべての方
か た

におうかがいします。 
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◎家庭
か て い

生活
せ い か つ

についておたずねします。 
 

問4 家庭
か て い

の中
な か

で、あなたは（ア）～（シ）にあげることを、どの程度
て い ど

行
おこな

っていますか。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

 い
つ
も
し
て
い
る 

と
き
ど
き
す
る 

ほ
と
ん
ど
し
な
い 

ま
っ
た
く
し
な
い 

子こ

ど
も
や
介
護

か

い

ご

す
る 

人
ひ

と

が
い
な
い
の
で 

す
る
必
要

ひ

つ

よ

う

が
な
い 

回答
か い と う

の例
れ い

 １ ２ ３ ４ ５ 

（ア）食事
し ょ く じ

のしたく １ ２ ３ ４  

（イ）食事
し ょ く じ

の後片付
あ と か た づ

け １ ２ ３ ４  

（ウ）食料品
しょくりょうひん

・日
に ち

用品
よ う ひ ん

の買
か

い物
も の

 １ ２ ３ ４  

（エ）洗濯
せ ん た く

 １ ２ ３ ４  

（オ）部屋
へ や

の掃除
そ う じ

・片
か た

付
づ

け １ ２ ３ ４  

（カ）風呂
ふ ろ

やトイレの掃除
そ う じ

 １ ２ ３ ４  

（キ）ゴミ出
だ

し １ ２ ３ ４  

（ク）町内会
ち ょ う な い か い

や自治会
じ ち か い

への出席
しゅっせき

 １ ２ ３ ４  

（ケ）育児
い く じ

・子
こ

どもの教育
きょういく

や保育
ほ い く

園
え ん

・

幼稚園
よ う ち え ん

への送迎
そ う げ い

 
１ ２ ３ ４ ５ 

（コ）家族
か ぞ く

の病気
び ょ う き

の看護
か ん ご

・介護
か い ご

 １ ２ ３ ４ ５ 

（サ）授業
じゅぎょう

参観
さ ん か ん

や保護者会
ほ ご し ゃ か い

、PTAへの

出席
しゅっせき

 
１ ２ ３ ４ ５ 

（シ）その他
た

（          ） １ ２ ３ ４ ５ 

 

問5 あなたは、家庭
か て い

生活
せ い か つ

において男性
だ ん せ い

は家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

などについて、どれくらい取
と

り組
く

め 

ばよいと思
お も

いますか。（○は１つだけ） 

１．積極的
せ っ き ょ く て き

に取
と

り組
く

んだ方
ほ う

がよい 

２．配偶者
は い ぐ う し ゃ

・パートナーと分担
ぶ ん た ん

するのがよい 

３．配偶者
は い ぐ う し ゃ

・パートナーを手伝
て つ だ

う程度
て い ど

でよい 

４．配偶者
は い ぐ う し ゃ

・パートナーに任
ま か

せておけばよい 
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問５－１ 問５で回答
か い と う

した理由
り ゆ う

をご記入
き に ゅ う

ください。（○はあてはまるものすべて） 

１．男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

に反
は ん

すると思
お も

うから 

２．自分
じ ぶ ん

の両親
りょうしん

も役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

をしていたから 

３．男性
だ ん せ い

が家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

などに取
と

り組
く

み配偶者
は い ぐ う し ゃ

・パートナーも外
そ と

で働
はたら

くことで、多
お お

くの 

収入
しゅうにゅう

を得
え

られると思
お も

うから 

４．男性
だ ん せ い

が家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

などに取
と

り組
く

み配偶者
は い ぐ う し ゃ

・パートナーも外
そ と

で働
はたら

いて能力
のうりょく

を発揮
は っ き

した

方
ほ う

が、個人
こ じ ん

や社会
し ゃ か い

にとってよいと思
お も

うから 

５．家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

と両立
りょうりつ

しながら、配偶者
は い ぐ う し ゃ

・パートナーも働
はたら

き続
つ づ

けることは可能
か の う

だと思
お も

うから 

６．固定的
こ て い て き

な男性
だ ん せ い

と女性
じ ょ せ い

の役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

の意識
い し き

を押
お

し付
つ

けるべきでないから 

７．日本
に ほ ん

の伝統的
で ん と う て き

な家族
か ぞ く

の在
あ

り方
か た

だと思
お も

うから 

８．配偶者
は い ぐ う し ゃ

・パートナーが家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

をする方
ほ う

がよいと思
お も

うから 

９．家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

と両立
りょうりつ

しながら、配偶者
は い ぐ う し ゃ

・パートナーが働
はたら

き続
つ づ

けることは大変
た い へ ん

だと思
お も

うから 

10．男性
だ ん せ い

の仕事
し ご と

が忙
いそが

しく、家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を手
て

伝
つ だ

うことができないから  

11．その他
た

（                              ） 

12．わからない 

 

問6 男性
だ ん せ い

が家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

にさらに参加
さ ん か

するためには、何
な に

が必要
ひ つ よ う

だと思
お も

いますか。 

（○はあてはまるものすべて） 

１．男性
だ ん せ い

自身
じ し ん

の家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

に取
と

り組
く

みたいと思
お も

う気持
き も

ち 

２．男性
だ ん せ い

が家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

に参加
さ ん か

することに対
た い

する男性
だ ん せ い

自身
じ し ん

の抵抗感
て い こ う か ん

をなくすこと 

３．男性
だ ん せ い

が家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

に参加
さ ん か

することに対
た い

する女性
じ ょ せ い

の抵抗感
て い こ う か ん

をなくすこと 

４．男性
だ ん せ い

自身
じ し ん

の家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

の知識
ち し き

の習得
しゅうとく

やスキルの向上
こうじょう

 

５．配偶者
は い ぐ う し ゃ

・パートナーとのコミュニケーションの向上
こうじょう

により、家庭
か て い

参画
さ ん か く

の機会
き か い

が得
え

られるこ

と 

６．男性
だ ん せ い

が家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を行
おこな

うための仲間
な か ま

（ネットワーク）作
づ く

りを行
おこな

うこと 

７．労働
ろ う ど う

時間
じ か ん

短縮
たんしゅく

や休暇
き ゅ う か

取得率
し ゅ と く り つ

の上昇
じょうしょう

に会社
か い し ゃ

が取
と

り組
く

むこと 

８．男性
だ ん せ い

が家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を担
に な

うことに対
た い

する、職場
し ょ く ば

の上司
じ ょ う し

や同僚
どうりょう

の理解
り か い

 

９．仕事
し ご と

より家庭
か て い

を優先
ゆ う せ ん

することがあっても、会社
か い し ゃ

での人事
じ ん じ

評価
ひ ょ う か

が変
か

わらないこと 

10．特
と く

に必要
ひ つ よ う

なことはない 

11．わからない 
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◎就労
しゅうろう

についておたずねします。 
 

問7 あなたの職業
しょくぎょう

は、次
つ ぎ

のどれですか。（○は１つだけ） 

１．自営業
じ え い ぎ ょ う

・経営者
け い え い し ゃ

 

２．自由業
じ ゆ う ぎ ょ う

（開業医
か い ぎ ょ う い

、弁護士
べ ん ご し

・習
な ら

い事
ご と

の先生
せ ん せ い

など） 

３．家庭
か て い

従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

 

４．正社員
せ い し ゃ い ん

・正職員
せ い し ょ く い ん

 

５．派遣
は け ん

・契約
け い や く

嘱託
しょくたく

社員
し ゃ い ん

 

６．パートタイム 

７．アルバイト 

８．内職
ないしょく

・在宅
ざ い た く

就業
しゅうぎょう

 

９．その他
た

（                                ） 

10．家事
か じ

専業
せんぎょう

 

11．学生
が く せ い

 

12．無職
む し ょ く

 

 

（問７で１～９のいずれかをお答
こ た

えの方
か た

に）                        

問７－１ あなたの職場
し ょ く ば

では、次
つ ぎ

のような男女
だ ん じ ょ

の差別
さ べ つ

がありますか。 

（○はあてはまるものすべて） 

１．賃金
ち ん ぎ ん

に男女
だ ん じ ょ

差
さ

がある 

２．昇進
しょうしん

、昇格
しょうかく

に男女
だ ん じ ょ

差
さ

がある 

３．女性
じ ょ せ い

の能力
のうりょく

を正当
せ い と う

に評価
ひ ょ う か

しない 

４．女性
じ ょ せ い

の配置
は い ち

場所
ば し ょ

が限
か ぎ

られている 

５．女性
じ ょ せ い

は補助的
ほ じ ょ て き

な仕事
し ご と

しかやらせてもらえない  

６．女性
じ ょ せ い

を管理
か ん り

職
しょく

に登用
と う よ う

しない 

７．女性
じ ょ せ い

は結婚
け っ こ ん

や出産
しゅっさん

で退職
たいしょく

しなければならないような雰囲気
ふ ん い き

がある 

８．中
ちゅう

高年
こ う ね ん

以上
い じ ょ う

の女性
じ ょ せ い

に退職
たいしょく

を勧奨
かんしょう

するような雰囲気
ふ ん い き

がある 

９．女性
じ ょ せ い

は教育
きょういく

・研修
けんしゅう

を受
う

ける機会
き か い

が少
す く

ない 

10．妊娠中
に ん し ん ち ゅ う

の女性
じ ょ せ い

への配慮
は い り ょ

がされていない 

11．その他
た

（                                ） 

12．特
と く

にない 

13．わからない 
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問8 女性
じ ょ せ い

の働
はたら

き方
か た

について、あなたが望
の ぞ

ましいと思
お も

うのは次
つ ぎ

のどれですか。（○は１つだけ） 

１．仕事
し ご と

を持
も

たない 

２．結婚
け っ こ ん

するまでは仕事
し ご と

を持
も

つが、結婚後
け っ こ ん ご

は持
も

たない 

３．子
こ

どもができるまでは仕事
し ご と

を持
も

ち、その後
ご

は持
も

たない 

４．子
こ

育
そ だ

ての時期
じ き

だけ一時
い ち じ

辞
や

めて、その後
ご

はまた仕事
し ご と

を持
も

つ 

５．結婚
け っ こ ん

・出産
しゅっさん

にかかわらず、ずっと仕事
し ご と

を持
も

つ 

６．その他
た

（                                   ） 

７．わからない 

 

問８－１ 問８で回答
か い と う

した理由
り ゆ う

をご記入
き に ゅ う

ください。（○はあてはまるものすべて） 

１．家庭
か て い

を守
ま も

り、家
い え

で子
こ

どもの面倒
め ん ど う

を見
み

た方
ほ う

がよいと思
お も

うから 

２．仕事
し ご と

と家庭
か て い

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

が十分
じゅうぶん

でないから 

３．経済力
け い ざ い り ょ く

を持
も

った方
ほ う

がよいと思
お も

うから 

４．夫婦
ふ う ふ

で働
はたら

いた方
ほ う

が多
お お

くの収入
しゅうにゅう

を得
え

られるから 

５．本人
ほ ん に ん

が望
の ぞ

む働
はたら

き方
か た

をするべきだと思
お も

うから 

６．その他
た

（                                  ） 

７．わからない 

 

問9 結婚
け っ こ ん

や妊娠
に ん し ん

・出産
しゅっさん

により仕事
し ご と

を辞
や

めた女性
じ ょ せ い

が再
ふたた

び仕事
し ご と

を持
も

つことを希望
き ぼ う

する場合
ば あ い

、あなた

はどのようなことが必要
ひ つ よ う

だと思
お も

いますか。（○はあてはまるものすべて） 

１．求人
きゅうじん

情報
じょうほう

を入手
にゅうしゅ

しやすくすること 

２．再就職
さいしゅうしょく

のためのセミナー、講習
こうしゅう

を実施
じ っ し

すること 

３．技術
ぎ じ ゅ つ

や技能
ぎ の う

の習得
しゅうとく

の機会
き か い

を多
お お

くすること 

４．求人
きゅうじん

の年齢
ね ん れ い

制限
せ い げ ん

の緩和
か ん わ

 

５．パートの労働
ろ う ど う

条件
じょうけん

の向上
こうじょう

 

６．働
はたら

き方
か た

の選択肢
せ ん た く し

を多
お お

くすること 

７．就職
しゅうしょく

に関
か ん

する相談
そ う だ ん

体制
た い せ い

の充実
じゅうじつ

 

８．保育所
ほ い く じ ょ

・学童
が く ど う

保育
ほ い く

クラブなどの保育
ほ い く

施設
し せ つ

の充実
じゅうじつ

 

９．高齢者
こ う れ い し ゃ

の介護
か い ご

施設
し せ つ

、医療
い り ょ う

施設
し せ つ

の充実
じゅうじつ

 

ここからは再
ふたた

び、すべての方
か た

におうかがいします。 

※次
つ ぎ

のページにも選択肢
せ ん た く し

がつづきます 
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10．出産
しゅっさん

などで退職
たいしょく

した後
あ と

に希望
き ぼ う

すれば復帰
ふ っ き

できる再雇用
さ い こ よ う

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

11．女性
じ ょ せ い

が起業
き ぎ ょ う

をする場合
ば あ い

の支援
し え ん

 

12．家族
か ぞ く

や周囲
し ゅ う い

などの理解
り か い

と協力
きょうりょく

 

13．その他
た

（                                   ） 

14．わからない 

 

問10 育児
い く じ

休業
きゅうぎょう

と介護
か い ご

休業
きゅうぎょう

、それぞれについてお答
こ た

えください。 

 育児
い く じ

休業
きゅうぎょう

 介護
か い ご

休業
きゅうぎょう

 

問10 あなたは育児
い く じ

休業
きゅうぎょう

・介護
か い ご

休業
きゅうぎょう

を利用
り よ う

し た こ と が あ り ま す

か。 

（○はそれぞれ１つず

つ） 

１．利用
り よ う

したことがある 

２．利用
り よ う

したことはない 

３．小さい子
こ

どもが 

いないので利用
り よ う

する 

必要
ひ つ よ う

がない → 問11へ 

１．利用
り よ う

したことがある 

２．利用
り よ う

したことはない 

３．介護
か い ご

を要
よ う

する人
ひ と

が 

いないので利用
り よ う

する 

必要
ひ つ よ う

がない → 問11へ 

（問10で「１．利用
り よ う

したことがある」とお

答
こ た

えの方
か た

に）     

問10－１ どのくら

いの期間
き か ん

、休暇
き ゅ う か

を取
と

り

ましたか。 

（回答
か い と う

の場合
ば あ い

、○は 

どちらも１つ） 

１．３カ月
か げ つ

未満
み ま ん

 

２．３カ月
か げ つ

～６カ月
か げ つ

未満
み ま ん

 

３．６カ月
か げ つ

～１年
ね ん

未満
み ま ん

 

４．１年
ね ん

以上
い じ ょ う

 

（   年
ね ん

   カ月
か げ つ

） 

１．１カ月
か げ つ

未満
み ま ん

 

２．１カ月
か げ つ

～２カ月
か げ つ

未満
み ま ん

 

３．２カ月
か げ つ

～３カ月
か げ つ

未満
み ま ん

 

４．３カ月
か げ つ

以上
い じ ょ う

 

（問10で「２．利用
り よ う

したことはない」とお

答
こ た

えの方
か た

に）       

問10－２ 利用
り よ う

しな

かった理由
り ゆ う

はなんです

か。 

（回答
か い と う

の場合
ば あ い

、○は 

どちらもあてはまるも

のすべて） 

 

１．代替
だ い た い

要員
よ う い ん

がいないから 

２．前例
ぜ ん れ い

がないから 

３．経済的
け い ざ い て き

な理由
り ゆ う

から 

４．ブランクを空
あ

けたくなかっ

たから 

５．配偶者
は い ぐ う し ゃ

など自分
じ ぶ ん

以外
い が い

に子
こ

ど

もをみてくれる人
ひ と

がいたか

ら 

６．育児
い く じ

休業
きゅうぎょう

制度
せ い ど

を知
し

らなかっ

たから 

７．利用
り よ う

したくとも、取
と

りにく

い雰囲気
ふ ん い き

だったから 

８．職場
し ょ く ば

の育児
い く じ

休業
きゅうぎょう

制度
せ い ど

が利用
り よ う

できなかったから 

１．代替
だ い た い

要員
よ う い ん

がいないから 

２．前例
ぜ ん れ い

がないから 

３．経済的
け い ざ い て き

な理由
り ゆ う

から 

４．ブランクを空
あ

けたくなかっ

たから 

５．介護
か い ご

サービス利用
り よ う

など自分
じ ぶ ん

以外
い が い

に介護
か い ご

をしてくれる人
ひ と

がいたから 

６．介護
か い ご

休業
きゅうぎょう

制度
せ い ど

を知
し

らなかっ

たから 

７．利用
り よ う

したくとも、取
と

りにく

い雰囲気
ふ ん い き

だったから 

８．職場
し ょ く ば

の介護
か い ご

休業
きゅうぎょう

制度
せ い ど

が利用
り よ う

できなかったから 

複
ふ く

数回
す う か い

利用
り よ う

したことがある方
か た

は、最近
さ い き ん

のケースでご回答
か い と う

ください。 

※次
つ ぎ

のページにも選択肢
せ ん た く し

がつづきます 
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９ ． 出産前
し ゅ っ さ ん ま え

に 離職
り し ょ く

し た か ら 

      

10．自営業
じ え い ぎ ょ う

のため制度
せ い ど

が使
つ か

えな 

いから 

1１．その他
た

 

（                      ） 

９．介護
か い ご

をするために離職
り し ょ く

した

から 

10．自営業
じ え い ぎ ょ う

のため制度
せ い ど

が使
つ か

えな 

いから 

1１．その他
た

 

（                      ） 

 

 

 

 
 

◎ワーク・ライフ・バランス※についておたずねします。 

 

※「ワーク・ライフ・バランス」とは、「仕事
し ご と

と生活
せ い か つ

の調和
ち ょ う わ

」と訳
や く

され、「国民
こ く み ん

一人
ひ と り

ひとりがやり

がいや充実感
じ ゅ う じ つ か ん

を持
も

ちながら働
はたら

き、仕事上
し ご と じ ょ う

の責任
せ き に ん

を果
は

たすとともに、家庭
か て い

や地域
ち い き

生活
せ い か つ

などにおい

ても、子育
こ そ だ

て期
き

、中
ちゅう

高年期
こ う ね ん き

といった人生
じ ん せ い

の各段階
か く だ ん か い

に応
お う

じて多様
た よ う

な生
い

き方
か た

が選択
せ ん た く

・実現
じ つ げ ん

できる

状態
じょうたい

をいいます。 

 

問11 あなたはワーク・ライフ・バランスという言葉
こ と ば

を知
し

っていますか。（○は１つだけ） 

１．内容
な い よ う

まで知
し

っている 

２．内容
な い よ う

は知
し

らないが言葉
こ と ば

は聞
き

いたことがある 

３．知
し

らない 

 

 

問12 生活
せ い か つ

の中
な か

での、「仕事
し ご と

」「家庭
か て い

生活
せ い か つ

」「地域
ち い き

・個人
こ じ ん

の生活
せ い か つ

」（地域
ち い き

活動
か つ ど う

・学習
がくしゅう

・趣味
し ゅ み

・付
つ

き合
あ

いなど）の優先度
ゆ う せ ん ど

について、（ア）希望
き ぼ う

と（イ）現実
げ ん じ つ

（現状
げんじょう

）、それぞれお答
こ た

えください。 

（ア）あなたの希望
き ぼ う

に最
もっと

も近
ち か

いものはどれですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

１．「仕事
し ご と

」を優先
ゆ う せ ん

したい 

２．「家庭
か て い

生活
せ い か つ

」を優先
ゆ う せ ん

したい 

３．「地域
ち い き

・個人
こ じ ん

の生活
せ い か つ

」を優先
ゆ う せ ん

したい 

４．「仕事
し ご と

」と「家庭
か て い

生活
せ い か つ

」をともに優先
ゆ う せ ん

したい 

５．「仕事
し ご と

」と「地域
ち い き

・個人
こ じ ん

の生活
せ い か つ

」をともに優先
ゆ う せ ん

したい 

６．「家庭
か て い

生活
せ い か つ

」と「地域
ち い き

・個人
こ じ ん

の生活
せ い か つ

」をともに優先
ゆ う せ ん

したい 

７．「仕事
し ご と

」と「家庭
か て い

生活
せ い か つ

」と「地域
ち い き

・個人
こ じ ん

の生活
せ い か つ

」をともに優先
ゆ う せ ん

したい 

８．わからない 

ここからは再
ふたた

び、すべての方
か た

におうかがいします。 
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（イ）あなたの現実
げ ん じ つ

（現状
げんじょう

）に最
もっと

も近
ち か

いものはどれですか。（○は１つだけ） 

１．「仕事
し ご と

」を優先
ゆ う せ ん

している 

２．「家庭
か て い

生活
せ い か つ

」を優先
ゆ う せ ん

している 

３．「地域
ち い き

・個人
こ じ ん

の生活
せ い か つ

」を優先
ゆ う せ ん

している 

４．「仕事
し ご と

」と「家庭
か て い

生活
せ い か つ

」をともに優先
ゆ う せ ん

している 

５．「仕事
し ご と

」と「地域
ち い き

・個人
こ じ ん

の生活
せ い か つ

」をともに優先
ゆ う せ ん

している 

６．「家庭
か て い

生活
せ い か つ

」と「地域
ち い き

・個人
こ じ ん

の生活
せ い か つ

」をともに優先
ゆ う せ ん

している 

７．「仕事
し ご と

」と「家庭
か て い

生活
せ い か つ

」と「地域
ち い き

・個人
こ じ ん

の生活
せ い か つ

」をともに優先
ゆ う せ ん

している 

８．わからない 

 

問13 ワーク・ライフ・バランスを実現
じ つ げ ん

するためには、あなたはどのようなことが必要
ひ つ よ う

だと思
お も

い

ますか。（○はあてはまるものすべて） 

１．残業
ざんぎょう

を減
へ

らしたり、年休
ねんきゅう

をしっかりとる 

２．在宅
ざ い た く

勤務
き ん む

や仕事
し ご と

の段取
だ ん ど

りを工夫
く ふ う

するなど、業務
ぎ ょ う む

の効率化
こ う り つ か

により長時間
ち ょ う じ か ん

労働
ろ う ど う

を改善
か い ぜ ん

する 

３．地域
ち い き

活動
か つ ど う

、NPO活動
か つ ど う

に積極的
せ っ き ょ く て き

に参加
さ ん か

する 

４．男女
だ ん じ ょ

ともにさまざまなライフスタイルを選択
せ ん た く

できるという意識
い し き

の普及
ふ き ゅ う

を図
は か

る 

５．男性
だ ん せ い

の家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

をすすめる 

６．残業
ざんぎょう

や副業
ふくぎょう

を行
おこな

わなくても生活
せ い か つ

ができるよう、賃金
ち ん ぎ ん

が上昇
じょうしょう

する 

７．職場
し ょ く ば

の人員
じ ん い ん

を増
ふ

やすなどにより、一人
ひ と り

ひとりの業務量
ぎ ょ う む り ょ う

を減
へ

らす 

８．フレックスタイム制
せ い

※、短時間
た ん じ か ん

勤務
き ん む

制度
せ い ど

の利用
り よ う

促進
そ く し ん

をする 

９．管理
か ん り

職
しょく

をはじめ、職場
し ょ く ば

の人々
ひ と び と

に理解
り か い

を深
ふ か

めてもらう 

10．再就職
さいしゅうしょく

を希望
き ぼ う

する女性
じ ょ せ い

のための講座
こ う ざ

や再雇用
さ い こ よ う

制度
せ い ど

を充実
じゅうじつ

させる 

11．育児
い く じ

・介護
か い ご

休業
きゅうぎょう

制度
せ い ど

の普及
ふ き ゅ う

を図
は か

る 

12．保育所
ほ い く じ ょ

・学童
が く ど う

保育
ほ い く

などの育児
い く じ

環境
かんきょう

を充実
じゅうじつ

させる 

13．ホームヘルパーや介護
か い ご

施設
し せ つ

を充実
じゅうじつ

させる 

14．その他
た

（                                 ） 

15．わからない 

 

※「フレックスタイム制
せ い

」とは、一定
い っ て い

の期間
き か ん

について、あらかじめ定
さ だ

めた労働
ろ う ど う

時間
じ か ん

の範囲内
は ん い な い

にお

いて労働者
ろ う ど う し ゃ

が自
みずか

ら始業
し ぎ ょ う

・終業
しゅうぎょう

時刻
じ こ く

を決
き

める労働
ろ う ど う

時間
じ か ん

制度
せ い ど

をいいます。 
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◎セクシュアル・ハラスメント※についておたずねします。 
 

※「セクシュアル・ハラスメント」とは、性的
せ い て き

な言動
げ ん ど う

により相
あ い

手
て

の生活
せ い か つ

環境
かんきょう

を害
が い

すること、また

は性的
せ い て き

な言動
げ ん ど う

を受
う

けた側
が わ

に不利益
ふ り え き

を与
あ た

えることをいいます。 

 

問14 セクシュアル・ハラスメント（性的
せ い て き

いやがらせ）は一定
い っ て い

の人間
に ん げ ん

関係
か ん け い

の中
な か

で発生
は っ せ い

し、職場
し ょ く ば

だ

けでなく、あらゆる場所
ば し ょ

で男女
だ ん じ ょ

ともに受
う

ける可能性
か の う せ い

があります。あなたはこれまでに、

職場
し ょ く ば

・学校
が っ こ う

・地域
ち い き

で、次
つ ぎ

のような不愉快
ふ ゆ か い

な経験
け い け ん

をしたことがありますか。 

（○は職場
し ょ く ば

、学校
が っ こ う

、地域
ち い き

ごとに、あてはまるものすべて） 
 

 

  
   

（ア）いやがっているのに性的
せ い て き

な話
はなし

・言葉
こ と ば

を聞
き

かされた １ １ １ １ 

（イ）「女
おんな

（男
おとこ

）のくせに」「女
おんな

（男
おとこ

）だから」と差別的
さ べ つ て き

な言
い

い方
か た

をされた 
２ ２ ２ ２ 

（ウ）不必要
ふ ひ つ よ う

に身体
か ら だ

を触
さ わ

られた ３ ３ ３ ３ 

（エ）宴会
え ん か い

でお酒
さ け

やデュエットを強要
きょうよう

された ４ ４ ４ ４ 

（オ）交際
こ う さ い

を強要
きょうよう

された ５ ５ ５ ５ 

（カ）性的
せ い て き

行為
こ う い

を強要
きょうよう

されたり、されそうになった ６ ６ ６ ６ 

（キ）性的
せ い て き

な噂
うわさ

をたてられたり、インターネットやSNSに書
か

き込
こ

まれたりした 
７ ７ ７ ７ 

（ク）結婚
け っ こ ん

や異性
い せ い

との交際
こ う さ い

についてしつこく聞
き

かれた ８ ８ ８ ８ 

（ケ）容姿
よ う し

、年齢
ね ん れ い

などについて傷
き ず

つくようなことを言
い

われた ９ ９ ９ ９ 

（コ）外
が い

出中
しゅつちゅう

などに後
あ と

をつけられたり、つきまとわれたりした 10 10 10 10 

（サ）プライバシーに関
か ん

することや性的
せ い て き

な内容
な い よ う

のメールや

手紙
て が み

・電話
で ん わ

を受
う

けた 
11 11 11 11 

（シ）ヌード写真
し ゃ し ん

やポルノ雑誌
ざ っ し

を目
め

につくところに置
お

かれた

り、はられたりした 
12 12 12 12 

（ス）その他
た

（                                        ） 13 13 13 13 

（セ）特
と く

にない 14 14 14 14 

 

 

  

職
場

し

ょ
く
ば 

学
校

が

っ
こ
う 

地
域

ち

い

き 

回
答

か
い
と
う

の
例れ

い 

問 15 へ 
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問15 あなたはこれまでに、だれか（どこか）に打
う

ち明
あ

けたり、相談
そ う だ ん

したりしましたか。 

（○は１つだけ） 

１．相談
そ う だ ん

した ２．相談
そ う だ ん

しなかった（できなかった） 

 

（問15で「１．相談
そ う だ ん

した」とお答
こ た

えの方
か た

に）                        

問15－１  そのとき、だれ（どこ）に相談
そ う だ ん

しましたか。（○はあてはまるものすべて） 

１．警察
け い さ つ

に通報
つ う ほ う

・相談
そ う だ ん

した 

２．警察
け い さ つ

以外
い が い

の公的
こ う て き

機関
き か ん

に相談
そ う だ ん

した 

３．民間
み ん か ん

の機関
き か ん

に相談
そ う だ ん

した 

４．弁護士
べ ん ご し

に相談
そ う だ ん

した 

５．家族
か ぞ く

に相談
そ う だ ん

した 

６．友人
ゆ う じ ん

・知人
ち じ ん

に相談
そ う だ ん

した 

７．会社
か い し ゃ

の人事課
じ ん じ か

、上司
じ ょ う し

などに相談
そ う だ ん

した 

８．学校
が っ こ う

の事務局
じ む き ょ く

などに相談
そ う だ ん

した 

９．その他
た

（                             ） 

 

（問15で「２．相談
そ う だ ん

しなかった（できなかった）」とお答
こ た

えの方
か た

に）             

問15－２ だれ（どこ）にも相談
そ う だ ん

しなかった、できなかった理由
り ゆ う

は何
な ん

ですか。 

（○はあてはまるものすべて） 

  

１．どこに相談
そ う だ ん

してよいかわからなかったから 

２．恥
は

ずかしかったから 

３．相談
そ う だ ん

しても無駄
む だ

だと思
お も

ったから 

４．相談
そ う だ ん

したことがわかると仕返
し か え

しをされると思
お も

ったから 

５．相談
そ う だ ん

することによって、自分
じ ぶ ん

が不快
ふ か い

な思
お も

いをすると思
お も

ったから 

６．自分
じ ぶ ん

さえ我慢
が ま ん

すれば、何
な ん

とかやっていけると思
お も

ったから 

７．世間体
せ け ん て い

が悪
わ る

いから 

８．他人
た に ん

を巻
ま

き込
こ

みたくなかったから 

９．被害
ひ が い

を受
う

けたことを忘
わ す

れたかったから 

10．自分
じ ぶ ん

にも悪
わ る

いところがあると思
お も

ったから 

11．相談
そ う だ ん

するほどのことではないと思
お も

ったから 

12．自分
じ ぶ ん

で加害者
か が い し ゃ

に対応
た い お う

しようと思
お も

ったから 

13．その他
た

（                                 ） 

問15は、問14の（ア）～（ス）に、１つでも○をつけた方
か た

におうかがいします。 
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◎ドメスティック・バイオレンスについておたずねします。 

 

問16 「ドメスティック・バイオレンス」とは、配偶者
は い ぐ う し ゃ

などに対
た い

し 著
いちじる

しい身体的
し ん た い て き

または精神的
せ い し ん て き

苦痛
く つ う

を与
あ た

える暴力的
ぼ う り ょ く て き

行為
こ う い

をいいますが、あなたはこれまでに配偶者
は い ぐ う し ゃ

（事実婚
じ じ つ こ ん

や別居
べ っ き ょ

、離別
り べ つ

を含
ふ く

む）や恋人
こ い び と

などのパートナーから、次
つ ぎ

のような経験
け い け ん

がありますか。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

 

何
度

な

ん

ど

も 

あ
っ
た 

１
、
２
度ど 

あ
っ
た 

ま
っ
た
く 

な
い 

回答
か い と う

の例
れ い

 １ ２ ３ 

（ア）命
いのち

の危険
き け ん

を感
か ん

じるくらいの暴力
ぼうりょく

を受
う

ける １ ２ ３ 

（イ）医師
い し

の治療
ち り ょ う

が必要
ひ つ よ う

となる暴力
ぼうりょく

を受
う

ける １ ２ ３ 

（ウ）医師
い し

の治療
ち り ょ う

が必要
ひ つ よ う

ではない程度
て い ど

の暴力
ぼうりょく

を受
う

ける １ ２ ３ 

（エ）嫌
い や

がっているのに性的
せ い て き

行為
こ う い

を強要
きょうよう

される １ ２ ３ 

（オ）見
み

たくないのにポルノビデオ・雑誌
ざ っ し

・アダルトサイトを見
み

せられる １ ２ ３ 

（カ）避妊
ひ に ん

に協力
きょうりょく

してもらえない １ ２ ３ 

（キ）何
な に

を言
い

っても無視
む し

される １ ２ ３ 

（ク）常
つ ね

に居場所
い ば し ょ

を把握
は あ く

する、交友
こ う ゆ う

関係
か ん け い

や電話
で ん わ

、メール、

郵便物
ゆ う び ん ぶ つ

、SNSを細
こ ま

かく監視
か ん し

するなど付
つ

き合
あ

いを制限
せ い げ ん

され

る 

１ ２ ３ 

（ケ）「誰
だ れ

のおかげで生活
せ い か つ

できるんだ」とか「かいしょうなし」

と言
い

われる 
１ ２ ３ 

（コ）「女
おんな

(男
おとこ

)のくせに」「女
おんな

(男
おとこ

)だから」と差別的
さ べ つ て き

な言
い

い方
か た

をされる １ ２ ３ 

（サ）容姿
よ う し

について傷
き ず

つくようなことを言
い

われる １ ２ ３ 

（シ）大声
お お ご え

で怒鳴
ど な

られる １ ２ ３ 

（ス）大切
た い せ つ

なものを壊
こ わ

される １ ２ ３ 

（セ）生活費
せ い か つ ひ

を渡
わ た

してもらえない １ ２ ３ 

（ソ）目
め

の前
ま え

で子
こ

どもに暴力
ぼうりょく

をふるわれる １ ２ ３ 

（タ）性的
せ い て き

な画像
が ぞ う

をインターネット上
じょう

に公開
こ う か い

される「リベンジ

ポルノ」の被害
ひ が い

を受
う

けたことがある 
１ ２ ３ 

（チ）その他
た

（                    ） １ ２ ３ 

 

  

ここからは再
ふたた

び、すべての方
か た

におうかがいします。 

１つでも○をつけた方
か た

は問 17 へ すべて３に○を 

つけた方
か た

は問 18 へ 
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問17 あなたはこれまでに、だれか（どこか）に打
う

ち明
あ

けたり、相談
そ う だ ん

したりしましたか。 

（○は１つだけ） 

１．相談
そうだん

した ２．相談
そうだん

しなかった（できなかった） 

 

（問17で「１．相談
そ う だ ん

した」とお答
こ た

えの方
か た

に）                        

問17－１  そのとき、だれ（どこ）に相談
そ う だ ん

しましたか。（○はあてはまるものすべて） 

１．警察
け い さ つ

に通報
つ う ほ う

・相談
そ う だ ん

した 

２．区
く

の相談
そ う だ ん

窓口
ま ど ぐ ち

に相談
そ う だ ん

した 

３．都
と

の相談
そ う だ ん

窓口
ま ど ぐ ち

に相談
そ う だ ん

した 

４．民生
み ん せ い

委員
い い ん

や人権
じ ん け ん

擁護
よ う ご

委員
い い ん

などに 

相談
そ う だ ん

した 

５．民間
み ん か ん

の機関
き か ん

に相談
そ う だ ん

した 

６．医師
い し

に相談
そ う だ ん

した 

７．弁護士
べ ん ご し

に相談
そ う だ ん

した 

８．家族
か ぞ く

や親族
し ん ぞ く

に相談
そ う だ ん

した 

９．友人
ゆ う じ ん

・知人
ち じ ん

に相談
そ う だ ん

した 

10．その他
た

 

（               ） 

 

（問17で「２．相談
そ う だ ん

しなかった（できなかった）」とお答
こ た

えの方
か た

に）             

問17－２ だれ（どこ）にも相談
そ う だ ん

しなかった、できなかった理由
り ゆ う

は何
な ん

ですか。 

（○はあてはまるものすべて） 

１．どこに相談
そ う だ ん

してよいかわからなかったから 

２．恥
は

ずかしかったから 

３．相談
そ う だ ん

しても無駄
む だ

だと思
お も

ったから 

４．相談
そ う だ ん

したことがわかると仕返
し か え

しを受
う

けたり、もっとひどい暴力
ぼうりょく

を受
う

けたりすると 

思
お も

ったから 

５．相談
そ う だ ん

することによって、自分
じ ぶ ん

が不快
ふ か い

な思
お も

いをすると思
お も

ったから 

６．自分
じ ぶ ん

さえ我慢
が ま ん

すれば、何
な ん

とかやっていけると思
お も

ったから 

７．世間体
せ け ん て い

が悪
わ る

いから 

８．他人
た に ん

を巻
ま

き込
こ

みたくなかったから 

９．被害
ひ が い

を受
う

けたことを忘
わ す

れたかったから 

10．自分
じ ぶ ん

にも悪
わ る

いところがあると思
お も

ったから 

11．相手
あ い て

の行為
こ う い

は愛情
あいじょう

の表現
ひょうげん

だと思
お も

ったから 

12．相談
そ う だ ん

するほどのことではないと思
お も

ったから 

13．自分
じ ぶ ん

で加害者
か が い し ゃ

に対応
た い お う

しようと思
お も

ったから 

14．その他
た

（                                ） 

  

問17は、問16の（ア）～（チ）の「何度
な ん ど

もあった」「１、２度
ど

あった」に、 

１つでも○をつけた方
か た

におうかがいします。 
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問18 あなたは、ドメスティック・バイオレンスの防止
ぼ う し

および被害者
ひ が い し ゃ

支援
し え ん

のために、どのような

対策
た い さ く

が必要
ひ つ よ う

だと思
お も

いますか。（○はあてはまるものすべて） 

１．家
か

庭内
て い な い

であっても暴力
ぼうりょく

は犯罪
は ん ざ い

であるという意識
い し き

を広
ひ ろ

める 

２．いざというときに駆
か

け込
こ

める緊
き ん

急避難場所
き ゅ う ひ な ん ば し ょ

（シェルター）の整備
せ い び

 

３．緊急
きんきゅう

時
じ

の相談
そ う だ ん

体制
た い せ い

の充実
じゅうじつ

 

４．住居
じゅうきょ

や就労
しゅうろう

の斡旋
あ っ せ ん

、経済的
け い ざ い て き

援助
え ん じ ょ

など、自立
じ り つ

して生活
せ い か つ

するための支援
し え ん

策
さ く

の充実
じゅうじつ

 

５．カウンセリングや日常的
に ち じ ょ う て き

な相談
そ う だ ん

など、精神的
せ い し ん て き

に自立
じ り つ

するための支援
し え ん

策
さ く

の充実
じゅうじつ

 

６．相談
そ う だ ん

・支援
し え ん

するスタッフの意識
い し き

と能力
のうりょく

を高
た か

める 

７．子
こ

どもがいても安心
あ ん し ん

して相談
そ う だ ん

・避難
ひ な ん

ができるような体制
た い せ い

の充実
じゅうじつ

 

８．暴力
ぼうりょく

への対応
た い お う

方法
ほ う ほ う

や関係
か ん け い

機関
き か ん

の紹介
しょうかい

など、ドメスティック・バイオレンスに関
か ん

するいろい

ろな知識
ち し き

の提供
ていきょう

 

９．離婚
り こ ん

訴訟
そ し ょ う

への支援
し え ん

など、法的
ほ う て き

なサポートの充実
じゅうじつ

 

10．加害者
か が い し ゃ

の自覚
じ か く

を促
うなが

すプログラムなど、対応
た い お う

の充実
じゅうじつ

 

1１．デートＤＶ※防止
ぼ う し

講座
こ う ざ

の開催
か い さ い

や男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

教育
きょういく

の推進
す い し ん

など、学校
が っ こ う

などにおいて暴力
ぼうりょく

を防止
ぼ う し

す

るための教育
きょういく

を行
おこな

う 

1２．行政
ぎょうせい

や警察
け い さ つ

による積極的
せ っ き ょ く て き

な啓発
け い は つ

活動
か つ ど う

 

1３．法律
ほ う り つ

による規制
き せ い

の強化
き ょ う か

や見直
み な お

しを行
おこな

う 

1４．身近
み ぢ か

で配偶者
は い ぐ う し ゃ

やパートナーによる暴力
ぼうりょく

に気付
き づ

いたら、周囲
し ゅ う い

の人
ひ と

が通報
つ う ほ う

することが大切
た い せ つ

で

あるという意識
い し き

づくりを行
おこな

う 

1５．その他
た

（                                                   ） 

1６．わからない 

 

※「デートＤＶ」とは、交際
こ う さ い

相手
あ い て

からの暴力
ぼうりょく

のことで、配偶者
は い ぐ う し ゃ

からの暴力
ぼうりょく

を未然
み ぜ ん

に防止
ぼ う し

するため

に、主
お も

に若年層
じ ゃ く ね ん そ う

を対象
たいしょう

としたＤＶ防止
ぼ う し

の啓発
け い は つ

が学校
が っ こ う

現場
げ ん ば

などで行
おこな

われています。 

 
 

ここからは再
ふたた

び、すべての方
か た

におうかがいします。 
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◎性
せ い

の表現
ひょうげん

についておたずねします。 
 

問19 テレビ、ビデオ、インターネット、映画
え い が

、新聞
し ん ぶ ん

、雑誌
ざ っ し

、広告
こ う こ く

などのメディアでの固定的
こ て い て き

な

性別
せ い べ つ

役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

※の表現
ひょうげん

や、女性
じ ょ せ い

に対
た い

する暴力
ぼうりょく

、身体
し ん た い

、性
せ い

の表現
ひょうげん

について、あなたは日頃
ひ ご ろ

ど

のように感
か ん

じていますか。（○はあてはまるものすべて） 

※「固定的
こ て い て き

な性別
せ い べ つ

役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

」とは、男性
だ ん せ い

、女性
じ ょ せ い

という性別
せ い べ つ

を理由
り ゆ う

として、「男性
だ ん せ い

は仕事
し ご と

・女性
じ ょ せ い

は

家庭
か て い

」、「男性
だ ん せ い

は主要
し ゅ よ う

な業務
ぎ ょ う む

・女性
じ ょ せ い

は補助的
ほ じ ょ て き

業務
ぎ ょ う む

」など、男性
だ ん せ い

・女性
じ ょ せ い

の役割
や く わ り

を固定的
こ て い て き

に決
き

める

ことをいいます。 

１．固定的
こ て い て き

な性別
せ い べ つ

役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

を助長
じょちょう

する表現
ひょうげん

が目立
め だ

つ 

２．女性
じ ょ せ い

の性
せ い

を過度
か ど

に強調
きょうちょう

するなど、行
い

き過
す

ぎた表現
ひょうげん

が目立
め だ

つ 

３．社会
し ゃ か い

全体
ぜ ん た い

の性
せ い

や暴力
ぼうりょく

に関
か ん

する倫理
り ん り

観
か ん

が損
そ こ

なわれている 

４．女性
じ ょ せ い

に対
た い

する犯罪
は ん ざ い

を助長
じょちょう

する恐
お そ

れを感
か ん

じる 

５．子
こ

どもの目
め

にふれないような配慮
は い り ょ

が足
た

りない 

６．自分
じ ぶ ん

の意思
い し

と関係
か ん け い

なく目
め

に入
は い

ることがあり、気分
き ぶ ん

を害
が い

する 

７．その他
た

（                                                                      ） 

８．特
とく

に問題
もんだい

はない 

９．わからない 

 

◎性
せ い

の多様性
た よ う せ い

についておたずねします。 
 

問20 あなたは今
い ま

まで自分
じ ぶ ん

の性別
せ い べ つ

について悩
な や

んだことはありますか。（○は１つだけ） 

１．ある ２．ない 

 

（問20で「１．ある」とお答
こ た

えの方
か た

に）                          

問20－１ どのようなことで悩
な や

みましたか。（○はあてはまるものすべて） 

１．男
おとこ

らしさ・女
おんな

らしさを求
も と

められたこと 

２．異性
い せ い

に生
う

まれたかったこと 

３．その他
た

（                                ） 
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問21 あなたはLGBT※という言葉
こ と ば

をご存
ぞ ん

じですか。（○は１つだけ） 

※「ＬＧＢＴ」とは、Lesbian（レズビアン、女性
じ ょ せ い

同性愛者
ど う せ い あ い し ゃ

）、Gay（ゲイ、男性
だ ん せ い

同性愛者
ど う せ い あ い し ゃ

）、

Bisexual（バイセクシュアル、両性愛者
り ょ う せ い あ い し ゃ

）、Transgender（トランスジェンダー、性別
せ い べ つ

越境者
え っ き ょ う し ゃ

）の頭文字
か し ら も じ

をとった単語
た ん ご

で、セクシュアル・マイノリティ（性的
せ い て き

少数者
し ょ う す う し ゃ

）の総称
そうしょう

のひ

とつです。電通
で ん つ う

ダイバーシティ・ラボの2018年
ね ん

の調査
ち ょ う さ

では、日本
に ほ ん

におけるLGBTの割合
わ り あ い

が

人口
じ ん こ う

の8.9％存在
そ ん ざ い

すると言
い

われています。 

１．知
し

っている ２．初
は じ

めて知
し

った 

 

◎健康
け ん こ う

についておたずねします。 
 

問22 あなたは性
せ い

や妊娠
に ん し ん

・出産
しゅっさん

に関
か ん

して自分
じ ぶ ん

で決
き

め、女性
じ ょ せ い

が自分
じ ぶ ん

の健康
け ん こ う

を守
ま も

るために、どのよう

なことが必要
ひ つ よ う

だと思
お も

いますか。（○はあてはまるものすべて） 

１．子
こ

どもの成長
せいちょう

と発育
は つ い く

に応
お う

じた性
せ い

教育
きょういく

 

２．性
せ い

や妊娠
に ん し ん

／予期
よ き

せぬ妊娠
に ん し ん

・出産
しゅっさん

・産後
さ ん ご

・不妊
ふ に ん

についての情報
じょうほう

提供
ていきょう

・相談
そ う だ ん

体制
た い せ い

の充実
じゅうじつ

 

３．喫煙
き つ え ん

や薬物
や く ぶ つ

など、男女
だ ん じ ょ

の健康
け ん こ う

への害
が い

についての情報
じょうほう

提供
ていきょう

・相談
そ う だ ん

体制
た い せ い

の充実
じゅうじつ

 

４．性
せ い

感染症
か ん せ ん し ょ う

（カンジダ症
しょう

、クラミジア感染症
か ん せ ん し ょ う

など）についての情報
じょうほう

提供
ていきょう

・相談
そ う だ ん

体制
た い せ い

の充実
じゅうじつ

 

５．更
こ う

年期
ね ん き

についての情報
じょうほう

提供
ていきょう

・相談
そ う だ ん

体制
た い せ い

の充実
じゅうじつ

 

６．「子
こ

どもの数
か ず

や子
こ

どもを産
う

むか産
う

まないかなどについて自分
じ ぶ ん

で決
き

めること」という考
かんが

え

方
か た

についての情報
じょうほう

提供
ていきょう

・相談
そ う だ ん

体制
た い せ い

の充実
じゅうじつ

 

7．その他
た

（                                   ） 

８．わからない 
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◎学校
が っ こ う

教育
きょういく

についておたずねします。 
 

問23 あなたは男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

の社会
し ゃ か い

を実現
じ つ げ ん

するためには、学校
が っ こ う

教育
きょういく

の場
ば

では特
と く

にどのようなことに力
ちから

を入
い

れればよいと思
お も

いますか。（○はあてはまるものすべて） 

１．男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

の意識
い し き

を育
そ だ

てるための授業
じゅぎょう

を工夫
く ふ う

して実施
じ っ し

 

２．日常
にちじょう

の学校
が っ こ う

生活
せ い か つ

の中
な か

での男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

の実践
じ っ せ ん

 

３．男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

に関
か ん

する副教材
ふ く き ょ う ざ い

を活用
か つ よ う

した指導
し ど う

 

４．男女
だ ん じ ょ

の別
べ つ

なく、個性
こ せ い

や能力
のうりょく

を活
い

かせる指導
し ど う

の充実
じゅうじつ

 

５．セクシュアル・ハラスメントやドメスティック・バイオレンスについての学習
がくしゅう

 

６．自分
じ ぶ ん

および異性
い せ い

の性
せ い

を尊重
そんちょう

する意味
い み

での性
せ い

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

 

７．人間
に ん げ ん

としての尊厳
そ ん げ ん

、平等
びょうどう

を尊重
そんちょう

することに力点
り き て ん

を置
お

いた指導
し ど う

 

８．教職員
きょうしょくいん

への男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

研修
けんしゅう

の充実
じゅうじつ

 

９．学校
が っ こ う

から家庭
か て い

や地域
ち い き

に向
む

けた男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

に関
か ん

する情報
じょうほう

発信
は っ し ん

 

10．その他
た

（                                 ） 

11．特
と く

にない 

12．わからない 

 

◎女性
じ ょ せ い

の社会
し ゃ か い

参画
さ ん か く

についておたずねします。 
 

問24 葛飾区
か つ し か く

では、区
く

の施策
し さ く

に女性
じ ょ せ い

の意見
い け ん

が十分
じゅうぶん

に反映
は ん え い

されるよう、審
し ん

議会
ぎ か い

などの政策
せ い さ く

・方針
ほ う し ん

決定
け っ て い

過程
か て い

への女性
じ ょ せ い

の参画
さ ん か く

を促進
そ く し ん

しております。そのため、「葛飾区
か つ し か く

男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

推進
す い し ん

計画
け い か く

（第
だ い

５

次
じ

）」（平成
へ い せ い

２９年度
ね ん ど

～令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

）の計画期
け い か く き

間中
かんちゅう

に審
し ん

議会
ぎ か い

などへの女性
じ ょ せ い

の参画率
さ ん か く り つ

を、令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

末
ま つ

に32％以上
い じ ょ う

とすることを目標
もくひょう

としています。現在
げ ん ざ い

、区
く

議会
ぎ か い

議員
ぎ い ん

の中
な か

に占
し

める女性
じ ょ せ い

議員
ぎ い ん

の数
か ず

は3８人中
にんちゅう

１１人
に ん

(2８.９％)、審
し ん

議会
ぎ か い

などの女性
じ ょ せ い

委員
い い ん

は９66人中
にんちゅう

2８0人
に ん

(2

９.0％)となっています。あなたは、この状況
じょうきょう

をどのように思
お も

いますか。（○は１つだけ） 

１．今
い ま

のままでよい 

２．もう少
す こ

し女性
じ ょ せ い

が増
ふ

えたほうがよい 

３．男女
だ ん じ ょ

半々
は ん は ん

くらいまで増
ふ

えたほうがよい 

４．男性
だ ん せ い

を上回
う わ ま わ

るほど、女性
じ ょ せ い

が増
ふ

えたほうがよい 

５．その他
た

（                               ） 

６．わからない 
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問25 あなたは議員
ぎ い ん

や審議会
し ん ぎ か い

委員
い い ん

など政策
せ い さ く

や方針
ほ う し ん

を決定
け っ て い

する過程
か て い

への女性
じ ょ せ い

の参画
さ ん か く

を妨
さまた

げているの

は、どのようなことだと思
お も

いますか。（○はあてはまるものすべて） 

１．家庭
か て い

、職場
し ょ く ば

、地域
ち い き

における性別
せ い べ つ

による役割
や く わ り

分担
ぶ ん た ん

や性差
せ い さ

別
べ つ

の意識
い し き

があるから 

２．女性
じ ょ せ い

の参画
さ ん か く

を進
す す

めようと意識
い し き

している人
ひ と

が少
す く

ないから 

３．女性
じ ょ せ い

の能力
のうりょく

開発
か い は つ

の機会
き か い

が十分
じゅうぶん

でないから 

４．家族
か ぞ く

の理解
り か い

がない・賛成
さ ん せ い

を得
え

られないから 

５．男性
だ ん せ い

優位
ゆ う い

の組織
そ し き

運営
う ん え い

に問題
も ん だ い

があるから 

６．女性側
じ ょ せ い が わ

の積極性
せ っ き ょ く せ い

が足
た

りない（責任
せ き に ん

ある地位
ち い

に就
つ

きたがらない）から 

７．指導力
し ど う り ょ く

のある女性
じ ょ せ い

が少
す く

ないから 

８．金銭的
き ん せ ん て き

な余裕
よ ゆ う

がないから 

９．政党
せ い と う

が積極的
せ っ き ょ く て き

に女性
じ ょ せ い

が参加
さ ん か

できるような方針
ほ う し ん

を立
た

ててないから 

1０．その他
た

（                                   ） 

1１．わからない 

 

問26 あなたは政治
せ い じ

や行政
ぎょうせい

において企画
き か く

や方針
ほ う し ん

決定
け っ て い

の過程
か て い

で女性
じ ょ せ い

の参画
さ ん か く

を進
す す

めていくためには、

どうしたらよいと思
お も

いますか。（○はあてはまるものすべて） 

１．政治
せ い じ

や行政
ぎょうせい

について、男女
だ ん じ ょ

の意識
い し き

を変
か

えるためのセミナーなどを積極的
せ っ き ょ く て き

に開催
か い さ い

する 

２．区
く

が女性
じ ょ せ い

職員
しょくいん

の採用
さ い よ う

・登用
と う よ う

・教育
きょういく

訓練
く ん れ ん

などに目標
もくひょう

を設
も う

けたり、女
じ ょ

性
せ い

職員
しょくいん

の管理
か ん り

・監督者
か ん と く し ゃ

昇任
しょうにん

を促
うなが

す計画
け い か く

を作成
さ く せ い

する 

３．審
し ん

議会
ぎ か い

や委員会
い い ん か い

などの委員
い い ん

に女性
じ ょ せ い

を優先的
ゆ う せ ん て き

に任命
に ん め い

する 

４．政党
せ い と う

が選挙
せ ん き ょ

の候補者
こ う ほ し ゃ

に一定
い っ て い

の割合
わ り あ い

で女性
じ ょ せ い

を含
ふ く

めるようにする 

５．その他
た

（                                   ） 

６．わからない 
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◎防災
ぼ う さ い

についておたずねします。 
 

問27 東日本
ひ が し に ほ ん

大震災
だ い し ん さ い

の発生
は っ せ い

以降
い こ う

、日頃
ひ ご ろ

の防災
ぼ う さ い

活動
か つ ど う

や災害
さ い が い

発生
は っ せ い

時
じ

の避難所
ひ な ん じ ょ

生活
せ い か つ

において、多様
た よ う

な

人々
ひ と び と

の視点
し て ん

に基
も と

づく運営
う ん え い

が必要
ひ つ よ う

だと言
い

われるようになりました。あなたは、地域
ち い き

の防災
ぼ う さ い

活動
か つ ど う

や災害
さ い が い

時
じ

における人々
ひ と び と

の生活
せ い か つ

環境
かんきょう

の確保
か く ほ

に、どのようなことが必要
ひ つ よ う

だと思
お も

いますか。 

（○はあてはまるものすべて） 

１．性別
せ い べ つ

に応
お う

じてプライバシー（更衣
こ う い

、授乳
じゅにゅう

、トイレ、就寝
しゅうしん

スペースなど）を確保
か く ほ

するよう

な 避難所
ひ な ん じ ょ

運営
う ん え い

を行
おこな

うこと 

２．災害
さ い が い

時
じ

要配慮者
よ う は い り ょ し ゃ

（高齢者
こ う れ い し ゃ

、障害者
し ょ う が い し ゃ

、乳幼児
に ゅ う よ う じ

など）をはじめ、さまざまな状態
じょうたい

の人
ひ と

の視点
し て ん

を取
と

り入
い

れた避
ひ

難所
な ん じ ょ

運営
う ん え い

を行
おこな

うこと 

３．自治会
じ ち か い

や町内会
ち ょ う な い か い

、ボランティア仲間
な か ま

など、日頃
ひ ご ろ

の地域
ち い き

のネットワークを活用
か つ よ う

した防災
ぼ う さ い

活動
か つ ど う

や避
ひ

難所
な ん じ ょ

運営
う ん え い

を行
おこな

うこと 

４．災害
さ い が い

発生
は っ せ い

時
じ

に備
そ な

え、日頃
ひ ご ろ

の地域
ち い き

活動
か つ ど う

や、行政
ぎょうせい

の防災
ぼ う さ い

に関
か ん

する講座
こ う ざ

・イベントの中
な か

で、

災害
さ い が い

時
じ

に指導的
し ど う て き

役割
や く わ り

を担
に な

う女性
じ ょ せ い

リーダーの育成
い く せ い

を行
おこな

うこと 

５．食事作
し ょ く じ づ く

りや、清掃
せ い そ う

、子
こ

ども・高齢者
こ う れ い し ゃ

のケアなどの担
に な

い手
て

が、片方
か た ほ う

の性
せ い

に偏
かたよ

らないように

するなど、一定
い っ て い

の人々
ひ と び と

への過度
か ど

な負担
ふ た ん

が発生
は っ せ い

しないようにすること 

６．委員会
い い ん か い

や会議
か い ぎ

など防災
ぼ う さ い

分野
ぶ ん や

の政策
せ い さ く

・方針
ほ う し ん

決定
け っ て い

過程
か て い

へ、より多
お お

くの女性
じ ょ せ い

が参画
さ ん か く

できるよう

にすること 

７．行政
ぎょうせい

が作成
さ く せ い

する地域
ち い き

防災
ぼ う さ い

計画
け い か く

や各種
か く し ゅ

災害
さ い が い

対応
た い お う

マニュアルに、男女
だ ん じ ょ

双方
そ う ほ う

の視点
し て ん

や、さまざ

まな立場
た ち ば

の人
ひ と

の視点
し て ん

を反映
は ん え い

すること 

８．消防
しょうぼう

職員
しょくいん

、消防
しょうぼう

団員
だ ん い ん

、警察官
け い さ つ か ん

、自衛官
じ え い か ん

などについて、防災
ぼ う さ い

現場
げ ん ば

に女性
じ ょ せ い

の視点
し て ん

が活
い

かせる

よう、女性
じ ょ せ い

職員
しょくいん

の採用
さ い よ う

・登用
と う よ う

を進
す す

めること 

９．その他
た

（                                  ） 

10．わからない 

 

問28 「葛飾区
か つ し か く

男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

推進
す い し ん

センター（ウィメンズパル）」は、誰
だ れ

もが自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きていける

男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

社会
し ゃ か い

の実現
じ つ げ ん

を目指
め ざ

す、学
ま な

びと交流
こうりゅう

の場
ば

です。あなたは、葛飾区
か つ し か く

男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

推進
す い し ん

セン

ター（ウィメンズパル）を知
し

っていますか。（○は１つだけ） 

１．知
し

っている ２．知
し

らない 
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問29 葛飾区
か つ し か く

男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

推進
す い し ん

センターにおいて、あなたが参加
さ ん か

または利用
り よ う

してみたいものはどれで

すか。（○はあてはまるものすべて） 

１．平日
へ い じ つ

の日中
にっちゅう

に開
か い

催
さ い

される男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

に関
か ん

する講座
こ う ざ

・講演会
こ う え ん か い

 

２．平日
へ い じ つ

の夜間
や か ん

や土日
ど に ち

に開
か い

催
さ い

される男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

に関
か ん

する講座
こ う ざ

・講演会
こ う え ん か い

 

３．男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

に関
か ん

する図書
と し ょ

資料室
し り ょ う し つ

（図書
と し ょ

や雑誌
ざ っ し

などの閲覧
え つ ら ん

・利用
り よ う

） 

４．相談
そ う だ ん

事業
じ ぎ ょ う

（法律
ほ う り つ

相談
そ う だ ん

、悩
な や

みごと相談
そ う だ ん

、女性
じ ょ せ い

に対
た い

する暴力
ぼうりょく

相談
そ う だ ん

） 

５．パルフェスタ（センターまつり）、啓発誌
け い は つ し

の発行
は っ こ う

などの啓発
け い は つ

事業
じ ぎ ょ う

 

６．学習
がくしゅう

・交流
こうりゅう

のための会議室
か い ぎ し つ

や学習室
が く し ゅ う し つ

 

７．登録
と う ろ く

団体
だ ん た い

・グループの自主
じ し ゅ

活動
か つ ど う

 

８．その他
た

（                                   ） 

９．特
と く

にない 

 

問30 あなたは男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

社会
し ゃ か い

を実現
じ つ げ ん

するために、今後
こ ん ご

、区
く

ではどのような施策
し さ く

を充実
じゅうじつ

したらよい

と思
お も

いますか。（○はあてはまるものすべて） 

１．病気
び ょ う き

や緊急
きんきゅう

時
じ

に、家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を手助
て だ す

けする制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

２．労働
ろ う ど う

（パート・内職
ないしょく

を含
ふ く

む）に関
か ん

する情報
じょうほう

の提供
ていきょう

と相談
そ う だ ん

の充実
じゅうじつ

 

３．高齢者
こ う れ い し ゃ

・障害者
し ょ う が い し ゃ

介護
か い ご

に関
か ん

する支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

４．子育
こ そ だ

て・育児
い く じ

に関
か ん

する支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

５．女性
じ ょ せ い

の自立
じ り つ

や男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

に関
か ん

する講座
こ う ざ

・講演会
こ う え ん か い

や交流
こうりゅう

イベントの充実
じゅうじつ

 

６．社会
し ゃ か い

参画
さ ん か く

をめざす女性
じ ょ せ い

の人材
じ ん ざ い

育成
い く せ い

 

７．男性向
だ ん せ い む

けの育児
い く じ

や介護
か い ご

などに関
か ん

する講座
こ う ざ

の開催
か い さ い

 

８．女性
じ ょ せ い

のための各種
か く し ゅ

相談
そ う だ ん

の充実
じゅうじつ

 

９．学校
が っ こ う

における男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

教育
きょういく

の推進
す い し ん

 

10．情報誌
じ ょ う ほ う し

やパンフレットなどの情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

 

11．女性
じ ょ せ い

の自主的
じ し ゅ て き

活動
か つ ど う

や研究
けんきゅう

活動
か つ ど う

への支援
し え ん

 

12．審
し ん

議会
ぎ か い

などへの女性
じ ょ せ い

の積極的
せ っ き ょ く て き

な登用
と う よ う

 

13．区
く

職員
しょくいん

の男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

意識
い し き

づくり 

14．夫
おっと

やパートナーからの暴力
ぼうりょく

の防止
ぼ う し

および支援
し え ん

の実施
じ っ し

 

15．その他
た

（                                   ） 

16．特
と く

にない 
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問31 葛飾区
か つ し か く

の男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

・共同
きょうどう

参画
さ ん か く

施策
し さ く

全般
ぜ ん ぱ ん

についてのご意見
い け ん

・ご要望
よ う ぼ う

を自由
じ ゆ う

にご記入
き に ゅ う

ください。 

 

 

 

◎最後
さ い ご

に、ご回答
か い と う

を統計的
と う け い て き

に分析
ぶ ん せ き

するために、失礼
し つ れ い

ですが、現在
げ ん ざ い

のあなた 

自身
じ し ん

のことについておたずねします。 
 

Ｆ１  あなたの性別
せ い べ つ

をお答
こ た

えください。（○は１つだけ） 

１．女性
じ ょ せ い

 ２．男性
だ ん せ い

 ３．（      ） 

 

Ｆ２  あなたの年齢
ね ん れ い

はおいくつですか。（令和
れ い わ

2年
ね ん

６月
が つ

１日
に ち

現在
げ ん ざ い

）  （○は１つだけ） 

１．10・２０歳代
さ い だ い

 

２．３0歳代
さ い だ い

 

３．４0歳代
さ い だ い

 

４．５0歳代
さ い だ い

 

５．６0歳代
さ い だ い

 

６．７0歳代
さ い だ い

 

７．８0歳代
さ い だ い

以上
い じ ょ う

 

 

 

Ｆ３  あなたは結婚
け っ こ ん

していますか。（○は１つだけ） 

１．結婚
け っ こ ん

している 

２．結婚
け っ こ ん

していないが同居
ど う き ょ

の異性
い せ い

のパートナーがいる

（事実婚
じ じ つ こ ん

を含
ふ く

む） 

３．結婚
け っ こ ん

していないが同居
ど う き ょ

の同性
ど う せ い

のパートナーがいる 

 

４．結婚
け っ こ ん

していたが、離別
り べ つ

・死別
し べ つ

した 

５．結婚
け っ こ ん

していない 

（Ｆ３で１～３のいずれかをお答
こ た

えの方
か た

に）                        

Ｆ３－１  あなたの世帯
せ た い

は、共
と も

働
ばたら

きですか。（○は１つだけ） 

１．共
と も

働
ばたら

き 

２．自分
じ ぶ ん

だけ働
はたら

いている 

３．配偶者
は い ぐ う し ゃ

・パートナーだけ働
はたら

いている 

４．ともに働
はたら

いていない 

 

Ｆ４  お子
こ

さんはいらっしゃいますか。（○は１つだけ） 

１．いる ２．いない 

ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。 

ご記入
き に ゅ う

いただいた調査
ち ょ う さ

用紙
よ う し

は、同封
ど う ふ う

の返信用
へ ん し ん よ う

封筒
ふ う と う

（切手
き っ て

不要
ふ よ う

）にて７月
が つ

１３日
に ち

（月
げ つ

）まで

にご投函
と う か ん

くださいますようお願
ね が

いいたします。なお、調査
ち ょ う さ

結果
け っ か

は1２月
が つ

以降
い こ う

、男女
だ ん じ ょ

平等
びょうどう

推進
す い し ん

センターや区立
く り つ

図書館
と し ょ か ん

などで調査
ち ょ う さ

報告書
ほ う こ く し ょ

をご覧
ら ん

いただけるほか区
く

のホームページにも掲載
け い さ い

いたします。 
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